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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















　ＣＯＮＴＥＮＴＳ




Ⅰ　赤眸の少年、宿命と出会う

Ⅱ　剛力の魔神、未契約者を襲う

Ⅲ　閃光の万力、古の真実を語る

Ⅳ　可憐なる角、礼拝堂に踊る

Ⅴ　氷結の魔神、八眼争覇を告げる
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　エルバ・ナイトロンドの両手は、まるで他人の意思が働いているかのように動いた。

　左右に配置されたナイフとフォークを優ゆう雅がな手つきで取り上げる。赤ワインで煮に込こまれた牛肉をフォークで固定してナイフで一口サイズに切り取り、口の中に放ほうり込む。できるだけ音を立てずに咀そ嚼しやくする。もぐもぐもぐ。うん、うまい。六年ぶりに食べる牛肉赤ワイン煮込みは、懐なつかしい味がした。

　小さな感動を、エルバは覚えていた。味だけではない、この店の内装もそうだ。エルバは、ブルティエール駅から出て最初に出くわした、という理由だけで、斧おのとハサミ亭ていなる名の店に入った。別段高級な店でもない、大衆向けの料理屋である。にも拘かかわらず、内装はきれいなものだった。壁かべには絵画がかけられ、テーブルクロスはシミ一つ無く真っ白だ。西部州ではこんな上品な店はありえない。壁に貼はられている絵といえば賞金首の似顔絵だし、テーブルクロスは往々にして、食器を盗ぬすむための布として使用される。

　こんな風にお行ぎよう儀ぎよく食事するのは、ずいぶん久しぶりのような気がする。ふと気がついたら、エルバは父親に仕込まれた東部式テーブルマナーを知らず知らずのうちに実じつ践せんしていた。東部州に、ブルティエールに帰ってきたんだな、と感じずにはいられなかった。

　しかし、西部となにもかもがまるっきり異なる、というわけでもなかった。

　ふと、背後に気配が現れたのを感じる。

　振ふり向くと、そこにはミノタウロスが立っていた。

「…………」

　突とつ然ぜんのことに、エルバ・ナイトロンドは驚おどろいた──が、「口の中に物が入っている時はしゃべらない」という幼い日に叩たたき込まれたマナーを忘れ去るほどでもなかった。肉を存分に咀嚼し、飲み込んでから、落ち着いて口を開く。

「店の中で悪あく魔まを喚よぶようなマナー知らずは、東部にもいるらしいな」

　ざっと店内を見回す。昼飯時にはやや時間はずれで、埋うまっている席は三分の一ほどだった。運悪く居合わせた客達は、突然現れたミノタウロスの姿を見てざわめきだしている。

　こういうところは東部だよな、とエルバは思った。西部には、飲食店に悪魔が現れた程度で騒さわぎ立てるような奴やつはいない。その程度のことは日常茶さ飯はん事じだからだ。まして、オオツノミノタウロスごときで腰こしを浮うかすなど、小学生でもしない。

　エルバは落ち着いて悪魔の姿を見やった。筋骨隆りゆう々りゆうの身体からだに、牛の頭。長い角はすらりと伸のびており、通常のミノタウロスのものよりも鋭するどく尖とがっている。いかにも屈くつ強きような外見をしているが、二段級に分類される悪魔であり、さほど珍めずらしいものでもない。あまりに大きな角が邪じや魔まなため、労働力として使し役えきされることはあまりないが。どちらかといえば、喧けん嘩かなどの荒あら事ごとに向いている悪魔である。

「……それは、おまえの得意技わざだっただろう？」

　そのミノタウロスの陰かげから、一人の男が進み出てきた。

「久しぶりだな、ナイトロンド！」

　エルバは再び驚いた。自分の名前を呼んだその男は、まったく見も知らぬ相手だったからである。

　男の姿を観察する。年ねん齢れいは三十歳くらい。多分、まじめな勤め人ではあり得ないだろう──両手の甲こうにドクロの入れ墨ずみを入れることが許される職業を、エルバは知らない。裏通りを歩くゴロツキの類たぐいか、と見当をつける。ブルティエールの犯罪組織、マーレボルジュの末まつ端たん構成員か。

　疑問はますます大きくなった。誰だれだこいつ？

　エルバの内心などお構いなしに、男はしゃべり続けた。

「ここで会ったが百年目、って奴だ。ええ？」

　男は右みぎ腕うでの袖そでをたくし上げ、エルバによく見えるように下か腕わん部を差し出した。そこには、横に長く裂れつ傷しようが走っている。手術でメスを入れた痕あとのように見える。

「毎年冬になると、てめえに折られた腕の傷が痛むんだよ。そのたびにてめえのツラがちらついて仕方なかったぜ。いつかてめえに俺と同じ以上の苦痛を味わせてやる、と誓ちかって痛みに耐たえ抜ぬいてきたが……誓いを果たす日がついにやってきて、俺は嬉うれしいぜ」

　なにか、全く知らないストーリーにエルバは巻き込まれているようだった。ここらで誤解を解かないととんでもないことになりそうだ、とエルバはおもむろに口を開いた。

「……というか、アンタら、誰だ」

「今いま更さらとぼけてもらっちゃ困るぜ！」

　ミノタウロスが人じん語ごを発した。

「それとも、俺とエドさんのことはもう忘れちまったってか!?」

「いや、忘れるも何も、──」

「ああ、そうだろうさ！」

　男──エドは、エルバの声を遮さえぎって言った。

「あんたは覚えちゃいないだろう。だがな、こっちは忘れたくても忘れられなかったんだよ！　ボブ、やっちまいな！」

　エドはミノタウロスの背をぽんと叩いた。ミノタウロスの中の奴の名前はボブというらしい──と思った次の瞬しゆん間かんには、ミノタウロスは右腕を高く振り上げていた。

「死ねよッ」

　かけ声と同時に、ミノタウロスは丸太のような腕を振り下ろした。

　脳天を砕くだかれる寸前、エルバは咄とつ嗟さに横に飛んだ。ミノタウロスの握にぎり拳こぶしはテーブルに激突した。木製のテーブルは一いち撃げきで粉ふん砕さいされ、エルバが食べかけていた料理の皿やらフォークやらが宙に舞まう。

　暴力行こう為いを合図にして、周囲の客達が弾はじかれたように逃にげ出し始めた。我先と店の出口へ押し寄せ、飛び出していく。客だけではない、店員までもだ。無銭飲食をとがめだてる余よ裕ゆうなどありはしない。

　突然勃ぼつ発ぱつした狂きよう騒そうの中、平然としているのは当のエルバただ一人だった。この手のアホが場をわきまえずに暴れ出すのは、西部で日常茶飯事だ。それをあの方々は、この程度で何をわめいているんだか──逃げ出す人々を見ながら、エルバは冷静に考える。

　まあ、それはどうでもいいことだ。まず責められるべきは、騒ぎの元げん凶きようである。エルバはエドたちを見返した。

「今ひとつ事情がつかみ切れてないんだが、──俺には、この世において存在を許せないものが三つある。ムカデと、鳩はとのフンと、場所をわきまえずに騒ぐアホだ」

　怒いかり、というよりは苛いら立だちをあらわにして、エルバは叫さけんだ。

「人の食事を邪魔すんじゃねえぜ。このアホどもがッ」

　左腕を伸ばし、装着した円盤レンズホルダーを見せつける。下腕部を半ば覆おおう黒い装身具を一振りすると、中から一枚の円盤が飛び出した。エルバは右手を閃ひらめかせ、円盤を空中でキャッチした。

　円盤の直径は四センチほど、ほぼ無色透とう明めい。瞳ひとみにたとえるならば、虹こう彩さいに当たる部分に黒い環かん状じようの模様──紋様クリプトが刻み込まれている。

　その紋様パターンを確かく認にんしてから、エルバは一声叫んだ。

「……召喚コンタクト！」

　かけ声に応じ、円盤は弱い光を放って、手の中から飛び出した。

　空中で円盤は縦に割れて二枚になり、それぞれがエルバの両目、目ま蓋ぶたの下に潜もぐり込んだ。硬こう質しつな円盤は軟なん体たい化し、眼球にぴたりと吸い付く。

　次の瞬間、エルバの周囲に白いもやが現れ始めた。それは急激に雲を成し、エルバの姿を覆い隠かくす。それは徐じよ々じよに収束し、身体にまとわりついて、人に似て人ならざる生物の形と成り代わった。

　全身白い毛むくじゃらの姿、頭部には大きな耳と突つき出た鼻、そして牙きば。人じん狼ろう──ホワイトワーウルフの姿に、エルバは変身していた。雪原に棲すまう悪魔ゆえ、凍こおった地面に突き立てるための爪つめが大きく鋭く発達している。基本的には寒冷地対策として使役される悪魔ではあるが、敏びん捷しような動き、鋭えい利りな歯や爪で戦せん闘とうを行うこともできる。エルバはこの悪魔を昔から何かと愛用している。

　人狼の姿を見るなり、ミノタウロスは頭をもたげて笑った。

「その細腕で、この俺に勝てると思うのか!?」

　言う通り、二匹ひきの悪魔の体格には大人と子供程ほどの差があった。ミノタウロスの肉体美の前では、ワーウルフは枯かれ木きに見える。

　しかし、エルバに臆おくした様子は全くなかった。

「あんたこそ、そのごつい身体からだをまともに動かせるのかよ？」

「フン！　減らず口を叩たたいていると後悔するぜ！」

　ミノタウロスは大きく腕うでを広げて飛びかかってきた。一度とっ捕つかまえたら最後、ワーウルフの背骨が折れるまで両腕で締しめ上げる構えである。

　エルバは軽く身をかわして腕を取り、床ゆかを蹴けった。全体重をミノタウロスの腕にかける。

「おおおっ!?」

　さしものミノタウロスにも、ワーウルフの体重を腕一本で支えることはできなかった。転てん倒とうを余よ儀ぎなくされる。そして次に気がついた時には、ホワイトワーウルフに肘ひじの関節を極きめられ、うつぶせにはいつくばっていた。

「ずいぶんヘボいな」ワーウルフは言った。「西部だったらあんた、小学生にも負けてるぜ？」

　エルバはミノタウロスの背にのっかると、情け容よう赦しやなく両手の爪を走らせた。

「ぐあああッ!?」

　三重のバツ印が、ミノタウロスの背中に刻み込まれる。大きな深い傷口が開くと、そこから大量の塵ちりが抜け出ていった。もはや、虚きよ体たいを維い持じできないレベルの散さん逸いつだ。結果、ミノタウロスの全身が希き薄はくになっていく。輪りん郭かくがぼやけ、雲散し、しまいには風が霧きりを吹き払はらうかのように消えて無くなる。

「がああッ！　ぐう……ッ！」

　半牛半人の下から現れたのは、あごひげを蓄たくわえた一人の男だった。エドと似たような身なりをしているところから、正体は推おして知るべしである。背中を押さえて、悶もん絶ぜつの悲鳴を上げている。背を爪で裂さかれたかのような痛みを、彼は味わっていた。実際の彼の背中はきれいなもので、三重のバツ印が刻まれているわけではないのだが。

「この程度のダメージで悪あく魔まを解放するのか」ワーウルフは肩をすくめた。「話にならないな、まったく」

「ボブ！」

　ミノタウロスの中から現れた男に、エドは声をかけた。が、よほど痛みがひどいのか、ボブは返事をすることもできない。エドは頭を上げ、ワーウルフを睨にらみつけた。

「てめえ、よくもボブを……！」

　言いつつ、エドはズボンのポケットから円盤を一枚取り出した。

　それを見た瞬しゆん間かん、ワーウルフは素す早ばやく手を伸のばし、円盤をつかむエドの腕をつかんで締め上げた。

「うぐあッ！」

　人ならざる怪かい力りきを発揮する「悪魔」の前では、常人に抵てい抗こうする術すべはない。エドの手は自然に開き、円盤レンズがこぼれ出た。ワーウルフは空中で円盤を蹴り、手の届かないところに飛ばした。

「てめえ、この……放しやがれ！」

　エドはあくまで抵抗し、腕を引き抜こうとじたばたした。

「はいはい」

　エルバが言われた通りぱっと手を放すと、

「うおおっ」

　勢い余ってエドは豪ごう快かいに転倒した。が、すぐに身を起こすとボブのそばまで這はい寄り、

「チッ！　今日は挨あい拶さつ程度にしといたらあ！」

　ボブの肩かたを抱だいて立ち上がった。ボブはいまだに背をよじって苦しんでいたものの、自分の足で歩くことはできた。助けを借りつつ、ワーウルフをじっと睨んだまま、警けい戒かい心もあらわにじりじりと後退する。ぐでんぐでんになっている酔よっぱらい二人連れのようにも見えた。

「だが覚えとけよ！」エドが捨てぜりふを投げる。「一度このエド・ガルパスに見つかった以上、枕まくらを高くして眠ねむれる日はないと思えよ、チェビアト・ナイトロンド……！」

　さっと身を翻ひるがえし、二人は店の外へと逃げていった。

「……なに!?　チェビアトだって!?」

　その捨てぜりふに、エルバは初めて動どう揺ようした。すぐさまホワイトワーウルフを解放して人の身体に戻もどり、二人の後を追う──が、料理屋の外に出た時には、二人の姿は既すでに消え去っていた。料理屋の入口には、ついさっきまで店内で食事をとっていた客が数名、そして店員が数名残っているだけだった。

「……今出て行った奴やつらは？」

「店の人達が追いかけていったよ」客の一人、スーツ姿の男が答えた。「でも、捕まるかどうか。あいつら、二人揃そろって蛇へびを召しよう喚かんしていたから」

　あの二人、まだ悪魔の円盤を隠し持っていたのか、とエルバは舌打ちした。

「……エルバ！」

　その時、エルバの名を呼ぶ声がした。

　声の方に視線を投げると、スーツ姿の男のすぐ後ろに、背の低い少女が一人立っていた。

「お、ファルナ。ブルティエールの地図は買えたか」

　ファルナと呼ばれた少女は、右手に抱かかえた地図帳を、ためらいがちに持ち上げた。

「買えた……けど、エルバこそなにやってんだ」

　エルバは少し考え込んでから、簡潔に答えた。

「昔の父さんを知っている人に会っていた」

「マジで!?」ファルナは驚おどろいた。「ついさっきブルティエールに着いたばっかりだってのに、いきなりヒットかよ。そいつは今どこにいるんだ」

「残念ながら、逃にげられた」

　エルバは店の入口を離れ、ファルナのそばに寄った。

「詳くわしい話は、別の店でするぜ」

「なんでだよ。ここでいいじゃん」

「あんまり良くない。あと五分くらいしたら、警察が来るだろうから」

　エルバは振ふり返り、店内を見やった。極力周囲に被ひ害がいを及およぼさないように戦ったつもりだったが、店内の様子はエルバのイメージとはまるっきり異なっていた。テーブルは三つ四つひっくり返り、椅子いすの中には破損しているものもある。食べかけの料理がいくつも床に落ちていて、非常にもったいない惨さん状じようを晒さらしている。上品な内装が台無しである。弁べん償しよう代が一体いくらになるやら、想像してエルバは肝きもを冷やした。

　ファルナは片かた眉まゆをつり上げた。

「悪魔が一暴れしたように見えるな」

「正解。……とにかく場所を変えるぞ」

　エルバはファルナの背を叩たたき、この場から動くように促うながした。







「ふ～ん」

　騒そう動どうの顚てん末まつを最後まで聞き終えると、ファルナは腕うで組ぐみをした。

「つまり、その二人組は、チェビアトおじさんとエルバとを見み間ま違ちがえたってわけか」

「おそらくそうなんだろう。迷めい惑わくなこった」

　エルバは、ファルナの結論を肯こう定ていした。

　二人は料理屋近くの軽食喫きつ茶さに場所を変え、オープンテラスの席に腰こしを落ち着けていた。仮に警察がエルバを追ってきた場合、全速力で逃げ出すことができるように、である。

　エルバはコーヒーを飲みながらつい先ほどの体験を語り、ファルナはサンドイッチを次から次へと胃い袋ぶくろに詰つめ込みながらエルバの話を聞いていた。

「ちょっと話は変わるが」エルバは言った。「十二歳までブルティエールに住んでいた身として言わせてもらうが、もう少し上品な食べ方をしてくれないか」

「ん？」

　ファルナはサンドイッチを持つ手を止めた。が、それも一いつ瞬しゆんのこと、すぐに大きく口を開けて、サンドイッチを一口に飲み込む。

「ものを食うのにもぐもぐもぐ上品も下品ももぐもぐもぐあるのかよもぐもぐもぐ」

「あと、食いながらしゃべるのもよくない」

　ファルナは、サンドイッチを完全に嚥えん下かし終えてから、エルバに反論した。

「東部式の礼れい儀ぎ作法なんて、あたしの知ったこっちゃねえよ」

「西部人らしい答えだな」

　と言いつつ、エルバは内心でため息をついた。

　ファルナはエルバの様子など少しも気にせず、自分の手元に視線を落とした。

「きっと、この紅茶を一いつ杯ぱい飲むのにも、作法って奴があるんだろうな」

　ファルナが紅茶を頼たのんだところ、店員が持ってきたのは紅茶で満たされた大きめのポットと、空の小さなティーカップだった。

「なんなんだよ、これも。ポットからカップに何度も何度も移し替かえては飲み、だなんて、なんの意味があるんだよ。なんで最初から、大きなカップに紅茶を入れないんだ」

　ファルナは言い切った。その言葉には一理あったので、エルバとしては肩をすくめるしかなかった。

「それは、東部式の伝統だとしか言いようがない」

「くだらねえ伝統だな」

　ドース連れん邦ぽう内における文化は、主として東部式と西部式の二つに分けられる。端たん的てきに言うならば、東部の文化は洗練されているのに対し、西部は形式を嫌きらい実質を重んじる。東部の人間は西部の文化を下品だと嫌い、西部の人間は東部の文化を惰だ弱じやくだと嫌う。

　ここは極東、連邦首都州ブルティエール。いわば東部文化の発信基地である。それだけに、ファルナのような西部式振る舞まいはことさら目立たざるを得ない。

「身体からだにしみついた流儀は簡単には矯きよう正せいできない、ってのはわかるがな。でも『郷ごうに入りては郷に従え』って言葉、知ってるか？」

　外見からして、ファルナが西部人であることは丸わかりだった。ショートヘアといい男物の服装といい、東部の少女にはありえないファッションである。背が低いせいもあり、初見の人間は小学校高学年の少年とみまがうことだろう。

　未開地に居住領域を広げていく、という命がけの事業を長年生なり業わいとしてきた西部人には、服装とは動きやすいものでなくてはならず、美しさやはなやかさを取り入れる余地などなかった、という歴史的背景がある。それだけに、落差は激しく、埋うめようがない。

「どうよ、ああいう服とか、着てみたいとは思わないのか？」

　すぐそばを歩いていた女の子を、何の気なしに指し示す。その女の子はいかにも東部的な、ヒラヒラとしたフリル山盛りの服を着ていた。

　ファルナはサンドイッチを喉のどに詰まらせ、むせた。

「あんな恥はずかしい服着られるかよ！　というかどうでもいいだろ、あたしの服なんか」

　大きな声で反論する。顔が赤いのは照れているのか、それとも単に呼吸が苦しいだけなのか。

「それよか、エルバの父さんのことだ」

「……まあ、そうだな」

　そう答え、エルバは半ば無意識に顔面の傷を指でなぞった。

「チェビアトおじさんとエルバがそっくりだってのは、本当だったんだな」

「こんな形で証明されるとは思ってもみなかったがな」

　ファルナの指し摘てきに、エルバは天をあおいだ。

「幸さい先さきいいんだか悪いんだか。生前父さんが何をやっていたんだか、ますますわからなくなってきた」

「そう言えば、チェビアトおじさんって、仕事は何をやってたのさ」

「それよ」エルバはファルナを指さした。「まず、そこからしてわからない」

「マジか。小学校の先生とか同級生とかに、『父親の仕事は何だ』とか聞かれなかったのかよ」

「聞かれた。その時は常に『うちの父親は宝石泥どろ棒ぼうだ』と答えるようにしていた」

「……噓うそにもほどがあるだろ」

「うるせえなあ。仕方ないだろ、俺が父さんにその質問をすると、いつも『俺の仕事は宝石泥棒だ』って答えてたんだから」

「……チェビアトおじさんって、意外と面おも白しろい人だったのな」

「どうだか。場ば違ちがいな冗じよう談だんばかり言ってたせいで、人の恨うらみを買っていたかもしれないぜ。……どうにかして生計を立てていたはずなんだがな。生活するのに特に不自由はなかったし」

「その、エルバを襲おそった奴やつらを捕つかまえたら、おじさんのこと、わかるかな」

「さあ。単に恨みを抱いだいているだけで、可能性は低いんじゃないの」

「そうなの？」

「あれは親しい間あいだ柄がらじゃあないだろう。少なくとも父さんは、親愛の情を表現するために相手の腕うでを折るような人じゃなかった」

「…………」

　ファルナは紅茶のカップを指で弾はじいた。

「手がかりにはなりそうもねえってことか。前ぜん途と多難そうだな、こいつは」

「それはもとより覚かく悟ごの上だ」

　答えて、エルバはコーヒーを一口飲んだ。

　二人がブルティエールにやって来た名目上の目的は、この春からブルティエール大学に通うファルナの下宿を探すためだった。単なる観光旅行ではない。下宿が見つかり、諸条件さえ揃そろえば、ファルナはそのままブルティエールに留とどまって住み着くつもりだった。が、エルバは連邦の西の果て、エレイスン家のあるブラックストーン州に戻もどらなければならなかった。エルバも大学を受験したのだが、残念なことに不合格通知を受け取っていた。

　今回ファルナのお供役を仰おおせつかったのは、「かつてブルティエールに住んでいたなら、土と地ち勘かんがあるだろう」という理由からである。ファルナのガイド役をエルバは自ら申し出、ついてきた──というのが、表向きの事情だ。

　真の目的、父の足そく跡せきを探すことに関しては、叔父おじ夫妻には一言たりと漏もらしていなかった。言わない方がいい、とファルナがエルバに提言したのだ。悪くすると首都行きに反対されるかもしれない、と。

「ま、あたしは学校がはじまるまでヒマだし、とことんつき合うつもりでいるけどな」

「助かる」エルバは頭を下げた。「俺はそれほどヒマじゃないがな」

「なんか方策はあるのかよ」

「まずは父さんの墓参りに行こう、という以外の具体的プランは、今のところない」

「大だい丈じよう夫ぶかよ」ファルナは目を丸くした。「たしかに、おじさんの墓参りは大事だけど、──」

　ファルナがさらに言おうとした、その時。

　エルバとファルナの席が、不意に暗くなる。日が陰かげったせいではない──頭を丸まる坊ぼう主ずにした巨きよ人じんが、二人のそばに現れたからだ。

　仮に彼が店員だとすれば、この店はよほどの働き手不足らしい、とエルバは考えた。男はかなりの威い圧あつ感を放っていた。巨大な塔とうが立っているかのようだ。こんな人間が隣となりにいては、コーヒーを味わうのは難しい。

　大男はエルバの顔をじっくり観察してから、嬉うれしそうに歯をむき出した。

「ふははは！　久しぶりだな、チェビアト・ナイトロンド……！」

　その一言を聞いた途と端たん、エルバは頭を抱かかえた。

　ファルナはエルバに問いかけた。

「さっき襲われたのは、こいつか」

　エルバは横に首を振ふった。

「違ちがう。どうやら、二度目の偶ぐう然ぜんが発生したらしい」

「……無視をするなよ……！」

　大男はいきりたっていた。今にもテーブルを蹴け飛とばしかねない勢いである。

「まあ、待っとけ」

　エルバは両手で「落ち着け」とジェスチャーした。相手をしてやらなければ、さきほどの料理屋の繰くり返しになるであろうことは火を見るより明らかだ。不本意ながら、エルバは席を立った。出入り禁止の店をこれ以上増やしたくない。

「ここじゃ店に迷めい惑わくだ。よそで話をしようじゃないか」




　軽食喫きつ茶さの裏手は、狭せまい路地だった。真っ昼間だというのに薄暗いのは、道の両サイドの建物が、道の広さに比して高すぎるせいである。人通りはなく、町の中心部に近い場所のわりには静かだった。

　その道を塞ふさぐように、エルバとファルナは並んで立っていた。向かい合う先には、坊主頭の巨人が壁かべとなってそびえている。服装から察するに、さきのエドたちの同類だろう。まじめな勤め人にしては強面こわもてに過ぎる。

「まず、誤解を解いておく必要があると思うんだが、──」

　最初に口を開いたのはエルバだった。が、

「チェビアト・ナイトロンドおお！」

　大きな声を張り上げ、大男が遮さえぎった。

「久しぶりじゃないか！　六年ってところか!?　六年間、会いたくてたまらなかったぞ！」

　手をすりあわせつつ、言葉とは裏腹に怨えん嗟さの視線でエルバを刺さす。少しでも隙すきを見せた瞬しゆん間かんに襲って殺す、という殺気が丸出しだった。

　エルバは頭を抱えた。

「待ってくれ。……まずあんた、名前はなんて言うんだ」

　奇き妙みような質問を投げられて、大男はわずかに戸と惑まどった。が、素す直なおに答える。

「マービンだ！　忘れたのか!?」

「じゃあ、マービンさんよ。俺はチェビアトじゃない」

「……なんだと？」

　マービンの表情が消えた。

「俺の名前はエルバ・ナイトロンド。チェビアトの息子むすこだ」

　しばしの間、マービンはエルバの顔に見入った。しかし、

「ふははは！　そんなつまらん言い訳にこの俺がだまされると思うのか!?」

　再度エルバは頭を抱えた。

「あんたなあ！　いくら俺と父さんが似ているからって、年ねん齢れいが違いすぎるだろ!?　俺は今年で十九だぜ!?」

　両手を広げ、エルバは若さをアピールした。しかしマービンは鼻で笑って取り合わない。

「そんなせこい言い訳で逃にげようったってそうはいかんぞ！　この、──」

　さらに何か言おうとしたが、突とつ然ぜん途切れ、口から何かが飛び出す。大男は慌あわてて手を出し、口から出たそれを空中でキャッチした。

　入れ歯だった。

　マービンはやや恥はずかしそうに入れ歯をはめ直した。

「貴様のせいだ！」マービンはエルバに怒いかりをぶつける。「貴様に歯を叩たたき折られたせいで、俺は総入れ歯を入れる羽目になったんだ！　この恨み、今この場で晴らしてくれるわ！」

「だーかーらー……！」

　エルバはまだ食い下がろうとした。しかし、ファルナがエルバの腕うでをつかんで止めた。

「説得しようったって無理だって！　こういうアホは殴なぐって黙だまらせるしかねえ！」

　マービンは袖そでの中から円盤レンズを取りだした。コインかチップとも思えるこの物体は、この地上で最大多数を誇ほこる生命体──「悪あく魔ま」の実体である。

「召喚コンタクト！」

　声に応じて、マービンの周囲の大気が不ふ透とう明めい度を増した。

　ドースの大気には、塵ちりと呼ばれる特とく殊しゆな物質が含ふくまれている。人間にとっては接せつ触しよくしようが吸引しようがまったく無害な存在だが、悪魔が放つ命令に呼応して可視化、集合の後固形化して、「虚きよ体たい」を構成するという奇妙な特質を持つ。

　白く光を放つ霧きり状じようの気体が、マービンを包み込むように現れる。それらは中心に吸い寄せられ、身体からだに吸い付いていった。それは、マービンの体型とは全く異なる具合に形を為なしていき、最終的には四本脚あしの獣けものの姿となった。

　頭部には獅し子しの頭、背中には山羊やぎの頭、尻尾しつぽには蛇へびの頭を持つ怪かい物ぶつ──キマイラだった。「キマイラか」エルバは舌打ちした。「また珍めずらしい悪魔をくり出してきたな」

　三つの頭と六つの目を持つが故ゆえに視界が広く、なおかつあらゆる体勢からあらゆる方向に嚙かみつける。六段級に分類される、強力な悪魔である。

「ふははは！」マービンは高笑いした。「六年間、復ふく讐しゆうを果たす時を待っていた！　嚙み裂さいてくれるわ！」

「エルバ！」ファルナはエルバのシリンダーに手をかけていた。「あいつに対たい抗こうできる悪魔、持ってるか!?」

　エルバは返事に詰つまった。キマイラに対抗しうる悪魔を持っていなかったからだ。ホワイトワーウルフは三段級の悪魔であり六段級のキマイラとはかなりの実力差がある。絶望的、とまではいかないが、正面から戦えば痛い目を見るのは確実だ。勝つにせよ負けるにせよ。

　面めん倒どうだが、最後の手段に頼たよるしかないようだ、とエルバは覚かく悟ごを決めた。

「向こうがやる気なら、こっちも徹てつ底てい的にやってやる！　ファルナは下がって見ていろ」

　エルバはファルナを押しのけた。

「アレを使うぜ」

「…………！」

　ファルナは無言で息を吞のんだ。

「あとのこと、よろしく頼たのむ」

　そう言って、エルバは右手を宙に差し伸のべた。

「なんだ貴様!?　抵てい抗こうせずにおとなしく食われようってか！」

　キマイラは身を震ふるわせた。しかしもちろん、エルバは無抵抗のままやられるつもりはなかった。

　エルバは薄うすく目を閉じた。宙にたゆたう何かをつかみ取ろうとするかのごとく、右手をさまよわせ、ひたすらに集中を続ける。顔は苦痛に歪ゆがみ、汗あせが流れ始める。

　奇妙な様子に、キマイラは警けい戒かい心を覚えた。が、エルバはうんうん唸うなるきり、なんの動きも見せようとはしない。ついにはしびれを切らし、

「こけおどしか！」

　地面を蹴けった。まっしぐらに宙を走り、牙と爪つめとをむき出しにしてエルバに飛びかかる。鋭えい利りな白い爪が、エルバの顔面を引き裂く──

「はああ──ッ」

　寸前、エルバが鋭するどく息を吐はいた。

　その時、キマイラの動きが止まった。

「……なに……!?」

　キマイラの爪は、エルバの顔面から十五センチの距きよ離りを置いて、止まっていた。

　爪だけではない。キマイラの全身が、宙に浮ういていた。跳ちよう躍やくシーンの一いつ瞬しゆん間だけを切り取りだしたかのごとき体勢で、空中に固定されていた。

「なんだ……こりゃ……！」

　拘こう束そくから逃のがれるべく、キマイラは身をよじる。じたじたと小さくもがくことはできるけれど、逃げることはできない。まるで透とう明めいな網あみにからめとられたかのごとくである。

　理解不能な事態に出くわして、キマイラは自分の腕を、脚を、全身を見やった。そしてあることに気がついた。

　自分の周囲を、ぼんやりとした赤い霧きりが取り巻いている。これに押さえ込まれているのか、とキマイラは直感した。目で霧の源流を辿たどる。

　キマイラの視線は、エルバに吸い付けられた。

　赤い霧は、エルバの周囲から放たれていた。

「人の話を聞かないアホは──」

　薄うす目めを開け、ゆっくりと手を下ろす。

「殴なぐって黙だまらせる。それが西部の流りゆう儀ぎだ！」

　かっと目を見開き、エルバは啖たん呵かを切った。

　キマイラの口から、息を吞む音が聞こえた。

　エルバの右目に、光が灯ともっていた。まるでエルバの怒りを象しよう徴ちようするかのような、血のような真しん紅くの輝かがやきが。

　霧の中にあって、エルバはキマイラのように動きを制限されていなかった。大おお股またで歩み寄ると、背中から生えた山羊やぎの頭に両手をかける。

「な……やめろ貴様……！」

　キマイラはもがいたが、赤い霧はキマイラに自由を許さない。

「……うるせえ畜ちく生しよう……！」

　エルバは大口をあけると、山羊の首筋に嚙みついた。

「があっ!?」

　キマイラは悲鳴を上げた。痛みより驚きの方が大きかったろうが。

「貴様、何しやがる!?」

「嚙みつくくらい西部じゃ当たり前だ！」

　エルバは言い返した。

　口を大きく開けていたので「はががががが、はががが！」としか聞こえなかったが。

　突つき立てられた歯は、柔やわらかい肉にズブズブとめり込んでいく。もちろん悪あく魔まである以上、どんなに傷つけても出血することはない。出てくるのは、悪魔の虚きよ体たいの一部としての形を留とどめることができなくなった塵ちりだ。塵は勢いよく噴ふん出しゆつしていき、やがて反応が薄れ、もとの無色透明に戻もどって大気にまぎれていく。

　虚体を構成する塵の密度が低下することで、悪魔の姿は徐じよ々じよに希き薄はくになっていく。ひとたび失われた塵を取り戻すことは、悪魔には不可能だ。元の姿を取り戻したければ、召しよう喚かん主が一いつ旦たん悪魔を解放し、再度召喚するより他ほかにない。

　だがエルバは、それさえ許さない手に出た。

　ある程度首筋を嚙かみ裂いたところで歯を離はなすと、今度は両手の方に力をこめた。山羊の首を引きちぎろうという構えである。

「がああっ!?」

　キマイラは悲鳴を上げた。しかしエルバは手を休めない。やがて嚙み傷は一筋の大きな裂れつ傷しようとなり、バリバリと裂け、──ついに山羊の頭は引きちぎられた。

　途と端たん、キマイラの虚体は弾はじけて散った。マービンが気絶したのだ──召喚主が意識を失ったら、悪魔もその身を維い持じすることはできない。赤い霧の拘束からやっと逃のがれ、真下の地面にどちゃりと落ちる。マービンは完全に気絶していて、ぴくりとも動かなかった。

「よし。かなり強きよう烈れつな幻肢フアントム逆流ペインがいったようだな」

　エルバは満足げに呟つぶやいた。

　幻肢逆流。

　悪魔の身体からだに与あたえられたダメージは、召喚主へと逆流する。悪魔が受けたダメージを召喚主の脳が再現し、同等のダメージを与えるのだ。召喚主の肉体には傷一つつかないが、悪魔が皮ひ膚ふを裂さかれれば、召喚主はあたかも同どう箇か所しよの皮膚を裂かれたような感覚を受ける。腕うでを折られれば腕に、足を折られれば足に、同様のダメージが来る。人間の身体に相応する部位に、感覚は行き届く。

　問題なのは、悪魔は往々にして、本来人間が持ち得ない器官を持っているという点である。角や羽、尻尾しつぽなどに被ひ害がいを受けた場合、その痛みは召喚主に適用されないのかというと、そうではない。実際に、角や羽、尻尾にダメージが発生したような感覚を受けることになる。もとより存在しない器官だけに、人間にはその部位に対する耐たい性せいがない。ゆえに痛みは倍、あるいはそれ以上となって還かえってくる。これを幻肢逆流と呼ぶ。強力な悪魔を召喚する際に伴ともなう大きなリスクである。

　マービンは、二本目の首を引きちぎられた。その痛みたるや尋じん常じようのものではないだろう。気絶、という方法でもって激痛から逃れるのもごく当然の話である。

「こりゃ、丸一日目を覚まさないんじゃねえの」

　下がっていたファルナが、恐おそる恐るエルバの横に出て、マービンの身体をつま先でつついた。

「チェビアトおじさんの話、聞けねえじゃん」

「知るか」エルバは答えた。「こいつも、父さんの友人じゃないことは確かだ。父さんは、友情の証あかしとして、相手の前歯を折るような真似まねは、──」

　最後まで言うことはできなかった。脱だつ力りよく感に襲おそわれて、思わずその場に膝ひざをつく。

「エルバ！」

　ファルナが慌あわててエルバの肩かたを押さえる。

「……いつもの、反動だ」

　従姉妹いとこを落ち着けようと、エルバは声を振ふり絞しぼった。

「……一いつ旦たん、ホテルに引き返そうぜ……」

「ああ、つかまれ」

　ファルナはエルバの肩を抱だき、よろよろとよろけながら路地の奥へ姿を消していった。







　激しく降る雨に打たれるがまま、父はうずくまっていた。

　だが、チェビアトの身体を濡ぬらすのは雨だけではない。父は鮮せん血けつにまみれてもいた。

　エルバは父のそばに行きたかったが、できなかった。彼自身も顔に深手を負っていたからだ。

「……父さん……父……さ……」必死に父を呼ぶものの、喉のどがかすれてまともに声が出ない。顔面を流れる血が目に入り、目ま蓋ぶたを開けておくのも容易ではない。それでも、父のそばに誰かがひざまずいているのは見て取れた。

　謎なぞの人物は、エルバに背を向けていた。男なのか女なのか。それすら、エルバにはわからなかった。わかったことはただ三つ。

　謎の人物が父に何か──謝罪の言葉だろうか──を呟つぶやいたこと。

　それを受けて、父が微笑ほほえみを返したこと。

　そして、謎の人物がエルバに最後の一いち瞥べつを送ったかと思うと、ぱっと消えていなくなったこと。

　不思議な光景のはずだったが、その時のエルバには不思議に思う余よ裕ゆうすらなかった。

　謎の人物が消えたことで、その陰かげに隠かくれていた別の人物がエルバの視界に入ってくる。

　そこには一人の人物が立っている。こっちも性別は不明だった。というのも、仮面で顔を完全に隠していたからである。一つの目を象かたどった、奇き妙みようなデザインの仮面。表情をうかがうことはできない。
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　その人物の服には、血がべっとりとついている。父さんの血だ、とエルバは直感した。あいつが父さんを殺したんだ──幼い頭で、エルバはそう理解する。今すぐにもその男のもとへ飛んでいき、殴なぐり、蹴けり飛ばしてやりたかった。が、身体がまともに動かない。全身が痛みに悲鳴を上げており、かつ雨に打たれてひたすらに寒かった。

　エルバは這はってじりじりと前進していく──しかし、一つ目の仮面の人物はあまりに遠かった。這っても這っても、少しも近づけない。

「くそ……くそッ、くそッ」

　一つ目の仮面の人物は、まるで仮面の目が自分の目であるかのごとく、エルバと死にゆくチェビアトとを見つめ続けていた。




「──ううっ──」

　──というところで、エルバは目を覚ました。

　エルバはベッドに寝ねかされていた。ファルナがちゃんとホテルまで連れてきてくれたんだな、とぼんやり考えつつ、シーツをのけて、身体を起こす。ひどい寝ね汗あせに、エルバは手の甲こうで首筋を拭ぬぐった。あの夢を見た時は、いつもこんな風に身体中がべとべとになる。

「……風に当たるか」

　ベッドから降りて、大窓からベランダに出る。潮風がエルバの前まえ髪がみを巻き上げた。

　ブルティエールは、南側がビスク湾わんという海に面している。年がら年中、海からの風が吹ふき込んでくる土地なのだ。春の風はまだ冷たい──が、今のエルバには汗を吹き払はらう心地ここちよい風だった。

　目の前に広がる風景は、真っ白だった。建物、街路の石いし畳だたみ、街角の噴ふん水すい等々、すべての建築物はビスク煉れん瓦がという資材で構築されている。これは本来赤い色をした煉瓦であるのだが、大気中に含ふくまれる塵に反応して、約二十年スパンで脱だつ色しよく、白くなっていく。特にブルティエールの潮風はそれを助長するらしく、半分の期間で色を失う。現在のエルバの立ち位置からは、脱色しきっていない煉瓦はどこにも見あたらなかった。

　どこまでも白い景色を見やりながら、エルバは夢のことを考える。あの時、父さんの血は白い煉瓦を赤く染めていたものだ──と。きっと、すぐに雨が洗い流してしまったことだろうが。

　夢は、エルバの細かい記き憶おくまでをも再現してくれる。しばらくすると、その細部を忘れてしまうのだが。特に、あの時の雨と、チェビアトのそばにいた二人の人物のことは、忘れてしまいがちだった。

　あの二人は、一体何者だったのか。十二歳のエルバの心に植え付けられた疑問は、いまだもって消えることはない。唯ゆい一いつ確信をもって言えるのは、そのうち一人は父を殺した張本人だということだ。

　その人物は、エルバに確固たる行動方針を与えていた。仇かたきを討ってくれることを望んで、父さんがたびたび俺に夢を見せてくれるのではないか──とすら、エルバは感じることがあった。

　エルバは背せ伸のびをし、けだるさを取り除くべく身体を軽く動かした。赤い霧きりの発動はエルバにひどい消しよう耗もうを強しいるが、一度睡すい眠みんを取ればまったく後を引かないのがせめてもの救いだ。今回も、寝汗が引いてしまうと、あとは単に昼寝をしたあとの爽そう快かい感が残っているだけだった。ちょっとだけアゴに違い和わ感があるが。

　ベランダから部屋に戻ると、ちょうど寝しん室しつの扉とびらが開き、ファルナが入ってきた。

「あ、エルバ！」

　エルバの姿を見た途と端たん、ファルナはすぐさま駆け寄った。

「大だい丈じよう夫ぶか？　もう動ける？　具合悪いところはないだろな？」

「心配しすぎだ。いつも通りだ、すぐに動ける」

　エルバは笑ってみせた。手の甲でファルナの肩かたを軽く叩たたく。

「なら、いいんだけどな」

　言いつつ、ファルナは不安の色を隠かくさない。

「ほんと、それって、使って大丈夫なのかよ」

　顔を近づけて、ファルナはエルバの右目をのぞき込んだ。

　エルバは「それ」を右目から取り出した。

　赤い円盤レンズだった。

　通常の円盤とは明らかに異なる代しろ物ものだった。一いつ般ぱん的な円盤は無色でほぼ透とう明めいであり、紋様クリプトが刻み込まれており、そして二枚セットで使用する。それはあらゆる円盤に共通の事じ項こうであり、例外はない。いや、ないはずなのだ。しかしこの円盤は、どれだけ力をこめても、二枚に割れることはなかった。

　エルバはこの円盤を、常に目の中に入れている。

「まあとにかく、これのおかげで助かっただろ？」

「チェビアトおじさんは、こんな物を一体どこで入手したんだろうな」

　ファルナの疑問は、エルバが六年来抱いだき続けてきた疑問でもあった。

「想像もつかない」エルバはお手上げのポーズを取った。「父さんがこの円盤を使用していたってことは間ま違ちがいないと思うんだがな──」




　死を迎むかえるまでの数分間、チェビアトは口も利きけないほどに消耗しきっていた。だから、遺ゆい言ごんはなかった。だが、エルバは時々思うことがある──父さんは、真しん紅くの円盤を渡わたすために、自宅に戻もどってきたのではないだろうか、と。確信はないが。

　エルバは、死力を尽つくしてチェビアトのもとに這い寄った。チェビアトは、ただエルバだけを見つめていた。その右目には、真紅の輝かがやきが灯ともっていた。弱々しくはあったが、常人に発しうるはずのない、血のような光だった。

　何故なぜ父の目が輝いているのか。その疑問は、父の死の瞬しゆん間かんに解けた。父の目から生気が消えたちょうどその時、何かが滑すべり落ちて地面を打った。血の涙なみだか、とエルバは一瞬思ったが、そうではなかった。

　恐おそる恐る手を伸ばし、それをつかみとる。液状に見えたそれは実は固形物──赤い色の円盤だった。

　一つ目の仮面の人物は、その時には消え去っていた。




　エルバは赤い円盤を光にかざした。

　真紅の輝きは、徐じよ々じよに増しているように思えた。記憶の中の円盤は、もう少し薄うすい色をしていた。六年間という時間をかけて、赤い色が醸じよう成せいされているかのようだ。

　奇き妙みようなことに、円盤はエルバ以外の瞳ひとみに収まることを拒きよ否ひしてきた。以前、ファルナが赤い円盤を目に入れようと試みたが、その途と端たん妙な衝しよう撃げきが走って、円盤を取り落とした。眼球に直接電流を流されたような痛みだ、とファルナは表現した。エルバは首をひねった──彼の場合、そのようなことは決して起こらなかったからである。

　六年かけて、エルバはこの円盤の奇妙な力を学んでいった。

　一、赤い霧を発生させることができる。

　二、赤い霧に触ふれた悪魔を拘こう束そくすることができる。これは悪魔のみが対象で、人間やら他ほかの物体やらを静止させることはできない。

　三、赤い霧に触れた悪魔を強制解放することができる。これは、拘束ほど簡単ではない。長時間、できるだけ多量の赤い霧を対象に触れさせる必要があるらしい。

　四、赤い霧の発生中に自分で悪魔を召喚すると、悪魔の体表を赤いまだら模様で彩いろどることができる。見た目が変わって面おも白しろい、という以外の効用は謎なぞ。

　奇妙な能力揃ぞろいだが、明らかに欠点と呼べる部分も存在する。この力を発動するのにかなりの精神力、集中力が必要で、一度使うとエルバはひどい脱だつ力りよく感に襲おそわれて必ず気絶してしまう。場合によるが、直後から遅おそくとも十分で意識を失い、その後数十分から一時間は昏こん睡すいが続く。一いつ旦たん目が覚めたら、あとには全く尾おを引かないが。

　この反動が発生するのは、自分がこの円盤の正しい使い方を理解していないからではないのか。エルバは何となくそう考えていた。あやまった方法で力を引き出しているから、無む駄だに消耗してひどい反動を受けるんじゃないんだろうか。正しい方法で力を振ふるえば、そんなことはなくなる──そんな気がする。

　では、正しい使用法とはなんなのか、というと──

「さっぱりわからないんだよな」

　言いながら、エルバは円盤を右目にはめ直した。

　円盤が一枚しかない、というのも不思議な話だ。チェビアトは右目にだけ円盤をはめていた。左目には何も入っていなかった。もとから何も入れていなかったのか、それとも誰だれかが取っていったのか。どちらとも言えない──円盤を一枚だけしか入れないというのも妙だが、両目に入れた円盤のうち片方だけ取っていく奴やつというのはもっと妙だ。

　ただ、エルバが期待しているのは──仮にもう一枚の円盤があるとすれば、それを捜さがし出すことで、父の死の真実に近づくことができるのではないか──ということだった。

「まあ、なんというか──父さんが何者だったのか、ますますわからなくなってきた」

「おじさんは用心棒かなんかでもやってたのか？」

　ファルナが意見を述べる。ありそうな話だ。あの手のゴロツキに、しかも複数から恨うらみを持たれるだなんて、まっとうな勤め人にはあり得ない話である。

　エルバの表情は急速に曇くもった。

「わからない。父さんは、非合法なことに手を出していたんじゃないかという気が、猛もう烈れつにする」

「宝石泥どろ棒ぼうとか」

「うるせえ。宝石泥棒なんかで生計が立てられるか。……ただ、犯罪行こう為いで生計を立てていたとすれば、父さんが俺に何一つしゃべらなかったのも納なつ得とくがいくけどな」

　かつて一度だけ、チェビアトは自分の仕事について、宝石泥棒以外のことを言ったことがある。エルバがかなりしつこく尋たずねた時だった。

「本当に悪いけど、今は何も言えないんだ。いつかその時が来たら、必ず教えてやろう──だから、今は我が慢まんしてくれないか」

　チェビアトはしゃがんでエルバに視線を合わせ、そしてエルバの手を握にぎっていた。なにか大事な話をする時、チェビアトはいつもこうしたものだった。

　父の真しん摯しな瞳に、エルバは頷うなずいた。そしてその日以来、父の職業についてしつこく聞くのを止やめた。いつの日か、「その時」が来ることを信じて。

　しかし、父は「その時」が来る前に死んでしまった。

　息子にも言えない仕事とはなんだったのか。考えれば考えるほど、不法行為ではなかったのかという気がしてくる。そんなことは絶対無いと信じたいのだが──あの時の父の真摯な態度を思えば。

「おじさんの秘密を暴あばいてしまうかもしれないことが、怖こわい？」

　低い姿勢から、ファルナはエルバの目をのぞき込んだ。

「怖いだと？」

　エルバは唸うなるような声を出したが、渋しぶ々しぶながらもファルナの言葉を認めた。

「……そうかもしれない。だが──」

　エルバの頭の中で、父の死の記き憶おくがフラッシュバックする。

　鮮せん血けつ。

　エルバを見つめる父の瞳。

　赤い円盤レンズ。

　そして、仮面の人物。

　父は目の前で死んだ──にも拘かかわらず、その死は謎だらけだった。何故なぜ父が死ななければならなかったのか、エルバはその理由をまったく知らない。

「何があったのか、俺は真実を知りたい。それがどんな代しろ物ものだろうと、真実を知らなければならない」

　硬かたい声を、エルバは漏もらした。が、すぐに表情をゆるめると、

「そう簡単にはつきとめられないだろうがな。でもそれは覚かく悟ごの上だ。じっくり腰こしを据すえてやるしかないだろう」

　ベッドから立ち上がった。

「予定通り、墓参りに行こう」

「身体からだ、大だい丈じよう夫ぶなのか」

「問題ねえよ。今なら片かた腕うでで十階建てのビルの壁かべ登りだってできる。……父さんに恨みを持つ人間に邪じや魔まされなきゃ、の話だが」

「あっはっはっ。んな事、もうねえだろ」

　ファルナは笑って、エルバの背中を叩たたいた。







　ブルティエール南霊れい園えんは、広大な芝しば生ふと、ところどころに密集する小さな林と、大海に浮うかぶ孤こ島とうのような墓石で構成された、静かな場所だ。緑色がどこまでも続く、目に優やさしい土地でもある。首都の中ではもっとも人口密度の低い場所の一つだ──死者を勘かん定じように入れれば、その限りでもないが。

　花束を抱かかえたエルバとファルナは、無人の芝生を歩き続けていた。かれこれ十五分ほど。

「あのさ、エルバ」

　エルバの背中を見ながら歩くファルナが、声をかけた。

「ひょっとして、道に迷ってる？」

　エルバは何も答えなかった。ただひたすら黙もく々もくと前に進み続ける。

「なあ」構わずにファルナは続ける。「道に迷ってるだろ」

「何を証しよう拠こに、そんなこと言うんだよ」

　前を向いたまま、エルバは答えた。

「あたし達、霊園に入った時は太陽を背にして歩いてたはずだけど」

　ファルナは、青く晴れ渡わたった空を指さした。南東の空には、白い太陽が輝かがやき続けている。

「今、太陽に向かって歩いてるじゃん」

「……そうだな」

　その指し摘てきを、エルバは認めた。が、それ以上の反応は見せず、やはり歩き続ける。

　少し間を置いてから、ファルナはもう一度言った。

「道に迷ってるだろ」

「うるせえ！」いきなりエルバは足を止めて振ふり返った。「ああそうだよ。迷ってる真っ最中だ！　文句あるか」

「やっぱりかよ」ファルナは息を吐いた。

「仕方ないだろ、父さんの墓なんて六年前に一度来たきりなんだからよ！　場所を正確に覚えているわけがあるか。俺はあの時十二歳のガキだったんだぞ」

　もとより、その場に来ることで記憶が蘇よみがえるということをエルバは期待していた。実際に霊園に行けば、六年前に通った道を思い出すだろう、と。ところが、心の奥底に沈しずんでいるであろうはずの記憶は、実際に霊園入口に立っても、区画図の看板を眺ながめても、実際に道を歩いても、浮ふ上じようしてくることはなかった。どうやら、記憶は完全に失われてしまっているらしい。

「なんでこの霊園はアホみたいに広いんだよ畜ちく生しよう。ブルティエールの住人を全員今すぐ埋うめられそうな勢いじゃないか」

　ファルナは、高い空で輝いている太陽を見上げた。

「墓参りする前に、まずは墓を探さなきゃならねえってことか。……まずはじめに、おじさんが眠ねむっているのはここの霊園でいいんだろうな。実はよその霊園でした、とかいうオチだったら、おまえを殴なぐるからな」

「いくら俺でもそこまでバカじゃない。このブルティエール南霊園で間ま違ちがいない。昔住んでいた家から最も寄よりの墓地だ」

「ならいい。なんでもいいから、覚えていることはねえのか？　墓の形がどんなだったとか」

「よくある形の墓だ」

　エルバは、すぐ横手の地面を顎あごで示した。

　芝生の中に、四角く切り取られたような部分がある。地面に埋め込まれた墓石だ。横に長い長方形で、厚さは比ひ較かく的薄うすめ。東部式の一いつ般ぱん的な墓石だった。墓石の灰色の面には、死者の名前と生年没ぼつ年ねんが刻み込まれている。

「こんなやつ」

　ファルナは、その墓のそばに寄り、しゃがみ込んで墓ぼ碑ひを読んだ。

「ふ～ん。東部じゃこんな墓が普ふ通つうなんだな」

　念のため、死者の名前を確かく認にんするファルナ。残念なことに、エルバの父の名ではなかった──何気なく見た墓が目的の墓だった、というオチを期待していたのだが。墓に刻まれた文字は、どう頑がん張ばってもチェビアト・ナイトロンドとは読めない。

「西部じゃ、こんな形の墓、見たことねえぜ」

「言われてみればそうだな」エルバは頭をかいた。「ちょっと待てよ……特とく徴ちよう……特徴な……」

　脳みそを振り絞しぼり、過去の記憶をひねり出そうと試みる。

　父が死んでからの数日間、ブルティエールは雨続きの毎日だった。埋まい葬そうの日もひどい曇どん天てんだった。空は真っ黒、その時分のエルバの心をそのまま映したかのようだった。

　参列者は少なかった。その上、誰だれ一人としてエルバの知っている顔ではなかった。一人になってしまったんだ、という事実を改めて突つきつけられているようで、涙なみだが止まらなかった。前が見えなくなるほどよく泣いた。おかげで墓の傍かたわらに生えていた背の高い花にぶつかり、花粉で服を汚よごしてしまったくらいである。

「ユリだ。父さんの墓のそばには赤いユリが生えていた」

　ハッと気づいてエルバは息を吞のんだ。が、すぐに意い気き消しよう沈ちんしたような顔になる。

「……って、六年前の話じゃ参考にならねえか」

「そうでもないかも」ファルナは言った。「ユリは球根から生える花だから、地中に球根がある限り毎年咲さくはず。それに実は、歩いている途と中ちゆうで赤いユリの花、見た」

「本当か」

　すぐさま二人は来た道を引き返した。今度は、ファルナが先導役になって。

　果たして、記き憶おくは正しかった──エルバの記憶も、ファルナの記憶も。

　五分ほど道を戻もどったところに、赤いユリの花が咲いていた。緑一色の霊園の中で、紅一点が映はえている。エルバは自分にあきれた──なんで俺はこんなに目立つ物を見み逃のがしたんだろう？

　ユリから三歩ほど離はなれたところに、地面に埋め込まれた墓石はあった。表面には名が刻まれている──チェビアト・ナイトロンド、と。

「これだ。ここだ」

　エルバは思わず笑えみをこぼし、墓に駆かけ寄った。すっと記憶が蘇る──埋葬の日、エルバは墓穴とユリの花のちょうど真ん中あたりに立っていた。改めてその位置に立ってみると、記憶は確信へと変わった。ここから墓穴を、ゆっくりと下ろされていく棺かん桶おけをじっと見つめていたのだ。

　むろん、今は墓穴ではない。墓穴は立派な墓石に成り代わっていた。

「じゃあ、花、置くぜ」

　ファルナは持っていた花束を置いた。続いて、エルバも抱えていた花束を無造作に置く。結果、墓石は花に埋まり、見えなくなった。

「……ま、六年もほっといたわけだからな。六年分まとめて献けん花か、ってことにするか」

　墓碑がよく見えるように花束を並べ直しながら、エルバは言った。

「久しぶりだな、父さん。長いことほったらかしにして、本当にごめん」

　石の正面にしゃがみ込んで、胸の前で両手を組み、死者に祈いのりを捧ささげた。それに倣ならい、ファルナも立ったまま祈りを始める。

　しばしの黙もく禱とうの後、エルバは目を開けた。膝ひざをついたまま、花束を手で少し横によけ、石に刻まれた文字がよく見えるようにする。

　墓石にはまず父の名が大きく刻まれ、次に「召しよう喚かん士八段」の文字、最後には生年と没年が記されている。ごくシンプルなもので、死者を讃たたえる頌しよう文ぶんなどはまったくない。

「父さん、悪あく魔ま八段だったんだな」

　感想を口にしながら、エルバは立ち上がった。膝から下についた芝しばを手で払はらう。

「八段かあ」ファルナの言葉には驚きよう嘆たんの念が含ふくまれていた。「それはすごいな。チェビアトおじさんって、大学教授でもやってたの」

　悪魔召喚士の段位は、初段から八段までに区分けされている。つまり、八段召喚士とは地上で最も強力かつ危険な悪魔群を喚よぶことを許可された者なのだ。悪魔を思いのままに操あやつることのできるごく一ひと握にぎりの人々──悪魔学の研究者か、百ひやく戦せん練れん磨まの軍人など──にのみ許される称号である。

「さあな。ま、便べん宜ぎ的に取ったんじゃないのか。東部だったら、八段と聞けば誰からも尊敬の眼まな差ざしで見られるからな。西部じゃクソの役にも立たないが、──」

　そこまで言って、エルバは口をつぐんだ。

　西の方角から、芝しば生ふを踏ふみつけながら歩いてくる三人の男がいた。

　一人は髭ひげを生やした男。

　一人は両手にドクロの入れ墨ずみを入れた男。

　そしてもう一人は、丸まる坊ぼう主ずの巨きよ人じん。

　ファルナも気づいて、エルバのそばに寄って立つ。

　三人は、五メートルくらいの距きよ離りを置いて、立ちはだかった。

「復活するの、早かったな。三年くらい眠ねむり続けると思ったが」

　エルバはマービンに語りかけた。

「ふははは！」マービンは高笑いした。「六年来の怨おん念ねんが私を行動に駆りたてるのだ！　チェビアト憎にくしという思いがある限り、私にできないことはない！」

　両手を広げ、すぐ後ろに控ひかえるエド、ボブを示す。

「あんたら、知り合いだったのか」

　敵意もあらわに、エルバが質問を投げる。

「一つの目的を抱いだく同志というところかな！　ちなみに、同志は三人だけではないのだがね」

　エルバは背後を振ふり返った。マービンたちのちょうど反対側に、さらに三人の男達が立っていた。ボブやエドと似たり寄ったりのゴロツキ三人組である。

「おまえら！」ファルナが一歩進み出た。「いい加減にしろよ！　目め障ざわりだ！」

「このような日が来ることも知らず、むやみに敵を作りまくった己おのれの浅せん慮りよを呪のろうことだ！　チェビアト・ナイトロンド！」

　言われて、エルバはとても大切なことを思い出した。

「ちょっと待て！　もう一回言うが、俺はチェビアトじゃない！」

「まだ寝ね言ごとをぬかすか、この──」

「話を聞け！」エルバはマービンの声を遮さえぎった。「ここに証しよう拠こがある！　見ろ！」

　言って、エルバは父の墓石を指さした。

　六人のゴロツキ達は、エルバの意外な行動に興味を引かれ、言われるがままに墓石に歩み寄った。墓石に刻まれた文字を読むと、

「な……！　なんだこれは！」

　口々に驚おどろきの声を上げた。

「あんたらが恨みに思っているチェビアト・ナイトロンドは、六年前に死んでいるんだよ」

　エルバは解説を加えた。

「だ、だったら」エドが問うた。「おまえは一体何者だ！」

「エルバ・ナイトロンド。チェビアトの息子むすこだよ」

　その「告白」は、男達にさらなる衝しよう撃げきをもたらしたらしかった。全員が驚きの表情を浮うかべ、小声で相談を始める。

「エルバ、──」

「とりあえず、見守っていよう」

　ファルナの声に、エルバは男達に視線をはりつけたまま答えた。

　できることならば、この場は丸く収めたいところだった。赤い霧きりが、他人の召喚した悪魔に絶大な力を誇ほこるとはいえ、一度に六人も相手にするとなると、ことは面めん倒どうになる。エルバとて、赤い霧を無む尽じん蔵ぞうに放てるわけではない。

　男たちの相談が終わった。代表して、マービンが口を開いた。

「チェビアトが死んだというのは理解した！」

「そいつはよかった」エルバは投げやりに言った。「理解していただけたら幸いだ。じゃあ永遠にさようなら」

　ぺっぺっと手で追い払う仕草をする。が、マービンは意外なことを言い出した。

「そうはいかん！　我々の怨念は、こんなことで浄じよう化かされるものではないわ！」

「……はあ……？」

　エルバは呆あつ気けにとられた。

「じゃあ、どうするつもりだよ」

「代わりに、息子の貴様を血祭りにあげる！」

　マービンは言い切った。

「ふざけんな！　迷めい惑わくだ畜ちく生しよう！」

　エルバは叫さけんだが、もちろんそれで身を引くマービンではない。

「迷惑なのはむしろこちらだ！　貴様、何故このような事実を隠かくし、我々と戦ったのだ!?」

「隠してない！　というか最初からずーっと言ってんだろ!?」

　フー、とマービンは息を吐はき出し、頭かぶりを振った。

「どちらにせよ、俺は貴様にも屈くつ辱じよくを受けた！　こいつらも同様だ！」隣となりのボブとエドを指さす。「見み逃のがすわけにはいかんなあ……！」

「あんたらがちょっかいをかけてきたから、火の粉を振り払っただけだ！　アホか!?」

　エルバはそう主張したが、マービンの心の内に燃える炎ほのおに油を注ぐ結果となった。

「私は、年下のガキにアホと呼ばれるのがこの世で一番嫌きらいでな！　今すぐブチ殺す！」

　チッ、とエルバは舌打ちした。説得できるかも、と淡あわい期待を抱いたのが間ま違ちがいだったようだ。

「俺にも、この世において存在を許せないものが三つある。腐くさったカボチャと、カメムシの臭においと、人の話を聞かない大人だ！」

「エルバの嫌いなものは日によって変わるよな」小さい声でファルナが言う。「それよりどうするんだよ。六人同時に抑おさえられるのか？」

　それはエルバも知りたかった。同時に拘こう束そくできる悪あく魔まの数はどれだけか、検証したことはない。過去の経験では二体同時がせいぜいだ。男達六人は、それぞれ悪魔を召しよう喚かんして襲おそいかかってくるだろう。うまいこと六人全員を拘束できるのだろうか？

「わからん」

　エルバは正直に答えた。

「わからない、じゃ済まねえだろ」

「できるだけのことはやってみる。全員を拘束できればそれでよし、無理だったら、動いている奴やつを潰つぶして逃にげる。ファルナも準備しろ」

　エルバは、ファルナが装着しているホルダーを軽く叩たたいた。

「逃げるのかよ」

　そう言うファルナは不満そうだったが、

「無茶を言うな」

　エルバはファルナをたしなめた。普ふ通つうに考えれば、二対六で勝てるはずがない。ここは機を見て逃げるのが賢けん明めいだ、とエルバは判断した。抜ばつ本ぽん的解決策とは言い難がたいが、今はそれより他ほかに手段はない──

　だがその時、エルバの計算を吹ふき飛ばす事態が発生した。

「召喚コンタクト！」

　マービンが一声叫ぶ。

　マービンのもともとの巨きよ体たいが、輪をかけて巨大化した。キマイラとは別の悪魔だ──全身が深い毛に覆おおわれ、丸太を四本並べたような脚あしを持ち、長い鼻の下からは長く鋭するどく湾わん曲きよくした牙きばが生えている。

　五段級の悪魔だ──テノリベヒモスという名で呼ばれている。もちろん、本当に手に乗るようなサイズではない。小さな丘おかを名乗れる程度の巨体である。見た目は象とサイを足したような四足獣じゆう、顔面に一本太く長く鋭い角が生えている。

「フハハハ！　さきほどはわけのわからん方法で押さえ込まれたが、この巨体ではどうかな？　このように踏みつぶしてくれるわ……！」

　マービンは鼻を掲かかげて一声いななくと、前脚を高く上げて下ろし、勢いよくチェビアトの墓石を踏ふみつけた。

「……な……！」

　ドスンという鈍にぶい音に、エルバは目を見はった。

　恐おそろしく重そうな身体からだをしているのに、ベヒモスの脚はリズミカルに動いた。足踏みするたびに地面が揺ゆれ、墓石が悲鳴を上げる。ついにはピキッと墓石にひびが入り、細さい片へんが飛んだ。

「やめろてめえ！　父さんの墓になにしやがるッ!!」

　いても立ってもいられなくなり、エルバは地面を蹴けった。

「エルバ!?」

　ファルナが気づいた時には、エルバはベヒモスの目の前にまで迫せまっていた。

「召喚コンタクト!!」

　左ひだり腕うでを振ふって、ホルダーから円盤レンズを飛ばし、右手で捕つかまえる。流れるような動作で、エルバはホワイトワーウルフを召喚した。

「ぬああァァッ！」

　エルバは人じん狼ろうの爪つめを閃ひらめかせ、ベヒモスに狙ねらいをつける。怒いかりにまかせ、なんのためらいもなく、ベヒモスの目をえぐろうとした。

「甘いわ！」

　しかし今回は、落ちついているのはマービンの方だった。大きく頭を振って、自らワーウルフに体当りをしかける。

「……ぐあッ!?」

　突とつ然ぜん距きよ離りを詰つめられて、エルバはなす術すべなくベヒモスに激突した。地面に叩きつけられ、息が詰つまる。

「それよっ」

　ベヒモスはその巨体に似合わぬ素す早ばやさで脚を持ち上げ、エルバを踏みつけた。

「ごおぉぉぉぉ」

　苦痛に顔を歪ゆがめながら、それでもエルバは腕を、足を伸ばし、ベヒモスを傷つけようとする。

「無む駄だだ無駄だ！」

　ベヒモスは何度も繰くり返しエルバを踏んだ。そのたびに肺から息が強制的に押し出される。「フハハ！　ベヒモスの前ではワーウルフなど赤子同然よ！」

「……うるせえ！」

　何度目かにベヒモスが脚を持ち上げた時、ワーウルフは横に転がった。踏みつけから逃れ、すぐさま体勢を立て直す。反はん撃げきに出ようとするが──

「ちょっと待て！　あれを見ろ！」慌あわてた風もなく、ベヒモスは角を横に振った。

「エルバ、エルバ！　このッ──！」

　ファルナが三体のミノタウロスに囲まれていた。生身のままに押さえ込まれ、完全に拘こう束そくされている。

「フハハハ！　あの娘を傷つけられたくなかったら、抵てい抗こうをやめろ──」

　ベヒモスは虚体を震ふるわせていた。生身の状態であれば、マービンは呵か々か大たい笑しようしていることだろう。

「てめえ、この……！」

　エルバは口も利きけない程ほどに怒り狂くるっていた。が、ファルナを押さえられてはどうしようもない。

　逡しゆん巡じゆんをついて、ベヒモスはエルバに体当たりした。

「ぬぐううッ」

　エルバはまたも吹き飛ばされ、地面に叩きつけられた。そして休むヒマもなく腕を取られ、無理に立ち上がらされる。

「いいざまじゃねえか、おい？」

　エドの声を発するミノタウロスが、エルバの無防備な腹部にパンチを叩き込んだ。

「さっきのお礼を倍返しさせてもらうぜ！」

　同じくミノタウロスを喚よんだボブも、エルバに蹴りを叩き込む。

「てめえら、好き放題しやがって……！」

　声を絞しぼり出し、エルバは右目を赤く輝かがやかせた。赤い霧きりを放とうとする──が、間断なくやってくる攻こう撃げきのせいで、集中ができない。ベヒモスに踏まれた時のダメージが今さらやってきたのか、全身が熱かった。赤い霧はちらりと発生したのみ、他者に干かん渉しようしうる程の量は集まらない。

　エドとボブの復ふく讐しゆうを見守っていたマービンは、適当なところで声をかけた。

「よおし、エドにボブ、そいつを空高く放ほうり投げろ！　牙でうまいこと串くし刺ざしにできるかどうか、試ためしてみようではないか！」

「放せ、このクソ野や郎ろうどもが……！」

　エルバは必死の抵抗を試みた。が、二体のミノタウロスは苦もなくワーウルフを押さえつけていた。単純に腕わん力りよくを比べれば、ミノタウロスの方が上なのだ。

「じっとしてろ！」

　エドがエルバの脇わき腹ばらを殴なぐった。激痛が走り、エルバは身体をびくりと震わせた。抵抗することもできなくなる。

「父親に文句を言いたかろう？　だから、今からあの世に送ってやるとも。チェビアトが天国にいるのか地じ獄ごくにいるのかは知らんがね。そこは自力で探してくれよ？……やれッ」

　マービンのかけ声にミノタウロスが頷うなずいて、協力してエルバを空へと放り投げる。悪魔の膂りよ力りよくによって、人狼は高さ五メートル地点まで飛ばされた。

　頂点に至ったところで、エルバは首をひねって真下を見た。ベヒモスは嬉き々きとして角を立てて待ちかまえている。着地予定ポイントに正確に、角の先せん端たんをぴたりと固定している。なんとしても避さけなければ、と思うものの、全身の痛みが予想外に深刻で、身体からだが動かない。このまま死んでしまうのか、とあきらめることはできない。痛みを無視してエルバは必死に身体をねじり、腕うでを伸ばした。物理的に角を避けること、最後の力を振り絞って赤い霧を放つこと、両方を試みる。だが両方ともうまいこといかず、角は眼前に迫せまり──




「──お待ちなさい！」




　その時だった。女性の凜りんとした声が轟とどろき渡わたったのは。

　一いつ拍ぱくおいて、エルバは地面に叩たたきつけられた。またも脇腹に痛みが走る。

　その痛みで、エルバは気づいた──角に貫つらぬかれずに済んだ、と。

　その場で頭上を見上げ、エルバは信じがたいものを見いだした。

　ベヒモスの眉み間けんに、何かが突き立っていた。

　一本の矢だった。

　矢はしばしの間そこに留とどまっていたが、不意にすっと消え去った。輪りん郭かくを失って、霧のごとく消えて無くなる。

「な……」

　ベヒモスは、しかし軽くよろけただけだった。予想外の一撃をもらってエルバを拾いそこねはしたものの、致ち命めい的てきなダメージにはほど遠かった。眉間に頭痛程度の痛みは走っていることだろうが。

「何者だ!?」

　ベヒモスは矢の飛来した方向に視線を投げる。エルバも二体のミノタウロスもそれに倣ならう。

　少し離はなれた位置に立つクスノキの木こ陰かげに、見知らぬ人ひと影かげがあった。

　エルバは目を瞬またたいた。そこにいたのは、燃えるような赤い髪かみを長く垂らし、黒いドレスを着た女性だったからだ。

　女性の手に、弓らしきものはない。素す手でのまま、エルバたちを目指して歩み寄ってきた。

　近づくに連れ、その人物の容姿がつまびらかになる。体つき、顔つきを見ると、少女と言った方が良さそうだった。足取りはなぜだか病人のようにふらふらとして、見ているだけで頼たよりない。が、口元は一文字に引き結ばれており、すらりとした顎あごの線と相まって、意志の強さを感じさせた。

　両手が空っぽなのかどうかは、少々わからなくなった──ドレスの両りよう袖そでが長すぎて、手が完全に隠かくれてしまっている。何かを隠し持っていたとしても不思議ではない。もちろん、弓を隠しているとは思えないが。

　少女は、一同が見渡せるところで立ち止まった。左手で長い髪をかきあげると──少女の白い手があらわになった──鋭するどい目つきでベヒモスたちを威い圧あつした。

「大の大人が多人数で、たった一人の相手を襲おそうだなんて、……あなた方は恥はじという言葉をご存じないのですか？」

　言葉面づらは丁てい寧ねいだが、その語調は冷たく、厳しかった。ただ一人で三人を向こうに回していながらこうも思い切ったセリフを吐はくとは、堂々としたものだ。

「な……何者だ、てめぇ！」

　気け圧おされつつも、ボブが怒ど声せいを発する。

「通りすがりの墓参者です」

　少女は言いはなった。

「だったらすっこんでろ。てめえにゃ関係ねえ」

「そうでもありません。ワタクシ、そこの墓に花を捧ささげに参ったのですが、──」

　少女は、割られた墓石を見た。少女の柳りゆう眉びが逆立つ。

「ワタクシの恩人の墓をこうも荒あらすとは──あなたがた、覚かく悟ごはできているのでしょうね？」

　なんなんだこの子は、とエルバは内心で驚おどろいていた。三人の男──うち二人は悪あく魔ま召しよう喚かん中──を相手に、全くひるまないでいる。せいぜいエルバと同じくらいの年ねん齢れいの女の子が、だ。よほど自分に自信のある悪魔召喚士なのか？

「覚悟だと？」ボブが問い返した。「なんの覚悟だ」

「決まっているでしょう」少女は口元をつり上げた。「地獄に堕おちる覚悟です」

　底冷えのするような声を発し、ずかずかと歩み始めた。やる気だ、とその場にいた全員が感じた──が、少女は悪魔を召喚する気配がない。

　まさか──こいつはひょっとしてただのバカなのか？

　美しいお嬢じようさんが凄せい惨さんなリンチに遭あうさまを想像し、エルバは目を背そむけたくなった。

「はあん？　何言ってやがる、このアホが……！」

　ボブは自らミノタウロスを解放した。生身の人間、しかも女を相手にするのに悪魔を使し役えきするまでもないと思ったのだろう。代わりに、ボブは袖の中からブラックジャックを取りだした。石を詰つめた袋ふくろの口を紐ひもで引き縛しばり、振ふり回す。十分な殺傷能力を持つ凶きよう器きである。

「食くらえッ」

　ボブはブラックジャックを大振りした。

「……素手の女性に対して武器を振り回すとは……」

　少女は、側頭部に目がついているかのように、ブラックジャックの軌き道どうから身体をずらした。

「……やはり恥という言葉を知らないようですね……！」

　空を切ったブラックジャックは一回転し、異なる軌道から少女を襲う。次の標的は少女の脇わき腹ばらだった。しかし少女は静かに身を滑すべらせ、第二撃げきも余よ裕ゆうで回かい避ひする。

「グッ！　クソッタレがッ」

　ボブは憤いきどおった。明らかに自分より弱そうな相手に、攻こう撃げきを当てることすらできない。癇かん癪しやくを起こして、より大きくブラックジャックを振り回す。けれども、ブラックジャックの速度が速くなっても、的を捉とらえることはできなかった。

　三度目の攻撃を避よけながら、少女がわずかに腰こしを落とすのを、エルバは目に留めた。ついに反撃に出る気だ──でもあいつ、素す手でで反撃する気か？

　袖の中に何かを隠しているとしても、せいぜいブラスナックルがいいところだろう。その程度の武器でどうにかなるとでも思っているのか？

　少女が大きく身体からだをひねる。ブラックジャックを避けるだけではない、何かをボブに叩たたきつけようと力をため込む構えだ。

　ブラックジャックは空を切り、ボブは勢い余ってたたらを踏ふんだ。

「……必殺!!」

　少女はためを解放して、思い切り右みぎ腕うでを伸のばした。

　遠心力を利用して、右手の中の何かを暴漢にぶつけようという構えだ。エルバの位置からは、全力でビンタをかましているようにも見えた。ビンタにどれだけの威力があるのやら、とエルバが疑問に感じるうちに、少女の右手は暴漢の顔面に、カウンター気味に炸さく裂れつした。

　ボキャ、と骨の砕くだける音がした。

　直後、ボブは声にならない短い悲鳴を上げながら、仰あお向むけに地面に叩きつけられた。

「…………!?」

　エルバをはじめ、その場にいた誰だれもが息を吞のんだ。

　通常とは異なる物理法則が働いたようにしか見えなかった。たとえカウンターで入ったとはいえ、ビンタ一発でかくも見事に大の男が倒たおされるはずがなかった。激げき突とつ音も、明らかにビンタのそれではなかった。たとえ拳こぶしを固く握にぎり、ブラスナックルをはめていたとしても、こんな轟ごう音おんは出ない。

　そして、白目を剝むいて気絶しているボブの顔面は──ほお骨のあたりが陥かん没ぼつしていた。

　男の様子をちらりとも見ようとせず、少女はもう一体のミノタウロスと向き合った。袖そでを引き上げ、ボブを打ち倒したその右手を白日の下もとに晒さらす。

　全員の視線が、少女の右手に注がれた。

　正確なことを言えば、それは右手ではなかった。義手──と言っても、いいものかどうか。しかし、黒く輝かがやく二つの鉄てつ塊かいから構成されているそれは、誰もが見知っているものでもあった。




　万力だった。

　右手があるべきところに、万力が生えていた。




「さ、次はあなたの番ですよ……！」

　少女はもう一体のミノタウロス、エドを次のターゲットに選び、歩き始めた。己おのれの右腕の示じ威い的効用を知ち悉しつしているのだろう、万力が相手によく見えるようにしつつ。

「ちょ……待ってくれ……！」

　他人ひと事ごとながら、エルバはそう呟つぶやいていた。

　少女のふらふら歩きの理由を、エルバは理解した。あまりに右手が重いので、足取りがよたついてしまうのだ。しかしこれはこれで、万力の重みを視覚的に感じさせる。

　エドは完全に震ふるえ上がっていた。地面に打ち倒されたボブ、そして万力を目の前にして、彼らは後じさるしかなかった。

「万力……！　てめえ、もしかして、巷ちまたで噂うわさの『フラッシュ・ヴァイス』か……！」

「フラッシュ・ヴァイス！」マンモスも声を放った。「素手で悪あく魔まを殺すとかいう、あのバケモノか……！」

「人の肉を食って生きているとか……」

「歩いた跡あとには墓石が生えてくるとか……」

「一日三匹びき猛もう獣じゆうを殴なぐり殺すのが日課だとか……」

　他はかの三人も口々に噂を語る。

「巷の噂など存じておりませんが──バケモノ呼ばわりは面おも白しろくありませんね……！」

　少女の声はあくまで冷れい徹てつだ。地を蹴けって万力を振り上げ、なんのためらいも見せずにミノタウロスに襲おそいかかる。

「こいつ、どうかしてるのか……!?」

　相手は生身の人間だったが、ミノタウロスに手加減している余裕はなかった。右手を突つき出し、万力をがっしと受け止める。

　いかに万力が恐おそろしげな武器とはいえ、彼ひ我がの体重差は歴然としている。攻撃を受け止めたミノタウロスがよろける気配は全くない。無茶だろ、とエルバが目を覆おおいたくなったちょうどその時。

　万力の陰かげ、少女の袖の中から何かが飛び出した。

「ゲハハハーッ！」

　奇き怪かいな笑い声を立てながら飛び出した緑色の物体は、タコ型の悪魔のように見えた。はじめは名状しがたい曖あい昧まい模も糊ことした形状だったが、ミノタウロスの腕を捕つかまえ、からみついていくうちに、そいつが胴どうと、胴から放射線状に伸びた触しよく手しゆを持つ悪魔だと気がついた。軟なん体たいの身体を利用し、少女の服の中に隠かくれていたのか。エルバもファルナも、これまで見たことのない悪魔だった。

　身体の緑色が変化する。ミノタウロスの体色を保護色として、タコ型の悪魔は自分の色を変えていった。ミノタウロスの身体からだ中に触手を這はわせ、うまいこと両りよう腕うでを押さえ込み、首を絞しめ上げていく。触手は細く見えるが、かなりの力を持っているらしい。

　不意に、胴体のど真ん中に二つの切れ目が現れた。うち一方から浮うき出たのは──目玉だった。大きな一つ目が、胴体の真ん中に出現した。もう一方の切れ目は口であるらしく、タコの声はその切れ目から発せられた。

「よぉ～しよぉ～し。今日はもうおねむの時間だぜぇ～？　まだ太陽高いけどな！　ゲハハハハ！」

　妙みように陽気な声とは対照的に、ミノタウロスはますます苦しげにもがいた。

「グ……げ……げぇ……」

　悪魔が首を絞められれば、首が絞められているような感覚が召しよう喚かん主にフィードバックされる。だがそれはあくまで感覚だけ、本当に気絶することはありえない。だが、ミノタウロスの声は明らかに、実際に首を絞められている人間のそれだった。

　そのことに気づき、エルバはタコの悪魔の姿をよく見た。そして気がついた──タコは、触手をミノタウロスの首の中へ潜もぐり込ませていた。ミノタウロスの虚きよ体たいの首に小さな穴をあけて、そこから直接召喚主の首を絞め上げているのか？

　馬鹿ばかな、とエルバは自分の目を疑った。虚体に穴をあけるなどという芸当ができる悪魔なんて、この世に存在するはずがない。存在するとしても、エルバはそのような話を聞いたことがなかった。

　やがて、ミノタウロスの手から力が失われ、ついにはぐったりとする。召喚主が気絶してしまえば、悪魔が姿を保つことはできない。虚体は塵ちりへと還かえり、その下から、奇妙な格好に身体を曲げてぐったりしているエドの姿が現れる。

　エルバの想像通り、タコの触手は直接エドの首に絡からまっていた。エドがぴくりともしないのを確かく認にんしてから、タコは触手をゆるめた。

「安心しろ、峰みね打うちだ。ゲハハハハ！」

　触手を器用に動かして地を這うと、突とつ然ぜんぴょんと飛んで、少女の頭に乗っかった。

「面白くもない冗じよう談だんですこと」

　少女はあまりいい顔はしなかったが、そいつに乗られること自体は慣れているようだった。

「な……なんなんだ……貴様……!?」

　マービンの声は、エルバの胸の内の代弁でもあった。テノリベヒモスの巨きよ大だいな身体が、気け圧おされてじりじりと後退している。

　テノリベヒモスの正面に、少女は仁に王おう立ちした。

「さて、……次はあなたの番ですよ」

　言って、万力を目の高さに持ち上げる。

「フ、フハハ……」マービンの高笑いは弱々しかった。「よかろう！　受けて立ってやるわ！」

　そう言ってマービンは足あし下もとに角をつきたて、墓石と地面をえぐった。

　掘ほられた土つち塊くれ、そして墓石の破は片へんが、放物線を描えがきながら少女に襲おそいかかる。少女は咄とつ嗟さに両腕を上げ、自分を守る。バラバラと土やら石やらを浴び、数歩の後退を余よ儀ぎなくされる。

　そんな少女の姿を見届けずに、テノリベヒモスは背を翻ひるがえして逃にげ出した。

「ちょ……速いぞ！」

　逃げ足のあまりの速さに、エルバは驚おどろいた。巨きよ体たいを揺ゆらしているにも拘かかわらず、テノリベヒモスは五歩程度で既すでにトップスピードに乗っていた。人の足では追いつけないすごい勢いで逃げ出していく。

「逃がすものですか……ボル！」

　少女はタコ型悪魔を呼んだ。それに応じて、ボルと呼ばれたタコはするりと少女の身体からだを滑すべり、右手の万力にまとわりついた。

「紋様クリプト解析アナライズは終しゆう了りようしていますね？」
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　少女が問うと、ボルは大口を開けた。

「あたぼうよ！　魔ま神じんボル・ボル様をでくのぼうとでも思ってんのかあ？　ゲハハハ！」

　笑い声を立てながら、ボルは己おのれの身を変化させた。触手を四本ずつまとめて、上と下に伸のばす。わずかに湾わん曲きよくしたラインを描くその形状は、弓そのものだった。

「弓……」

　エルバはハッと思い出した。テノリベヒモスの眉み間けんに矢が突き立ったことを。

　途と端たん、風が吹ふき始めた。ブルティエールに流れる潮風とは違ちがう──それは間をおかずに烈れつ風ぷうへと代わり、エルバは地面にしがみついた。

　風の発生源はよくわからない──が、終着点は、少女の左手だった。かざした少女の左手が、風を集めている。いや、集めているのは風ではない。塵だ。大気中の塵が少女の手の中に凝ぎよう縮しゆくされている。凝縮された塵は、矢となって姿を現した。緑色の光を放つ、一本の矢に。

　少女はその矢をつかみ、弓につがえた。途端、弓の上端と下端とを一直線につなぐラインが光を放つ。少女は一挙に弓を引き絞しぼり、

「塵より生まれしもの、塵へと還れ……！」

　その一声とともに、矢を放った。

　途端、風が逆巻いた。爆ばく風ふうのような勢いに、エルバはひっくり返り、地面に叩たたきつけられた。だが、上下逆さまになりながらも、エルバの目は事態を捉とらえていた。

　矢は一直線に宙を走り、テノリベヒモスの後ろ脚あしに刺ささった。

　その直後、テノリベヒモスの身体が大爆発を起こした。




　風がおさまり切らないうちに、少女は腕を下ろし、戦せん闘とう態勢を解いた。ボルももとの姿に戻もどり、腕を伝って少女の頭に戻る。少女はまっすぐに、マービンのもとに歩いていった。

　エルバはホワイトワーウルフを解放した。身体が重い。あまりにもダメージを食くらいすぎてしまった。赤い霧きりの反動、などと言う以前に倒たおれてしまいそうだ。そこをこらえてエルバはまずファルナの姿を捜さがそうとした。が、いきなり肩かたをつかまれた。見やると、そこにファルナがいた。

「エルバ、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「全く問題ない」死にそうな顔色でエルバは言った。「おまえを押さえていた奴やつらは……？」

「逃げちまったよ」ファルナは問われるまでもなく答えた。「テノリベヒモスが爆発した途端。というか、何が起きたんだよ」

「それは俺も知りたい」

　というわけで、二人は少女の後を追った。

　マービンは、爆心地に身を横たえていた。白目を剝むいて気絶している。外傷はまるでないが、深い昏こん睡すいに陥おちいっているようである。というのも、少女が足の先でマービンを容よう赦しやなく蹴け飛とばしているのに、まったく反応しないからである。

　完全に気絶しているのを確かく認にんしてから、少女はマービンの懐ふところに左手を突つっ込んだ。ごそごそと内ポケットを探さぐり、財さい布ふを取り出す。財布を万力に固定して、少女は紙し幣へいを三枚抜ぬき取った。

「壊こわした墓石の分、払はらって頂きますからね」

　言って少女は財布を放ほうり投げた。財布はぺちっと音を立て、マービンの顔面に落ちる。開いた財布には、まだ紙幣が残っているのが認められた。

「全部取っちまえばいいじゃないか」

　エルバは少女の背中に声をかけた。

「それはできませんね。ワタクシは単なる追いはぎではないのですから、──」

　言いつつ振ふり向いた少女は、エルバの顔を見た途端にびくりとし、驚きよう愕がくの表情を浮かべた。

　思わずエルバもびくりと身を震ふるわせた。

「な、なんだよ」

　少女の唇くちびるからこぼれたのは、ある意味予想通りの言葉だった。

「……チェビアト……!?」

　自分の目が信じられない、という顔つきで、少女はエルバの顔を凝ぎよう視しした。

　凝視される側のエルバもまた、頭の上に妙みようなものを乗せた少女の顔を見つめ返した。美少女に凝視されるのは悪い気分ではないが、黙だまられたままでは埒らちがあかない。エルバは声をかけた。

「まず、助けてくれたことには礼を言っておく。……だが、人の父親の名前を呼び捨てにされるのは、あまりいい気分じゃないな」

「父親……」少女はすぐにその言葉の意味するところを悟さとった。「ということは、あなたはチェビアトの子供なのですか？」

　その通り、とエルバは頷うなずいた。

「道理で」納なつ得とくの声を漏もらす少女。「それにしても、恐おそろしいくらいに似ておられますね……。生き写しとは、このことを言うのでしょうか」

「誰だれからもそう言われる」エルバは落ち着いた声で言った。「今日だけで四人目だ。……ところで、君は……？」

「あっ」少女は口元を押さえた。「申し訳ありません。自己紹しよう介かいが遅おくれてしまって」

　少女はかなり動どう揺ようしていたが、落ち着きを取り戻すと、スカートのふちをつかんで持ち上げ──左だけだったが──頭を下げて一礼した。

「アルテキア・バベルハイズと申します。テッキと呼んで下さいな」

　続けてエルバは質問しようとした──父さんとはどういう関係なのか、と。しかし、唇が重すぎて何も言うことができなかった。どうやらタイムリミットが来たらしい。赤い霧のせいなのか、それとも巨きよ獣じゆうに踏ふまれすぎたせいなのか──

　突然ゼンマイが切れたかのように、エルバはその場に崩くずれ落ちた。

「ファルナ、──」

　肩を貸してくれ、と言うつもりだったが、エルバの意識が速すみやかに失われたため、その言葉が口から出ることはなかった。咄とつ嗟さにファルナはエルバを抱だき留めたが、その時にはエルバは昏睡状態に陥っていた。
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　はじめのうち、自分の目が見ているものがなんなのか、エルバにはよくわからなかった。というのも、天てん蓋がいつきのベッドで寝ねるという体験は生まれて初めてだったからである。

　薄うすいピンク色のカーテンに囲まれ、ベッド上は快適な暗さに包まれていた。その上、シーツもいい香かおりがする。あまりの心地ここちよさに、エルバは二度寝の誘ゆう惑わくにかられたが、

「どこだ、ここは……!?」

　疑問がわき上がった瞬しゆん間かん、がばっと跳はね起きた。

「あ……気がつかれましたか……？」

　カーテンの向こう側で、影かげが動いた。初めて聞く女性の声に、エルバは目をぱちくりさせた。

　静かにカーテンが開く。窓からの光がさしこみ、エルバは思わず顔を覆おおった。目が慣れるまで待ってから、ゆっくりと腕うでを下ろす。

　そこに立っていたのは──眼鏡めがねをかけ、側頭部から角を生やした女の子だった。

「うわっ」

　思わずエルバは驚おどろきの声を上げ、すぐに口元を押さえた。

「あ、驚かれましたあ？」

　女の子はそう言って、自分の角を撫なでた。

「あー、いや……申し訳ない」

　エルバは自らの不明を恥はじた。よもや首都ブルティエールでオーラン先住民の姿を見かけるとは思わなかった、という理由はあるにせよ、失礼なことに間ま違ちがいはない。

　オーラン先住民とは、西部寄りのオーラン州に住んでいる部族の総そう称しようである。ドース連れん邦ぽうが成立する以前から独特の文化を守り続け、そして悪あく魔またちと戦い続けてきた人々であるという。人が悪魔を使し役えきする方法を編み出したのは彼らオーラン先住民であり、連邦の人間は彼らから知識を授さずけてもらったに過ぎないのだとか。

「悪い。東部者みたいな反応をしちまったな。西部に住んでいると君らの仲間にはけっこう会うんだが」

　彼らには、非常にわかりやすい二つの外見的特とく徴ちようがある──側頭部から左右に二本の角が生えていること、そして誰もが眼鏡をかけていること。わずかな差異ではあるが、彼ら独特の風ふう俗ぞくや、服装、人とまじわらない性質から、神秘的な存在に思われている。

　少女は二つの条件を満たしていた。眼鏡もなかなか似合っているし、これだけの美少女だと角ですらかわいらしく見えてくるから不思議だ。エルバはこれまでオーラン先住民と親しく話をしたことがないだけに、ついまじまじと少女の姿を見つめてしまう。

　少女は微笑ほほえんでみせた。

「いいんですよ。慣れてますから。それより、身体からだの調子は大だい丈じよう夫ぶですかあ……？」

　やや間延びした口調で言いつつ、手を伸のばしてエルバの額で熱をはかろうとする。

　一瞬、気き恥はずかしさからエルバは身を引きかけた──が、結局素す直なおに受け止めた。ひんやりした手が気持ちよかった。

「熱はないみたいですねえ。よかった」

　少女は手を引っ込めた。そのままの体勢で、エルバの顔をじっと見つめる。

「俺の顔になにかついてる？」

　エルバが問い返すと、少女は少し寂さびしげな表情を閃ひらめかせた。

「いえ、その……本当にチェビアトにそっくりだなあ、って思って」

　いきなり飛び出した父の名に、エルバは口を閉とざした。

「あ、自己紹しよう介かいがまだでしたねえ」少女は自分の胸に手を当てた。「私、サクラ・イシザワといいます」

　オーラン先住民らしい、妙みように母ぼ音いんの多い名だった。

「サクラ、か」エルバは繰くり返した。「いい名前だね。俺は、──」

「テッキから聞いてますよお。エルバ君、ですよねえ」

　頷きつつ、「テッキ」という名を聞いてエルバは思い出した──霊れい園えんでの顚てん末まつ、一部始終を。そして、右手から万力を生やした少女のことを。

「……あれから、どうなったんだ。どうして俺はここにいる。というか、ここはどこなんだ」

「バベルハイズ自然史博物館です」

　サクラは答えた。

「自然史博物館……？」

　さて、とエルバは記き憶おくを探さぐった。そんな施し設せつ、ブルティエールにあっただろうか？

　エルバの怪け訝げんそうな顔を見て、サクラは付け加えた。

「ブルティエール八十八区の博物館なんですけどお……ご存じありませんか？」

「八十八区か。それは知らないかも」

　エルバは納なつ得とくした。八十八区といえば、ブルティエールの北の果ての街区だ。かつてエルバが住んでいたのは三十六区、首都の南東の方である。生活圏けんのはるか外では、知らなくても不思議ではない。

　空を飛ぶ悪魔を駆かり、はるか上空から街を見下ろせば、幾いく重えもの同心円状の模様をそこに見いだすことができるだろう。円の数は全部で八つ、その正体はブルティエールの主要街路だ。

　円の中央にはドース連邦の政治機構の中心である総そう督とく府が建っている。街の中央に、要よう塞さいのごとき威い容ようを誇ほこっているのだ。空を飛ぶ悪魔でうっかり接近しすぎると、侵しん入にゆう者とみなされ撃げき墜ついされる羽目になる、連邦の最重要施設である。

　総督府を中心に、放射状に八本の直線の街路が延びている。八つの円の街路と八つの線の街路によって、ブルティエールは六十四の街区に区分けされている。

　街区名はごく単純なナンバリングだ。もっとも内側の円、第一円の八つの街区を、時計回りに十一区、十二区、……十八区と呼ぶ。そのすぐ外側、第二円の八つの街区を、二十一区、二十二区……二十八区と呼ぶ。以下第八円まで同様に続けていく。非常に機械的ではあるが、区名を聞いただけでおおよその位置がわかるという利点がある。

　ちなみに、ブルティエール南霊園も、三十六区に存在する。

「ってことは、あんな場所からここまで、わざわざ俺を運んできたのか」

　荷物運うん搬ぱん用の悪魔を召しよう喚かんすれば、気絶した男を一人運ぶ程度苦でもないだろうが、それでも霊園からここまでは結構な距きよ離りがあるはずだ。

「テッキがエルバ君をここまで運んできたんですよお。突とつ然ぜんのことで、本当にびっくりしました。しかも、担かついで来たのはチェビアトの子供だ、って言うし」

「なんでまた、手間をかけて俺を運んできたんだ。そもそも、なんで君たちは父さんのことを知っている？　それに自然史博物館って一体、──」

「一度にたくさん質問されても答えられませんよお」

　サクラは困こん惑わくの笑えみを浮うかべた。

「今答えられるのは一つだけ。テッキは、エルバ君に話したいことがあるから、ここに連れてきたんです。応接間でファルナさんと一いつ緒しよに待ってますからあ、聞きたいことがあったらその時に聞いて下さいね。……立てます？」

　サクラは手を差し伸べた。

「立てるとは思うんだが」エルバは言い返した。「今、下着しかつけていない」

「あっ」サクラは口元を隠かくした。「ごめんなさい！　部屋の外で待ってますう！」

　慌あわててベッドのそばを離はなれると、サクラは部屋から出て行った。扉とびらがバタンと高く音を立ててしまったが、その寸前に「きゃあっ」と小さな悲鳴が聞こえた。こけたかなんかしたらしい。

　待たせるのも悪い。エルバはすぐにベッドを出て、上着を着始めた。







　サクラの案内で、エルバはいくつかの展示室を通り抜ぬけることとなった。

　博物館の展示室は、思いの外本格的だった。絞しぼられた照明の光に浮かび上がった展示物は、どれもこれも興味深い。あるフロアには森の環かん境きようが再現され、森の中に棲すむ悪あく魔まがより自然に近い姿で展示されている。まったく動かないところを見ると、おそらくガラス玉を使って悪魔を擬ぎ似じ的に召喚しているのだろう。

　悪魔は他ほかの動物の精神に取り憑ついてその姿を具現化するが、不思議なことに、精神など持っているはずのないガラス玉にも取り憑く。有名な現象だ。ガラス玉が、悪魔自身の持つ精神を反映する鏡の役割を果たし、「そこに取り憑く対象がいる」と悪魔が勘かん違ちがいしてしまうのではないかと言われている。自身と同程度に精神活動が深化した対象に取り憑いていると勘違いしているので、悪魔は虚きよ体たいを動かす主導権を取ることができない。一方で、ガラス玉に意思などあろうはずもない。結果として、悪魔は召喚されたきり微び動どうだにしない、ということになるわけだ。

「ベニイロマンティコアにカレキハルピュイア、スナホリサラマンダー、と」

　展示されている悪魔たちを、エルバは順番に眺ながめていった。見たことのない悪魔が、展示室内にはあふれかえっていた。純じゆん粋すいな興味をかき立てられ、エルバの足取りは軽くなっていく。

「大したもんだね。なんて立派な博物館なんだ」

　先導するサクラにかける声も、興奮で少々うわずる。

「ありがとうございますう」

　サクラは笑顔で応じた。
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　ただその一方で、エルバは妙なことにも気づいていた。ある展示物が完かん璧ぺきに整備されている一方で、ある展示物は完全でない状態で放置されている。説明が書かれた板が壁かべに貼はり付けられているのに、その矢印の示す先に何もない。逆に展示物はあるのに、説明文がない、等々。一部は作りかけなのか、という印象を抱いだいた。そもそも、この広大な展示室の中に、サクラとエルバの二人きりしかいないとはどういうことなのか。客はどこにいる？

　エルバの内心の疑問を察して、サクラは自発的に言った。

「実はですねえ。この博物館、今は閉館中なんですよお」

「あ、そうなの？」

「六年前に閉館したんです。今は、もう一回開館しようと、色々頑がん張ばっている最中なんですけどねえ」

「なるほどな」

　エルバは納なつ得とくした。開店前、準備中の博物館の中にいるというわけか。それはそれで、内幕をのぞき見ているようで興味をかき立てられるが。

「見て回りたいという気持ちはわかりますけどお、テッキが待っていますんで……」

　控ひかえめに急せきたてられて、エルバはやっと所期の目的を思い出した。

「それもそうだった。残念だけど、この辺にしておこうか」

　後ろ髪がみを引かれる思いだったが、エルバはサクラの言葉に同意した。

　サクラは博物館区画を出て、居住区へエルバを導いた。応接間の扉を開けて、中に入るように促うながす。

　応接間は、質素ながらも品の良い装そう飾しよくで統一された、実に気分のいい部屋だった。ソファーもふかふかそうで、ついうっかりすると寝ね入いってしまいそうだ。

　そのソファーに、テッキとファルナが向かい合って着席していた。テーブル上には緑茶の入った茶ちや碗わんが二つ、そしてビスク豆の入った大皿が一つ。大皿には、ビスク豆が山盛りに積まれていた。安価なつまみではあるが、これだけの量を一度に盛るのは少々尋じん常じようではない。

　この万力を生やしたお嬢じようさんは、ビスク豆が大好物なのか？　そう思うと、エルバは少々げっそりした。エルバは豆類が大だい嫌きらいなのだ。

「お待ちしておりました」

　エルバの姿を認め、テッキは席を立って一礼した。相変わらずの黒い豪ごう奢しやなドレスを身につけていた。てっきり喪も服ふくかと思っていたが、そうでもないらしい。

「身体からだの調子はいかがです？」

「おかげさまで、非常に快適だ。ここまで運んできてくれたそうで、感謝する」

　エルバは頭を下げた。

「突然気絶されて、驚おどろきましたよ。なにか持病でもかかえておられるのですか」

　どう答えたものか、エルバは迷った。それは決して持病のせいではない。が、原因を正しく説明するのは面めん倒どうな上、信じてもらえるかどうか──信じてもらえないだろう。熟じゆく慮りよの末、

「大したものじゃない。昔から盲もう腸ちようが悪いんだ」

　曖あい昧まいな返答でごまかした。

「そうですか」テッキはにこりともしなかった。「……どうぞ、座って下さいな」

　ファルナの隣となりに座るよう、テッキは促した。エルバはその通りにした──そして、ファルナがむすっとしていることに気がついた。

「どうした」

「どうもこうも」

　ファルナはそれだけしか答えなかった。が、怒いかりを押し殺している口調がかなりのことを物語っていた。とにかく、ひどく機き嫌げんが悪いらしい。

　だが、今はファルナのご機嫌取りをしている場合ではない。エルバはテッキと向かい合った。サクラがソファーを回り込み、テッキの隣に腰こしを下ろす。

「改めて自己紹しよう介かいしましょう。ワタクシはアルテキア・バベルハイズ、当代のバベルハイズ自然史博物館館長です」

「──館長？」

　エルバは繰くり返した。

「驚くのも無理はありませんね」テッキは口元を隠し、小さく笑った。「この博物館は、バベルハイズ一族によって守られ続けてきた施し設せつです。ワタクシはこの年で一族の義務を引き継ついでいる、それだけのことですよ」

「ふうん。その年で博物館を経営しているのか。大変だな」

「正確には、今のところ経営はしていないんですけどねえ」

　サクラが口を挟はさんだ。

「展示物を少し見せてもらった。大したもんだな」

　エルバが素す直なおな感想を口にすると、テッキは微笑ほほえみを浮うかべた。

「ありがとうございます」

「なんでまた、博物館を閉めているんだ？　十分観覧料を取れる展示内容だと思うんだが」

「維い持じするのに、少し問題がありましてね」テッキは言った。「端たん的てきに言うと、現状、この博物館の職員はワタクシとサクラの二人しかいないのです」

「……なんと」エルバは驚いた。「でも、君ら二人だけで、あれだけの展示を製作しているわけか」

「ほとんどはサクラの仕事ですよ。ワタクシもそれなりに大工仕事はできますけれど、限界がありますのでね──右手がこれでは」

　ちらり、とテッキは右の袖そでをめくった。ほんのわずかに万力が見える。

「釘くぎを打つ時など、金かな槌づちを持つ必要が無いといったメリットもありますけどね」

「……なるほど」

　エルバとしては、愛あい想そ笑いを浮かべるしかなかった。

「大工仕事は、チェビアトに仕込まれましたからねえ」サクラは言った。「あの人の腕うで前まえに比べたら、私なんてまだまだですよお」

「ということは」エルバは尋たずねた。「父さんは、ここで働いていたのか？」

　その質問に、テッキとサクラは揃そろって目を見開いた。

「……ご存じなかったのですか？」

「ああ。実は、そうなんだ」

　エルバがそう答えると、二人は顔に困こん惑わくの雲を漂ただよわせた。

「ちょ……ちょっと、待って下さいな」テッキは言った。「チェビアトがここの職員だったこと、なんにもご存じないとおっしゃるのですか」

「恥はずかしい話だが、そういうことだ」

「それは……そうですか」

　何故なぜか、テッキの言葉には失望のような気配が込こめられていた。

「今回ブルティエールに戻もどってきたのは、生前の父さんの足そく跡せきを追いかけるためなんだ。もし良かったら、父さんのことを教えてくれないだろうか」

　エルバは真しん剣けんに頼たのみ込んだ。

　テッキは少し考えてから、問い返した。

「それは構いませんけど──チェビアトの足跡を追って、どうするつもりなのです」

「願わくば、父の仇かたきを取る」

　エルバは言い切った。

「父さんが何者かに殺されたということは、知っているよな」

「それは……ええ、そうです」

　慎しん重ちように言葉を選びつつ、テッキは言った。

「でも、俺は父さんのことを何一つ知らないんだ。仇あだ討うちをするにしても、なにから手をつければいいのかさっぱりわからない。だから、教えて欲しい。父さんは何をやっていたのか」

「そう……ですか」

　テッキは意見を求めるかのように、サクラに視線をやった。サクラもなんらかの意志を込めた視線を返す。親しい者同士にのみ許されるアイコンタクトが交かわされたのだ、とエルバは見た。

　少し間を置いてから、テッキは改まった口調で切り出した。

「まずは、どこから話し始めればいいのでしょうね？　当博物館とあなたのお父上の関係から始めましょうか？」

　よそよそしい言い方だった。つい先さき程ほどまでとは微び妙みように、しかし決定的に態度が変化している。アイコンタクトで一体どんな意思疎そ通つうが行なわれたのか？　けれども今のエルバには、黙だまってテッキの話を聞くよりない。

「好きなようにしゃべってくれ。こっちは何も知らないし、ボールを持っているのは君だ。どうしても必要があると思うんなら、最近の野菜の値段の話題から入ってくれてもかまわない」

「そうですか。それでは、最近のキャベツの価格高こう騰とうについてですが、──」

「どうしても必要な話題なんだろうな」

　エルバが念を押すと、テッキは咳せき払ばらいをして、話題を変えた。

「……まずさっきも言った通り、チェビアト・ナイトロンドはかつて、当博物館の職員でした」

　博物館職員。なにやら拍ひよう子し抜ぬけだった。不法行こう為いで金を稼かせいでいたのではなかろうか、と覚かく悟ごしていただけに。

「一体どんなきっかけで、ここに就職したんだ？」

「内乱、ですよ」テッキはエルバの西部風の服を目に留め、「独立戦争と言った方がよろしいですかしら」

　十年前、ドース連れん邦ぽう内で起こった戦争のことを、東部の人間は西部内乱と呼び、西部の人間は独立戦争と呼ぶ。西部州連合が、連邦からの独立を求めて起こした戦争だからだ。戦争は東部の勝利に終わり、連合の独立は未然に防がれた。ゆえに総そう督とく府の公式文書では内乱とされている。歴史は勝者が紡つむぐもの、という好例だ。しかし、西部の人々は今でも独立戦争と呼んでいる。人々は独立を求めて戦った。単に独立という目的が果たされなかったという事実だけで、独立の志を否定することはできない──というわけである。

「私の父は、あなたのお父上と肩かたを並べて戦ったのですよ。私の父は戦死しましたが、チェビアトが父の遺品を持ってきて下さいました。それが縁えんでチェビアトはここで働くようになったのです」

　チェビアトの名を呼ぶテッキの言葉には、なにやら愛情のようなものが含ふくまれていた。さっきのサクラもそうだった。親類以外の人間に、自分の父親の名を呼び捨てにされるという経験は初めてだったが、不思議と悪い気はしない。

「ちょっと待ってくれ」エルバは口を挟はさんだ。「父さんは西部側について戦ったんだぞ。あんたらは西部ゆかりの人間なのか」

　当時、東部に住んでいた父が独立戦争に参加していたことは、エルバも知っていた。一時期、父に連れられエルバもブラックストーン州に戻っていたからである。数ヶ月間のことではあったが、その時にエルバはエレイスン家に知ち己きを得、ファルナと知り合った。

　ブルティエールに住んでいた父がわざわざ西部州側についたのは、単に西部州出身だから、という理由だけではなかった。この戦争には西部の方に正義がある、とチェビアトが信じていたからだ。エルバが直接聞いたわけではなく、後日教えてもらったのだが。

「いいえ、バベルハイズの一族は、西部とのゆかりはありません」

　テッキは首を横に振ふった。

「それでも、私の父は、西部側に志願したのですよ。バベルハイズ一族は、西部になんの縁もありませんでしたけれども。西部の側に正義がある──父はそう信じ、西部側について戦ったのです」

　エルバは心の内で感心した。テッキの父とやらがどんな人間かは知らないが、その一事をもって素す晴ばらしい人物だと言わざるを得ない。

「なるほどね。その縁で、父さんはここで働いていたってわけか。初めて知った」

「チェビアトが職員として働いていたのは、四年間でした。その間、ワタクシたちはチェビアトによく相手をしてもらったものです。いわば、父の代わりのような存在でした。博物館の中でかくれんぼをしたり、展示物製作の手伝いをしたり、かなりお世話になったものですよ」

　夢見るような表情が、テッキの顔には表れていた。

「…………」

　ほんのわずかに、エルバはおだやかならざる感情を抱いだいた。自分の知らないところで、父親が他所よその子供にいい顔をしていたとは。これは嫉しつ妬とというやつだろうか？

　テッキの明るい顔つきは不意にかげる。

「……夢のような日々は、たった四年間だけでしたけれどもね。ある日、チェビアトは博物館を出たきり、帰ってきませんでした。つい先日まで元気だった人間が不ふ慮りよの事態で亡なくなってしまうなんて、この世というのはまったく世せ知ち辛がらい場所ですよね」

「そうだな。不ふ愉ゆ快かいな奴やつほど長生きするし」

　父の死を受け入れられず、ただ呆ぼう然ぜんとして過ごした日々を思い出し、エルバは頷うなずいた。

「その後、父さんを殺した犯人が捕つかまったとかいう話は、あったのか？」

「ありません。手がかりすら皆かい無むですよ。ワタクシどもも、チェビアトを殺した相手をいつか見つけ出そうと思ってはいるのですけれどね」

　エルバは質問を重ねた。

「君らにこういうことを聞くのはどうかと思うんだが……父さんは自分の仕事のことを俺に一いつ切さい語らなかった。なんでだったんだろう？　博物館の職員なら、立派な職業じゃないか。隠す必要なんてまるでない」

「それは、──」

　サクラが何か答えようとしたが、すぐに声が途と切ぎれる。

　素す早ばやくテッキが立ち上がり、あとを引き取った。

「そのようなことは、ワタクシどもにはわかりかねますね。なにしろチェビアトが亡くなった時は、ワタクシもサクラも十二歳だったのですから」

「……二人とも俺と同い年かよ」

　エルバは目を見開いた。

「ム」テッキが眉まゆをひそめた。「何を驚おどろいておられるのですか？」

「あ、いや、……二人とも、てっきり俺より年下だと思ってたんでな」

　エルバは如じよ才さいなく答えた。サクラはともかく、テッキは年上だと信じて疑わなかったのだが。

「ま、いいでしょう」

　テッキは表情を改めた。

「ワタクシどもは今でも、チェビアトを殺した人物を捜さがしています。あなたの言葉は、なんらかの手がかりになるかもしれませんね」

「捜している？　探たん偵ていでも頼たのんでいるのか」

「違ちがいますよ。ワタクシが探偵業を営んでいるのです」

　誇ほこらしげに言って、テッキは腰こしに手を当てた。

「……なんだと？」

　またも予想外の発言だった。

「博物館は閉館中と言ったでしょう。ワタクシどもも、生きていくためにお金を稼かせがなければなりませんのでね。おかげで、巷ちまたではフラッシュ・ヴァイスなどと呼ばれているようですが」

　既すでにブルティエールに名が轟とどろいているのか。エルバは感心し、ある意味で納なつ得とくした。右手に万力を生やして町中を歩けば、噂うわさにならないはずがない。

「稼がなきゃ……って、この博物館、他ほかに人はいないんだったな」

「残念ながら、ワタクシはバベルハイズ一族最後の人間なのです」

　テッキは応接間の隅すみを振り仰あおいだ。壁かべには、椅子いすに座った男性の古い肖しよう像ぞう画ががかけられている。妙に朗ほがらかな笑えみを浮うかべた中年男性だった。どこかで見たことがあるような、とエルバは興味を引かれた。

「祖父のベンハートです」テッキは寂さびしげな声を出した。「覚えておられませんか？　チェビアトの葬そう儀ぎの時、喪も主しゆを務めたのですが──」

　それでか、とエルバは納得した。たしかにあの日、こんな姿をしたおっさんがいた。

「二年ほど前に病で亡くなりました。以来、ワタクシが一人で、博物館を復活させるために努力を続けているのです。開館どころか、建物の維い持じのための資金もバカにはなりませんし」

「ははあ。大変だな。たった二人でどうにかしようとしてるのか」

　こくり、とサクラは無言で頷いた。

　テッキは少し表情をやわらげ、広げた手の平を見せた。

「こうして出会ったのも、きっと運命なのでしょう。どうです、手を組んでみませんこと？」

「運命？」エルバは繰くり返した。「運命って言葉はあまり好きじゃないんだがな。手を組むってのは具体的にどういうことだ」

「あなたも、チェビアトの死の真相について探さぐっているのでしょう？　でしたら、情報を共有するのはどうでしょう、ということです」

　エルバは少し考えてから、答えた。

「いい考えだな」

「やめとけって」意外にも、ファルナは否定的だった。「こいつら、信用できるのか？」

　なんなんだこのふてくされた態度は、と思いつつ、エルバはできるだけ角を立てないように言った。

「いや、せっかく、生前の父さんを知っている人に会えたんだ。ここでお別れ、さようならってのはないんじゃないの」

　ファルナは唇くちびるを尖とがらせた──が、何も言わなかった。

　テッキはにっこりと笑みを浮かべた。

「なら、契けい約やく成立ということでよろしいですか？」

「契約……って、俺たちに金を払はらわせるつもりじゃないだろうな」

「いえいえ、言葉の綾あやという奴です。協力者から金を取るなんてことはしませんよ」

　テッキは居住まいを正した。

「むしろ、こちらからお金を出したいくらいですわ。客から報ほう酬しゆうが受け取れる仕事と、個人的な恨うらみを晴らすための仕事とがあれば、どうしたって前者を優先的に解決しなければなりませんもの。……ご存じですか？　『デーモンヘイター』って。最近噂の通り魔まなんですが、──」

「俺たちは今日来たばっかりだ。ブルティエールの噂なんて知るものか」

「それもそうですわね」テッキは説明を始めた。「デーモンヘイターとは、最近出しゆつ没ぼつしている正体不明の犯罪者につけられているあだ名です。ワタクシ、少々軍警察に顔が利きくので、話を聞いているのですが──」

　彼らは常に二人一組で行動している。どちらも男。彼らの手口はおおまかに言えば、強ごう盗とうだ。適当な対象を探し出して襲おそい、身ぐるみ剝はいで去っていく。

　よくある手口だが、普ふ通つうとは決定的に違ちがうところがある。彼ら自身は決して悪魔を召しよう喚かんせず、にも拘かかわらず、常に悪魔召喚士を襲うという点である。

　悪魔と人間の力の差は歴然としている。普通の人間が、正面から殴なぐり合って勝てるはずがない。が、その二人組は悪魔と戦って連戦連勝を収めているという。犯行の後に残されるのは服まで剝がれた被ひ害がい者しやのみ、仕事を失敗した事例は今のところ確かく認にんされていない。

　被害者達から証言を取るのは、一苦労らしかった。というのも、被害者は一様に襲われたことを覚えていなかったのである。それどころか、記き憶おくの欠落が見られた。少ない人間では数時間分、ひどい場合は自分の名前を思い出せない場合もあった。典型的な逆バツク流ワードの症しよう状じようだった──しかも、かなり強力な。

「放置しておくにはあまりに危険な輩やからだ、ということだけははっきりわかっています。そちらの件で少々忙いそがしいのですよ。……あなた達も気をつけた方がよろしいですよ」

「覚えておこう。とにかく、手を組む話は歓かん迎げいだ」

　握あく手しゆを交かわすべく、エルバは立ち上がり、右手を差し伸のべた──が、すぐに気づいて左手を出し直した。

　テッキは特に気を悪くした様子はなく、穏おだやかな表情を保ちながら手を握にぎり返した。

「ブルティエールにはいつまで滞たい在ざいするご予定ですか？」

「一週間ほどだ。これから先、折を見てちょくちょくブルティエールに来るつもりだが」

「そうなんですか？」

「ああ。こいつが春からブルティエール大に通うんでね。ちゃんと一人暮らしが務まるのか、様子見をかねて」

「大学入学？」

　テッキはファルナのちっこい身体からだを頭からつま先まで眺ながめた後、ぽつりと言った。

「飛び級で？」

「アホか！」ファルナが飛び上がった。「あたしは今年で十九だってえの！」

「そうでしたか。それは失礼いたしました」

　テッキは、これ以上ないというくらい朗ほがらかに笑った。が、不意に表情を消すと、エルバと向き合う。

「一つだけ、聞きたいことがあるのですが」

「なにか？」

　少しためらってから、テッキは質問した。

「チェビアトの遺品は、すべてあなたが持っているのですか？」

　探るような視線を投げてくる。わずかな違い和わ感を覚えつつ、エルバは言葉を返した。

「一応は。すべて、というわけじゃないが。引っ越こしの時に、捨てたものも多いからな」

「試ためしに聞くのですが」テッキは前置きして、「遺品の中に、──赤い円盤レンズはありませんでしたか？」

　エルバは目をぱちくりさせた。五秒ほどの間を置いた後、

「……いや、覚えてないな」

　自分の記憶に自信がない、という調子で首を振ふった。







　バベルハイズ自然史博物館は夕日を背にして、黒い巨きよ大だいな影かげを地面に落としていた。

　博物館の古こ色しよく蒼そう然ぜんとしたたたずまいは、尋じん常じようでない歴史の古さを感じさせる。壁を構成するビスク煉れん瓦がは当然すべて真っ白、表面にははっきりとした風化の跡あとが認められる。

　外から博物館の全容を眺めてみて、エルバが最初に受けた印象は、

「ここは砦とりでか」

　というものだった。

　かつての前線基地を博物館に改造したのか、と思えるような、ものものしい建築物だった。周囲には堀ほりが掘ほられ、川の流れから引き込んだ水が常に流れている。正面入り口は跳はね上げ橋で、おそらく夜になれば上げてしまうのだろう。外部からの侵しん入にゆう者対策にかなりの神経を遣つかっていると思われる。

「博物館と言うからには、貴重な悪あく魔まの円盤とかを保管しているんだろうな」

　であれば、砦を改造したのも納なつ得とくできるが。

　しかし、何に対する砦なのだろうか？　砦というのは通常、前線になりうる場所に建てられるものだ。そんなものが、何故なぜブルティエールの北の果てなどという妙みような場所に建っているのか。独立戦争の際は東部州と西部州の境界が戦場になったのであって、ここに砦を建てる必然性は皆かい無むである。そもそもビスク煉瓦の色からして、築十年では済まない。

　ブルティエールが戦場になった戦争は何か、と歴史を遡さかのぼれば──

「……魔王戦争か？」

　半信半疑、といった調子でエルバは呟つぶやいた。

　二百年前まで──つまり、ドース連れん邦ぽうが成立する以前──この星は、「魔王」と呼ばれる悪魔に支配されていたのだという。魔王と悪魔達の支配を受けていた人類は、二百年前にオーラン先住民と組んで叛はん乱らんを起こし、魔王をこの星の王の座から追い落とし、連邦を発ほつ足そくさせた。一いつ般ぱんに魔王戦争と呼ばれる出来事である。

　史実とするには、あまりにおとぎ話めいた話である。歴史の教科書などで教えられていることではない。が、口く伝でんによって連綿と伝えられてきた「歴史」である。東部西部問わず、ドースに住むすべての人間が知っていることだ。これだけ広こう範はん囲いに伝わっているということは、それなりの根こん拠きよ、伝説の根っことなったような出来事は存在したのだろう。魔王と呼ばれた残ざん虐ぎやくな君主がいた、とかそんな感じの話が。

　改めて博物館を眺める。二百年前に建てられたものだとしても、不思議ではない。

　エルバは首の後ろを撫なでた。博物館はあまりに高く、上の方を見過ぎたために首が痛くなったのだ。

「ま、いずれ来た時に聞けばいいだろう。博物館展示、もっと見たいし」

「また来るつもりかよ」

　不ふ機き嫌げんな声を、ファルナが発した。

「あのな」エルバはファルナに向き直った。「なんでさっきから機嫌が悪いんだ」

「あの女が気にいらねえ」

「どっちの女だ」

「万力女」

　名前を呼ぶことすら汚けがらわしい、とばかりファルナは吐はき捨てた。

　理解できないこともなかった。ある意味、テッキは東部州文化の粋すいを集めて作ったような、ゴージャスな娘むすめだった。筋金入りの西部人であるファルナが本能的に嫌けん悪お感を覚えるのも無理はない。

　一方で、テッキもファルナに対して本能的嫌悪感を抱いだいているようだった。なにやら、東部と西部の対立の縮図を見るようである。

「あの女、猿さるでも見るような目で人をじろじろ見やがって」

「気のせいだ」

「気のせいなもんか。あの女、あたしがビスク豆を食おうとしたら、『西部の方は豪ごう快かいな食べ方をなさるんですね』とか抜ぬかして、鼻で笑いやがったんだぜ」

「いつものように、豆をがばっと両手ですくって取ったのか」

「当然だろ。豆を食えって出してきたのはあっちだぜ」

「…………」

　何を言い返したものか、エルバは頭を抱かかえた。

「それよか」ファルナはエルバをにらみ返した。「エルバこそ、どうして噓うそをついたんだよ」

「噓とは？」

「赤い円盤の話。あの女の言ってたのは、明らかにそれだろ」

　エルバの右目を、ファルナは指さした。

　不思議なことに、赤い円盤は目の中に入ると無色透とう明めいになる。エルバが赤い霧きりを放とうとするまでは存在を明らかにしようとしない。エルバは常に円盤を目に入れているが、外からそれを見分けるのは不可能だった。

「まあな。これ以外にはあり得ないと言い切れる」「どうして知らないふりをしたんだ」

「それは……」エルバは言葉を選んだ。「どうも、テッキが信用しきれなくてな」

　一いつ瞬しゆん、ファルナは嬉うれしそうな顔をした。

「いや、完全に信用できないってわけじゃない」エルバは付け加えた。「二人の父さんに対する親愛の情は本物だと思う。八十パーセントくらいは信用していい気がする。ただ、……何かを隠かくしているような気がしてな」

「何かって、何さ」

「それはわからない。ただ、不自然だ。父さんに関する話もどうも不自然、あのボルとかいうタコ型悪魔の中の人が出てこなかったのも不自然」

「隣となりにいたオーラン先住民が、それじゃねえの」

「だったら俺は泣く」

　現在知りうる情報がすべてと考えるなら、サクライコールボルとなるわけだが、それだけはとうてい信じがたいことだった。悪魔を召しよう喚かんすると人格が変わる、という手合いはたまにいるが、あの優やさしい笑え顔がおを振ふりまいていた少女が、悪魔を召喚した途と端たんに下品な笑い声を立てるだなんて、考えるだけでもおぞましい。

　そもそも、あれは本当に悪魔だったのだろうか？　あれだけ小さな身体の中に人間が一人入るとは思えない。あるいは新種の生物か？

「もう一点、赤い円盤レンズのことを聞いて何をしたかったのか、そこにちょっと興味がある」

「ふうん。じゃあ、手を組むってのは反ほ故ご？」

「嬉しそうに言うんじゃない」

　エルバは軽くファルナをこづいた。

「差し出してきた手は握にぎる。ただし、反対のお手々に何を隠し持っているのかを見み極きわめたい」

「反対のお手々は万力だろ」

「もののたとえだ。……というかあの子、なんだって右手に万力なんかはめてるんだ？」

　それは、テッキという少女を一目見た時から抱き続けてきた疑問だったが、とても当人に直接聞くことはできなかった。

　過去になんらかの事故で、右手を失った──そこまではなんの不思議もない。だが、その欠損を埋うめるパーツとして、何故なぜよりにもよって万力などという代しろ物ものを選んだのか。少々常識を踏ふみ外しているとしか言いようがない。正直、あの手を見せられたら、握あく手しゆするのをためらうところではある。色々な意味で。

「少し、調べてみた方がいいだろう。あの子のことはもちろん、バベルハイズ自然史博物館についても。いつ頃ごろからあって、何故閉館されたのか。父さんの死と閉館時期が重なっているのは偶ぐう然ぜんか、それともなんらかの関係があるのか」

「そりゃいいけど、どうやって調べるんだよ」

「図書館をあたるのはどうだ？　過去の新聞が保管されているはずだ」

　そう言って、エルバは沈しずみゆく夕日に目をやった。

「……まあ、もう閉まっているだろうが。明日にするか。今日はホテルに帰ろう」

「そうだな。今日は色々あって疲つかれたぜ」

　ファルナは背せ伸のびをした後、博物館に背を向けて歩き出した。

　エルバもファルナを追おうとしたが、ふと思い立って背後を振り返った。博物館内の応接間があるはずの場所の窓に視線を投げる。

　窓の向こうに、誰だれかが立ち、エルバたちを見つめていた。窓まど枠わくの奥に半分姿が隠れていて、誰であるかは判然としない。テッキかサクラの二に択たくでしかあり得ないが。

　こちらが相手の正体を見極めようとしているように、向こうもこっちの正体を見極めたいのだろう。まあどっちもどっちだな、とエルバは納なつ得とくすることにした。振り返り、既すでにはるか先を行っているファルナの背をめがけて歩き始める。







　二本脚あしのチーターが、両手にシミターを握って、夜の街を駆かけ抜ぬけていた。

　見たまんま、バイペダルチーターと呼ばれる悪あく魔まである。二足で移動する分、やや速度には劣おとるものの、二本の腕うでが空いているという利点がある。指がある程度発達しており、ものをつかむことが可能だ。

　バイペダルチーターの後方には、三さん匹びきのチーターが一列縦隊になって走っている。見た目はごく普ふ通つうのチーターだ。四本の脚で地面をつかみ、疾しつ駆くしている。中に人が入っている分、身体からだは大きいが、それを除けばチーターと外見上の違ちがいはないに等しい。ゆえに「チーターモドキ」というやや間の抜けた名前で呼ばれている。

　軍警察の人間が召喚した悪魔であることは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。高速移動可能な膂りよ力りよくに鋭するどい爪つめと牙きば、そしてネコ科特有の暗視能力、という高い戦せん闘とう力を持つこれらの悪魔は、基本的に軍警察が独どく占せん的に運用している。むろん当局の許可を得ず、勝手に悪魔を使し役えきする犯罪者はたくさんいるが、ここまで級の高い悪魔を三匹も揃そろえるのは、警察以外にはありえなかった。

　先導するチーターを召喚しているのは、フェルデスという名の警部だった。向かう先は、ブルティエール駅の裏手にある料理屋、斧おのとハサミ亭てい。昼間にトラブルが起きたという話は報告を受けていたが、よもや連続して災難に見み舞まわれるとは店の人間も大変だ、などとフェルデスは考える。

　目的地に到とう着ちやくした四人の悪魔は、驚おどろくべき光景を目まの当たりにした。

　料理屋の入り口の前に、四人の男が転がっている。気絶して倒たおれている男達は、ことごとくが軍警察の制服を着ていた。

「フェルデス警部！　これは……例の奴やつじゃ……！」

　部下の言葉に、フェルデスは無言で頷うなずくばかりだった。

　考えるまでもないことだった。この四人は、撃げき退たいされたのだ。おそらくは悪魔を召しよう喚かんして敵に立ち向かったのだろう。が、──

「噂うわさの『デーモンヘイター』か……!?」

　話には聞いていたが、いざこのような光景を目の当たりにすると、肝きもが冷え込んだ。地面が突とつ然ぜん泥どろ沼ぬまになり、ずぶずぶ沈み込んでいく感じとでも言うべきか──

　けれども、警察官として、怖おじ気づくことは許されなかった。

「とにかく、入るぞ……！」

　チーターの瞳ひとみは、料理屋の暗くら闇やみの中にうごめく人ひと影かげの姿を捉とらえていた。隊長が先頭になり、ゆっくりとした足取りで四人は店に入った。

　店の中に、客の姿はほとんどなかった。人影はただ二つ、どちらも警官隊の進入には気づいていなかった。

「だからよおー、教えてくれって言ってるんだよ、その金きん髪ぱつの野や郎ろうが今どこにいるのか」

　普通に立っている方の青年が、もう一人の髪かみの毛をつかんで引っ張り上げると、カウンターテーブルに顔面を叩たたきつけた。ゴスンと鈍にぶい音が響ひびく。

「だから、知らないって言っているじゃないですか……！」

　頭を叩きつけられた男──多分この店の店員だ──の発音は、あやふやだった。とめどなく流れる血が口の中に入り込み、呼吸を苦しくしているのだろう。たった今長ちよう距きよ離り走を終えたばかりのように、両りよう肩かたを大きく上下させている。

　青年は、もう一回店員の顔面をカウンターに叩きつけた。

「だから、さっさとしゃべってくれって言ってるだろ？　あんたがぐずぐずしているおかげで、また邪じや魔ま者が来たじゃねえか」

　青年は店員の髪からぱっと手を放した。店員はなんの抵てい抗こうもしないまま、棒のように床ゆかに崩くずれ落ちる。動きそうな気配がないのを確かく認にんしてから、青年は警官隊に向き直った。

「動くな！」

　フェルデスは、右手に握ったシミターの切っ先を、青年に向けた。

　まず強い印象を受けたのは、青年の顔に張り付いた、憎にくたらしいほどのニヤニヤ笑いだった。四匹の悪魔──しかも警察の悪魔だ──と真っ向から相対して、なんら臆おくするところがない。大した人生経験もない若い男にあざ笑われるのは、フェルデスとしては耐たえ難がたいことだった。

「逮たい捕ほする！　痛い目に遭あいたくなかったらじっとしていろ！」

　自然と、男に向ける声もとげとげしいものとなる。

　が、威い嚇かくの声に、男は少しも怯おびえを見せなかった。

「逮捕するだと？　そりゃ無理だ！　夢みたいなこと言ってないで、さっさと失うせろ失せろ」

　追い払はらうように手をぺっぺっと払い、もう一度店員の髪の毛をつかもうと腰こしを下ろす。

「この野郎……！」

　フェルデスより早く、部下の一人が爆ばく発はつした。鋭く地面を蹴けると、青年めがけて頭から突つっ込む。手の先から爪を出し、大きく口を開いてのど笛に嚙かみつこうとする。

　が──

　突然天てん井じようから降ってきたものに、チーターモドキは踏ふみつぶされた。

「ギャウアッ」

　背中に重量を受け、チーターモドキは床に這はった。すぐさま逃のがれようとするものの、上から押さえつける力は思いの外強く、這い出ることができない。

　首だけをねじり、自分を押さえつけているものを見やる。チーターモドキは、そこに人間の姿を見いだした。

　場ば違ちがいなことに、その男は礼服を着用していた。それだけでも十分に妙みようなのだが、最も奇き妙みようなのは、男の顔に表情がないということだ──そもそも、鼻び梁りようや眼がん窩かといった、顔面にあるべきはずの凹おう凸とつが存在しない。

　礼服の男は、顔面を布でくるんでいた。髪の生え際ぎわから鼻の下までを隠かくすように張られたその布は、本来顔があるべき場所に模様が描えがかれていた。

　巨きよ大だいな目だった。

　模式化された一つの目が、顔面を丸ごと占せん拠きよしていた。

　男は首ごと動かして、その目で踏みつけているチーターモドキを見やった。

「さっさと帰った方が身のためですよ、と言っているのです」

　渋しぶい中年男性の声が、その口から漏もれ出る。

　男は、チーターモドキの上から退いた。そして、その場から逃れようとしたチーターモドキの脇わき腹ばらを蹴飛ばす。

　次の瞬しゆん間かん、チーターモドキは壁かべに叩きつけられていた。

　五秒くらい遅おくれて、フェルデスはゆっくりと首をねじった。

　チーターモドキは、壁にめり込んでいた。少し間を置いてから滑すべり落ち、その場にぐちゃっと潰つぶれる。悪魔の虚きよ体たいは解放され、下から警察の制服を着た男の姿があらわになる。完全に気絶していた。

「ふむ……」

　自分が蹴飛ばした男には既に興味がないらしく、一つ目の男は残り三名のチーター小隊と向かい合った。

「私には、あなた方と争う気はさらさらありません。その場で回れ右して帰っていただく、というのであれば、喜んで見送らせて頂きますが……？」

　その口調もまた、場違いだった。落ち着き払ったその声は、屋や敷しきに住む壮そう年ねんの執しつ事じを想起させた。

　フェルデスは、恐きよう怖ふを感じずにはいられなかった──男の声が、あまりにも穏おだやかすぎるがゆえに。フェルデスは年ねん齢れい相応に場数を踏んできた警官である。ブルティエールの裏社会を支配する組織、マーレボルジュのゴロツキどもと丁々発止渡わたり合うのも日常茶さ飯はん事じだ。少々の怒ど声せいや脅おどしでは、彼の心は揺ゆるがなくなっていた──はずだった。

　それなのに、フェルデスは今、怯えていた。

「黙だまれ！」自分を鼓こ舞ぶすべく、フェルデスは絶ぜつ叫きようした。「そう言われて、我々が手ぶらで帰るとでも思っているのか!?」

「──ま、そうでしょうな」

　はじめから期待していなかった、と言いたげに、一つ目の男は肩をすくめた。

「では、店の外で寝ね転ころがっている方々と同じ目に遭って頂きましょうか……！」

　はじめてフェルデスは、一つ目の男が得物を持っていることに気がついた。それまでは地面に立てて寄りかかっていたのだが、ひょいと持ち上げると肩で担かつぎ上げるような格好をとる。

　大斧だった。

　樹じゆ齢れい千年の大木でも一いち撃げきで叩き折れそうな、巨大な斧だった。あまりにも巨大すぎるので、フェルデスは店の備品かなんかだとてっきり思いこんでいた。それをこの男は、ステッキかなにかを扱あつかうかのごとく持ち上げて見せた。

　この男は何者なんだ？　フェルデスの怯えは強まるばかりだった──が、ここで背を向けて逃にげるなど、街の治安を守るという義務を課せられた警官のとる道ではない。

「テオ、マルト、かかれ！」

　部下に命令を下す。二匹のチーターは弾はじかれたように飛び上がり、一つ目の男に襲おそいかかった。左右から攻せめられれば、両方に対応することは不可能──なはずだったのだが。

「フン！」

　一つ目の男は、まず空いている左手で、左から突っ込んでくるチーターを殴なぐった。閃せん光こうのようなパンチに鼻はな面づらを殴られ、チーターの突とつ進しんが止まる。

　直後、一つ目の男は右手の斧おのを振ふり上げ、右から迫せまるチーターの顔面に突き出した。ぼこっと鈍い音がして、チーターは斧に激突、その場にひっくり返った。一つ目の男は、あくまで斧をチーターの進路に差し出しただけだったが、チーターとすれば頭から壁に激突したようなものだ。敵の眼前であることも忘れ、脳天を押さえてのたうち回る。

　一つ目の男の異常とも言える反応速度にフェルデスは一瞬ひるんだが、

「てぇぇい！」

　正面から突っ込んで、シミターを振り下ろした。

　悪あく魔まの筋力から放たれる一撃は、通常の人間の数倍の破は壊かい力を誇ほこる──はずだったが、

「……ふふん」

　一つ目の男は斧を引き戻もどし、柄えの半ばでシミターを受け止めた。

　しびれが、フェルデスの腕うでに返ってきた。鉄棒を思い切り打ったかのようだ。シミターを取り落としかけるがなんとかこらえ、逆の手に持ったシミターで斬きりつける。今度は脚あしを狙ねらったが、

「遅おそい遅い！」

　その脚が先に浮ういて、シミターを持つ手を捕とらえた。がしっと受け止められ、刃はは敵に届くはるか以前で止められる。

　その時既すでに、一つ目の男は大斧を大上段に構えていた。

「せいや！」

　浮かせた足を下ろし、踏み込んで、大斧を振り下ろす。狙いはフェルデスの脳天だ。

「うおおッ!?」

　紙かみ一ひと重えで斧の刃から逃れると、そのまま後方に大きく飛び跳はねる。チーターの脚きやく力りよくがなければ、間ま違ちがいなく頭部を粉ふん砕さいされていたことだろう。

　距きよ離りを置いて、フェルデスは体勢を立て直した。肩かたを上下させ、呼吸を整える。が、心を静めることは到とう底ていできそうになかった。

　なんなんだこのバケモノは!?

　人の姿をしたバケモノ、としか表現のしようがなかった。複数の悪魔と互ご角かく以上に渡り合える人間なんて、この世に存在するはずがない。

「まさか、……！」フェルデスはある可能性に気がついた。「貴様、人の姿をした悪魔……!?」

「おや」一つ目の男は少し興味を抱いだいたような声を出した。「あなたは、なかなか柔じゆう軟なんな考えの持ち主のようですね。残念でしたな」

「……残念、だと？　どういうことだ」

　フェルデスが聞き返す。

　一つ目の男は、口の端はしをつり上げた。

「部外者に私の存在を知られると、色々不都合なので。少し痛い目に遭あってもらいましょうか……！」

　巨大な斧を両手で握にぎり、胸の前の高さにかざす。

　ふと、フェルデスは風を感じた。はじめは気のせいかとも思ったが、風は徐じよ々じよに強くなっていった。店内の観葉植物がざわめきだし、葉がちぎれて吹ふき飛ぶ。

　風は、店の外から中へと吹きこんでいた。が、外側に風を放つ源があるのではない──

　一つ目の男が、急激な勢いで大気を吸い寄せている。

　風の渦うずの中心にあるのは、斧だった。藍あい色いろの輝かがやきが螺ら旋せんを描き、斧へと吸い込まれていく。

　塵ちりだ、とフェルデスは直感した。大気中の塵が反応して、光を放っているのだ。塵が藍色の光を放つなど、あり得ない話だが、そうとしか思えなかった。

「紋様クリプト解析アナライズ完かん了りよう……！」

　一つ目の男が言うと、斧の刃が、闇やみの中で藍色の輝きを放った。ある時は強く、ある時は弱く──心臓の鼓こ動どうのような光を見せる。

　風は、立っているのも一苦労なくらいに吹き荒あれていた。フェルデスも、まだ意識のあるチーターも、床ゆかに爪つめを立て、渦に吸い込まれないよう必死に抵てい抗こうしていた。

「塵より生まれしもの、塵へと還かえれ……！」

　一声叫さけんで、一つ目の男はその場で斧を振り抜ぬいた。

　風が突とつ然ぜん逆巻いて反転し、フェルデス達の正面から鋭するどい衝しよう撃げきが吹き抜ける。

　その時──

「…………!?」

　風から身を守るためにかざしていた手が、ボロボロと崩くずれた。悪魔の肉体を構成する塵が、突然自分のあるべき姿を思い出したかのように、風に流されて消えていく。その下からは、フェルデス自身の腕が姿を現した。

　腕だけではない。その現象は全身で起きていた。暴風に耐たえられず、悪魔の身体からだはボロボロと崩ほう壊かいしていく。と同時に、生きながら焼かれるような痛みが、全身を襲う。逆バツク流ワードだ──全身が塵となって崩壊していく痛み、苦しみが逆流している。

　苦痛の激流に押し流されて、フェルデスの意識はあっという間に消し飛んだ。

　すぐに風は収まり、店内には以前通りの静せい寂じやくが訪おとずれた。

　二に匹ひきのチーターも同様に、悪魔の姿を剝はがされ、その下にある肉体を晒さらしていた。藍色の風を浴びた警官たちは、気絶したまま動く気配はない。

「これでよし……と」

　ただ一人、一つ目の男は落ち着き払はらっていた。あれだけ巨きよ大だいな斧おのが手の中から消え失うせていたが、彼自身は気にとめる様子もない。カウンターの方に目を向けて、声を投げる。

「そちらはどうです」

　声に合わせて、カウンターの中から青年が出てきた。片手で店員を引きずりながら。

「うまくいかねえ。頭を殴ってりゃ、いずれ記き憶おくが戻るんじゃねえかと思うんだが……」

　青年は店員の襟えりをつかみながら、言葉を投げた。

「あのな？　近所にオープンテラスの喫きつ茶さ店てんがあるだろ？　そっちの方で話を聞いてから、俺はこっちに来たんだよ。そっちの店員は、金きん髪ぱつの男のことをばっちり覚えてたぜ？　牛肉ワイン煮に込こみの匂においがしたから、きっと斧とハサミ亭ていから来たに違いない、ってな。ネタは上がってるんだ、さっさと教えてくれたらどうなんだ」

「……エルバ……」

　なんの前まえ触ぶれもなく、店員の唇くちびるが動いた。

「ん？　なんだって？」

　青年が店員の口元に耳を寄せる。

　苦しい息をつきながら、店員は言葉を絞しぼり出した。

「連れの女の子が、そいつのことをエルバと呼んでいた……」

「ほお、連れの女の子だと？　そいつは新情報だなあ。どんな女だ」

「小さい子だった……ことによると、娘むすめかも……」

「今から俺は大事なことを聞く」青年の声が少し硬かたくなった。「その娘ッ子とやらの目、片方だけ塞ふさがっている──なんてこと、なかったか？」

「片方の目……」店員は少し間を置いてから、答えた。「それはない。目はごく普ふ通つうに二つ、開いていた……」

「おーおー、なるほどな。じゃあそいつは関係ない。……もう一人、いなかったか？　そいつには、隻せき眼がんの連れがいたはずだ」

「隻眼……？　いいや……彼らは二人連れだったと思う……」

「噓うそをつくなよ、この……」

　青年はもう一発打ちよう擲ちやくを加えようとしたが、寸前で止めた。この期ごに及およんで店員が噓をつくとは思えなかったからだ。代わりに、つかんでいた髪かみをぱっと放す。店員の頭は床に落ちてゴスンと鈍にぶい音を立てた。

　青年は立ち上がり、軽く背せ伸のびをした。それから店員を見下ろし、口を開く。

「……あんたに一つ忠告しておいてやる。記憶力という奴やつは、日ひ頃ごろから鍛きたえておいた方がいいぜ。最初からぱっぱっと思い出していれば、こんな痛い目に遭わなくても済んだのに……って、聞いてないか」

　店員は、ぴくりとも動いていなかった。気絶しているか、あるいは死んだか。

「……どうでしたかな」

　一つ目の男が、青年のところに歩み寄った。

「西部風の服を着ていて、金髪で、目つきが悪い。で、背の小さい娘を連れている──とさ。その上、名前がわかった──エルバ・某なにがしというらしい」

「背の小さい娘ですか」一つ目の男が訝いぶかるような声を出す。「それは、まさか──」

「いや、ちゃんとお目々が二つあったって話だ。単なる連れだろうぜ」

「ははあ。では、魔ま神じんは……？」

「こいつは見ていないようだ」青年は店員を指さした。「ってことは、実際に姿を現していないんだろうよ。フン、出し惜おしみでもしているつもりか」

　青年の口元に、笑えみが広がる。来きたるべき戦いを予期して奮い立つ、戦士のような笑みが。

「まあ、知ったこっちゃねえ……見つけ次し第だい、ブチ殺して円盤レンズを奪うばう。それだけだ」

「左様ですな」一つ目の男は和した。「それが八眼デイアボリツク争覇パーテイのさだめというもの」

「そうだぜ。待ちに待った八眼争覇の始まりだ──！」

　青年は、そばに立てかけていたハンマーを担かつぎ上げると、威い風ふう堂どう々どうと店の正面口から出て行った。相変わらず四人の警官が転がったまま、援えん軍ぐんがやってくる気配はなかった。







　翌日、エルバとファルナは朝早くから国立図書館に向かった。

　バベルハイズ自然史博物館に関する情報を手に入れるため、エルバは全十巻に及ぶ『ブルティエール史』を流し読みし、ファルナは過去の新聞記事をチェックした。その結果、色々なことがわかってきた。

　自然史博物館は、国営の施し設せつとして二百年前に建てられたものだった。当初は「ブルティエール国立博物館」という名前だったらしい。代々の館長はみなバベルハイズの姓せいを戴いただいた人物ばかりだ。国営施設でありながら、館長職は世せ襲しゆう制だったようだ。

　その名が「バベルハイズ自然史博物館」と変わったのは、十年前のことだ。十年前といえば、独立戦争（『ブルティエール史』には西部内乱と書かれていたが）が起こった時期である。時の総そう督とく府は、戦費調達のために大だい胆たんなリストラ策を講じ、国が所持する財産を色々と売り払った。その中の一つに、国立博物館があったというわけだ。

　時の館長、ベンハート・バベルハイズはこの国策に異を唱えた。が、西部諸州との戦せん闘とうが激化するにつれ、この決定を覆くつがえすことはできないと悟さとったベンハートは主張を転てん換かん、私財をなげうって博物館を自分で買い取る、と国に申し出た。国はそれを吞のみ、結果博物館はバベルハイズ一族のものとなった。それで施設名が変へん更こうされたとのことである。

「よくやるな、そんなこと」

　エルバは感心と呆あきれとがないまぜになった感情を抱いだいた。一族が守ってきた博物館を自分の代で手放すわけにはいかない、という気持ちはわかる。だが、国立の施設を自力で買い取るだなんて、とんでもなく高くつくはずだ。そこまでして博物館を守りたかったのか？

　一族の宿命、と言ってしまえばそれまでだが。現館長のテッキも、博物館にかなりの執しゆう着ちやくを持っているようだった。博物館と土地を売り払ってしまえば、今後一生不自由せずに生きていけるだけの金が手に入るだろうに、それでも彼女は、博物館を開くために努力を続けている。

　払い下げの後、四年間は通常営業を続けていたらしい。博物館が閉館に追い込まれたのは、今から六年前のことだった。もとより経営不ふ振しんに陥おちいりかけていたところに、火事が発生したとのことである。焼けたのは博物館そのものではなく離れの作業場だったのだが、整備中だった展示品が多数焼けてしまい、とどめの打だ撃げきを受けてしまったのだとか。

「気になるのは、火事の日だ」

　と、新聞を調査したファルナは言った。

　火事が起きたのは三月三日未明とあった。そして、チェビアトの命日もまた三月三日だった。

「完全に重なっている。これは……？」

「エルバが正しかったみてえだな。あいつら絶対なんか隠かくしてるって。こんな偶ぐう然ぜんあるかよ」

　ファルナは決めつけた。

　エルバは慎しん重ちように記事の続報を追った。記事によると、火事による人的被ひ害がいは重傷が一人。十二歳のアルテキア・バベルハイズ嬢じようが崩くずれた資材の下した敷じきとなり、右手を切断する大おお怪け我がを負ったと書いてある。なるほど、あの右手はその時の傷きず痕あとか──と思いつつさらに記事を読み続けたが、それ以上の被害は書かれていなかった。

　チェビアトに関しては、一いつ切さいの記述がない。当たり前といえば当たり前だが。チェビアトは死の寸前、自宅まで戻もどってきたのだ。全身鮮せん血けつにまみれていたが、火で焼かれたという風ではなかった。もしそうであれば、父の姿はさらに凄せい惨さんなことになっていただろう。が、チェビアトは少なくともやけどは負っていなかった。

　どこか、すっきりしない。テッキは何か重要なことを隠しているような気がする──が、なんなんだろうか？　父の死に関して隠さねばならないこと、というのは。

　…………

「想像もつかない」

　エルバはぽつりと言った。

「直接聞くよりないだろう。いずれ、あの子と再び会う必要がありそうだな」

「あたしは遠えん慮りよしたいけどな」ファルナは言った。「それよかエルバ、腹減ったぜ。そろそろメシの時間だ」

　図書館の壁かべに掛かけられた時計の針は、正午寸前を指していた。ファルナの言う通り、昼食をとるべき時である。

「そうだな」エルバは頷うなずいた。「何が食べたい？」

「肉」ファルナは単刀直入に答えた。

「肉、ねえ」

　真っ先に思いついたのは、つい昨日昼食をとった斧おのとハサミ亭ていだ。昨日は店内で大暴れしてしまったが、今いま頃ごろどうなっているのだろうか。

「試ためしに行ってみるか、昨日の店」

　エルバは決意した。普通に入店できればそれでよし、雲行きが怪あやしければ遠巻きに見るだけ見て、別の店を探せばいいだろう。







「どうだった」

　狭せまい路地から滑すべるように出てきたエドの姿を見て、マービンは言った。

「重じゆう症しようだとよ」エドは吐はき捨てた。「よほどの名医にかからない限り、これからずっとボブの顔はテニスコートのように真っ平らだとさ」

　エドは、ブルティエールの東番外地に本ほん拠きよを置くモグリの医者に、ボブを診みてもらったところだった。

　二百年前当時は、かなり余よ裕ゆうをもって広く設計されたブルティエールではあるが、その後二百年の繁はん栄えいは、街に収まりきらないほどの人口増加をもたらした。北は山、南は海という地形的条件のため、ブルティエールは東西へと拡大していった。近きん隣りんの村を巻き込み、遠くの州から移住してきた人々も取り込んで、現在の首都は初期の約二倍の面積にまで拡大している。番外地とは、ブルティエールの同心円の外の土地のことを指す。

　しかし、東と西で、番外地の性質は大きく異なる。西が高級住宅街として発展した一方、東側はスラム化の一いつ途とを辿たどった。西に比べ東の方は野の良らの悪あく魔まの攻こう撃げきに晒さらされやすく、よほどの事情を持つ人間でもない限り住みたがらなかった、というのが主因である。ここらあたりでは建物には木造のものも多く、道路はまったく舗ほ装そうされていない。そして、路上にはよく人が寝ねている。今現在も、二人を取り巻くように、帰る家を持たない人々が何人も日ひ陰かげにうずくまっている。

「クソッ」

　乾かわいた地面を、エドは蹴け飛とばした。わずかに土つち煙けむりが舞まう。

「フラッシュ・ヴァイスめが……！　奴やつの万力をもぎ取って、口の中に突つっ込んでやらなきゃ気が済まねえ」

「いや、物理的にあの娘むすめの口にあの万力は入らないだろ」

　マービンは指し摘てきした。

「つまんねえこと言うんじゃねえ。『棺かん桶おけに片足を突っ込んでる』って言い方があるだろうが。でも、実際に棺桶に片足だけを突っ込んでいる奴なんて見たことあるか？　そういうことだ」

「いや、物理的に棺桶に片足を突っ込むことは可能だろ」

「黙だまれ！」エドは切れた。「つまり、あの女を叩たたきのめしてえって言ってるんだよ」

「なら最初からそう言ってくれ」マービンが答える。「あのチェビアトの息子むすこと、まとめて潰つぶさねばならん。問題は、どうやってやるかってことだが、──」

「数を集めりゃいいだろう。マーレボルジュの構成員がやられたんだぜ？　面子メンツってものがあらあな」

　マーレボルジュ──ブルティエールの闇やみ社会を支配する組織。その実態は、無数の犯罪組織の集合体である。犯罪組織といっても、上部はほとんど合法的な会社、下部は三人くらいのゴロツキチーム、とその規模には天地ほどの開きがあるが。そのような「組織」が三層のピラミッド状に構成されて一大犯罪組織を形作っており、それを総そう称しようしてマーレボルジュと呼ぶ。

　チェビアト憎にくしで結けつ託たくした二人だったが、話しているうちに、お互たがいマーレボルジュの別々の組織の構成員であることが判明した。ある意味当たり前のことではある──マーレボルジュは、組織外の人間が営利目的での犯罪を行うことを厳しく禁じている。ブルティエールにて犯罪行こう為いで儲もうけようと思うならば、マーレボルジュに入らなければならない。マーレボルジュは、無法の世界の法の番人なのである。

「そっちは何人集められる」

　エドに水を向けられると、マービンは胸を張った。

「フン。便べん宜ぎ的にマーレボルジュの構成員となっているが、私は他人と群れるのは嫌きらいでな」

「つまり、ゼロ人か」エドは速断した。「役に立たねえ野や郎ろうだな。とはいえ、こっちも人のことを言えたもんじゃないが、──」

「やめとけやめとけ」

　エドの分ぶん析せきに、横やりを入れる声があった。

　エドとマービンは同時に、声の主を見た。

　少し距きよ離りを置いたところに、ハンマーを担かついだ青年が立っていた。

　巨きよ大だいなハンマーだった──象の頭でも叩きつぶせそうな代しろ物ものだった。そんなハンマーを、青年は軽く持ち上げ、肩かたの上に担いでいた。

「誰だれだ、貴様」

　エドが青年をにらみつける。

　青年はにやりと笑った。

「『デーモンヘイター』って名前、知ってるか？」

「…………！」

　エドとマービンは同時に息を吞のんだ。

「身構えんなよ」

　ドスン、と青年はハンマーを下ろした。

「別にあんたらを襲おそう気はない。ただ、あんたらから話を聞きたいだけだ」

「……話だと」

「そう。あんたら最近、エルバ・某なにがしとかいう奴にひどい目に遭あわされたそうじゃねえか」

「つい昨日の話だがな」マービンは言った。「おまえ、あの男に何か用でもあるのか」

「そうだ」青年は言った。「俺は、あの男を殺さなきゃならない。そこで、ちょいとあんたらの力を借りてえってわけだ。頼たのめるよな？」

　エドとマービンは顔を見合わせた。実に唐とう突とつな申し出だった──が、二人とも、積極的にこの申し出を断る理由は持っていなかった。

「協力してくれたら、請うけ負ってもいいぜ」青年は言った。「誰のことだか知らないが、そのお嬢じようさんの口に万力が入るようにしてやる。物理的に。その時は、そこを口と呼んでいいのかどうか、微び妙みようなことになるだろうがな」







　料理屋斧とハサミ亭の店頭には「本日休業」の看板がぶら下げられ、その上、入口には一人警察官が立っていた。

　昨日とは印象が全く異なる。人がいないせいで、なにやらがらんとした感じだ。街の真ん中に穴が突然出現したような具合である。行き交かう人々は少しだけ物もの珍めずらしげに警官の姿を見つめるが、長時間立ち止まることもなく通り過ぎていく。

「俺たちが暴れたのは昨日の今頃だろう。なんで、まだ現場検証なんかやってるんだ」

「俺たち、じゃなくてエルバ一人だろ、暴れたの」ファルナが訂てい正せいする。「念には念を入れて、時間をおいて調べているんじゃないの」

　普ふ通つうそんな二度手間をかけるか？　エルバは言いかけたが、ファルナの言葉を否定する材料を持ち合わせてはいなかった。

「ということは、俺は今、犯行現場に舞い戻もどっているってことか」

「ああー」ファルナは得心いったという風に声を上げた。「犯罪者は犯行現場に戻ってくるってのは本当だったんだな」

「誰が犯罪者だ。……別のメシ屋を探しに行こう。決してやましい気持ちがあってここから逃にげるわけじゃないぞ」

　と言いつつ、エルバはひょこひょこと猛もう烈れつに怪あやしい歩調で歩き出した。

　ちょうどその時、タイミングを見計らったかのように、店内から人ひと影かげがぬっと出てきた。

「あ！　そこの人、ちょっと……！」レンズと悪魔　声をかけられた途と端たん、エルバは飛び上がって、その場から全力で逃げ出した。

　店内から第二の人影が現れる。こちらは警官だった。いきなり目の前で全速力で逃げ出した人間を、警官が見み逃のがすはずがない。

「そこの青年！　待てー！」

　大だい音おん声じようを上げながら、警官は地面を蹴けった。店頭で見張りに立っていた警官も無言で倣ならい、後を追う。

「うわ、ちょっと、まずいって！　待てよエルバ！」

　従って、ファルナも本能的に逃げ出した。




「彼が、話の人物ですか？」

　警官、フィールディングの質問に、店員は素す直なおに頷うなずいた。顔面が包帯ぐるぐる巻きになっており、目、鼻、口以外は完全に白い布の下に隠かくれている。痛々しさを通り越こし、なにかのギャグにすら見えた。

「ええ。……夜中にやってきた暴漢が、探していた相手です」

「ふうむ……」

　自然と、フィールディングの唇くちびるは固く引き結ばれた。

　昨晩非番だったフィールディングは、この料理屋での事件を朝になって初めて知った。警官八名が病院送りにされるという大事件に、フィールディングはすっ飛んで病院に向かった。その八人の中にはフィールディングの直上の上司、フェルデスが含ふくまれていたからである。

「やあ、フィールディング」

　病びよう床しようにあって、フェルデスは比ひ較かく的てき元気そうだった。見る限り、外傷はほお骨のあたりのアザくらいしかない。一安心したフィールディングだったが、──

「一体何があったんです」

「う～ん」やや間ま抜ぬけた返事。「それが、何が起きたのかよく覚えていないんだ」

「……なんですって？」

「むしろ、私が教えて欲しいくらいだ。私はなんでこんなところに寝ねかされているんだ？　私をここまで連れてきた連中によると、町まち中なかで倒たおれていたらしいが、まったく記き憶おくにないんだ」

　フィールディングが言葉を返せずにいるうちに、フェルデスは話題を変えた。

「ところで、四十三区のグローザ君に届ける書類をまとめてくれたかね？」

「え……」フィールディングは虚きよをつかれた。「その件は、五日前に済ませていますけど、──」

「君ィ、私をからかっちゃいかんよ。その件はつい昨日君に頼んだばかりじゃないか」

「いいえ、その件は私の責任において完全に終わらせております。グローザ警部から感謝の言葉もいただきましたよ」

　部下の強きよう硬こうな物言いに、フェルデスの自信は揺ゆらいだようだった。「そ、そうか……」と歯切れの悪い返事をする。

「もしかして、斧おのとハサミ亭ていで、真っ昼間に客が喧けん嘩かを起こしたという事件もお忘れですか」

　単刀直入にフィールディングは尋たずねた。返ってきた答えは、予想した通りのものだった。

「さあ？　私がそんなところに行ったのかね？」




「彼はまだ、症しよう状じようの軽い方でしてね」

　病室の外で捕つかまえた医師に話を聞くと、彼は深刻な顔つきで答えた。

「数日間の記憶の欠落で済んでいるんです」

「記憶欠落で済んでいる、ですって？」

「ええ。何名かは自分の名前が言えないレベルにまで記憶を喪そう失しつしています。一人はいまだ昏こん睡すい状態が続いています」

「そんな。一体、何があったんですか」

「症状自体はさほど珍めずらしいものではありません。悪あく魔ま使用による逆バツク流ワードです」

「逆流？　しかし、そんなバカな。信じられない」

　フェルデスが逆流に襲われた、ということはフィールディングにも納なつ得とくできた。信じがたいのは、フェルデスは召しよう喚かん士としての訓練を十分に受けているという点である。

　軍警察に就職した者は、もれなく悪魔召喚士としての訓練を課される。悪魔六段の免めん許きよをただで取らせてくれる、ということで軍警察に入る者は少なくない。そして、フィールディングの覚えている限り、フェルデスはたしか悪魔七段であるはずだった。

　さらに、フェルデスが倒れていた時、目にはバイペダルチーターの円盤レンズがはまっていたという。バイペダルチーターは六段級の悪魔であり、七段のフェルデスが記憶を失うような強きよう烈れつな逆流を食くらうはずがない。

　その上、フェルデス以外の七人も同様の目に遭っているなど、あり得るはずがなかった。

「疑問はごもっともですが」医師はあくまで無表情を貫つらぬいていた。「私の仕事は彼らの症状を診しん断だんし、然しかるべき医い療りようを受けさせることです。彼らがどうしてこのような事態に至ったか、それを調べるのはあなた方の仕事のはずですよ」

　例の「デーモンヘイター」の仕し業わざであることは、明白だった。

　どうやら「デーモンヘイター」は、エルバなる青年を追いかけている。エルバ青年とは一体何者なのか？




「彼がひょっこり姿を現したのは、幸運かもしれませんね。あるいは、彼を保護する必要があるかもしれません。追いかけてきます」

　フィールディングは店員にそう言いつつ、腰こしにつけた円盤ホルダー──太いベルトに円盤用ポケットがいくつもついた、警察支給のものだ──から一枚円盤を取り出し、両目にはめた。

「召喚コンタクト」

　一声放った直後、フィールディングの姿は巨きよ大だいな犬と成り代わっていた。

　尖とがった耳、精せい悍かんな顔つき、しなやかな筋肉のついたボディラインが特とく徴ちよう的な犬型悪魔、ドースドーベルマンである。鋭するどい歯と爪つめで敵を嚙かみ裂さく力はむろんのこと、非常に優すぐれた嗅きゆう覚かくを持っている。この悪魔は召喚主に犬並みの嗅覚を与あたえ、臭しゆう跡せきを追うことを可能とする。

「あとでまた戻って参りますので」

　店員に一声残し、フィールディングは店から飛び出た。

　地面に鼻を近づけ、部下二名の匂においをかぎ取る。鋭えい敏びんな鼻は、空気中に流れている、あるいは地面に染しみついている、あらゆる匂いを捉とらえていた。犬に変身するたび、フィールディングは「人間の鼻とはなんと鈍どん感かんな器官なのだろう」という思いにかられる。

　部下二名の匂いを捕まえるのは容易だった。匂いはある方向──大通りの向こうへと指向性をもって延びている。急いで追いつくか、と頭をもたげ、地面を蹴ろうとした時──

　突とつ然ぜん、フィールディングの眼前に、一人の人間が割って入った。

「あら」と人影は言った──「どこに行こうとしているのですか、フィールディングさん？」

　その優ゆう雅がな声に、フィールディングは聞き覚えがあった。

「テッキさん」犬の姿のまま、フィールディングは言った。「どうしてここに？」

　見上げると、黒い豪ごう奢しやなドレスを身にまとった少女が、そこに立っていた。







　エルバはフェンリル──狼おおかみの姿をした悪魔──の姿に成り代わり、懸けん命めいに道を走り抜けていた。

　そのすぐ横には、同じくフェンリルを召喚したファルナがおり、エルバに併へい走そうしている。

　白昼、街のど真ん中を二に匹ひきの悪魔が駆かけ抜けている──さほど、珍しい光景ではなかった。日常的という程ほどでもないが。街を行き交かう人々は、ほんのわずかに物もの珍めずらしげな目を二匹の悪魔に向けるが、それだけだ。自ら好んで騒そう動どうに巻き込まれる人間は、そうはいない。

　その二匹の後方から警官が追ってくるとあれば、なおさらだった。二匹のドースドーベルマンが、一心不乱に前を行く悪魔に追いつこうとしている。

「クソッ、どこまでも追ってきやがる！」

　何度も後方を振ふり返りながら、エルバは毒づいた。先頭集団の二匹と後方集団の二匹の距きよ離りは詰つまりもしないが開きもしない。こちらの体力が尽つきるまで追って追って追い続けるつもりなのだろう。

　なんらかの手を打つ必要がある──エルバは裏通りへの道を進みながら、必死に頭を働かせていた。相手は警官、無茶はできない。極力穏おん便びんに、追っ手を振り切る必要がある。

　もっとも厄やつ介かいなのは、彼らは犬のように鼻が利きくという点だ。犬だけに。仮に追走を振り切ることに成功したとしても、彼らは臭跡を追って、やがてはエルバの所にたどり着くだろう。

　対策はある。悪臭を放つ力を持つ悪あく魔まを召しよう喚かんし、彼らの鼻をダメにしてやるのだ。現在エルバはカメムシミルメコレオの円盤を所持している。ミルメコレオとは本来獅し子しの上半身と蟻ありの下半身を持つ悪魔だが、カメムシミルメコレオは獅子の上半身とカメムシの下半身を持つ。そしてカボチャが腐くさったような悪臭を放つという能力を持つ。臭跡を追うタイプの悪魔に対するアンチ悪魔として有名である。

　問題は、状じよう況きようが円盤の交こう換かんを許さないという点だ。フェンリルを解放して円盤を取り出し、カメムシミルメコレオの円盤を取り出して目にはめ、召喚する──そのような手順を踏ふんでいるうちに、ドーベルマンに追いつかれる可能性は果てしなく高かった。

「どうする!?　エルバ！」

　ファルナの声に、エルバは決断を下した。

「一人で逃にげろ！　俺が後ろを食い止める！」

　二匹の悪魔の前方に、細い十字路が迫せまっていた。エルバは首を動かして、左の道へ折れるように促うながした。

「わかった！」

　ファルナはなんの疑いも持たずに返事し、狭せまい路地へと入っていった。

　ファルナが頭を路地に突つっ込んだあたりで、エルバはフェンリルを解放した。悪魔の身体からだを形作る塵ちりが流れるように崩くずれ去っていき、その中からエルバの姿が現れる。フェンリルとしての全速力をゆるめないままに人の姿に戻もどったため、最初の数歩は慣性に足が間に合わず、つんのめった──が何とか持ち直し、二本の足での全速力に移行することができた。もちろん、速度は格段に落ちるが。

　二匹のドーベルマンは、標的をエルバに絞しぼった。彼らも当然、悪臭を放つ悪魔の存在をわきまえている。エルバに円盤レンズ交換の間を与えぬよう、ラストスパートをかけてきた。

　エルバは、円盤交換を行わなかった。

　その代わりに、右目を赤く輝かがやかせた。

　エルバの周囲の塵が赤く染まり、後方に流れていく。線せん香こうの煙けむりのような細い筋だったが、しかし確実な濃こさを保ちつつ、後方のドーベルマンの前脚あし、後脚、頭、尻尾しつぽに絡からんでいく。エルバを追うことに必死になっている二匹は、赤い霧きりの存在には気づかない。

　エルバと犬の距離は徐じよ々じよに詰まる。あと一息で犬の鼻先がエルバの尻しりに届く、という時──

　突然エルバは立ち止まり、犬二匹と向き合って叫さけんだ。

「──消えろ！」

　ここぞとばかり、ドーベルマンはエルバに飛びつこうと地を蹴けった。

　その時、ドーベルマンの肉体は、突然強風に吹ふき付けられたかのように、流れて崩れ去った。空中で、二匹の犬の姿は二人の警官へと成り代わっていく。

「よっと！」

　咄とつ嗟さにエルバは身体をねじって、二人の間をすり抜ぬけた。エルバの両りよう脇わきを二人の警官がすっ飛んでいった、と表現した方が正確か。二人は勢いよく宙を滑すべっていき、まず両手から地面に着地した。しかし、二本の腕うでで勢いを完全に止めることはかなわなかった。頭から地面に激突、二人でもつれ合って豪ごう快かいに転てん倒とう、そのままゴロゴロと砂煙を上げながら転がっていく。

　エルバは二人を追いかけた。追いかけながら頭を一ひと振ふりし、フェンリルの円盤を目から振り落とす。左手でそれを受け取りつつ、左腕の円盤ホルダーを振り、飛び出したカメムシミルメコレオの円盤を右手でつかみ上げる。

「召喚コンタクト！」

　その声に応こたえ、右手の円盤が宙に浮うき、エルバの両目にはまる。塵が実体化し、次の瞬しゆん間かんにはカメムシミルメコレオの身体を形作る。二人の警官がやっと転倒から立ち直った時、既すでにカメムシミルメコレオは腹部──悪あく臭しゆうを放つ部位を二人に向けていた。

　無色透とう明めいの気体が、二人に向かって放たれた。

「う……ギャアァァ──ッ!!」

　人間の鼻に対しても、カメムシミルメコレオの臭においは絶大な破は壊かい力を誇ほこる。二人の警官はまたももんどり打って倒たおれた。鼻が腐り落ちそうな悪臭に七しち転てん八ばつ倒とうする。

　警官達がすぐには立ち直れないであろうことを確かく認にんした後、エルバはカメムシミルメコレオを解放した。人の姿に戻り、その場を駆け去っていく。

「ま……待て……！」

　後ろ姿に警官は声を投げたが、エルバを追いかけることは不可能だった。「待てと言われて待つ奴やつがいるかー！」

　その隙すきにエルバは姿をくらましてしまった。







　百年ほど前、ブルティエールでは時計塔とうの建築が流行はやったことがある。敷しき地ち内に時計塔を建てることが一種のステータスとされ、町中に大小の時計塔が乱立したものだ。以降百年を閲けみし、当時からずっと動いている時計塔は数えるほどしかないが、その残ざん骸がいはあちこちに残っている。残骸の種類も様々で、途と中ちゆうから砕くだけているもの、塔の形を取ってはいるものの上まで上がれないもの、整備さえすればまた動かせるもの、と千差万ばん別べつである。

　そこに建っているのは、内部が崩ほう壊かいしてしまい、塔としての外見を維い持じしてはいるものの、人が上ることはできない時計塔だった。

　その時計塔の文字盤のところに、一人の少女が立っていた。

　海から吹き付ける風を浴びて、白い装しよう束ぞくがたなびいている。常人であれば、高さと風とでとても立っていられないところだが、少女は両の目を閉とざしたまま、直立していた。

　少女が口を開くと、老人めいた物言いが紡つむぎ出された。

「なかなか、面めん倒どうなことになっているようだね」

　少女の目は、地上に注がれている。まるで、目を閉ざしたままに周囲を見ることができるかのように。

　その先には、走るエルバがいる。ごま粒つぶのような姿が狭い溝みぞのような道を走り抜けているのを、少女は認知していた。

　エルバを追う、二匹の悪あく魔まがいる。彼らはエルバを捕つかまえようとしていた──が、エルバの作戦によって、カメムシミルメコレオの悪臭を胸むね一いつ杯ぱい吸い込むことを余よ儀ぎなくされる。

「はははっ」少女は笑った。「なかなか、やる奴やつじゃないか。面おも白しろい……パーティに参加する資格は、十分のようだね」

　それだけ呟つぶやく。

　海からの風が強さを増し、一瞬甲かん高だかい音を放つ。次の瞬間、少女の姿は跡あと形かたもなく消え去っていた。







　走りに走り、もう息がもたないと思ったところで立ち止まる。追っ手が来る様子はない。それでも一応物もの陰かげに隠かくれ、呼吸を整える。

　ファルナと合流しなくちゃな──エルバはこれからの行動方針を考える。臭しゆう跡せきを捕まえれば、ファルナのあとを追いかけるのは容易だろう。だが、エルバは赤い霧を使ってしまった。意識を失うより早く、ファルナを見つけることができるだろうか？　あとのことを考え、赤い霧を限定的に使ったつもりだが、いつまで保もつか。

　ふらりとエルバは物陰から出た。念のため周囲に目を配りながら。六、七本の狭い路地がぶつかる、狭い広場だった。周囲を三階建てくらいの建物に囲まれていて、やや圧あつ迫ぱく感がある。

　どこかに隠れて休むべきか、それともすぐにファルナを捜さがすべきか。身体の調子からすると、もうしばらくの間は動いていられそうだが──

　物思いにふけっていたため、いつの間にその人ひと影かげが現れたのか、エルバにはわからなかった。

「よお──あんた、なんで逃げたんだい？」

　ビクリ、とエルバは声の主の方を向いた。警官がもう追いついたのか、と驚おどろきつつ。

　しかし、そこにいたのは普ふ通つうの青年だった。少なくとも、警察ではない。警官が、牛でも殴なぐり殺せそうな巨きよ大だいハンマーを担かついで歩く、なんてことがあるだろうか。

　口元に張り付いたニヤニヤ笑い、そして挑いどみかかるような目──それが青年の第一印象だった。本能的にエルバは嫌けん悪おを感じた。初対面の人間をいきなりなめてかかるような態度を好む人間はそういないだろうが。

「誰だれだ、あんた」

　自然と、応対の言葉も荒あらっぽくなる。

「質問してんのはこっちだぜ？」

　青年は、油断のない足運びで静かにすり寄ってきた。

　エルバは訝いぶかった──こいつ、俺に喧けん嘩か売る気でいるのか？　その動き方は、まるでエルバに襲おそいかかる間合いを計っているかのようだった。エルバも本能的に応じ、足が動き始める。

　追いはぎの類たぐいだろうか。だが、それにしては様子がおかしい。こんな思わせぶりな言動で迫せまってくる強ごう盗とうがいるか？　それ以上の何かを、エルバは感じ取っていた。しかし、それは一体なんなのか、まったく想像もつかない。

「あの程度の悪魔、紋様アンチクリプト破壊ストライクで片づけるまでもない──そういうことか？」

「アンチ──なんだって？」

　青年は、エルバの知らない単語を投げてきた──あたかも、エルバがその単語の意味を知っているかのような口調で。

　エルバが混乱しているのに気づかず、青年はさらに言葉を重ねる。

「魔神の力を手に入れておきながら、その力を使し役えきしようとしない──俺にはさっぱり理解できねえな！　この強大な力を腐くさらせることになんの意味がある？　それとも世間体ていが気になるってか？　八眼デイアボリツク争覇パーテイ参加者のくせに！」

　青年は高らかに笑った。明らかに、エルバをバカにするような口調で。

　普段のエルバであれば、誰にもこのような笑いはさせない。その口くちの端はしを殴って黙だまらせてやるところだ──が、今は状じよう況きようがあまりに奇き怪かいすぎた。エルバの理解の範はん疇ちゆうを超こえていた。

「おまえ──人ひと違ちがいしてないか？」

　念のため、エルバは言ってみた。

「さっきから、おまえの言っていることがさっぱりわからない」

「とぼけんな！」青年は一いつ喝かつした。「てめえが八眼争覇の参加者ってのは、もうわかってるんだよ！　これ以上とぼけてなんの意味があるってんだ。俺が油断するとでも思ってんのか？」

「その、ディ──なんとかとやらが、まずわからない」

「なんだと……？」

　ここに来て、やっと青年はエルバの言葉を信じ始めた。戸と惑まどいが、彼の表情を曇くもらせる。

　その時──

「彼の言っていることは、本当かもしれませんな」

　背後からの声に、エルバは咄とつ嗟さに振ふり向いた。

　そして、目を疑った。そこに、一つ目の男が立ちはだかっていたからだ。

「…………!?」

　素す早ばやくエルバは後退し、二人の人物を視界内に収められるところに移動した。移動しながら、一つ目の男の正体を悟さとる。一つ目は、布に描えがかれた模様に過ぎなかった。男は顔面を生え際ぎわから鼻の下まで、布で覆おおっていた。

　一いつ瞬しゆん、夢の中に出てくる、一つ目の仮面の人物のことが脳のう裏りをよぎる──が、同一人物ではないな、とエルバは判断した。けれども、一つ目という同じモチーフが使われているのは、どういうことか？　少しだけ引っかかる。

　その他ほかの部分は、ごく普通の紳しん士しだった。礼服の上から外がい套とうを着込み、素す肌はだがあらわになった顎あごにはひげが生えている。中年紳士という趣おもむきだった──本物の紳士ならば、ここまで奇き抜ばつなファッションは避さけるところだろうが。

　そもそも、顔を隠していたら前が見えないだろうに。他人ひと事ごとながらエルバは心配した。しかし、何故なぜか一つ目の男は布の外側に広がる光景を完全に把は握あくしているようだった。その足取りに迷いはなく、足あし下もとに大きな石があればそれを避よけて進む。

「どういうことだよ、アギ」

　青年は、一つ目の男をアギと呼んだ。

「彼が、何も知らずに魔ま神じんの円盤レンズを手にしている──とすれば？」

「さっきこいつが悪魔を強制解放するの、見てなかったのか？」

「魔神と正式に契けい約やくしていなくても、魔神の力を限定的に使用することは可能ですよ。本人の資質によりますが、ね」

「おまえら、なにをわけのわからないことを話してるんだ」

　エルバは叫さけんだ。が、「わけのわからないこと」というのは噓うそだった。会話の内容から、類推できることがあった──

　こいつら、例の円盤のことをしゃべってやがる！

「あなた」アギはエルバに一つ目を向けた。「あなたは、色つきの円盤を所持しているのではありませんか？」

　エルバの内心を見み透すかしたかのような問いかけだった。エルバは黙り込んだ──それは、アギの言葉を肯こう定ていしたも同然だった。

「……ははあん」青年は納なつ得とくの声を上げた。「つまり、今のこいつは労せず倒たおせるってわけか」

「おすすめしかねますがね。何も知らない人間から円盤を奪うばうのは、八眼争覇の趣しゆ旨しに反する行こう為いですので、──」

「おいおい、アギ」

　青年は歯をむき出した笑えみを、アギに向けた。

「命令する。あいつを殺して、円盤を奪うんだ」

　アギはほんのわずかに黙り込んだが、

「命令とあらば、否いやも応もないですな」

　そう言って、エルバ目指し歩き始めた。
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　こいつら、一体何者なんだ？　エルバの心は混こん沌とんの渦うずの中にあった。こいつらは、父の形見の円盤のことを知っている。おそらくは、その正体が何であるかも。だが、どうやら懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えてくれるつもりはないらしい。

　だったら、腕わん力りよくに訴うつたえるだけだ。

「俺を殺すだと？　寝ね言ごとは寝ながら言ってくれ」

　一いつ旦たん心を決めると、エルバの心は静まった。目の前の敵を倒すというただの一事に集中し、拳こぶしを固める。地面を蹴けって一気に距きよ離りを詰つめると、アギの胴どうを狙ねらってパンチを放つ。

　ドスンと鈍にぶい音がして、思いの外あっさりと拳はアギのみぞおちへと入った。どうだ、とエルバはアギの顔を見上げる。しかし──

「なかなか悪くないですな」

　アギは、なんら苦しむ様子を見せなかった。布で顔面を覆っている点を差し引いても、だ。パンチを受けた衝しよう撃げきで、ほんの一歩引いただけである。右の拳を振り上げると、逆ぎやく襲しゆうとばかりエルバの顔面に叩たたきつけた。

「ぬがッ」

　気づいた時には、エルバは既すでに左の頰ほおに一発食くらっていた。あまりに速すぎて、見えなかったのだ。それでも身体からだは本能的に反応し、エルバは次なる反撃を繰くり出す。前蹴りをアギの胸むな板いたに放ち、一旦間合いを離はなそうとする。

　アギは正面から前蹴りを受け止めた──そして、一歩しか引かなかった。

「なんだと……!?」

　まるで壁かべを蹴ったみたいだった。鈍い衝撃が足から膝ひざ、股こ関かん節せつへと伝わってくる。後方へ引くハメになったのはエルバの方だった。後ろ向きによろけて、尻しりもちをついてしまう。

　この隙すきに乗じ、アギは追い打ちをかけることもできただろう。が、実際には数歩近づいただけだった。

「何も知らないとは言え、悪魔に素す手でで立ち向かうとは大したものですな……蛮ばん勇ゆうとしかいいようがありませんが」

　藍あい色いろのあごひげを撫なでながら、アギはエルバを評した。

「悪魔だと……？」

　その言葉を理解するのに、数すう瞬しゆんの間が必要だった。

「まさかおまえ、悪魔なのか……!?」

　信じられないという思いでエルバは言った。人の姿をした悪魔など、この世に存在するはずがない。せいぜい類るい人じん猿えんどまりである。しかし目の前にいる人物は、間ま違ちがいなく人間だ──

　──とまで考えて、エルバは疑問を抱いだいた。視界を完全に塞ふさいでいるのに、あたかも二つの目を開いているかのように振る舞まい、殴なぐり合っても全然負けない──そんな奴やつを人間と呼べるのか？　アギなる人物、見た目は人間だが、何かがおかしい。

「我が名はアギ・アダ、剛ごう力りきの魔神」片手を自分の胸に当て、アギは一礼した。「……もっとも今のあなたには、魔ま神じんと言っても理解できないでしょうが」

　たしかに、理解できなかった。が、うっすらと悟るところはあった。この男はイレギュラーな存在だ──人としても悪魔としても。

「だったら……！」

　地面に座ったままの体勢で、エルバは右目を赤く輝かがやかせた。こいつが悪魔だというのなら、強制解放してやる！

　赤い色に染まった塵ちりがエルバの周囲に発生した。赤い霧きりはアギ目指して襲おそいかかる。

「そうは問屋が卸おろすかよ！」

　ところが青年は、エルバが赤い霧を放つことを予期していたかのような行動をとった。

　青年の右目が、藍色の光を放った。

「なに……!?」

　エルバが驚おどろきの声を上げる。まもなく、青年の周囲に藍色をした霧が立ち上り始めた。

　すぐさま理解する──赤い霧と同質のものだ、と。

　藍色の霧は赤い霧とぶつかり、拮きつ抗こうをはじめた。アギのはるか手前で、交わることなく押し合いしている。あたかも間に仕切が入っているかのようだ。

「ハッハア！」青年は笑った。「紋様クリプト防御ウオール能力が、自分だけのものだと思うなよ！」

「ほほお。氷結の魔神の円盤レンズをお持ちのようですな」

　一方で、アギの声はあくまで落ち着いていた。エルバの霧の色から何かを悟さとったらしい。

「たしかに、彼のような強敵とは、戦わずに済ませるのが吉きちかも知れませんな……と」

　アギは腕うでを一ひと振ふりした。途と端たん、二色の霧が乱れて吹ふき飛んだ。

「あまり本意ではありませんが、今のうちに片をつけてしまいましょうか……」

　外套の下から、突とつ然ぜん巨きよ大だいな得物が現れた。諸もろ刃はの斧おのだった──樹じゆ齢れい千年級の大木でもあっさり切り倒せそうな。人を傷つけるという目的に使用するには、オーバースペックにすぎる。

「待てコラ！」エルバは目を剝むいた。「真しん剣けんに俺を殺す気か!?」

「私は、面おも白しろ半分で人を殺すような愚おろかな人間ではありませんよ。……そもそも、人間ではありませんが」

　あくまでアギは冷れい徹てつに応じ、斧を大きく振り上げた。エルバの脳天を真っ二つにすべく、正確に振り下ろす。

「ふざけんなァァ──ッ!!」

　エルバは四し肢しに全身全ぜん霊れいの力をこめ、飛んだ。一瞬遅おくれて、エルバの尻があったところに大斧が激突する。

　空中で体勢を整え、二本の足で着地する──その短い間に、エルバは判断を下していた。

　こいつら二人組は、エルバが独力で戦って勝てる相手ではない。

　魔神を自じ称しようする謎なぞの存在、アギとの短い手合わせの間に、エルバは思い知らされた──素手では到とう底ていかないっこない。仮に強力な悪魔を召しよう喚かんして戦ったとしても、勝てるかどうか。それも、藍色の霧が邪じや魔ましなければの話である。青年の藍色の霧にも、エルバの赤い霧と同質の能力があると見た方がいい。ということは、こいつの前で悪魔を召喚するのは自殺行為だ。

　勝ち目がないとなれば、やることはただ一つ。

「うぉぉぉぉ──ッ」

　自分を鼓こ舞ぶすべくエルバは雄お叫たけびを上げた。突然の大だい音おん声じように、青年もアギもわずかにひるむ。

　その隙を見計らって──

「逃にげる！」

　向きを百八十度変えると、全速力で走り出した。手近の狭せまい路地に入り込み、速そつ攻こうで姿を消そうとする。

　ところが、飛び込んだすぐの場所に一人男が立っていて、道をふさいでいた。

「ゲフッ」

　予期せぬ壁の存在に、エルバは激突した。そのまま跳はね返されて、どちゃっと地面に叩きつけられる。

「なんだ……!?」

　顔面を押さえながら、エルバは路地を見やる。その路地から、壁が姿を現した。

　ミノタウロスだった。

「おまえ……！　エドか！」

　小さな広場を囲む他ほかの路地からも、さらにマービンが姿を現した。

「ふははは！　久しぶりだなエルバ・ナイトロンド！」

　ふと気づくと、エルバは全方位から囲まれていた。

「どういうことだよ……！」

　思わず青年に問いかける。

「協力者だ」青年は言った。「『赤い霧を操あやつる奴を見つけた』って教えてくれたんだよ」

　昨日のことで教訓を得たのか、マービンはごつい棍こん棒ぼうを手にしていた。どうやら悪魔を召喚することはせず、素す手ででエルバを叩きのめすつもりらしい。

　加えて、赤い霧の反動が、徐じよ々じよにエルバの身体にのしかかってきていた。意思の力をもってどうにか耐たえ続けているが、今にも地べたに転がってしまいそうだ。

　文字通りの八方ふさがりだった。

　もはや、エルバには開き直ることしかできなかった。

「いいだろ……！」エルバはぐるりと全員をにらみつけた。「ただし、おとなしくやられると思うなよ！　全員腕の二、三本やお目々の二個三個は覚かく悟ごするこったな！」

　さあきやがれ、とエルバは手を叩たたいて広げ、待ちかまえた。

　わずかな間があく。が、にらみ合いはほんの一いつ瞬しゆんだった。エドとマービンが一いつ斉せいにエルバに襲いかかり、──




「お待ちなさい！」




　その時だった。少女の凜りんとした声が轟とどろき渡わたったのは。

「ぬぐああっ」

　同時に、エドが悲鳴を上げる。

　何事か、と全員が動きを止めた。

　テッキが、ミノタウロスの腕を後ろ手につかみ、締しめ上げていた。

　情け容よう赦しやなく絞しぼり上げていく。ミノタウロスは姿勢を前ぜん傾けいさせていった。しまいには、腕を取られたまま地面に這はう格好になる。

「またおまえか……！」エルバはテッキを凝ぎよう視しした。「どうしてここに……？」

「……言いませんでしたかしら？　ワタクシが『デーモンヘイター』を追いかけている、ということを」

　しかし、エルバの顔に理解の表情は浮うかばなかった。今のエルバには、青年がデーモンヘイターであるという事実が飲み込めていなかった。

　テッキは足あし下もとのミノタウロスに目を戻もどした。ミノタウロスが完全に地べたに這ったところで腕うでを放し、代わりに背を踏ふみつけて押さえ込む。

「また、あなたたちですか。いい加減にしたらどうなのですか……？」

　鋭するどい眼光でねめつけると、マービンは思わず後じさった。昨日、いきなり万力を出されたインパクトが、自己防衛の本能を刺し激げきするらしい。

「おい！　こいつは誰だれなんだ!?　聞いてねえぞ」

　青年が、マービンに質問を投げる。

「こ、こいつは、その、──」

　だが、マービンは舌がもつれてうまいこと返答できない。

「ワタクシは、こういう者ですよ」

　テッキがそう言うと同時に、袖そでの中からボルが現れ出た。するすると腕を伝ってテッキの頭に登ると、触しよく手しゆを振って挨あい拶さつする。

「よお～！　久しぶりじゃないの、アギちゃんよお～！」

　ボルの姿を見た途端、青年とアギは一様に色をなした。

「アギ、こいつは……！」

「ええ。無形の魔ま神じん、ボル・ボルです」

　アギは青年の肩かたをつかんだ。

　青年は唇くちびるを嚙かみ、考え込む素そ振ぶりを見せた。

「魔神二人を一度に相手にするのは愚ぐの骨こつ頂ちようです。たとえ一人は未み契けい約やくでも」

　アギが忠告する。

　青年はすぐに決断を下した。

「いいだろう、ここは引く！　だがな、──」

　エルバと少女とを指さし、青年は叫さけんだ。

「必ずてめえらの円盤レンズは手に入れる！　次に会うまでに、この世に別れを告げるお祈いのりを済ませておけ！」

　捨てぜりふを残すと、青年は背を向けて走り去っていった。

　その背中を守るように、アギはしばし立ち止まっていたが、

「ま、近日中にまたお会いしましょう……」

　頃ころ合あいを見計らって、青年のあとを追っていった。マービンもその後に続く。

「仲間を見捨てるとは、全く呆あきれたものですね」

　テッキはもう一回ミノタウロスを踏みつけた。「ぎゅうッ」とエドが妙みような声を立てる。

「それより、大だい丈じよう夫ぶですか、エルバ……？」

　エルバは、青年が去っていった方向をにらみつけていた。が、青年とアギの突然の方針転てん換かんを不思議に思う余よ裕ゆうすらなかった。

「……なんだか、今と似たような状じよう況きようを、つい昨日に体験したばかりのような気が、……」

　呟つぶやいている間に、とうとう限界がやってきた。その場に膝ひざから落ちる。どうにか、テッキにすがりついてでも姿勢を保とうとするが、手は届かず、地面に伸のびる。エルバの意識は速すみやかに消えていった。
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　夢の中では、例のごとく雨が降り続いていた。

　例の夢は日によってエルバの願望などが入り交じり、実際とは異なる展開を見せることがある。今回、十二歳のエルバは二本の足で立ち上がり、仮面の男につかみかかろうとしていた。顔にはりついた血を雨で流し、腕を振り上げる。

　しかし、気ははやるものの、どういうわけだか進んでも進んでも前に進まない。仮面の男はそこに立ちつくしているのに、永遠に距きよ離りが縮まらない。水の中を歩むかのようだった。

　エルバは腕を伸ばし、必死に仮面の男を捕つかまえようとする。ところが、不意に地面に穴が空いた。エルバは穴にはまって、暗くら闇やみの中に落ちていく。やまない雨音のみが、耳を満たしていた──




「……うう……」

　自分が床ゆかに這っていることに、エルバは気づいた。

　ゆっくりと身を起こすと、自分の身体からだにまとわりついていたシーツがはらりと落ちた。シーツを拾おうとすると、手がソファーにぶつかった。三人がけくらいの長いソファーだった。

　どうやら、夢を見ている間にソファーから落ちたらしい。眠ねむい目をこすりながら、エルバは悟さとった。

　さて、ここはどこなのか。またもや、エルバは見知らぬ部屋の中にいた。

　一見して、事務所の控ひかえ室という趣おもむきだった。広さはそこそこ、ソファーの他ほかにはテーブルと観葉植物が置かれている。事務員が仕事の合間に休きゆう憩けいする場所、といった感じだ。部屋の外に通じているのは、扉とびらが一つと窓が一つ。

　まずは窓の方に寄ってみる。押し上げ窓は最初から開け放たれていた。頭を出すと、真下に白い石いし畳だたみの通りが見えた。高さを考えると、この部屋は二階らしい。

　通りは閑かん散さんとしていた。時折人が行き交かうのみで、悪魔の姿は見あたらない。左右、あるいは向かいの建物の雰ふん囲い気きから推察するに、ここは事務所が軒のきを連ねる区画であるようだった。

「なんでこんなところにいるんだ？」

　エルバは不思議に思ったが、寝ねぼけた頭で答えが見つかるはずもない。誰かに話を聞くのが手っ取り早い、とエルバは部屋の反対側に行き、ドアノブをつかもうとした。

　ちょうどその時、ドアノブが勝手に回り、ドアが開いた。

「……あっ」

　姿を現したのは、サクラだった。

「あれ、──」

　エルバが何か言おうとした途と端たん、サクラは手を伸ばしてエルバの口を塞ふさいだ。

「…………!?」

　目を白黒させているエルバを無言のままに押しこみ、サクラは後ろ手にドアを閉めた。

「ちょっと、ここで待っててくださいねえ」

　サクラはエルバの背後に回り込み、両りよう肩かたをつかんで押さえた。

「な、なんなんだ」

「今、警察の方が来ていますので……」

　ドアの上部にはガラス窓がはめ込まれていて、そこから向こうが覗のぞけるようになっていた。慎しん重ちように顔を出すと、向こうの部屋に三人の人物が見えた。

　そこは事務所の応接室であるようだった。三人の人物が立ち話に興じている。一人はテッキ、一人は警官。そしてもう一人は、悪あく魔ま召しよう喚かん中の人物だった。頭が魚、身体が人間、という人魚とは正反対の姿をした悪魔、フィッシュヘッドがいる。

「あの方は」サクラはフィッシュヘッドを手で示した。「カナティックさんっていいまして、ここの探たん偵てい事務所の所長なんですよお」

「探偵？」

「ええ。十年前、チェビアトと一いつ緒しよに戦地から帰ってきた方なんです。私たちが探偵稼か業ぎようを始められたのは、あの方の指導があったおかげです」

「君らの師し匠しようというわけか」

　警官はエルバに背を向けていたが、相対しているテッキは、エルバのことに気がついた。わずかに目線が合う。それをきっかけとしたのか、テッキは警官を追い出しにかかった。あくまで穏おん便びんに、だが。

　さらに数語を交わした後、三人はなんらかの合意を得たらしく、警官はカナティックに頭を下げ、事務所から出て行った。テッキとカナティックは警官を見送った後、同時にエルバの方を振ふり返った。こっちに来いと手招きする。

　言われるがままにエルバはドアを開け、応接室に進み出た。

「お目覚めの気分はいかがかしら？」

　テッキは優ゆう雅がな笑えみを浮うかべた。

「穴に落ちていく夢を見た」

　自分でもわかるほどの不ふ機き嫌げんな声を、エルバは放った。

「どうも、また君に助けられたみたいだな」

　二度も立て続けにテッキに助けられたことに、エルバは忸じく怩じたる思いを抱いだいていた。女に救われるとは恥はずかしい、ということではない。どちらかといえば、自分の情けなさに腹が立っていた。こうも連続して赤い霧きりを放つ羽目になろうとは思っていなかっただけに、やむを得ないといえばやむを得ないのだが。

「ブルティエールに来てからというもの、盲もう腸ちようの調子がおかしいんだ」

「……ご自愛なさったほうが良いですね」

　テッキはごく適当に答えると、カナティックに目配せをした。

　すると、カナティックがエルバの前に進み出てきた。妙に甲かん高だかい声で話しかける。

「どうも、僕の名前はオリオール・カナティックといいます」

　握あく手しゆを求められた。フィッシュヘッドは手の指が発達しており、人間と全く同じ動作が可能である。エルバはおとなしく手を握にぎり返した。

「さっそくですが、君には連れの女の子がいるそうですね」

「……あっ。急いで捜さがしに行かなきゃ、──」

　指し摘てきされて、初めてファルナと別れたきりであることを思い出した。

「僕が連れてきてあげましょう」カナティックは提言した。「なにか、ファルナさんの匂においがわかるものがあればよいのですが」

　エルバはテッキに視線を投げた。

「この方は、信しん頼らいできる方です」テッキは答えた。「せっかくですから、厚こう意いに甘えるといいですよ」

　というか、どうやらテッキはカナティックによそに行ってもらいたがっているようだった。ここは言われる通りにした方が良さそうだ。

「これはどうかな」

　エルバはズボンのポケットからハンカチを取り出した。

「ファルナから借りた奴やつなんだが、匂いが残っているかどうか」

　カナティックはハンカチを受け取ると、魚の頭に寄せてくんくんと匂いをかいだ。

「うん、これでいけそうだね」

「……わかるのかよ」

「これが、わかるんだね。鮭さけは自分の産まれた川の匂いをかぎ分けて戻もどってくると言うだろう？　魚は案外鼻がいいんだよ。少し借りてくよ」

　カナティックはエラの間にハンカチを挟はさみ込んだ。

「すぐに戻ってくるから、留守番よろしく」

　そう言い残し、カナティックは事務所から出て行った。

「さて、と」カナティックを見送ってから、テッキはエルバに向き直った。「少し、大事な話をしましょうか」

「それがいい」エルバも応じた。「俺も、色々と聞きたいことがある」




　エルバ、サクラ、テッキの三人は応接室に戻もどり、ソファーに着席した。つい昨日の再現のようだった。ただ一人、ファルナだけが欠けているが。

「まず聞きたいのは」切り出したのはエルバだった。「君は、あのハンマーを担かついだ男と知り合いなのか、ということだ」

「ワタクシは向こうのことを知っていますが、向こうはワタクシのことを知らないでしょう」

「というと」

「彼こそ噂うわさの通り魔ま、『デーモンヘイター』ですよ。ワタクシ、『デーモンヘイター』を始末しろという依い頼らいを受けていますので。……前に話しましたよね？」

「ああ。でも、向こうもテッキのことを知っているような素そ振ぶりをしていただろ。あのタコ型悪魔を魔神とか呼んでみたり、一体何なんだ」

「俺のこと、呼んだか～い？」

　その声は、突とつ然ぜんテッキの袖そでの中から飛んできた。するり、とまず触しよく手しゆが現れ、ずるずると胴どう体たいが滑すべり出てくる。

「…………」

　ボルがテーブル上に這はいだしてくる一部始終を、エルバはじっと見つめ続けていた。こいつは一体何者なのか？

　悪魔にはそれぞれ、固有の体型サイズがある。が、取り憑つく対象の身体からだが悪魔固有の体型サイズより大きな場合は、取り憑く対象の身体すべてを虚きよ体たいのうちに隠かくしうるだけのサイズに巨きよ大だい化して具現化する。つまり、通常は猫ねこサイズの悪魔でも、人間が召しよう喚かんすれば人間サイズになるということである。

　ボルの身体は、あまりに小さすぎた。中に入ることができるのは、猫がせいぜいというところか。だが、この悪魔は人語をしゃべり、解している。猫にはできない芸当だ。

　こんなことがあり得るのか？

「不思議そうな顔をしてますわね」

　エルバの内心の疑問を読み取ったかのごとく、テッキは言った。右の袖をまくって万力を出し、ボルの頭を軽く殴なぐる。

「ブギャッ！」

　ボルは簡単に叩たたき潰つぶされ、真っ平らになった。奇き抜ばつなデザインのテーブルクロスと化す。

「おいおい、なにしてくれんだよ、テッキちゃんよおーッ」

　が、ボルはごく平然と口を開いて反論した。

「ボルには、中の人なんていないんですよお」サクラが言った。「ボルは、魔神ですからあ」

「魔神」何度も聞いた単語だ。「魔神ってのは、一体何なんだ」

「魔神とは、悪魔の上位存在なのですよ」

　テッキはあっさりと言って、万力を袖の中にひっこめた。

「……上位存在だと？」エルバはおうむ返しに言った。「悪魔に上位も下位もないだろうが」

　悪魔学については幼い頃ころから教育を受け、かつ独学で知識を蓄ちく積せきしてはいるが、そんな話題など一度たりと耳にしたためしがなかった。

「それが、あるのですよ」テッキはわずかに口元をつり上げた。「とにかく、順を追って説明しましょう。昨日は色々と黙だまっていたこともありますからね」

　エルバは居住まいを正した。

「よろしく頼たのむ。色々と気になっていたところだ」

　テッキは軽く息をついた。

「父は、果たすべき使命をかなえることなく亡なくなりました。バベルハイズの一族の嫡ちやく男なんとして、為なすべきことがあったのです」

「博物館の館長になることか」

　エルバは自明のことを言った。

　すると驚おどろくことに、テッキはまじめな顔で首しゆ肯こうした。

「ある意味では、そういうことです。でも、それだけではありません。この自然史博物館の館長には、果たすべき義務が存在するのです」

「義務とは」

　少し間を置いてから、テッキは静かに、しかしはっきりとした声で言った。

「魔王の封ふう印いんを守る、ということ」

「ま……？」

　唐とう突とつな話題の飛ひ躍やくに、エルバは返す言葉をなくした。

　エルバの態度を見て取り、テッキはすっと目を細めた。

「もちろん、魔王戦争のことはご存じですよね……？」

「そりゃまあ、知ってるけど。伝説だろ」

「伝説ではありません。真実です」

　テッキの言葉は、自信に満ちあふれていた。

「魔王は八つの瞳ひとみで八人の魔神を従え、自らは白き竜りゆうを駆かり、この星の王として君臨していました。その名の通り、すべての悪魔を統すべる王として。悪魔の支配の下もと、人々は虐しいたげられ続けていたのです。しかし人々は悪魔の力を操あやつることを覚え、魔王の支配に抵てい抗こうし、ついには魔王を打ち倒たおしました。しかし、魔王を完全に討うち滅ほろぼすことまではできなかった。そこで人々は魔王の八つの瞳をバラバラにし、魔王が二度と復活することのないよう、一つずつブルティエールの各所に封じたのです。……というのが、魔王戦争の正しい顚てん末まつなのです」

「……本当かよ」

　エルバは疑いの声を上げた。テッキの言葉はおおむね魔王戦争の言い伝えと一いつ致ちする。ただ、言い伝えよりも詳しよう細さいな話を確信をもって語るというその姿勢には、首を傾かしげざるを得ない。

　一つ咳せき払ばらいをして、テッキは続けた。

「……この博物館が、ブルティエールの第八円の位置にあることはわかっていますね？」

「ああ。ブルティエールの果てだな」

「そもそもブルティエールは、魔ま王おうの瞳を封印するために設計された街なのです。二百年前、この博物館と同様の建物が八つ、第八円上の各区に建築されました。言うなれば、巨大な八はち芒ぼう星せいを描えがくように。魔王の瞳は、その建物一つ一つの奥深くに封印されたのです。そして一つ一つに、守護者があてがわれました。子々孫々にいたるまで、封印を守り続けるように。バベルハイズ一族は、守護者の末まつ裔えいなのですよ。博物館の全容を見て、砦とりでみたいだと思いませんでしたか？」

「ああ、それはそう思ったが……」

「あれは、外敵から魔王の瞳を守るためだけのものではありません。魔王の瞳の力を内部に封印し、外に漏もらさないようにするという目的も兼かねているのです」

「……はあ」

　適当な返事を見いだすことができず、エルバは間の抜ぬけた声を漏らした。

「信じていないのですね」テッキはエルバの心を見み透すかした。「まあ、突然こんな話を聞かされて、信じる方がどうかしているとは思いますが」

「そうだな」エルバは応じた。「だがまあ、話は最後まで聞かせてくれ」

「あなたにはこの話を信じて欲しいのですけれどね。どうしたら、信じてくれるんでしょう」

「それは……証しよう拠こを見せてくれるとか」

「証拠？」

「たとえば、あんたらの一族は魔王の瞳とやらを守り続けているんだろ。博物館にあるんじゃないのか」

　突然、テッキがにやりと笑った。

「実は、一族が守ってきた魔王の瞳は、長らく行方ゆくえ不明になっていました」

「そんなこったろうと思った」

「でも」テッキは素す早ばやく口を挟んだ。「ついさっき、見つけました──六年ぶりに」

　そう言って、テッキは右袖の中に左手を差しこんだ。

　次に現れた時、その手には赤い円盤レンズが握にぎられていた。

「な……」

　咄とつ嗟さにエルバは自分の右目に手を伸のばした。

「ない！　いつの間に取ったんだ！」

「さきほど、意識を失っている最中に、ですう」サクラが答えた。「エルバ君、寝ね顔がおかわいかったですよお」

「そ……そう？」

　一いつ瞬しゆんエルバは照れかけたが、すぐに気を取り直した。

「って、そんな言葉でごまかすな。勝手に人のお目々に指を突つっ込むな」

「申し訳ありません」テッキは軽く頭を下げた。「でもお互たがい様でしょう。あなたは先日、ワタクシどもに対して噓うそをつきましたね」

「うっ」

　エルバは言葉に詰つまった。

「どうしても確かく認にんしておかなければならなかったのです。二百年にわたってバベルハイズ一族が守ってきた魔王の瞳を、あなたが持っているとあらば」

　長らく伝説の域をさまよっていた話が、いきなり現実に舞まい戻もどってきた。エルバはまたもや言葉を失った。

「八枚の円盤、すなわち魔王の瞳は、今では散さん逸いつしてしまっています。我々が守り続けたその魔王の瞳も、チェビアトが死んで以来行方不明となっていました」

「それは」嫌いやな可能性を、エルバは口にした。「父さんが盗ぬすんだとでも言いたいのか」

　テッキは首を横に振ふった。

「とんでもない。私たちが、あの人に瞳を託たくしたのです」

「何のために？」

「それを説明するには、八眼デイアボリツク争パー覇テイの話をしなければなりませんね」

　八眼争覇。それも、アギと青年とが何度か口にしていた単語だ。

「何なんだ、その八眼争覇とやらは」

「来歴から始めましょう。約百年前、魔王の瞳を封ふうじるための建築物が次々と灰かい燼じんに帰するという事件がありました。被ひ害がいに遭あったのは五ご軒けん、以来それらは再建されていません。そして、封じられていたはずの魔王の瞳は、焼け跡あとからは出てきませんでした。何者かによって盗み出されたのです」

「魔王様を復活させようとする一派の仕し業わざかよ」

「正確には」テッキは断言した。「魔王の意思によるものです」

「魔王の意思だと……？」

「そう。魔王は、その強大な意思の力をもって、円盤のままでありながら現実に影えい響きようを与あたえるのです。あくまで限定的に、ですが」

　なんでそんなことが断言できるんだ？　エルバは疑問に思ったが、テッキの言葉には真実の響ひびきがあった。黙って話の続きを聞く。

「魔王の意思は、生きているのです」テッキは繰くり返した。「魔王は再びこの世に出ることを望んでいます。しかし、肉体を取り戻すには、召しよう喚かんしてくれる人が必要です。この場合、依より代しろと言った方がいいのでしょうけど」

「依代……」

　人類が悪あく魔まを使し役えきすることを覚える以前、悪魔たちが憑ひよう依い対象として選んでいたのは、野生のありとあらゆる動物だった。悪魔は動物の意識をも支配し、自らの意思で生を謳おう歌かしていた。ところが、人類が悪魔を召喚、使役することを覚えるようになると、悪魔たちは逆に、人間の意思に支配されるようになってしまった。

　この差異に関する現象は今もなお研究が続けられており、はっきりとした結論は出ていない。が、経験則から、悪魔が何らかの動物に取り憑ついた際、主導権を握るのは知性がより深化している方である、ということは常識として知られている。悪魔は動物よりは知性が深化しているため、動物を支配することができる。ところが、人間ほど知性が深化しているわけではないので、人間に憑依すると人間に支配される、というわけである。

　ここまできて、一つの疑問が生まれる。人間よりも知性に優すぐれ、人間を支配しうる悪魔は存在するのか？　という疑問が。この疑問に対する答えは出ていない──現状、人を支配する悪魔が発見された例はない。が、ドースの辺境にはまだまだ未知の悪魔が潜ひそんでいるとされており、そこから人を支配する悪魔が出てきたとしても不思議ではない。

「魔王」とは、人をも支配する知性を持つ悪魔だというのか。テッキが「依代」という表現を選んだのはそれを示し唆さするためか、とエルバは解かい釈しやくした。

「この世に復活するにあたり」テッキは話を続けた。「魔王は慎しん重ちように依代を選ぶことにしました。魔王の絶大な魔力に耐たえうる適性なき者に取り憑いても、すぐにまた封じられるだけですからね。再び地上の王として君臨するためには、より高い適性を持つ依代を見いだす必要がある。そこで魔王はあるアイデアを思いつきました。八枚の魔王の瞳ひとみを八人の人間に託たくし、魔神の力を与え、彼らを相争わせる。最後に勝ち残った者を最適な適性者と認め、依代とする──というアイデアを。これが『八眼争覇』と呼ばれているものです」

「争わせる……というのは、つまり──棒ぼう高たか跳とびで高さを競うとか、弁当早食いとか、そういうことじゃねえんだよな」

　冗じよう談だんに、サクラが笑い声を立てた。テッキがきっと睨にらんだが、サクラの笑い声はおさまらない。

「すいません……あははは」

　必死にこらえようとするが、その努力は全く実っていなかった。

「エルバ君ったら、面おも白しろいこと言うんですねえ」

　肩かたをすくめて、テッキはエルバに向き直った。

「簡単に言うと、殺し合いです」

　そう言って、テッキは茶を飲み干した。

　エルバは、テッキの話を存分に咀そ嚼しやくしたのち、ある疑問を口にした。

「しかし、それは百年前の話じゃねえのか。百年後の俺たちには関係なさそうな気がするが」

「八眼争覇は、何度も繰り返し行われているのですよ」

「なんでだ。その八眼デイアボリツク争パー覇テイとやらに勝った人間が魔王になって、それでおしまいじゃないのか。何度も開かい催さいする必要はないんじゃねえの」

「そこまでは私も存じていませんが、──」

　少し考える間を置いてから、テッキは続けた。

「必ずしも、今という時間に最適な適性者がいるとは限らない──ということではないのですか？　私の推論に過ぎませんが。もっとも気に入った依代が見つかるまで、何度でも開催するつもりなのでは」

「つまり、気に入った数字が出るまで何度でもダイスを投げる、ってことか」

「回数を重ねた方が、より優れた依代が出てくる可能性は高くなりますからね」

「八眼争覇ってのは、どの程度の頻ひん度どで行われてるんだ？」

　エルバの質問に、テッキは首をひねり、慎重な口ぶりで言った。

「はっきりとはしませんが、一族の口く伝でんによるならば、この百年で二桁けたまではいっていないはずです。もっとも最近に行われたのは、──」

「六年前か」

　先回りしてエルバは言った。

　一いつ旦たん口を閉とざしてから、テッキは話を続けた。

「バベルハイズ一族は、魔王を封ふうじることを宿命とする家系です。私たちには、魔王の瞳を再び集めて再封印する義務がある。だから八眼争覇が開催されるたびに、バベルハイズの当主は一族に伝わる魔王の瞳を携たずさえて参加してきました」

「だが、六年前の八眼争覇の時には、当主がいなかったんだろ？」

　エルバは疑問を口にしたが、間を置かずにその答えを悟さとった。

「……ってことは、つまり──」

「ええ。六年前に八眼争覇に参加したのは、チェビアトだったのです」

　静かな、しかしよく響ひびく声で、テッキは言った。

「父は義務を果たす前に戦死しました。でもその前に、バベルハイズ家の宿命をチェビアトに教え、代役を務めてくれるように頼たのんだのです。チェビアトはすべてを受け入れ、一族の人間の代わりに戦ってくれました」

　テッキの表情が、不意に沈しずんだ。

「私たちの都合でお父上の命を奪うばってしまったこと、謝らなければなりませんね」

「その八眼争覇とやらに父さんは参加して、そして殺された……ということか」

　エルバが総そう括かつすると、テッキとサクラは無言で頷うなずいた。

　なんとも、信じがたい話だった──が、信じがたい話であるが故ゆえに、信しん憑ぴよう性があった。何らかの目的があってエルバをだましたいのなら、もっと信じやすい話が出てくるはずである。しかし、テッキは妄もう想そうとも取られかねない話を、ごく真しん剣けんに語った。

　テッキとサクラの態度には、本物の感情がこもっていた。チェビアトに対する親愛の情、そしてチェビアトを失ったことへの喪そう失しつ感、後こう悔かい等々。もしこれらがすべて作り話だというのなら、テッキは探たん偵てい業ではなく俳優業で金を稼かせぐべきである。

「これは、一度あなたに返しておきます」

　テッキは、赤い円盤レンズをエルバに返した。

　エルバは改めて円盤を観察した。宙にかざし、光を透とう過かさせてみる。円盤は血のように鮮せん烈れつな赤い輝かがやきを放った。

「つまり、──この円盤は、普ふ通つうのものとは違ちがって、この一枚で力を発揮するんだな」

「そういうことです」

　言って、テッキは自分の左目に手をやった。

「あ、おい──」

　ボルが制止しようとしたが、既すでに遅おそい。テッキの目から円盤が取り出された瞬しゆん間かん、ボルの身体からだは塵ちりとなって消失した。

　テッキの手の中の円盤は、エルバのものと限りなく似ていた。異なる点は、円盤の色が緑色だという一点のみだ。

「八枚の円盤は、虹にじの七色プラス黒色の八色に色分けされているということです。もちろん、すべてを目まの当たりにしたことはありませんが」

　テッキは円盤を目の中に戻もどした。テーブル上で塵が緑色の輝きを放ち、再びボルが姿を現す。

「おいおいテッキちゃんよお、前置きなしにいきなり円盤を外すのはなしじゃねえの？」

「黙だまりなさい。別に減るものでもなし、細かいことを気にするのは肝きもが小さいですわよ」

　テッキは冷たく言い捨てた。

「じゃあ、この円盤でも、魔ま神じんを召しよう喚かんすることができるってわけか」

　エルバは赤い円盤を見えるように突つき出した。

「そうです。その円盤から召喚される魔神の名はルナ・ルガ。代々のバベルハイズ一族当主によって召喚された魔神です。六年前は、チェビアトが契けい約やく主となりましたが」

「ふ～ん。……父さんは、どの程度勝ち抜ぬくことができたんだ」

「かなりいいところまで」サクラが答えた。「残り二人、というところまでいったらしいんですよお。ただ、最後の一人というのがかなり手て強ごわい相手だったらしくてえ──」

「『手強い』ではなく『卑ひ劣れつな』です」テッキが言い直した。「そいつは、チェビアトと正面から戦ってもかなわないと知るや、人ひと質じちを取って挑いどんできたのです」

「……人質？」

「ええ。チェビアトは、魔神の力を八眼争覇だけではなく、正義を遂すい行こうするためにも振ふるっていました。街でリンチにあっている男を見つければ助けてやり、強ごう盗とうの現場に出くわせば強盗をその場でとっちめてやり、というように。エドやマービンは、その過程でチェビアトに懲こらしめられた奴やつらなんでしょう。立派な行いではありましたが、おかげでチェビアトの性格と実力とを、他ほかの参加者にも知らしめる結果となってしまいました。だからそいつはワタクシをさらって、チェビアトの実力を封じ込こめるという手に出たのです」

　テッキは右手の万力を持ち上げた。

「これが、その時の不ふ愉ゆ快かいな思い出の結果ですよ」

「…………」

　エルバは黙り込んだ。なんで失った右手の代わりに、よりにもよって万力なんかを埋うめ込んでいるのだろう、という疑問が再燃したので。けれども、本人を目の前にして直接尋たずねる勇気はわいてこなかった。つい昨日、万力で顔面を陥かん没ぼつさせられた人間を見たばかりであるだけに。

　とはいえ、テッキの話は図書館で調べた記事とおおむね合がつ致ちする。その点は納なつ得とくがいった。

「チェビアトは、敵の要求のままに出向いていき、そして冷たい骸むくろとなって帰ってきました。あの男は、卑劣な手段で八眼デイアボリツク争パー覇テイの勝者となったのです。ワタクシは、今でもその男を許すことはできません──必ずや見つけ出し、落とし前をつけさせる。ワタクシはその為ために探偵業という副業を選んだのですからね」

「あの男……」エルバはふと気づいた。「テッキは、相手の顔を知っているのか？　そいつにさらわれたんだろ？」

「あの男は、その点でも慎しん重ちようでした」憤ふん懣まんやるかたなし、という風にテッキは言った。「あの男は仮面を被かぶっていました。一つ目の仮面を」

「……一つ目の仮面だと？　それってもしかして、──」

　エルバは、夢の中に出てくる一つ目の仮面の男の話を語った。

　聞き終えると、テッキもサクラも驚おどろきの表情を見せた。

「間違いありません。そいつは、それですね──ワタクシをさらった奴に違いありません」

　テッキの言葉に、エルバは確信した。夢に現れるあいつは、やはり父の仇かたきだったのだ、と。

「そいつは今、どこでどうしているんだろうな」

「なんとも」テッキは肩かたをすくめた。「でも、絶対に暴あばき出してみせますとも。あの男の声だけは、この耳にはっきりとこびりついていますからね……！」

　テッキは不気味な笑え顔がおを見せた。まだ見ぬ相手へ復ふく讐しゆうする瞬間を思い描えがいているのか。他人ひと事ごとながら、エルバは肝が冷えるのを感じた。

「とにかく」内心を隠かくしながら、エルバは言った。「父さんは誰だれかに殺された。けれども、殺人犯が誰かはわからない。その何者かを捜さがし出し、復讐を遂とげたいと君たちは考えている」

「そういうことです」

　特にテッキは積極的に頷いた。

　一方で、サクラは複雑な表情をしていた。

「エルバ君は、チェビアトの死について長いこと悩なやんでいたんですね？　それについては、謝らなくちゃなりませんよねえ……それを隠していたのは、私たちなんですからあ」

「いや……長いこと悩んでいたことは事実だが、君たちが謝るようなことじゃない」

　テッキたちは正直に話してくれたのだ。エルバには、そんな確信があった。話を疑う理由は全くない。かつて、父は彼女たちのそばにいて、彼女たちを見守っていた──そう思わせるような気配が、テッキの語り口にはあった。

「えーと、それじゃ俺は、どうすりゃいいんだ？」

　エルバは手の中で赤い円盤レンズをもてあそんだ。

「これが、父さんが博物館から預かったものだとすれば、返した方がいいのかね」

「返して下さるのは構わないのですが──」テッキは髪かみをかき上げた。「円盤がこの六年間、あなたの手元にあったというのなら、それはおそらくあなたのものなのでしょう」

「どういうことだ」

「魔王は、魔王の瞳ひとみを受け取る人間を選びます──運命をちょっと操あやつってやる、という方法で。だから、あなたの手元に魔王の瞳があるということは、あなたは八眼争覇の参加者として選ばれた、ということになるのだと思います」

　納得するところがあった。赤い円盤は、エルバ以外の人間の目に潜もぐることを拒きよ絶ぜつしてきた。ということは、エルバを持ち主として認めているということなのか。

「そりゃ、──殺し合いに俺も参加しろってことかよ」

「端たん的てきに言うと、そうですね」

　テッキは澄すました顔で言った。対照的に、エルバの表情は怒いかりで歪ゆがむ。

「冗じよう談だん言うな。いきなり俺の命を賭かけろってのか」

「賭けるとはいい表現ですね。もっとも、あなたの命は既すでにチップとしてテーブルに載のっていると思いますが」

「どういう意味だ」

「ついさっき、魔ま神じんに襲おそわれたことをもう忘れたのですか？」

　指し摘てきされ、エルバは言葉に詰つまった。

「あの青年──『デーモンヘイター』は、あなたを八眼争覇の参加者として認にん識しきしました。ということは、放ほうっておいても彼はあなたを殺しに来る、ということです」

「ちょ、な、……」エルバは少々つっかえた。「迷めい惑わくだ！　俺にはこの世において存在を許せないものが三つある。ナメクジと、セロリと、人の都合も考えずに勝手に他人をトラブルに巻き込む奴だ」

「あなたにその気がなくても、彼には関係ないでしょう。だから、その赤い魔王の瞳はあなたが持つべきだと言っているんです。魔神の力から身を守るためには、魔神の力を借りるしかない」

　手元の赤い円盤を、エルバは見つめた。

　どうやら知らない間に、極きわめつきのトラブルに巻き込まれていたようだ。しかも、既にどっぷり首まで浸つかっているという状態だ。命がけの戦いに強制参加だと？　なんで俺がこんな目に遭あわなきゃならないんだ？

「……参るな……」

　が、嘆なげいているだけでは状じよう況きようの改善にはつながらない。この渦うずの中から抜ぬけ出すには、とりあえずは助言に従う方が賢けん明めいだ。つまりこの円盤は、言われるがままに持っておけということだ。エルバは赤い円盤を目に入れ直した。

「魔神の力って言うが、この円盤からは赤い霧きりしか出てこないぞ。まさかこの魔神様は霧の形をしているとか言わないよな」

「まさか。それは、あなたが魔神と契約を交かわしていないからに過ぎませんよ。霧ならこのとおり、私だって──」

　テッキの左目が緑色の光を放った。と同時に、緑色のオーラがテッキの周囲から立ち上る。

「うおっ」エルバは軽く声を上げた。「そんな易やす々やすと使って、大だい丈じよう夫ぶなのか」

　テッキは怪け訝げんな顔をした。

「大丈夫、とは？」

「俺は、赤い霧を出すと、必ず気絶する。少々時間差はあるが、必ずだ」

「そうなのですか？」

　そんな話聞いたことがない、という風にテッキは首をひねった。

「ワタクシはそのようなこと、一いつ切さいありませんが……なるほど、道理でエルバは会うたびに必ず気絶するのですね。毎度毎度、あなたを運んで歩くワタクシの身にもなってくださいな」

「……悪かったな」

「毎回気絶するとは、不思議ですねえ」サクラが言葉を挟はさんだ。「なんでなんでしょうかあ？」

「正式契けい約やくせずに魔神の力を引き出そうとするからではないのですか」

　テッキは仮説を述べた。

「誤ったやり方で魔神の力を使おうとするから、無用の負担が精神にかかるのでしょう」

　エルバは頷うなずいた。それは、エルバ自身が常々思っていることだった。

　魔神の力。

　今まではなんの意識もなく赤い霧を使用していたが、このような名前で呼んでみると、重みがある。このような重い力を気き兼がねなく使っていたのか、と思うと、今いま更さらながら畏おそれのようなものを感じる。

　エルバは、目前の魔神、ボルの触しよく手しゆを軽くつかんだ。

「しかし、このキモいタコ型悪魔が、魔神様とはねえ」

　途と端たん、ボルは一つしかない目をひん剝むいた。

「おいおい！　初対面の相手にいきなりキモいだなんて、そりゃないんじゃねえの？」

　ずるずるとエルバの腕うでに触手を絡からませ、這はい上がろうとする。

「うるせえ！　キモいもんはキモいんだよ！」

　エルバは腕を振ふって払はらおうとしたがもう遅おそい。ボルは一いつ瞬しゆんでエルバの肩まで登り、お目々をエルバの顔のすぐ横にまで近接させる。

「離はなれろこのタコ野や郎ろう！」

「タコ呼ばわりたあ失礼な野郎だな!?　触手を鼻の穴から突つっ込んで耳の穴に出すぞコラァ！」

「あなた方、仲良くなれそうね」テッキはあきれ顔で言った。「八人の魔神の姿は八様ですからね。唯ゆい一いつの共通点は、みな目が一つしかないということのみ」

　言われて、エルバはアギを思い出した。一つの目が描えがかれた布を巻き付けた、あの顔面を。

「俺の魔神も、どんなツラをしてるんだか、見てみたいもんだが。契約を交わすには、どうしたらいいんだ」

「あなたが八眼デイアボリツク争パー覇テイに参加する決意を固めれば、勝手に姿を現しますわ」

　テッキの口調は、いとも簡単なことだと言いたげだった。

「今まであなたの前に姿を現さなかったのは、あなたが八眼争覇を全く知らなかったから」

「今は知ってるが」

「じゃあ、あなたの心の中で、八眼争覇に参加する決心がついていないということね。そうなんでしょう？」

　テッキは大きく身を乗り出して、エルバの瞳を下からのぞき込んだ。

　一瞬、エルバの思考が消し飛んだ。テッキがすこぶるつきの美少女であることに、エルバは今更ながら気づいたのだ。これまでは、テッキの顔よりも万力にずっと気を取られ続けていたのだが。透すき通るような瞳に見つめられては、凍こおり付いたようになるしかなかった。なにしろエルバも男の子である。

「私は、あなたに、八眼争覇に参加して欲しいと思ってます。共きよう闘とうして欲しいのです」

「共闘……？」

「そう。私には、バベルハイズ一族の当主として、八眼争覇を止めるという義務がある。いや、一族の義務だけじゃない──バベルハイズの義務に殉じゆんじてくれた、チェビアトにも報むくいなければならない。あなたは、お父上のやり残した仕事を完成させたいとは思わないのですか」

　口を閉とざしても、テッキはなかなか身を引かなかった。自分の言葉がどれだけエルバの心に届いたか、見み極きわめるかのように。

「未完成の仕事、か……」

　エルバはぽつりと呟つぶやいた。

「どうしても、絶対にいやだというならば、円盤レンズをワタクシたちに渡わたして、さっさとブルティエールから姿を消すことをおすすめしますけどね」

　そう言いつつ、テッキはソファーに戻もどった。

「とはいえ、この場で急に決めろと言っても、それは無理ですものね。一日くらいじっくり考えた方がよろしいかと」

「一日は、ことをじっくり考える時間としては短いな」

「どれだけ考える時間があるかは、『デーモンヘイター』次し第だいですよ」

「そりゃそうだ、と」

　エルバはテッキの言を認めた。

　一通り話すべきことは話した、とテッキは安あん堵どのため息をつき、そして立ち上がった。

「どうするにせよ、あなたの命を狙ねらっている男の情報は知りたいでしょう。ちょっとつきあって下さいませんこと？」

「つきあうって、どこまでだよ」

　テッキは無言で、部屋の隅すみの謎なぞの設備を指さした。

　人力によるエレベーターだった。




　事務所の一階は、カナティックとは全く無関係の人物が経営するレストランだったが、そのさらに下、地下室はカナティックが所有するフロアだった。

　エレベーターを出ると、真っ暗だった。エルバはランプを高く掲かかげ、暗室を照らし出す。

　カナティックは、ここを倉庫として使用しているようだった。全面石積みの部屋の中に、数十個の木箱がきっちりと並べられている。ただ、一つの木箱だけ、部屋のど真ん中にデンと置かれていた。

　その木箱の上部には、エドの首が生えていた。

「出せ！　今すぐここから出せやコラ！」

　エルバとテッキの姿を認めると、エドはガタガタと木箱を内側から叩たたいた。が、正六面体の木箱はほとんどびくともしなかった。

「お静かにして頂けませんこと？　どんなに叫さけんでも、外まで声は届かないのですからね」

「しかしまあ」エルバは言った。「警官がいたのに、よく引っ張ってこられたな」

「フィールディングのことですか。ワタクシどもは以前、フィールディングの抱かかえている問題を解決して差し上げたことがありました。以来、ワタクシたちは互ご助じよの関係にあるのです。少々のことは融ゆう通ずうしてもらえますわ」

「互助ねえ」

「ちなみに言うと、フィールディングはあなたを捕つかまえるため、事務所に来ていたのですよ」

「なんだと」

「あなた、昨日も斧おのとハサミ亭ていで騒さわぎを起こしたそうではありませんか。そのことで話が聞きたいと言っていましたよ。『彼は関係ない』と教えて、お引き取り頂きましたが」

「……騒ぎを起こしたのは俺じゃない。こいつらが人の食事を邪じや魔ましたのが元げん凶きようだ」

　エルバはエドを指さした。

　木箱の上面には丸く穴があけられており、エドの首はそこから突き出ていた。穴の大きさはまるでエドの首周りを測ってあけたかのようであり、頭をくぐらせることは不可能になっていた。簡易の枷かせになっている。

「出せ！　このボケナス！」

　エドはぺっとつばを吐はき出した。避よけ損そこね、エルバは頰ほおにつばを受けてしまう。

　エルバは落ち着いた手つきでつばを拭ぬぐった後、

「……うるせえ畜ちく生しよう！」

　ぺっぺっぺっと三度つばを飛ばした。エドは首をひねって避けようとしたが、もちろん無理だった。

「ぬああ！　やめろこの馬鹿ばか野郎！」

「このくらいにしといてやる」エルバは口を拭った。「手足が出せない相手を殴なぐるのは趣しゆ味みじゃないからな」

「お優やさしいことですね」

　テッキはエルバに呆あきれた視線を投げてから、エドに向き直った。

「あなたを解放してさしあげます」

　その言葉に、エドは反応した。

「ただし、あなたが従っていたあの青年について、色々と教えて下さったら──の話ですが」

「教えろ、だと……？」エドはテッキをにらみ返した。「誰だれにものを言ってやがる」

　この状じよう況きようにあって、エドは意地を張って凄すごんでみせた。はるかに年下の女ごときにビビるわけにはいかない、とでも思っているのだろう。

　凄まれたテッキはというと、むしろますます優ゆう雅がな笑えみを浮うかべた。

「あなたが口を開きたくない、というのなら、力ずくで開かせるまでです」

　テッキは立ち上がった。男を見下す位置から、言葉を投げかける。

「おまえに、そんなことができるのかよ」

　エドはあくまで強気だった。

　テッキはすぐそばの木箱の蓋ふたを開け、中身をごそごそとやった。

「……ありました」

　何かを取り出し、エドの鼻先にそれを置く。

　工具箱だった。

　工具箱を開くと、そこには様々な工具、大工道具類が詰つまっていた。

「こう見えてもワタクシ、博物館の展示物の工作などを仕事にしていましてね」テッキは言った。「大工道具類を扱あつかうのはお手の物なのですよ」

「…………」

　テッキの言葉の意味するところを理解して、エドの顔色がさっと青くなっていった。引く潮を見るかのごとくだ。

　テッキの口調は非常に事務的だった。

「もう一度繰くり返しますけど、ここは地下室で、どんなに泣いてもわめいても地上には声が届きませんからね？　ま、最後まで声が出せるかどうか、保証はしかねますが」

　発言の一つ一つがエドの精神を締しめ付けていく様子を、テッキはじっくりと観察していた。おどしがどの程度男の心に染しみこんでいるのか確かく認にんしつつ、次の言葉を選んでいく。

「何かお望みのものがあるならば、それを使わせて頂きますが。錐きりとかどうです？　釘くぎは？　ノミは？　カンナなどもどうでしょう？　顔の大きさを気にしているのならば、手っ取り早く小顔になりましてよ？」

　テッキが何か言うたびに、エドの顔は引きつっていった。当然、何も答えられるはずがない。

「希望がないようでしたら、まずこれを使わせて頂きます」

　頃ころ合あいを見計らって、テッキは右手に装着した万力をぬっと現し、男の鼻先につきつけた。

「私の万力……、抜ばつ群ぐんに締まりましてよ？」
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　こう言われては、男も屈くつするしかなかった。

「おまえの右手は殴ったり締めたり、万ばん能のう兵器だな」

　エルバは短く感想を述べた。話を聞いているだけで、まるで自分が拷ごう問もんを受けているような気分になってきた。俺が箱はこ詰づめじゃなくて良かった、と冷や汗あせをぬぐう。




「奴やつの名前はコレル・バガテル」とエドは白状した。「マーレボルジュの下級幹部だそうだ」

「下級幹部ってのは、どれだけえらいんだ」

　エルバはテッキに尋たずねた。

「あまり偉えらくないです」テッキは即そく答とうした。「手下が二、三人でもいれば、下級幹部を名乗ることはできますから。……バガテルの下もとには、何人くらい手下がいるのですか？」

「十人くらいはいるとか言っていた」

「まずまず、といったところでしょうか」テッキはそう評価した。「ワタクシ、彼の本ほん拠きよ地ちを知りたいのですけれども」

「本拠地？」エドは首をひねった。「知らんぜ。あいつとは今朝会ったばかりだもの」

「ああ、そうですか。そんなにワタクシの万力を味わってみたいのですね」

　テッキは右手の万力で、男の顔を優しく撫なでた。

「噓うそじゃねえって！」エドは慌あわてて言いつくろった。「知らねえものは知らねえよ！」

「なんでもよろしいんですよ」テッキはあくまでも笑顔を浮かべていた。「同じマーレボルジュのメンバーなのでしょう？　噂うわさくらい聞いているのではありませんか……？」

「噂レベルでいい、って言うんなら教えられるぜ」エドは素す早ばやく言った。「東番外地の廃はい教会を根城にしている、って話を聞いたことがある」

「地図でその位置、指し摘てきできまして？」

　テッキは右の袖そでの中に左手を突つっ込んだ。なにをするんだ、とエルバは身構えたが、中から出てきたのは折りたたまれた紙切れだった。広げると、ブルティエールの地図が現れる。

「なかなか準備がいいな」エルバは感心した。「そんな場所にそんなものを隠かくすとは」

「探たん偵てい稼か業ぎようには基本の道具でしてよ」

　エドはためらいつつ廃教会の位置を語った。テッキはエドに確かく認にんしながら、該がい当とうする地点に印をつける。

「……さて、あなたの言葉が正しいかどうか、確認しなければなりませんね。確認できるまで、もう少しそこで我が慢まんして頂きましょうか」

「ちょっと待て！」男は叫んだ。「言うこと言ったら、解放してくれるって約束じゃ……！」

「あなたが本当のことを言ったかどうか、確証がないではありませんか。それまでは拘こう束そくさせて頂きます。それに今逃にがしたら、ワタクシのことを告げ口されそうですし」

「ンなわけねえだろ！　あんたらに捕まった俺が無傷で外に出たら、情報を売ったって丸わかりだろうが！　ひどい目に遭あわされる」

「……無傷でなければよろしいのですか？」

　テッキはおもむろに万力を取り出した。

「しばらくここに匿かくまって下さい」

　エドはすぐさま言った。

「それがいいでしょう。カナティックは慈じ悲ひ深い方ですから、ちゃんと三食持ってきて下さいますよ。飢うえる心配だけは無用です」

　テッキは男に背を向けた。

「さ、参りましょうか。これだけ聞けば十分でしょう」

　エルバに言葉を投げると、足早にエレベーターに向かった。




　事務所に戻もどると、既すでにカナティックがファルナを連れて戻ってきていた。ソファーに腰こし掛かけ、サクラと三人で談だん笑しようしている。穏おだやかな風景だった──ただ一人、カナティックがいまだに魚人の格好をしているのが違い和わ感大だい爆ばく発はつではあったが、サクラもファルナも気にしていないようだった。

「あはは……あ、エルバ！」

　ひとしきり笑っていたファルナがエルバに気付き、手を振ふった。

「おっと……どうだったでしょうか」

　カナティックも声をかける。

「相手の本拠地らしき場所を吐はかせたのですが、どう思われます？」

　テッキは地図を差し出し、カナティックと証言に関する信しん憑ぴよう性の検討を始めた。

　エルバはファルナのそばに寄った。

「ファルナ、大だい丈じよう夫ぶだったか」

「大丈夫だったけど」

　ついさっきまで笑っていたファルナは、既に不ふ機き嫌げんの雲を発生させていた。テッキと俺が一いつ緒しよにいるのがそんなに気にいらんのか、とエルバは頭をかいた。サクラとは仲良くやっている、という事実に光明を見いだすべきなのか。

「エルバ君、ファルナさんからすっごい心配されてましたよお」

　サクラが相変わらずの笑えみを浮かべつつ、エルバを肘ひじでつついた。

「ちょ……！」ファルナが血相を変えた。「何言ってんだよ！　あたしは別に……！」

　が、自分が度を失っていることに気づくと、一つ咳せき払ばらいをした。

「あたしはエルバの保護者だ。エルバのことを心配して何が悪い。悪いか」

「悪くないですよお」サクラは和した。「最初にこの部屋に入ってきた時、『エルバをどこに隠かくしたぁ！』って私に突っかかってきたのも、悪くないですう」

「なあああ！」

　ファルナは大声でサクラの発言をかき消そうとした。遅おそかったが。

「まったく、騒そう々ぞうしい方ですね」テッキが頭を上げ、ファルナを見た。「人様の事務所でそんな大声を張り上げるとは、礼れい儀ぎというものを知らないのですか？　どこのイモ娘むすめかしら」

「なんだとてめえ！」

　いきなりファルナの顔が怒いかりに燃える。

「まあまあ、テッキ君、いいではないですか。こちとら女っ気のない生活をすごしているのでね、女の子にきゃーきゃー言われると新しん鮮せんな気分になれますよ」

　カナティックは二人の仲を取り持つようなことを言った。事務所の主あるじに言われては、これ以上いがみ合うわけにもいかない。ファルナとテッキは、「フン！」とお互たがいあさっての方向を向いた。

「ははは」カナティックは苦笑した。「……ところで、エルバ君」

「なんでしょう」

「君は本当にチェビアトに似ていますね」

「ブルティエールに来てからというもの、誰だれからもそう言われます。……あなた、独立戦争で父とともに戦ったそうですね」

「その通り。テッキ君のお父さんと三人でよくつるんでいたものですよ。だから、八眼デイアボリツク争覇パーテイのことも知っています。君は、どうするのですか？」

「どうする、と言われましても」エルバは口ごもった。「そもそも、俺はブルティエールに生活基き盤ばんがないんですが」

「今はブラックストーン州に住んでいる、という話ですね」

「ええ。今年からは浪ろう人にん生活ですよ。ブルティエール大の受験に合格していれば、俺もファルナと揃そろって大学生の予定だったんですけどね」

「学部は？」

「悪あく魔ま学部」エルバは即答した。

「こいつはね」ファルナはエルバを指さした。「入学試験、悪魔召しよう喚かんの実技試験はほとんど満点だったのに、筆記の方は解答欄らんを間ま違ちがえて零れい点てんだったそうなんだ」

「ファルナァァ──！」エルバはつい絶ぜつ叫きようしていた。「ンなこと言う必要はないだろうが！」

「おお」カナティックがぽんと手を叩たたいた。「知り合いにブルティエールの教授がいるのですが、そいつがそんなことを言っていました。君だったのですか」

「ええ、そうですよ」エルバはふてくされた声を出した。「ったく、今年の入学にあわせるために、わざわざ悪魔四段の資格まで取ったってのによ」

　東部人と西部人の違いというものは、召喚士の段位に対する態度にも表れる。段位制はそもそも、未熟な召喚士が強力な悪魔を召喚することを防ぐための、目安として策定されたものである。策定されてから二百年、社会生活と悪魔とが不可分となっている現代においては、段位は至上の社会的ステータスとして認にん知ちされていた──特に東部州においては。段位の高い人間は尊敬される一方で、段位の低い人間は蔑さげすまれる。そんな階級的偏へん見けんが、東部には厳然として存在した。

　しかし西部人にとっては、段位の上下などどうでもいいことだった。西部の開かい拓たく者にとっては、野生の悪魔と殺し合いをすることが仕事の一部である。また、生活圏けん内ないで野生の悪魔と出くわすのも珍めずらしいことではない。悪魔を扱あつかえない者は死あるのみ、だ。段位などという形式に関かかわっている暇ひまなどない。

　東部で生まれ育ったエルバではあるが、西部で六年過ごすうち、いつのまにやら西部人的気質かたぎをも獲かく得とくしていた。段位で人をはかるなどアホらしい話だ、というのが正直な気持ちだった。

　とはいえ、ブルティエール大が受験資格に召喚士四段を要求している以上、エルバとしては四段免めん許きよを取るしかなかった。エルバは努力して免許を取り、努力して受験勉強をした。しかし、努力が必ずしも報むくわれるとは限らないのが、この世の難しいところである。

「あ」サクラが声を出した。「だったらあ、エルバ君、うちの職員になったらどうですかあ？」

　全員がサクラに注目した。

「たった二人で博物館を運営するのは心こころ許もとないしい、男手が欲しいと思っていたところなんですよお。うちに就職すれば時間も融ゆう通ずうできますしい、給料も出せますしい、空き部屋ならいくらでもありますから、泊とまり込みでもいけますしい。どうでしょう」

「それは……いいアイデアですね」

　まず賛意を示したのは、テッキだった。

「たしかに、いずれ職員を雇やとわねばならないとは思っていたところです。それは都合がいいですね……。いかがでしょうか、エルバ……？」

「反対！」ファルナが素す早ばやく言葉を差し挟はさんだ。「大反対だ」

「あら、どうしてですの？」

　小さく笑えみを浮うかべながら、テッキが問う。

「おまえみたいな奴やつのところにエルバを預けられるか！　あたしにはエルバの保護者としての義務があるんだ」

「保護者？　被ひ保護者の間違いじゃありませんこと？」

「てめえ今何つった！　身体からだが小さいからってバカにしてんのか！」

「あらあら」テッキはファルナを見下した。「背せ丈たけの短い方は、気も短くていけませんわね」

「いい加減にしてくれ」

　エルバは割って入った。この二人をほっといたら、終末の日まで口論し続けかねない。

「その申し出は、ありがたい。検討させてもらう」

「エルバ……！」

　ファルナが声を上げたが、エルバは横に首を振ふった。

「渡わたりに船だ。ブルティエールに腰こしを落ち着ける立派な名目だ。永遠に叔父おじさん達の世話になるわけにもいかないしな。俺はもう、十二歳の子供じゃないんだよ」

「…………」

　それを持ち出されると、ファルナは黙だまり込まざるをえなかった。

「まあとにかく、考えさせてくれ。できるだけ早く返答する」

　エルバはテッキとサクラに向き直った。

「良い返事を期待していますよ」

　テッキは微笑ほほえんだ。




「ワタクシとサクラは、今から『デーモンヘイター』の本ほん拠きよ地ち探しに行ってきます」

　カナティックの探たん偵てい事務所の外で別れる直前、テッキはそう言った。

「あいつを見つけ次し第だい、やるつもりなのか」

　エルバが問うと、テッキは首を横に振った。

「いいえ、あくまで調べるだけですよ。こっちが魔神二人組と知った以上、向こうもそう簡単には手出しできないはずですし。行動を起こすのは、あなたの返事を待ってからにします。あなたも勝手にバガテルとトラブルを起こさないで下さいよ」

「誰だれが好き好んであんな馬ば鹿か力ぢから野や郎ろうに会いたがるかよ。というか、なんであいつはあんな馬鹿でかいハンマーを平気で持ち歩いていられるんだ」

「能力逆流スピンオフというやつです」

　テッキは答えた。「魔ま神じんの召しよう喚かん主には、魔神の能力までもが逆流して流れ込んでくるのです。アギの二つ名は剛ごう力りきの魔神、彼の剛力がバガテルに逆流しているのです」

「さよか」

「あと一つ」テッキは付け加えた。「言い忘れていたことがありました。霧きりの力を人前で使うのは、できるだけ避さけるように」

「君に言われるまでもない」

　エルバは即そく答とうした。

　そもそも命を狙ねらわれるハメになったのは、エルバがその力の来歴も知らず、人の目のある中で魔神の力を使ったせいだ。あの料理屋で、たまたまゴロツキどもと出くわしていなければ、こんなにも早くデーモンヘイターに目をつけられることは無かっただろうに。

　しかし後こう悔かいしても仕方ない。根本的なことを言うと、エルバが父親そっくりなことが、そもそものはじまりだったのだ。

「こっちも一つ聞き忘れていたことがある」エルバは質問を投げつけた。「百年間何度も繰くり返されてきたとかいう、『魔神でポン』とやらのことだが」

「ひょっとすると、『八眼デイアボリツク争覇パーテイ』のことを言っているのでしょうか」

　凄すさまじい眼光で、テッキはエルバを睨にらんだ。

「君はずいぶん詳くわしいんだな。信じていいんだろうな」

「……ワタクシが適当な噓うそをついたとでも？」

「そうじゃない。それだけの情報をただの人間が知りうるのか、って不思議に思ってな」

　テッキは何かを納なつ得とくしたような表情を見せた。

「もし、あなたが八眼争覇の参加者として、魔王に選ばれた存在であるのなら──近いうちに、何者かの訪問を受けることでしょうね」

「何者か？　もったいぶった言い方はやめてくれ」

「彼女が、ワタクシの時と同じ姿を見せるとは限りませんから」

「女か」

「どうでしょう。そもそも、魔王に性別という概がい念ねんがあるのかどうか」

　その言葉について少し考え込んでから、エルバは感じたことを述べた。

「その言い方は、まるで俺のもとに魔王がやってくる、というように聞こえるんだが」

「正確には、魔王の残留思念でしょうか──さっき言った」テッキは答えた。「極きよく端たんな言い方をすれば、八眼争覇は一種の大会です。大会参加者には、主しゆ催さい者しや側からの大会ルール説明があって当然でしょう？」

「八眼争覇が何かの面おも白しろゲーム大会のように思えてきた」

「ある意味では、それは正しいですよ。これは一種のゲームですから。……それでは、自分の命を賭かける覚かく悟ごを決めてくださることを、期待していますよ」

「ああ」

　エルバが返事をすると、会話が途と切ぎれた。

　ここらでお開きか、とエルバは感じた──が、テッキはまだなにやら言いたそうだった。

「その、……」

　口を開くが、次の言葉が出てこない。

「まだあるのか」

　エルバが水を向ける。すると、テッキは決意の表情を浮かべて、

「ちょっと、こちらに来て下さいな」

　エルバの腕うでをつかみ、事務所横の狭せまい路地へと引っ張った。

「おい！　なにすんだてめえ！」

　ファルナが抗こう議ぎしかけたが、その時にはエルバは引っ張り込まれていた。

「なんだなんだ」エルバは驚おどろきを隠かくさなかった。「この場で俺を取って食うつもりか」

　冗じよう談だんを言ったつもりだったが、テッキは何故なぜかもじもじとしてろくな反応をしない。一体何が起きるんだ、とエルバはまたも冷や汗あせが流れるのを感じた。

　ためらいにためらったあげく、テッキはやっと口を開いた。

「……一つだけ、お願いを聞いて頂きたいのですが……」

　と言いつつ、テッキは宣せん誓せいでもするかのように軽く左手を上げた。袖そでが自然とめくれ、白い手があらわになる。

「…………」

　それを見た瞬しゆん間かん、エルバの右手が自然に伸のびた。胸の前に上がったテッキの手を、軽く握にぎりしめる。

「…………！」

　テッキは目を大きく見開いた。

「……どうして、わかったのですか」

「正解か」エルバは答えた。「俺もよく、父さんにこんな風に手を握られたんでな」

　チェビアトは、エルバに大切なことを語る時は、視線の高さを合わせ、エルバの手を握り、エルバの目をのぞき込んで話したものだ。テッキの手を見た瞬間にエルバの記き憶おくが蘇よみがえり、無意識に手を握っていたというわけである。どうやらチェビアトは、エルバ以外にも同じことをやっていたらしい。

　目線の高さを合わせるため、チェビアトはしゃがみこんでいたものだ。しかし今は、その必要はなかった。

「何度も言いますけれど──あなたは本当に、チェビアトそっくりですね……」

　しばらくの間、テッキはエルバの目を見つめ続けていた。が、不意にうつむいて視線を逸そらすと、手を離はなす。

「……もういいのか」

　エルバが声をかける。

「結構です」

　テッキは頭をもたげた。一瞬かいま見えたか弱い表情はどこかに消え、もとのテッキに戻もどっていた。

「戻りましょう。……このこと、黙っておいて下さいね。一言でも漏もらしたら、あなたの体中ありとあらゆる場所を締しめ上げますよ」

　言って、テッキはさっさと路地から出て行ってしまった。

　エルバがそれに続くと、そこには目をつり上げたファルナが待っていた。

「何してたんだよ」

「別に。ちょっと父さんの思い出話をしてたのさ」







　時々、チェビアトはエルバを町はずれ、東の丘おかへ連れて行ったものだ。

　木々に囲まれた坂道を上り続けると、やがて視界が開け、一本の巨きよ木ぼくが立った広場に出る。巨大な岩が崖がけに張り出していて、そこに上るとブルティエールの同心円が見下ろせるのだった。

　巨岩へと至る道を、エルバは一人で登っていた。

「……案外、覚えているもんだな」

　六年のうちに、巨岩へと至る道も忘れ去ってしまっているのではないだろうか。霊れい園えんでのこともあり、懸け念ねんしていたのだが、いざ道を歩いてみるとなんの苦労もなかった。道はやや草深くなり、一部は獣けもの道みちと呼ばざるを得ない状態にもなっていたが、おおむね記憶通りの風景を保っていた。

　やがて道は勾こう配ばいが無くなり、エルバは広場へとたどり着いた。

「……なんてこった」

　崖のそばにあった巨木が、無くなっていた。そばに近づいてみると、木が生えていたはずの場所に、大きな切り株がある。

「どういうつもりだ。無ぶ粋すいだな」

　誰だれかが斧おので伐ばつ採さいしてしまったらしい。立派な大木だったから、心ない輩やからが「木材として高く売れるぞ」と思ったのだろう、とエルバは判断した。この大木の木こ陰かげで寝ねるのも、楽しみの一つだったというのに。

　空を見上げる。太陽は地平線に沈しずみかけ、西の空は赤色に、東の空は紫むらさき色いろに染まっている。ブルティエールの町並みは、夕日の赤一色の中に浮うかび上がっていた。

　町並みがもっとよく見えるよう、巨岩の方に進み出る。こちらは、六年前の記憶そのままだった。縁ふちに進み出ようとしたが、崖から見下ろす風景が広がって行くに連れて、自然とエルバの足はすくんだ。じわりじわりと前進して、やっとのことで、父が立っていたのと同じ場所にたどりつく。

「くそっ。尋じん常じようでなく怖こわいぞ」

　久しぶりの光景にまず感じたのは、懐なつかしさではなく、転落の恐きよう怖ふだった。

「どうだエルバ、遠くまで見えるだろう？」

　かつての父はエルバを肩かた車ぐるまし、崖の縁に平然と立ったものだ。

　エルバはただ前だけを向いて、眼下に広がる白い街並に見とれていた。すぐそばに父がいる、という確固たるものがあったからこそ、前だけを見ることができたのだ、と今になって痛感する。今はそばに父はおらず、足あし下もとへの注意は自分で払はらわなければならない。

　エルバはその場に腰こしを下ろすと、そのまま寝転んだ。仰あお向むけになると、既すでに輝かがやき始めている星が見えた。

「父さん、俺はどうしたらいいんだろうな」

　答えが返ってくるはずもないことをわかっていながら、エルバはそう問いかけずにはいられなかった。

　迷っているのではない。自分が既に状況に巻き込まれている、という事実に当とう惑わくしているだけだ。どうにかしてトラブルから抜ぬけ出さねばならない、という意味では、既に進むべき道は決まっている。ただ、そのような義務を知らぬ間に課せられたことに対する理り不ふ尽じんな怒いかりも、厳然として存在する。

　エルバはそのことを悟さとっていた。だからこそ、一人静かな場所で、改めて心の中を整理する必要を感じたのだ。

　かつての父を知る人達に会えたという一事をもって、今回のブルティエール調査の価値はあったと断言できる。父を愛してくれた人達がいたんだ、という事実はエルバの心にある種の感動をもたらしていた。父は決して孤こ独どくではなかったのだ。

　しかし、チェビアトは孤独に死んでいった。そして、父を殺した相手は見つかっていない。この青い空の下、どこかでのうのうと生きているのだろう。

　その事実を思うと、エルバの心の中には黒雲がわいてくる。父は、友情から生じた義務を果たそうとしていた──赤い魔ま王おうの瞳ひとみを受け取り、八眼デイアボリツク争覇パーテイに参加して、魔王の復活を止める、という。だが、その志は何者かによって砕くだかれた。

「お父上のやり残した仕事を完成させたいとは思わないのですか」

　テッキはそう言った。

　チェビアトは無念を抱かかえたままこの世を去っていった。

　どこのどいつだか知らないが、許すことはできない。父を殺した奴やつを捕つかまえて、然しかるべき報むくいを受けさせる。六年間、その思いを忘れたことは一度たりとない。そのためにエルバはブルティエールに戻ってきたのだ。

　ただ、一つだけ気になるのは──父は仇あだ討うちを望むのだろうか、ということだ。

　チェビアトは、息子むすこに自分の仕事を一いつ切さい伝えなかった。おそらくは、博物館に就職した当時から、いずれ来きたるべき八眼争覇の日に備えていたのだろう。無関係な息子をことに巻き込まないように。エルバが八眼争覇に参加するということは、父の思いを無下にすることにつながるのではないのか。今、不ふ可か抗こう力りよく的に参加することになりつつはあるのだが。

「そこが問題だ」

　呟つぶやいて、エルバは身を起こした。と、

「そう、それは難しい問題だね」

　突とつ然ぜん背後から声が投げられた。

　慌あわててエルバは振り向いた。おかげでバランスを崩くずし、巨岩の縁のさらに外側へと身体からだの重心が行きかける。

「ひええっ」

　エルバは空をつかみ、腕うでを振り回して、どうにか重心を地面のある側へずらした。べたりと岩がん盤ばんに張り付き、そのままずりずりと這はって安全圏けんに戻る。

　地面が土になったところで、エルバは慎しん重ちように立ち上がった。そして、声の主に目をやる。

「いきなりびっくりさせるな！　落ちるところだったじゃねえかッ」

「悪かった。いきなり転落死されては、私としても困る」

　妙みように老人めいた物言いは、しかし少女の声によってなされた。

　一人の少女が、切り株のところに腰こし掛かけていた。

　見たこともない服を着用している。なんとなく、宗教的な気配を感じさせた。ドースに存在するどんな宗教とも違ちがう、非常に洗練された架か空くうの宗教の神官服、とでも表現すべきか。奇き妙みような帽ぼう子しと前まえ髪がみとで両目が隠かくれている。

　彼女は、不気味なオーラを発していた。なにか、彼女の存在を認にん知ちするだけで不安な気持ちがかき立てられるというか、根元的な恐怖心を刺し激げきされるというか、──

「どこから出てきた」

　エルバの言葉はぶっきらぼうだった。内心の動どう揺ようを隠すため、である。

　いつの間にそこにいたのか、エルバは全くわからなかった。ついさっき、声が発せられた瞬しゆん間かん、突然現れたようにしか思えない。

「塵ちりの中からわいて出た」

　言って、少女はにやりと笑った。

「俺になんの用がある」

「君は、私の瞳を持っているのだろう？」

　その一言で、エルバは悟った。

　普ふ通つうなら、トンチキな発言として聞き流しているところだ。が、エルバは既にテッキの話を聞いてしまっていた。魔王に選ばれたのであれば、何者かの訪問を受けるだろう、と。

「……さっそく、パーティの主しゆ催さい者しやのお出ましかよ」

「話が早い。私は頭のいい子が大好きだ」

　少女はゆっくりと立ち上がった。拍ひよう子しで、前髪の下が一瞬だけあらわになる。彼女の目ま蓋ぶたは両方とも閉とざされていた。
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「私の名前は、ブラナ・ラ・モート。と言っても、便べん宜ぎ的な名前だがね。君も、私を呼ぶ時はこの名を使うように。町中で魔王様などと呼ばれたら、変な人と思われるからね」

「……ずいぶん、世間体ていを気にする魔王様じゃないか」

「魔王と呼ぶなと今言ったばかりだろう」ブラナは声を荒あららげた。「あまり目立ちたくないのだよ。この通り、塵のごとき存在なもので」

　ブラナは手を伸のばし、足下の石をつかもうとした。が、ブラナの手は石をすり抜ける。

「塵のごとき、というか塵そのものだな」

　魔王の瞳が放つ霧きりと、悪魔の身体との中間みたいな存在か、とエルバは理解した。悪魔ほどに具現化することはできず、しかし霧ほど不定形なわけではない。

「で、魔王様が、一体何をしにきやがった」

　ブラナは肩かたを落として大きなため息をついた。魔王魔王と繰くり返すエルバにあきれたらしい。が、すぐに気を取り直すと、答えを返した。

「君の背中を後押しに来た。八眼デイアボリツク争覇パーテイに参加するように」

「俺は、あんたに選ばれたってことか？」

「その通り」ブラナの口の端はしがつり上がる。「君の、父の無念を晴らし、仇かたきを取りたいという意思は立派なものだ」

　突然父の話を持ち出され、エルバは驚おどろいた──が、すぐに得心する。どうやらこの小こ娘むすめは、色々なことを知っているらしい。無む駄だに魔ま王おうを名乗っているわけではないようだ。

　すべての事情をわきまえていると考えていいだろう、という前提の下もとエルバは口を開いた。

「一つはっきりさせておきたいことがある。父さんの無念を晴らすために八眼争覇に参加することと、父さんの仇を取るということは、似ているようだが別問題、二つの問題だ。八眼争覇に参加することで、二つの問題が一挙に解決するわけじゃねえ」

　テッキの話を聞いてから、ずっとひっかかっていることだった。八眼争覇の名の下に、未知の敵はチェビアトを殺した。ということは、そいつが前回の八眼争覇の勝者ではないのか。

「八眼争覇ってのは過去に何度も開催されてきたんだろう。だったら、回数と同じだけの勝者がいるはずだ。そいつらはどうなっているんだ？　そもそも、依より代しろは一人いれば済むんじゃねえのか」

「いい質問だ」

　ブラナは秘密を打ち明けるような小声で言った。

「そこは、黙もく秘ひさせて頂こう。八眼争覇の勝者だからといって、取り憑つく対象として私が必ず気に入るとは限らない、とだけ言っておこうか。ま、代わりに、ただの人には手の届かぬであろう望みを、叶かなえてあげることにしている」

「たとえば、不老不死とかか」

「それに似たようなものを、だ」ブラナは曖あい昧まいに答えた。「私の復活のために命を捧ささげてくれる人に対しては、なんらかの恩義を与あたえねばならない。こう見えても私は義ぎ理り堅がたいんだよ」

「命を捧げてくれる人？　一人の勝者はいいとして、他ほかの七人はどうなる」

「すべての人間に望みのものを与えるのでは意味がない。私は慈じ善ぜん家かではないのだよ」

　そう言って、ブラナはわずかに目を見開いた。まぶたの下から現れたそこには、ただ白色があるのみだった。

「ただし、八眼争覇の過程において望みのものを与える、ということはある」

「どういう意味だ」

「例えば、……君が八眼争覇に参加するのならば、私は君の父の仇を用意してあげる」

「なんだと」エルバは声を上げた。「おまえ、そんなことまで知っているのか……!?」

「当然だろう。私は主催者だ。参加者を知らないはずがない」

　きっ、とエルバは少女をにらみつけた。

「今すぐ教えてくれ……と言っても、無駄なんだろうな」

「ははっ」ブラナは短く笑った。「その通り。口を割らそうと、あのかわいらしいお嬢じようさんを連れてきても無駄だ」

　テッキのことか、とエルバは悟さとった。

「なるほど。たしかに、万力で塵を締しめ上げることはできないな」

「ただし、一つだけ。君の仇が今も生きている──ということだけは、教えてあげよう。八眼争覇に参加するというのなら、君が進む道の先にやがて仇は現れる。私がそうなるようにして差し上げる」

「そうなる？　保証はあるのか」

「保証はないが──私の特技は、人の運命をちょこちょこいじってやることでね」

「口約束を信じろってか」

「口約束でも、約束は約束だ。私は政治家じゃあない」

「魔王は政治家より信しん頼らいできる種族だって保証がどこにある」

「君はやたらと保証を欲しがるな。それは、『私を信じてもらいたい』という他にない。……政治家みたいな物言いだが」

　エルバは黙だまり込んだ。これ以上問答しても堂どう々どう巡めぐりになるだけだ。

「君の父は無念の死を遂とげた。それをもたらした輩やからに落とし前をつけさせたい、と思うのであれば、魔神との契けい約やくをすればいい」

　少し間を置いてから、ブラナは続ける。

「君の父がどう思っていたか、そんなことは問題じゃない。君がどうしたいのか……問題はそれだけじゃないのかな」

「…………」

　心のうちを見み透すかされたかのようだった。エルバはなんの返事もできなかった。

「ま、人生の一大事だ。じっくりと考えて決めるのがいいだろうよ。ただ、──」

　ブラナは切り株から腰こしを上げると、エルバに背を向けて、周囲を見み渡わたした。

「状じよう況きようが、それを許してくれそうもないが」

「どういう意味だ」

　エルバに問われて、ブラナはある一点を指さした。

　木立が途と切ぎれていて、エルバが登ってきた道を見下ろせる箇か所しよがある。その道を、十人くらいの男が登ってきていた。奇き妙みような形の杖つえをつきながら、ゆっくりした足取りで一歩一歩を踏ふみしめている。集団で散歩してるのか、とエルバは一いつ瞬しゆん思ったが、そうではなかった。よく注意してみると、彼らが持っているのは杖ではなく、何百本もの釘くぎを打ち付けた棍こん棒ぼうだった。

「……畑を耕す新種の道具かな」

　控ひかえめな希望を、エルバは述べた。

　しんがりを歩く男だけは、超ちよう巨きよ大だいハンマーを担かついでいた。

　バガテルだ。

　どうやらあの釘バットは、農具でも、登山するのに杖がないのでやむなく代用品として使っているのでもない。エルバの顔面に叩たたきつけるためにわざわざ持ってきたのだ。

「冗じよう談だんじゃない！」

　六年前の記き憶おくのままであれば、この広場から街へと戻もどる道はたった一つ、今現在バガテルたちが登ってくる道しかないはずだった。すなわち、逃にげ道はどこにもない。

「ちょっとあんた、主しゆ催さい者しやなんだろう」エルバはブラナにあたった。「どうにかならないのか。集団で一人を潰つぶしにかかるだなんて、八眼デイアボリツク争覇パーテイの精神に違い反はんしてるんじゃねえのか」

「魔ま神じんと契約しさえすれば、他ほかの連中なんてゴミ同然だよ」

　ブラナはつまらなそうに言った。

「契約してないんだよ！　魔神と未契約の人間を殺すのも違反じゃないのか」

「たしかに、あまりよろしくない」が、ブラナの口調は他人ひと事ごとだった。「とはいえ、相手の実力を発揮させずに倒たおすというのも一つの手ではあるし。あまり目くじら立てることじゃない」

「立てろ！　俺の命がかかってるんだぞ！」

「この程度のピンチくらい機転で切り抜ぬけてみせたまえ」

「無茶を言うな！　俺にはこの世で存在を許せないものが三つある。毒どく蛇へびと、不意の夕立ちと、知ち恵えと勇気でどうにかなるとかぬかす無責任な奴やつだ」

「どんな困難にも打ち負けない強い精神の持ち主を、私は欲ほつしている。父の仇と巡めぐり会いたいのなら、どうにかしてくれ。……それじゃ、命があったらまた会おう」

　ブラナは別れの挨あい拶さつとばかり手を振ふった。するとその手は形が崩くずれ、霧きりのように散っていく。

「ちょっと待てコラァ！」

　エルバが制しても、ブラナは意に介かいさなかった。そのまま文字通り雲うん散さん霧む消しようし、消しよう滅めつしてしまった。

　エルバがつい出した大声は、バガテル達の耳に届くところとなった。十人ほどの暴漢の群れはあっという間に広場に到とう達たつし、遠巻きにエルバを包囲した。

　すすっとエルバは後退し、崖がけに寄った。ここから飛び降りて助かる可能性はいかばかりか、計算するために。しかし、崖の縁ふちに立って下をのぞき込んだ途と端たん、めまいに襲おそわれた。崖は岩がん盤ばんが露ろ出しゆつしていて、木どころか草の一本も生えていない。数十メートルの落下を遮さえぎるものは何もなかった。

　崖の底はといえば、既すでに日が落ちかけているせいで何も見えない。闇やみがうずくまっているかのようだった。間ま違ちがいなく死ぬ、とエルバは確かく認にんした。この闇の中に飛び込んだが最後、気にしなくてはならないのはただ一点、自分の魂たましいが天国へ行くのか地じ獄ごくへ行くのかという人類普ふ遍へんの謎なぞだけだ。

　バガテルは連れを全員広場の方に待機させ、一人で進み出た。土の地面と巨きよ岩がんとの境目あたりに立ち、エルバと差し向かいになる。

「意外と早い再会だったな。言われた通り、神への祈いのりは済ませたか？」

　バガテルはさも楽しそうに言った。

「まだだ。まだなんで、今から教会に行かせてくれないか」

　エルバは冷静沈ちん着ちやくを装よそおって答えた。

「なあに、神様は案外心が広い。前まえ触ぶれもなく突とつ然ぜんに訪問しても、許してくれるだろうぜ。おまえが天国に行けるんなら、の話だが」

「おまえ……」

　決定的な事態を先延ばしにすべく、エルバは語りかけた。

「参考までに聞きたいんだが、八眼争覇に参加して勝ち抜いて、何を望むんだ」

　問いかけに、バガテルは興味を引かれたようだった。

「ははあん。あの女から、八眼争覇について少しは学んだようだな！」

「あの女」というのがテッキのことなのかブラナのことなのか、判然としなかったが、それはどうでもいいことだ。代わりにエルバは、

「そうだ。おまえにも、魔王に叶かなえて欲しい望みがあるんだろ」

　と言い返した。

「いいだろう。参加者同士だ、教えてやる」

　バガテルは頭をもたげて胸を張り、言い放った。

「俺は魔王の力を手に入れて、ブルティエール裏社会の王になる」

「……そりゃまた、くだらん望みだな」

　思わずエルバは本音を口にしていた。

　この反応をバガテルは予期していたらしく、

「ふん。貴様ごときに、俺の望みはわからんだろうな」

　鼻を鳴らすと、バカにするような態度で言い捨てた。

「わかるかよ」エルバは応じる。「俺は田舎いなか者ものなんでな。マーレボルジュのボスになりたいだなんて気持ちは理解しかねる」

「誰だれがマーレボルジュのボスになると言った……！」

　急にバガテルの声が低くなった。

「俺は、マーレボルジュを叩き潰す。その為ために魔王の力を求めるんだ……！」

「ああ？　んなこと言っていいのか？　奴らも構成員だろうに」

　言いつつエルバはバガテルの後方、十人ほどの暴漢の群れの様子を見やった。彼らはこっちの様子を注視しているが、声までは聞こえていないようだ。

「奴らはなんにも知らないさ。この俺の魔神の力にあこがれて、ほいほいついてきているだけの連中だ──強い奴の下もとにいれば何らかの余よ禄ろくが受けられると思って、な」

　バガテルの言葉は、徐じよ々じよに熱を帯びていった。

「だが、まだ足りねえ。これだけじゃ足りねえんだよ。誰もが従わざるを得ない、絶対的な力が欲しいんだ。そうでなければ意味がねえ。ねえんだよ」

　バガテルがこの望みを叶えようと一心に、強固に願っていることだけは、エルバにもよくわかった。マーレボルジュに個人的な怨えん恨こんでも抱いだいているというのか──そう感じたが、彼の言葉からはそれ以上のことを察することはできなかった。

　他人のことを気にしている場合か。

　バガテルは言葉を切ると、自分を落ち着かせようと、長く息を吐はき出した。

「くだらんことを言っちまったな。……アギ！」

　パートナーの名を呼ぶ。それに応じて、彼の隣となりに小さな竜たつ巻まきが起こった。藍あい色いろをまとった小さな渦うずは、すぐに人の姿として形を成す。

　顔を布で巻いて隠かくした紳しん士しが、そこに立っていた。

「アギ！　さっさとこいつをやっちまうぞ！　円盤レンズを奪うばうんだ！」

　バガテルの命令に応じて、アギは三歩前に進み出た。

　エルバは思わず一歩後じさる──が、そこは巨岩の縁だった。もう一歩先には、死の世界への門がぽっかりと口を開けている。

　その場で踏ふみとどまり、エルバはアギと相対した。

「やるしかないのか……！」

　小さく、自分に言い聞かせる。すぐに真昼のことを思い出す──アギと正面からぶつかってボコボコにされたイヤな記憶を。

　だが、後ろに一歩も引けない以上、前に進むしかない。

　数歩分の距きよ離りを置いて、二人はにらみ合った。

　隙すきはないものか、とエルバはアギを穴があくほどに見つめる。しかし、どのような攻こう撃げきに出ようと、ものの見事に反撃される図しか思いつかない。なにしろ、渾こん身しんのパンチを平気な顔で受け止めるような奴なのだ。

　それでも何か手があるはずだ。エルバは沈ちん黙もくしたまま、脳みそを振り絞しぼり続けていた。

　沈黙は永遠に続くかとも思われたが──

「契けい約やくしたまえ」

　突然、アギが言った。

「……なんだと」

「今この場で、魔ま神じんルナ・ルガと契約しろ──そう言ったのだ」

「おい、アギ──」

　話が違ちがう、とバガテルが声を投げる。しかしアギはバッと手を広げてバガテルを制した。

「色々考えたのですがね。やはり、未契約の相手から円盤を奪うのは、八眼デイアボリツク争覇パーテイの精神に反すると思うのですよ」

「知ったことか！　契約者の命令は絶対じゃねえのか!?」

「むろん絶対ですが、無力の相手を叩たたくのは私の良心が疼うずきます」

　妙みようなことになってきた。二人が反目し合うならつけいる隙があるかもよ、とエルバは期待を抱いた。

「おまえの良心なんか知ったことか！　やる気がねえならそこをどけ、俺がやる」

　バガテルは勢いよく進み出た。腰こしに下げた容器から円盤を一枚取り出すと、

「コンタクト！」

　悪魔召しよう喚かんを行った。塵ちりが彼の周囲に集まると、二本の脚あしで立つ虎とらの姿に成り代わる。

　ワータイガーだった。巨きよ大だいな牙きばと爪つめがまず目を引くが、真に危険なのはその腕わん力りよくだ。前腕による強力な一撃は、クリーンヒットすると人の首の骨を叩き折る。事実上他者を傷つけ、制圧するための悪魔であり、その危険性ゆえに七段級の悪魔としてカテゴライズされている。

　ダメもとと知りつつ、エルバはすぐさま赤い霧きりを放った。

　バガテルも対たい抗こうして藍色の霧を放つ。今度は、霧の中に自らを包み込むように。と、霧はワータイガーの虚きよ体たいへと吸い込まれていった。体色が藍色に染まっていく。

　赤い霧は、虎の表面を撫なでた──が、なにも起きなかった。拘こう束そくすることも強制解放することも敵かなわない。

「クソッ！　やっぱりダメかっ」

　エルバは吐はき捨てた。

「紋様クリプト防御ウオールだ」

　虎の中から、バガテルの声が轟とどろいた。

「霧はこう使うんだよ。こっちに来てもらおうか……！」

　虎はハンマーの先でエルバを引っかけようとした。ハンマー直撃を避さけるべく、エルバは本能的に一歩退いて、──

　一歩退いた先に、地面はなかった。

「な…………!?」

　エルバ、バガテル、アギの三人の声が重なった時には、エルバの身体からだは引力に囚とらわれていた。死の闇やみの中へ、猛もうスピードで落ちていく。

　このまま死ぬのか、とエルバは感じた。途と端たんに脳内で走馬灯が爆ばく発はつし、これまでの人生のあらゆる事がよみがえる。父の無念を晴らすこともできず、この世に何も残すことができず、それどころかこのまま死んでしまったら「大学受験失敗に失望して自殺した」と言われるのではなかろうか、実技で満点を取りつつも筆記で大失敗するという伝説を残したまま。別に自殺するなら首都に来る必要もないだろうに、ブルティエールに来たのは父が遺のこした魔王の瞳のためだ、──

　天てん啓けいが閃ひらめいた。

　契約だ。魔神との契約を交かわすんだ。

　無む我が夢中のうちに、エルバは空に手を伸ばしていた。そしてただ一声叫さけんでいた。

「契約だ！　契約をする……！」

　背中から凄すさまじい勢いで落ちていくエルバには、自分の声もよく聞こえなかった。だが、それでも全力で叫んだ、喉のどを打ち嗄からすほどに。必死に声を張り上げた、天に届けとばかり。

　魔神は、天よりももっと近い場所にいた。

　エルバの全身から赤い霧が放たれた。エルバ自身を中心に、突とつ然ぜん爆ばく弾だんが炸さく裂れつしたかのように。炸裂した霧はすぐに収縮してエルバの背後に張り付く。エルバは背中に両手が押し当てられるのを感じる。見えないにも拘かかわらず、それが手であることがはっきりと感じ取れた。その両手が自由落下中のエルバの身体を一気に押し上げる。ふわりと身体が浮うく。ガクンと急激な負ふ荷かがかかり、一いつ瞬しゆんでエルバの意識が消し飛ぶ。しかしそれは、地面に激突した衝しよう撃げきとはまるで違う。死の淵ふちから逃のがれ出たのか……？　そんな疑問を抱いて、エルバは気絶した。




　次に気がついた時、エルバの視界に入ってきたのは暗い空だった。

　あの世に到とう着ちやくしてしまったのか。エルバは思ったが、すぐにその考えをうち捨てた。空が暗いのは、単に日が落ちたというだけのことだ。夜空には星が輝かがやき、光を放っている。

　後頭部を押さえられているのを感じる。誰だれかの手だ、と気づきエルバはぱっと起きあがった。

　周囲は、森だった。夜闇の中にあって、星のわずかな光に照らし出された木々が、ねじくれた姿を晒さらして立っている。地じ獄ごく絵え図ずと見えなくもない光景は、しかしこの地域一帯でよく見られるものだった。

　もう一度空を見上げる。東側の空の視界は、岸がん壁ぺきによってふさがれていた。たった今、落ちてきたばかりの崖だった。崖のてっぺんは、高すぎて全く見えない。

　ここまできて、エルバは最も大事な疑問を口にした。

「……俺はなんで死んでいないんだ？」

「僕が空中で拾ってあげたからだよ」

　答えは、エルバの背後から飛んできた。

　びくり、とエルバは背後を振ふり返る。

　暗がりの中に一人の人間がいた。体格はエルバと同じくらい、ただし体つきは華きや奢しやだった。女か？　エルバは思ったが、その人物の顔は暗がりの中にあって見えない。唯ゆい一いつわかるのは、そこにいるのはエルバが会ったことのない人物だということだ──男にせよ女にせよ。視線を暗闇の中に突つき通すべく、エルバは目を細める。

　それに気づいて、その人物は暗がりの中から出てきた。

「お礼くらい言ってくれてもいいんじゃないの、君……」

　顔立ちは中性的だった。頭にシルクハットをかぶり、胸むな元もとのはだけた白いシャツを着て、さらにその上にジャケットを重ねている。腰には腰布を巻き、ズボンとシャツの境目を隠していた。

　そして、右目に眼帯をつけていた。

　左目だけを動かして、その人物はエルバを注視した。

　状じよう況きようを鑑かんがみた後、エルバは推論を述べた。

「もしかして──おまえが、赤い魔ま王おうの瞳の魔神なのか」

「察しがいいね」

　エルバの真っ正面に立って、その人物はエルバの目をのぞき込んだ。

「僕の名前はルナ・ルガ。君が契約した赤の魔神さ──お久しぶり」

　そう言って、ルナは目を細め、にっこり笑った。
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「動く気配すら見えませんね」

　テッキは小声で言って、眼前に構えた双そう眼がん鏡きようを下ろした。

　裸ら眼がんにて再度視し認にんする。小さな広場に面しているその教会は、見るからに古びていた。教区の合がつ併ぺいかなにかで、しばらく前に廃はいされたのだろう──おそらくは十年以上前に。にも拘らず、入口は開放されていた。両開きの扉とびらのうち、一方が無くなって開きっぱなしになっていた。もう一方の残っている扉には、バツ印に打ち付けられたとおぼしき板の跡あとがある。何者かが扉を粉ふん砕さいし、出入りを可能としていた。

　しかし、テッキたちが張り込みを開始して以降、そこを通る者は一人としていなかった。

「明かりは見えてるんですけどねえ」

　テッキのすぐ隣となりには、サクラが座っている。屋根裏部屋の窓まど枠わくに張り付き、身体からだを隠かくしながら、教会を見つめていた。

　その外見、年ねん齢れいとは裏腹に、二人はプロの仕事人としての空気、風格をまとっていた。探たん偵てい業を開始したのは一年前だが、それ以前からカナティックの助手として経験を積んでいるし、なによりも二人の間にはお互いに対する信しん頼らいがある。姉し妹まい同然に育ってきた二人にとって、お互たがいは自分から切り離はなせない存在となっていた。右手に万力を持つテッキがサクラを引っぱり、身軽な装よそおいのサクラが万ばん事じにおいてテッキをサポートする。二人の少女が廃屋に潜せん伏ぷくして番外地の一角をうかがっているという光景は不思議なものだったが、二人にとっては必然かつ合理的な行こう為いだった。

　現在も、テッキが廃教会を監かん視しする一方で、サクラは廃教会周囲に気を配っている。ここは東番外地、どんなアクシデントに襲おそわれるとも限らない。誰かが面おも白しろ半分でこの家に火をつけるとか。不意の事態に対処し、折り合いをつけるのが、サクラの役目だ。

　教会の窓の奥にはほのかな明かりがある。ロウソクの光程度ではあるが、誰かが中にいるのは間ま違ちがいない。ただ、教会の大きさと静けさから考えるに、人数は大したこと無さそうだ。

「これが本当に、十人の部下を抱かかえるマーレボルジュの幹部のアジトなんでしょうかね」

　口元を隠して、テッキは品を保ちつつあくびをした。

　拷ごう問もんの結果（万力で顔を撫なでた程度のことを拷問と呼ぶのを、テッキは不本意に思うだろうが）エドは、バガテルの本ほん拠きよ地ちはブルティエール東番外地のとある廃教会だと吐はいた。言われた通りの場所に来てみると、なるほど言われた通り廃教会は存在した。狭せまい街路が入り組んだ区画の奥の奥にあり、身を潜ひそめる場所としてロケーションは最適だった。

　教会の周囲にひしめくように建ち並ぶ建物群は、そのことごとくが無人だった。なので、教会を見張る場所を探し出すのは非常に容易だった。適度に離はなれた位置に建つ廃屋の屋根裏部屋に転がり込み、テッキとサクラは張り込みを開始した。

　しかし、いまだ目的の人物の姿を見いだすことはできずにいた。誰かが根城としているのは間違いないが、それがバガテルなのかどうかは定さだかではない。

　エドが噓うそをついたとは思えない。が、エドの知っている情報がそもそも間違いだった、という可能性はある。エド自身も「噂うわさだが」と前置きした上で、この場所を吐いたのだ。

「どうしますう？」サクラはテッキの顔色を窺うかがいながら言った。「これ以上じっとしていられないんでしたら、いっそ思い切って接近してみても──」

「じっとしていられない？　誰がですか」

　テッキは反問した。

　サクラは笑えみを浮かべながら、テッキが片手に持っている紙かみ袋ぶくろを指さした。

「さっきから、力を入れすぎですよお」

　言われて、初めてテッキは気がついた。手に持っていた紙袋を、知らず知らずのうちにくしゃくしゃに丸めていた。しかも、かなり念入りに。

「ああ……、そうですね……」

　丸まった紙袋を袖そでの中にしまいこみ、代わりに別の紙袋を取り出す。みっしり詰つまったその中身は、ビスク豆だった。一ひと粒つぶつまんで、口の中に放ほうり込む。
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「あっという間に豆を一袋空けちゃうし、焦あせりすぎですよお、テッキ」

「そんなに、私が焦っているように見えますか」

　それは質問というより、確認だった。

　たしかに焦っている。「少々」ではなく「かなり」だ。テッキは自覚していた。なにしろこの件には、自然史博物館の復活というバベルハイズ一族の悲願がかかっている。焦るなという方がどうかしている、と言いたいくらいだ。

　バベルハイズ自然史博物館が閉館に追い込まれた主原因は結局の所、資金不足だった。十年前、祖父が博物館を買い取って以降、政府からの補助金は打ち切られた。自分たちの手で運営資金を調達するのは、困難を極きわめた。四年の間、経営状況はどんどん悪くなっていき、ついには運営をあきらめざるを得なくなった。柱の一人として働いてくれたチェビアト・ナイトロンドの死は、きっかけにすぎない。らくだの背を折る一本の藁わらのようなものだ。博物館の痛手の大きさを考えると、藁などと形容するのはチェビアトに対して失礼極まりないが。少なくともテッキにとっては、一トン級の重しが突とつ然ぜん空から降ってきて踏ふみつぶされたような思いだった。

　自然史博物館を復活させる──それは、テッキの悲願だった。独立戦争時に父とともに戦い、チェビアトとともに生せい還かんしたオリオール・カナティックの教えを乞こうて探たん偵てい業を始めたのも、博物館の運営資金を調達するためだ。悪あく魔まの知識と悪魔召しよう喚かん技術を子供の頃ころから叩たたき込まれてきたテッキにとって、それがもっとも手っ取り早く金を稼かせぐ方法だった。

　フラッシュ・ヴァイスの二つ名をいただくなど、テッキは探偵としてそれなりの成功を収めつつあった。が、世の中はそれほど甘くない。探偵業で稼いだ一年間の収入を分ぶん析せきした結果、開館資金が集まるのはあと三十年後という予測が出た。どうにかして、その期間を数年程度に圧縮できないものか──テッキはサクラと二人で悩なやみ続けていた。

　そんなテッキに救いの手が差し伸のべられたのは、つい一週間前のことだった。




　最初は、カナティックの紹しよう介かいだった。

「今日の夜、博物館に依い頼らい人が行きます。無礼のないようにお迎むかえしてください」

　それ以上、詳くわしいことを言おうとはしなかった。テッキも詳しいことは聞かなかった。カナティックは、「必要以上の情報は極力語らない」というタチの人物だった。ブルティエールの各方面に顔を利きかせ、依頼人をまわしてくれたのだろう──テッキはその程度に考えていた。

　夜、カナティックの言う通り、一台の馬車が博物館にやってきた。テッキは常に、馬車を引く悪魔を観察することにしている。悪魔の格で、中に乗っている人物の格もおおよそのところがわかるからだ。が、この晩、テッキは驚おどろかされる羽目になった。馬車を引いていたのは悪魔ではなく、黒毛の本物の馬だったからだ。本物の馬を飼える金持ちなんて、ブルティエールにだってそうはいない。

　馬車から現れたのは、一人の年ねん齢れい不ふ詳しようの男と、その彼を守る二人の黒服の男だった。彼の姿を見た瞬しゆん間かん、テッキは息を吞のんだ。年齢不詳の男は、ブルティエール最大の犯罪組織、マーレボルジュのボスと噂される男だったからである。

「アンテノラ、と呼んでもらおうか」

　応接間に通された男は、そう自己紹介した。その声は威い圧あつするでもなくドスを利かせるでもなく、事務的なものだった。しかし、その態度が逆に、むやみに触ふれてはいけないような空気を醸かもし出している。大物の威厳を周囲に放っていた。

「このような辺境の地に、なんのご用でしょう？」

　優ゆう雅がな笑みで応対しつつ、テッキは右手の万力で左手の震ふるえを押さえていた。なんのためにマーレボルジュのボスが出向いてきたのか、まったく想像がつかなかったからだ。どこかで組織を怒おこらせるような真似まねをしでかした？　いや、それならもう少し下の方が来るはずだ。警告を与あたえるなら、腕わん力りよくにものを言わせるゴリラみたいな奴やつらで十分である。その線は薄うすい。だがそれではどの線が濃こいのか、と考えてみるとさっぱりわからない。

「君は探偵なのだろう？　とあれば、事件の解決を依頼しに来たに決まっている」

　明快にアンテノラは言った。

「まだ、よくわかりませんね」テッキは慎しん重ちように言葉を選ぶ。「探偵ならばブルティエールに腐くさるほどおりますのに、何故なぜ私を選ばれたのでしょうか？」

「カナティック君からの紹介だよ。少し特とく殊しゆな円盤レンズを操あやつる探偵がいる、と聞いたものでね」

「…………！」

　テッキが言葉を失っている間に、アンテノラは背後に控ひかえた二人のボディガードに合図を送った。すると、二人は応接間から出て行く。

　アンテノラは、二人が出て行った途と端たんに表情を明るくし、上着の内ポケットに手を突つっ込んだ。何を出す気だ、とテッキは全身を緊きん張ちようさせたが、

「……さて、食べるかね？」

　彼が取り出したのは、紙かみ袋ぶくろ一いつ杯ぱいに詰まったビスク豆だった。既すでに殻からは取り払はらわれており、すぐに食べられる状態になっている。予想外の物品の登場にテッキはあっけにとられたが、すぐに席を立って皿を取りに行こうとした。

「あいや、結構」

　アンテノラはテッキを制して座らせ、内ポケットからさらにハンカチを取り出した。テーブルの上に布を広げ、その上で紙袋を横にし、豆を出す。

「威厳が損そこなわれるから、そんなものを食うのはやめろと言われているのだが」

　言いつつ、アンテノラは豆を一粒ひょいと取ってぱくっと食べた。

「だが好きなものは仕方がない」

　またひょいと取ってぱくっと食べた。

「私は子供の頃からビスク豆が大好きだったんだ」

　ひょいぱく。

「大きくなったらビッグな人間になって、毎日朝昼晩、豆ばっかり食べて過ごす身分になりたいと真しん剣けんに思っていたものさ」

　ひょいぱくひょいぱく。

「ある意味、私は夢をかなえたと言っていいだろう。しかし私の周りの人間が、ビスク豆三ざん昧まいを許してはくれないのだ」

　ひょいぱくひょいぱくひょいぱく。

「君はどう思うかね。ブルティエールの闇やみの王とも呼ばれるこの私が、毎日の食事すら思いのままにできないという事実は」

「あー……、難しい問題ですわね」

　どう答えたものか見当もつかなかったので、とりあえずテッキは豆を一粒取って食べた。

「まあいいだろう。愚ぐ痴ちを言いにここに来たわけじゃない。君にお願いしたいことがある」

　ビスク豆を取る手を休め、アンテノラはテッキを見つめた。事務的な雰ふん囲い気きが戻もどってくる。

　少し間をおいてから、アンテノラは言った。

「単刀直入に言おう。君に、人を一人殺して欲しい」

　その言葉は、あまりにも軽く発せられた。メイドに「部屋の掃そう除じをしておいてくれ」と命じるかのように。非常に言い慣れている、という感があった。

　胃が重くなる感覚を覚えつつ、テッキはアンテノラを見つめ返した。

「あなたのような方ですから、重々承知なさっているとは思うのですが、野や暮ぼを承知で言わせて頂きますと──私どもは探偵であって、殺し屋ではありませんよ」

「もちろん、重々承知してはいる。だが君は、これから近いうちに、その種の副業に手を染めなければならなくなる。そうだろう」

「なんのことか、わかりかねるのですが……」

「君は八眼デイアボリツク争覇パーテイの参加者なんだろう？」

　突然出てきた単語に、テッキは動きを止めた。

「……あなた、何者です」

　テッキの問いに、アンテノラは抑よく揚ようのない声で答えた。

「簡単に言うと、過去の八眼争覇に参加し、勝ち抜ぬいた者だ」

　その言葉の意味を、テッキはじっくり考えた。そして、

「ボル！」

　パートナーの名を呼ぶ。と、テッキの袖そでの中から緑色のタコ型魔ま神じんがするりと姿を現した。

「ホッホー！　こいつぁ珍めずらしい客人じゃねえか」

　ぎょろり、とボルは単眼をうごめかせてアンテノラの姿を見た。

「かなり昔、こいつにしてやられた記き憶おくがあるぜ。契けい約やくしていた魔神はアギ・アダだったか」

「久しぶりだな、無形の魔神」

　アンテノラは挨あい拶さつを返した。

　なるほど、とテッキは納なつ得とくした。

　マーレボルジュの頂点に君臨する者の名は、常に「アンテノラ」であり続けた。五十年以上も前から。マーレボルジュのボスはその名を襲しゆう名めいしなければならない、という奇き妙みような噂うわさがあるほどだ。テッキはその噂が噓うそであることを理解した。襲名制でもなんでもない。アンテノラ氏はアンテノラ氏、五十年以上前から同一人物だったのだ。

「……魔王に、永遠の命を与あたえられたというのですか」

「正確には、永遠の若さというところかな」

　アンテノラは得意そうに言った。

「私が逃のがれることができたのは、老いの恐きよう怖ふだけだ。不死身じゃあない。手首をナイフで切れば血も出るし、止血しなければあの世行きだ。流行はやり病もかなりまずい。悪魔そのものにならない限り、永遠の命は手に入らないのだろう」

「そうですか」テッキは椅子いすに深く座り直した。「八眼争覇の勝者だなんて、初めてお会いしました。どこかにいるのだろうとは思っていましたが」

「そうだろう」アンテノラは短く答えた。

「しかし、なおさらわからなくなって参りましたね。そのような方が、何故なぜ私のところにいらっしゃったんです」

「実は、アギ・アダに命を狙ねらわれている」

　アンテノラは腹の前で指を組んだ。

「正しくは、剛ごう力りきの魔神を召しよう喚かんした男に。はっきり言って、魔神に命を狙われたら打つ手無しだ。マーレボルジュのすべての力を結集すれば、あるいは勝てるかもしれないが──そんなことをすれば、私の組織は壊かい滅めつ的な打だ撃げきを受け、二度と立ち直れなくなるだろう」

「それはちょっくら買いかぶりすぎじゃねえのか？」ボルが口を挟はさんだ。「ま、評価してくれるのはありがたいこったがな。ゲハハ！」

　ちらり、とテッキはボルを見た。各魔神の力はほぼ拮きつ抗こうしていると考えていい。アンテノラのアギに対する評価は、ボルにも当てはまる、ということだ。ボル単体でマーレボルジュを叩たたき潰つぶすことができるだろうか、と問われれば、テッキとしては首をかしげざるを得ない。

「おっと」ボルはくるりと振ふり返った。「おまえ今、俺一人でマーレボルジュを叩き潰すのはムリだと思ったろ」

「いえ、別に」

　テッキは噓をついた。どうやら気づかぬうちに、本当に首をかしげていたらしい。

「魔神の力に対たい抗こうするには、魔神の力を使うしかない。だから、君に依い頼らいしに来た。もちろん、殺人は殺し屋に頼たのむのが筋だとわかってはいるが、──」

「あなたの部下では、力不足ということですか」

「そういうことだ」アンテノラは笑った。「必ず殺せ、とは言わない。奴やつから円盤レンズを奪うばい取るだけでいい。奴を八眼争覇から脱だつ落らくさせてくれ。そうしてくれれば、後始末はこっちでする」

「私は魚を釣つり、あなたがさばく、ということですか」

「ま、別に君がさばいて料理までしてくれてもかまわないのだがね。悪い話ではないだろう？　もちろん、報ほう酬しゆうも用意させて頂く」

「まさか、ビスク豆一年分とか言わないでしょうね」

「君が望むなら用意させて頂くが」

　一いつ瞬しゆん、アンテノラの雰囲気がフレンドリーなものに戻った。

「本当の君の望みは、そんなことではないだろう」

　そんなことを望むのはあんただけだ、と内心で突っ込みを入れつつ、テッキは営業スマイルを浮かべた。

「私の望みを叶かなえて下さる、というのですか？」

「そう。君は、この博物館を復活させるために探偵業で金を稼かせいでいる──カナティックからそう聞いている。そうだね？」

「カナティックとは仲がいいのですね」

「彼は優ゆう秀しゆうな探偵だよ。……私の依頼を君がやり通してくれたら、私はバベルハイズ自然史博物館に寄付をしようと思うのさ。額は、──」

　アンテノラはメモに金額を書き付け、テッキに見せつけた。

　テッキは目を丸くした。それは、自然史博物館の開館準備期間を大おお幅はばに圧縮しうる額だった。

　言葉を失ったテッキに、アンテノラはなおも語りかける。

「心配することはない。マーレボルジュは、まっとうな企き業ぎようも抱かかえている。そこから文化施し設せつに寄付を行うという形にしよう。金の出所に関して、君が心配する必要はない。それに、博物館の経営や内容についてこっちから口を出す気もない。……というところで、どうかね」

「ずいぶん、気前のいい話のように思えますね」

　あまりにも条件が良すぎる。その上契約相手がマーレボルジュときては警けい戒かいせざるを得ない。テッキはためらわずにはいられなかった。

「そうかね？　私自身の命と立場、両者の対価としては適当だと思うのだが。それに寄付という奴は税金対策に有効でね」

「……あなたの口から『税金対策』なんて言葉が出てくるとは、意外ですね」

　あきれ気味にテッキは言った。

「我々の本質は商売人だよ。法令遵じゆん守しゆがモットーだ。ま、半分以上は法令の届かない場所に足を突つっ込んでいるが。……君の心配は杞き憂ゆうだと請うけ合おう。個人的にはこの金を全額ビスク豆につぎ込みたいところだが、それはさすがに免めん税ぜい対象にはできないからな」

「ビスク豆に投機するおつもりですか」

「いや、自分で食べる用に」

　ごく当たり前のことのようにアンテノラは言った。

　ブルティエールの闇やみの組織をパトロンとする。どこからどう見ても、危険な取引だ。しかし、リスクを気にしていたら何もできないというのも事実。このような好条件の提示が今後舞まい込んでくるとはとても思えない。そもそも、探偵業を始める時、悪あく魔まに魂たましいを売ってでも博物館を復活させると誓ちかったのではなかったのか。

　テッキは悩なやみに悩んだ末に、アンテノラの申し出を受け入れることにした。




　正しい判断だったのだろうか、とテッキは迷い続けている。張り込みを続けるこの瞬間も、である。だが、既すでに契けい約やくは為なされた。今いま更さら取り消すことなどかなわない。一度この道を選んだ以上、あとはひたすらに突っ走るしかない。

　今、テッキの手元には、ビスク豆の詰つまった紙かみ袋ぶくろがある。契約成立の手付け金として、アンテノラが置いていったものだ。一ひと粒つぶ取り出し、テッキは口の中に入れた。悪の組織の首領の豆嗜し好こうには辟へき易えきさせられたが、いいこともある。たとえ今日の張り込みが徹てつ夜やになったとしても、少なくとも空腹に悩まされることはない。

「焦あせることはない。わかっているのですけれど、──」

　ぽつりと呟つぶやいた時、テッキの袖そでから触しよく手しゆが一本ずるりと滑すべり出した。

「ヒマー」触手だけをにょろにょろと動かしながら、ボルが言った。「暇ひまだからよおー、触手プレイでもして遊ばねえかあ～？」

「しょ……！」一瞬テッキは度を失った。「黙だまりなさい！　このエロダコ！」

　小さい、しかし激しい調子の声で言い、触手を袖の中に押さえ込もうとする。しかしボルはその手にうまいことからみつき、抵てい抗こうした。

「いつもみてえにー、遊んでくれよーぅ」

「ちょ、な……！　まるでワタクシがいつも触手プレイで遊んでいるような言い方はお止やめなさい！　万力で挟んで引きちぎってタコの刺さし身みにしますよ!?」

「タコ呼ばわりはやめろって言ってんだろおがよぉーッ」

「タコをタコと呼んで何が悪いのですか！」

「テッキ、……！」

　不意にサクラが鋭するどい声を投げた。

　すぐさまテッキは双そう眼がん鏡きようを構え、教会入口に視線を貼はり付けた。ボルも黙ってテッキの袖の中に引っ込む。

　動きが起きていた。三人ほどの男達が駆かけ寄ってきたかと思うと、教会内に飛び込んだ。人の怒ど声せいらしい音が聞こえる。もめ事か、とも思えたが、そうではなかった。

　少しして、教会の中からわらわらと人が出てくる。全部で五人、意外な大所帯だった。その中にバガテルの姿はない──が、その代わりに、丸まる坊ぼう主ずの大男がいた。

「どこかで見たことのある方ですね」

　テッキは小さく笑った。

　総勢八名となった一行は、三人が来た方向へと戻もどっていった。一同の姿が完全に消えてから、テッキは双眼鏡を下ろし、袖の中にしまった。

「教会、空になりましたか？　明かりはついたままみたいですが……」

　人の気配は無くなったように思えたが、教会内から漏もれる光は相変わらず灯ともり続けていた。

「ロウソクがつけっぱなしだったら大変ですよお。今すぐ行って、灯ひを消さなくちゃ」

　サクラは大だい胆たんな提言をした。

　テッキは頷うなずき返し、ビスク豆の袋を手早く片づけた。

「チェッ。触手プレイはお預けかよ」

　袖の中から、ボルの残念そうな声が漏れた。

「永遠にありえません」

　テッキは凄すさまじく不ふ機き嫌げんな声で答えた。







「俺はな」エルバは言った。「魔神と言うからには、もっとおどろおどろしい奴とか、見た目にものすごい怖こわい奴とかを想像していたわけよ。事実、アギは不気味なファッションをしているし、ボルは異形のバケモノと呼ぶにふさわしい」

「へえ、もうアギとボルに会ってるんだ！」

　昔の友人の名を呼ぶかのように、ルナは声を上げた。

「うるせえ！　俺が話しているんだ、黙ってろ」エルバは怒鳴りつけた。「俺には、この世において存在を許せないものが三つある。部屋にかかる蜘蛛くもの巣と、夏の蚊かと、男か女かわからないような男だ。魔神のくせに、全然強そうに見えないじゃないか」

「魔神に性別は関係ないよ。まあ、僕はどちらかと言うと男よりだと思うけど……」

　翼つばさのように両手を広げ、魔神はその場で一回転してみせた。お子様のような仕草である。

　エルバは頭を抱えた。

「クソッ。俺はこんな奴やつと組まなきゃならねえってのか」

「心外なことを言うなあ。僕だって魔神の端はしくれですよ？」

「端くれだって自覚はあるのかこの野や郎ろう」

　エルバは言い立てた。言い立てずにはいられなかった。見た目がヘロいのはむろんのこと、やたら脳天気な態度も鼻につく。今は緊きん急きゆう時だというのに、──

「命の恩人を悪あし様にののしるのはどうかと思うけどなあ」

「命の恩人だあ？　それは、──」

「君が助かったのは、赤い霧きりのおかげだよ」

　それを言われると、エルバも黙らざるを得なかった。数十メートルの死のダイブから生せい還かんしたのは、彼のおかげだ。それは覆くつがえしようのない事実である。

「いやあ、久しぶりにこの世に出てきてみたら、フリーフォールの真っ最中でびっくりしたよ。これまで何度も契約を交かわしてきたけど、こんな衝しよう撃げき的なシチュエーションは初めてだ」

「そりゃそうだろうな。ところで、久しぶりとはどういうことだ」

「君は、チェビアト・ナイトロンドの息子むすこだろう？」

　ルナは唐とう突とつに真しん剣けんな表情を見せた。

「顔を見た瞬しゆん間かんに、すぐわかった」

「その通りだ。誰だれからもそう言われる」

　エルバが答えると、ルナは笑え顔がおを見せた。

「だったら、僕たちは一度だけ会ったことがある。君は、チェビアトの死に目に立ち会っていただろう」

「あ、──」

　気がついた。父のそばにひざまずき、何か言葉を交わしていた人物。それこそ、今目の前に立っているこの魔ま神じんだ──エルバは本能的に直感した。

「──そうか。おまえが、あの時の──!?」

「その通り。僕はあのあと強制解放されたから、会ったのは一瞬だけだったけどね。でも、君が顔に傷を負って、血を流していたことは覚えている」

　ルナはエルバの顔の傷を撫なでようとした。しかし、エルバはその手を払はらいのけた。

「人の顔に勝手に触さわるな」

「ちょっとくらいいいじゃないの。減るものじゃなし」

「こっちの神経がすり減る」

　ニコニコとしているルナの顔を見て、逆にエルバの心は沈しずんでいった。父さんはこんな奴と組まされて八眼デイアボリツク争覇パーテイを戦うハメになったのか。同情せざるを得ない。

　いや待てよ。サクラは「チェビアトは八眼争覇を勝ち抜ぬいていった」と言っていた。ということはこいつはひょっとして、見た目に反し意外と強いのか？

　なんにせよ、今いま更さら円盤レンズを交こう換かんすることも魔神を取り替かえることもできやしない。契約とはそういうものである。とあれば、文句を言っても仕方がない。こいつが強い魔神であることを祈いのるしかない。エルバは気持ちを切り替えることにした。

「いやはや、二回続けてバベルハイズ一族以外の人間と契約することになるとはね。……そういや君、バベルハイズの一族って知っているかい？　彼らがどうなっているのか知りたいんだけど、──」

「知っている」エルバは内心のいらつきを努めて抑おさえた。「だが、世間話はあと回しだ。俺は今、大ピンチの真っ最中だ」

「そうなの？」

「好きこのんで俺が崖がけから飛び降りたとでも思うのか？」

「そうなんじゃないの？」

　エルバは思わず手で顔を覆おおった。どうやら、召しよう喚かんされる以前のことはまったくわかっていないらしい。

「アギと契けい約やくしている奴に突つき落とされたんだよ」

「あら」急にルナの顔が引き締しまった。「契約前の人間を襲おそうとは、卑ひ劣れつ極きわまりない」

「奴らは今、上にいる」エルバは頭上、崖の上を指さした。「とりあえず、ここから急いで立ち去る必要がある。もしかしたら、俺が死なずに済んだことを感づいているかもしれない」

「そうだろうね。僕も具現化した途と端たんにアギの視線を感じたし」

　ルナは腕うで組ぐみすると、首をねじってエルバを見た。

「じゃあ急ごう。君、足の速い悪魔は持っているか？」

「ユニコーンがある」

　エルバはホルダーからユニコーンの円盤を取り出した。

「オーケー。僕を背中に乗せて頂ちよう戴だい」

「いいけどよ」

　言いつつ、エルバは馬を召喚した。

「魔神様なんだから、すごい速度で空を飛ぶとかできないのかよ」

「できなくはないけど。ひどく疲つかれる上に、ひどく人目を惹ひく。目立つのは嫌いやだ」

　言いながら、ルナは馬の背中にまたがった。女みたいに横向きに座ったら振ふり落としてやる、とエルバは思っていたのだが、それは未然に終わった。

「魔王様といい、あんたらは本当に世間体ていが気になるんだな」

　エルバは地を蹴けり、走り始めた。姿勢を低くして、暗い森の中を駆かけていく。

「紋様クリプト防御ウオールをしておこう」

　騎き乗じよう中のルナは、自分の周囲に赤い霧を発生させた。赤い霧はすぐに馬に吸い込まれていき、身体からだを赤白のまだら模様に染め上げた。

「これは具体的にどんな効用があるんだ？」

　ワータイガーの身体が藍あい色いろに染まったことを思い出し、エルバは言った。

「君は、紋様クリプト解析アナライズの力を操あやつることはできていたようだね。未契約の段階でも」

「覚えているのか」

「そこはかとなく。……円盤状態の僕たちは、長い眠ねむりについているようなものだ。でも、自分の力が何らかの形で引き出されていることは、なんとなくわかった。……でも、君は原理までは理解していないようだね」

「まあな」エルバは認めた。「そもそも、この円盤の来歴を知ったのはついさっきだ」

「ふうん。……円盤に描えがかれている紋様クリプトが、円盤ごとにユニークなのは知っているだろ？　あれは、単に悪魔同士を見分けるためだけのものじゃない。悪魔の身体を構成している塵ちりの組み合わせパターンをデジタル情報で表示しているんだ。よーく見たら、紋様は複数の縦線によって構成されているのがわかるだろう。その線一本一本が八ビットの情報となっていて、──」

「待て」エルバは制止した。「『デジタル情報』とか『八ビット』ってなんのことだ」

　聞いたこともない単語だった。

「あ、ごめん。大昔の言葉を使っちゃったね」ルナは謝った。「簡単に言うと、僕たち魔神は、紋様を読むことができるんだ。相手の悪魔の虚きよ体たいに触ふれて、塵の構造パターンを感じることによって。それを紋様解析と呼んでいる。塵の構築パターンがわかりさえすれば、それを崩ほう壊かいさせるのもお手の物、というわけさ」

「なるほどな。おまえが魔神だってことが信じられるようになってきた」

　エルバは真剣に感心した。

「じゃあ、魔神の円盤に紋様がないってのはどういうことだ」

「魔神にも塵の構築パターンは存在する。ただ、同時に複数のパターンを使用することで、そう簡単に読めないようにしているんだ。君の身体に施ほどこした処置は、そういうことさ」

　ルナは、馬の身体に塗ぬられたまだら模様を撫でた。

「別のパターンを組み込むことで、紋様解析をやりにくくする。あくまでやりにくくすると言うだけで、時間をかければ読めちゃうんだけどね」

　二人の行く道はやがて木がまばらになり、徐じよ々じよに視界が開けてきた。森を抜け、道は畑の間を走る農業道路に変わる。ゆるやかな下り坂のはるか先には、夜の輝かがやきを放つブルティエールの町並みが見えはじめた。







「ルナが召喚されるのを感じました。おそらく、彼は何事もなく着地できたでしょう」

　崖の向こうの深しん淵えんをのぞき込みながら、アギは語った。

　深淵は完全な闇やみで満たされており、全く何も見えない。だが、アギの言葉は自信に満ちあふれており、バガテルもそれを疑う気はなかった。

「おまえがあいつをやっておけば、こんな面めん倒どうなことにはならなかったものを……！」

「申し訳ありません」アギは頭を下げた。「しかし、こればかりはどうしようもありませんのでね。魔王は最強の名に値あたいする者を求めているのですから」

「…………いい！　過ぎたことを言い立てても仕方がねえ」

　吐はき捨て、バガテルは巨きよ岩がんから降りた。待たせている部下達に、指示を出す。

「三人ごとに分かれて、あいつを見つけろ！　俺の前に引きずり出せ！」

「わかりやした」部下のうち一人が代表して返答する。「でも、俺たちだけじゃ見つけられるかわかりませんぜ」

「マービンたちがいるだろ！　教会に行って、マービンたちを駆り出してこい！　行け！」

　バガテルの号令で、部下達は駆けだしていった。その後ろ姿を見送ってから、バガテルはアギに質問する。

「おまえ、ここから飛び降りることはできるか？」

「私は問題ありませんが、あなたを下で拾うのは無理でしょうな」

「なんでだ。あいつはここから落ちて無事なんだろ」

「ルナ・ルガだからこそ、そんな芸当ができたのですよ」

　アギははっきりと答えた。バガテルは口元をひん曲げたが、

「……仕方ねえ。俺たちも回り込むしかねえようだな」

　妥だ協きようし、部下達の後を追って駆けだした。







「ところで、どこに向かっているの」

　背に乗ったルナは、馬──エルバに問いかけた。

「とりあえず、テッキと合流する。あいつはバガテルの本ほん拠きよ地ちの偵てい察さつに出ているはず──」

「テッキ!?」

　エルバに最後まで言わせず、ルナは叫さけんだ。

「テッキって言うと、アルテキア・バベルハイズかい!?」

「テッキなんて名前の女、俺はあいつ以外に知らないと言い切れる」

「そうか、テッキちゃん、生きていたんだね。……それは、本当に良かった」

　ルナの言葉には、心からの安あん堵どの響ひびきがあった。

「六年前の時は、テッキが人ひと質じちに取られた──とか言っていたな」

　博物館で聞いた話を思い出しつつ、エルバは言った。

「そうなんだ。てっきり、殺されたものと思っていたよ。生きて再び会えるとは、……」

　ルナの言葉が途と切ぎれた。あまりのうれしさに言葉が出てこない、という風だ。

「……テッキちゃん、今はどうしてるんだい？」

「ボル・ボルとかいう魔ま神じんと契約して、八眼デイアボリツク争覇パーテイに参加している」

「ボルと？……ふうん、そうか。結局のところ彼女も、バベルハイズ一族の宿命からは逃のがれられないのか」

　悲しげな顔をルナは見せた。

「妙みように人間くさい物言いをするな」

　エルバが言葉をぶつけると、ルナは肩かたをすくめた。

「チェビアトは、テッキちゃんをバベルハイズ一族の宿命から解放するために戦っていた。あいつの一いつ生しよう懸けん命めいな姿を見ていれば、こっちだってあいつの夢を叶かなえてやりたいという気にもなるさ」

「人の父親をあいつ呼ばわりしたのはおくとして」エルバは言った。「宿命から解放するってのは、魔王を復活できないようにするってことだぞ。魔王の子供であるおまえが、そんなことに荷か担たんしていいのか」

「それは別に関係ないよ。第一に、魔王は強い精神と肉体の持ち主を探しているのであって、思想調査をしているわけじゃない。もしそうだとすれば、バベルハイズの一族は最初から八眼争覇に参加できてないよ。第二に、たとえ魔神といえども、召しよう喚かん主の命令は従うべきものだ。普ふ通つうの悪魔ほどに縛しばりは厳しくないけれど」

「そういうものか。……テッキは、自分から進んで宿命を背負おうとしているように見えるぜ」

「皮肉な話だね。彼女は責任感の強い子だった。まあ、宿命を背負えるほどの強い子になったというのなら、それはそれで喜ぶべきことかもしれないけれど」

　そう聞いて、エルバの心にふとある疑問がわいた。

「なあ。昔のテッキって、どんな子だったんだ」

　少し間を置いてから、ルナは答えた。

「泣き虫だったよ」

　エルバは脚あしをもつれさせて転てん倒とうした。

「ギャアァァ──ッ!!」

　ルナは豪ごう快かいに路上に投げ出された。肩かた口ぐちから地面に激げき突とつして、勢いよく数回転する。

「突然なにをするかな、君は！」

　すぐさまルナは立ち上がった。が、エルバの方はなかなか立ち上がれずにいた。「やれやれ」と頭かぶりを振ふりながら道を戻もどり、ユニコーンを助け起こす。

「悪かった」エルバは謝った。「衝しよう撃げき的な言葉を聞いたもので、つい」

「……？　ま、いいけどさ。ぐずぐずしてると追いつかれるよ」

　後方を確かめながら、ルナは馬に乗り直した。背に乗る重みを確かく認にんして、エルバは走り始める。

「もう少し詳くわしく教えてくれ」

「テッキちゃん、お化けが怖こわくてね。夜一人でトイレに行けないからって、僕がよくついていってあげたものさ。僕は限りなくお化けに近い存在だと思うんだけど。あの子、笑った顔がかわいくてね。他ほかにも、──」

　テッキのかわいらしさを褒ほめ称たたえるルナの言葉は、止とどまるところを知らなかった。

「特に、チェビアトにはよくなついていたよ。『おとなになったらおよめさんになる』と言っていたものさ。天使ってのは、あの子みたいな存在を言うんだろうね。あの子は本当に純真で、無む垢くだった。それに、──」

　エルバはただひたすらに聞き入っていた。聞けば聞くほど、確信が無くなっていったからだ──エルバの頭にある「テッキ」とルナの頭にある「テッキ」が同一人物なのかどうか。

「──というわけ」やっとルナは言い終えた。「あれから六年ってことは、テッキちゃんも十八歳か。どんな美少女に成長しているか、心の底から楽しみだ。君はもう会っているんだろ？」

「……う……」

　エルバはうめいた。初めて、この魔神に同情を覚えた。

「どうしたの」

　ルナはエルバの様子に気づいた。

「んー、いや、──」

　さんざん迷ったあげく、エルバは控ひかえめに事実を述べた。

「人ひと質じち事件の時に、右手首から先を失ったそうだ。だが、今のあいつは、たしかに美少女だと言い切れる」

　どちらも事実だ。しかし、それに付ふ随ずいする二、三の事実をこの場で語ることはできなかった。

「右手首を？……そうか」

　ルナは動どう揺ようを隠かくそうとしなかった。が、すぐに気を取り直した声を発する。

「でも、死んではいなかったんだね。本当に良かった。早く会いたいねえ」

「たしかに、生きているということは素す晴ばらしいことだ」

　エルバも同感だった。が、一言付け加えずにはいられなかった。

「ただ、世の中には死よりもなお悪い運命がある──というか、……」

「言いたいことがあるならはっきり言ったらどうなのさ」

　ルナは馬の腹を軽く蹴けった。

「蹴るな！　またさっきみたいに振り落とすぞこの野や郎ろう！」

「君は本当に短気だなあ。チェビアトとは大おお違ちがいだね。というか、スピード落ちてるよ」

　指し摘てきの通り、馬の速度は明らかに落ちていた。先ほど転倒した際に受けた逆バツク流ワードダメージがエルバの手足に響き、全力で走ることができなかった。

「うるせえなあ畜ちく生しよう。ちょっと休ませてくれ」

　エルバは立ち止まってその場にかがみ込んだ。やれやれ、という顔をしながらルナは下馬する。背中が軽くなった途と端たん、エルバは悪あく魔まを解放した。

「くう～……」

　両りよう腕うでを前に差し出し、痛みの具合を確かめる。両手首を捻ねん挫ざしたような感覚があった。実際に捻挫しているわけではないので、ユニコーンになって走り続けることは可能だろうが、かなりの苦行になることだろう。足首も同様の状態である。

　エルバはぐるりと周囲を見み渡わたした。家屋が密集しているところを見ると、既すでにブルティエール東番外地に入ってはいるようだ。

「まあ、いいさ。ここまで来れば、馬で行くのも歩いていくのも同じだろ」

　東番外地の入り組んだ街路を考えれば、大した速度は出せない。むしろ身体からだを小さくして、追っ手に見つからないようにした方がいいだろう。エルバはそう判断したが、──

「……いたぞ！　じっとしてやがれこの野郎ッ」

　二人の背後からの怒ど声せい。

　三さん匹びきの地を這はう四足獣じゆうが、エルバたちめがけてまっしぐらに突つっ込んできていた。

「あーあ追いつかれてしまったね、こりゃ」

　他人ひと事ごとのようにルナは評した。

　茶色く、細長く、小刻みな歩ほ幅はばで迫せまり来る三匹は、ドースバジリスクと呼ばれる悪魔だった。端たん的てきに言うならば、巨きよ大だいなトカゲにごついウロコを生やしたような姿をしている。その低い姿勢ゆえ細い隙すき間まに入り込むことが得意で、災害救助の現場で使し役えきされることもままある。初段級の悪魔ながら爪つめは鋭するどくすばしっこく、三匹まとめてかかってこられるとかなり面めん倒どうだ。

　三匹は広く展開して、遠巻きに二人を取り囲んだ。シャー、と威い嚇かく音を発すると、口の中に鋭い牙きばがかいま見えた。

　不幸中の幸いは、それ以上の後続が姿を現す気配がないということだが。俺たちを捕つかまえるために手分けしたんだろうな、とエルバは感じた。奴やつらにとって東番外地は庭みたいなものなのだろう。アジトを置いているくらいだし。そう考えると、ここに飛び込んだのはまずい判断だったかもしれない。

「くそッ！」

　咄とつ嗟さにエルバは赤い霧きりをバジリスクたちに放った。普ふ段だんであれば、バジリスクたちの動きを押さえ込むことができるはずだった──が、赤い霧の中を突っ切って、バジリスクたちは飛びかかってきた。

　すぐ目の前、バジリスクの牙でのど笛を嚙かみ裂かれる寸前になって、エルバは気づく。三匹とも、体表が藍あい色いろのまだら模様になっていた。契けい約やく主以外の召しよう喚かんした悪魔にも紋様クリプト防御ウオールを組み込むのは可能らしい、と心の中の冷静な部分が得心する。一方で反射神経は自分の喉のどを守ろうと手をかざす。バジリスクはそんなことお構いなしに頭から飛び込んできて、致ち命めい的な一いち撃げきを加えようとする──

「エルバ！」

　寸前、ルナが割り込んだ。肩口からのタックルをかまして、空飛ぶバジリスクの軌き道どうをねじ曲げる。続けざまに襲おそいかかる二匹目、三匹目も手刀と蹴りとで押しのける。息いきつく暇ひまもなく後退して、背中でエルバを押し下げる。

「なにぼーっとしてんの！」

　バジリスクに視線を固定したまま、ルナはエルバに警告を投げつけた。

「うるせえ！　霧が効かない相手には慣れてないんだよ！」

　エルバはあくまでけんか腰ごしに応じる。

「ないのか、おまえにも。アギが持ってた、斧おのみたいな得物は」

「塵器ストライカーか！　すっかり忘れていた」

　ルナは一歩横にずれて、バジリスクとエルバとを同時に視界に収める位置に立った。

「武器があるならさっさと使え！」

　叫さけびつつ、エルバはルナの姿をざっと眺ながめた。どこから武器を取り出すというのか？　赤の魔神は丸腰だった。塵の中から武器を取り出すんだろうか、と適当な予想をする。眼帯の下から何かを引っ張り出したら面おも白しろいんだが──

　ぽん、とルナはエルバの肩かたに左手を置いた。

「ちょっとビックリすると思うけど、じっとしていて。全然痛くないから」

　そう言って、ルナは予想外の行こう為いに出た。

　右手で手刀を形作ると、まっすぐに突き込み、エルバの胸むな板いたを貫つらぬいたのだ。







「おまえら！　出番だ出番！」

　廃はい教会に飛び込んできた三人の男は、礼拝堂の隅すみにまで届けとばかり声を張りあげた。

　応じて、礼拝堂の壁かべにもたれていた者、座席に寝ね転ころんでいた者たちがだるそうに身を起こす。その数は全部で五人。

「見つかったんだよ、例の野郎が！」

「フハハハ！　やっと出番か！」

　入口に一番近い場所にいたのは、丸まる坊ぼう主ずの大男、マービンだった。

　その他の面々も、短い言葉だけでおおよそのことを理解した。

　彼らのボス、バガテルがある青年に異常な執しゆう着ちやくを見せているという事実は、部下達の間にあっという間に広まっていた。バガテルが何故なぜ執着するのか、部下達は誰だれ一人理由を知らない。だが、彼らにとっては別にどうでもいいことだった。大切なのは、「あの野郎をぶちのめすのに多大な貢こう献けんをした奴には、褒ほう美びをくれてやる」とバガテルが宣言した、その事実だ。

「急げ急げ！　あの野郎、この辺に来ているらしいんだよ」

　急せかされて、五人全員がきびきびと動き始める。それぞれの得物を手に取り、ある者はホルダー内の円盤レンズを確かく認にんする。五分後には、全員が廃教会を発たっていた。

　三人の男の先導の下もと、マービンたちはすっかり暗くなった東番外地の町中を駆かけていく。が、少し行ったところでリカルドという男が首をねじって背後を見た。

「ところで、誰か教会の明かりを消してきたか？」

「知らんな！」マービンは胸を張って答えた。「誰か消したか？」

　誰一人として返事をしなかった。

「全員、止まれ！」

　突とつ然ぜんリカルドが号令をかけた。全員が止まったところで、教会にいた五人に声をかける。

「誰か、灯ひを消しに行ってこい」

「別にそんなこと、どうでもいいではないか」

　マービンは言ったが、リカルドは首を振ふった。

「まかり間ま違ちがって火事でも起こしたら、俺たちがバガテルさんに殺される」リカルドは一人を指さし、「ルチオ、ちょっと行ってこい。俺たちはここで待っている」

　指名されたルチオは、すぐに来た道を引き返した。

　現在位置から教会までは、走れば二、三分の距きよ離りであるはずだった。が、五分たっても十分たっても、ルチオは戻もどってこなかった。

「おかしいな？　なにかあったのか？」

「フン」マービンがリカルドに問う。「あいつは、灯を消すだけのこともできない奴なのか？」

「そんなバカな。なにかトラブルがあったのかもしれん。すぐそこだ、一いつ旦たん引き返すぞ」

　というわけで、七人は来た道を戻り、教会に引き返した。リカルドの懸け念ねんに反し、教会は燃えていなかった。それどころか、教会内の灯は消えており、真っ暗である。

「ルチオの野や郎ろう、どこに行きやがったんだ……？」

「ほっとけばいいだろう。この通り、灯は消えているんだし」

　マービンはそう言うが、リカルドはどうしても気になった。

「ちょっとだけ見ていく」

　そう言って、教会内に一人で踏ふみ込んでいく。

　灯が消え、真っ暗になった礼拝堂の中を、リカルドは慎しん重ちような足取りで進んでいく。と、ある地点で何か柔やわらかいものを踏んづけた。

「…………！」

　すぐさまその場にしゃがみ込み、踏んづけたものの正体を確認する。

　ルチオだった。踏まれたことにまったく反応しなかったのは、既すでに気絶していたためらしい。顔面に、鈍どん器きで殴なぐられたような跡あとがある。

　リカルドは耳を澄すませた──暗くら闇やみの中、妙みような音がする。空っぽのはずの教会内に、何者かがいる。

「誰だ!?」

　礼拝堂の隅、暗闇の中へ向けて怒声を浴びせる。

　反応は何もない。よどんだような沈ちん黙もくが舞まい降りる。

　奇き妙みようなにらみ合いが始まった。闇の中には何も見えないが、誰かが息を潜ひそめてそこに隠かくれているのは確実だった。誰かがリカルドを凝ぎよう視ししている。

　しかし、どれだけ待っても動きはない。

「埒らちがあかねえ」

　リカルドは講こう壇だんに歩み寄った。ポケットからマッチ箱を取り出し、八はつ叉さの燭しよく台だい──ブルティエール燭台と呼ばれる物だ──の一番上のロウソクに火をつける。

　燭台を掲かかげ、礼拝堂の隅に明かりを行き渡わたらせる。浮うかび上がったのは、二つの人ひと影かげだった。

　驚おどろいたことに、二人とも少女だった。

「……チッ」

　前に立っている方の少女が、舌打ちをしながら立ち上がった。

「見つかってしまいましたね。あなた方、戻ってくるのが早すぎませんこと？」

　こそ泥どろの類たぐいだろう、とリカルドは思っていた。それだけに、少女の妙に堂々とした態度は予想外のものだった。

「おいおい、お嬢じようさん方」リカルドが進み出た。「人の家に勝手に潜もぐり込んでおいて、その言いぐさはねえだろう」

　そう言いつつ、少女の顔を持ち上げようとする。しかし少女の左手が素す早ばやく伸のびて、リカルドの手を打ち払はらう。

「汚きたない手で触さわらないで頂けます？」

　リカルドは自分の手を見た。打たれた場所が、赤く腫はれている。この程度の痛みなんともねえぜ、とばかり余よ裕ゆうの笑えみを見せる。が、

「ざけんなあ！」

　急激に態度を変化させ、今度は握にぎった拳こぶしを少女に叩たたきつけようとした。

「サクラ、下がって！」

　後背の少女にそう叫びつつ、自身はくるりと舞って拳を回かい避ひした。そのまま一回転して身体からだをひねり、遠投でもするかのようなフォームで反はん撃げきに出る。

　やる気かよ、と驚いたリカルドは、大きく後方に飛んだ。少女の攻こう撃げきは空を切る。

　こんなところで時間を取られるわけにはいかない。

　女相手に悪あく魔まを召しよう喚かんするのも大人げない。リカルドは燭台を講壇に戻し、素手で少女を捕らえにかかった。

　それは決定的な判断ミスだった。

　少女は姿勢を低くし、リカルドの腹部目がけパンチを繰くり出す。なかなか腰が入っているな、とリカルドは軽く構えていた。所しよ詮せんは女の腕わん力りよく、みぞおち直撃さえ避さければ問題ないだろう。その後頭上からハンマーパンチを落とせば一発だ──とたかをくくっていたのだが。

　腹にねじこまれた衝しよう撃げきは、腹筋を貫かん通つうして内臓にまで突き抜けた。

「げふうっ!?」

　空から落ちてきた鉄球を受け止めたみたいだった。リカルドは思わず体を二つに折る。

「必殺!!」

　少女はもう一度手を振り上げ、リカルドの脳天に叩きつけた。

「…………!?」

　目の前に無数の星が飛ぶのを、リカルドは見た。意識が暗転、リカルドもルチオの後を追う。

　最後の瞬間、リカルドは驚くべき光景を目にしていた。少女の手首、手のあるべきところに手がなかった。その代わりに、信じがたいことに、万力がはめられていた。ルチオと自分を打ち倒したのはそれだったのか、と悟さとりながら、リカルドは倒れた。講壇を巻き込み、燭台が床に落ちる。しかしロウソクの火は消えきらず、床を焦こがし始めた。




「……厄やつ介かいですね、この数は」

　ルチオとリカルドを気絶に追い込んだテッキの目は、既に二人を離はなれ、礼拝堂入口の方に向いていた。中での騒さわぎを聞きつけ、仲間達が飛び込んできたのである。その数は六人。

「おめえの鉄の右手なら、何人かかってこようが楽勝だろお？　ええ!?」

　そう言うボル・ボルの声は、テッキの胸の位置から聞こえてきた。

　ボルは軟なん体たいの身体を生かし、テッキの心臓を守る鎧よろいとなって張り付いていた。さらに八本の触しよく手しゆを四本ずつに分け、テッキの両りよう腕うでにまとわりつかせている。触手は一旦テッキの肘ひじの部分に潜り込み、再度表に出て、先せん端たん部は手首とつながっている。テッキの腕力を補助する、いわば外付けの筋肉となっているのだ。外付け筋肉があってこそ、テッキは万力の破は壊かい力を十二分に発揮することができる。

「もちろん、楽勝ですけどね」

　テッキはちらりと横手に目をやった。倒れた燭台のロウソクの炎ほのおが、壁かべに燃え移っている。揺ゆらめく炎は、猛もう烈れつな勢いで広がりつつあった。

「でも火と煙けむりには勝てませんからね。今すぐ逃にげたいところですけど、──」

「逃がしてくれそうにないですねえ」

　サクラがぽつりと言う。

「フハハハー！　ここで会ったが百年目！　丸焼きにしてくれるわ！」

　高笑いしながら、マービンはキマイラを召喚した。彼に続き、その他の暴漢たちも駆かけ足で講壇へと迫せまり来る。走りながらミノタウロスを召喚、ふと気づくと六体の悪魔が講壇を取り囲んでいた。

　ここはまとめて紋様アンチクリプト破壊ストライクといくべきか、とテッキは頭を回転させる。が、結論を得るより早く、サクラが前に進み出た。

「まずは、外に出ましょっか。ここは、私の出番ですねえ」

　言いながら、サクラは眼鏡めがねに手をかけた。

「サクラ……！」

　テッキは驚きの声を上げた。

「ここでは、テッキが実力を発揮するのは少々難しいですから。私が場を整えますよお」

　そう言って、サクラはゆっくりと眼鏡を外し、服の内側にしまった。

　オーラン先住民は、すべての者が眼鏡をかけている。目から侵しん入にゆうしてくる悪魔から己おのれの身を守るための防具、としての意味合いがあるのだという。寝ねる時、顔を洗う時といった生活上の雑事以外でオーラン先住民が眼鏡を外す理由はただ一つ、自らが悪魔の力を借りて戦う時のみである。

　サクラは静かに頭をもたげる。つい先ほどまでの穏おだやかな表情はいずこにか消え去り、一人の戦士としての険しい面おも持もちとなっていた。

　腰に手を伸ばし、円盤レンズの容器を持ち上げる。オーラン先住民の居住区に密集して生えている、竹を加工して作ったものだ。その中から一枚円盤を取り出すと、

「召喚コンタクト！」

　一声叫さけんだ。周囲の塵ちりが可視化して、彼女の周囲にまとわりつく。

　突とつ然ぜん、空中に巨きよ大だいな胴どう体たいが現れる。胴体下部から生えた四足が伸びて、大きな音を立てつつ地面をつかむ。

「うおあっ!?」

「冗じよう談だんだろ!?」

　召しよう喚かんされた悪あく魔まの全容がはっきりした途と端たん、暴漢たちはどよめいた。

　ドリルケラトプス──目の上から生えた二本のドリル状の角が特とく徴ちよう的なこの悪魔は、トンネル掘くつ削さくなどで利用される、七段級の悪魔だった。あまりにも巨大、あまりにも威い圧あつ的なその容姿は、暴漢たちを浮き足立たせるに十分だった。

「テッキ！　乗って！」

　サクラの呼びかけに、テッキはドリルケラトプスの背に飛び乗った。背から生えている骨の板にしがみつく。

　恐きよう竜りゆうは頭をもたげ、咆ほう吼こうを放った。と同時に、二本の角が回転を始める。

「ちょ……冗談ではないぞ！」

　マービンが素す早ばやく真横に飛んだ。山中の硬かたい岩がん盤ばんをも砕くだく双そう角かくの前に出ようとする者は、誰だれ一人としていない。暴漢たちはきれいに左右に分かれ、礼拝堂の壁に張り付く。

「とっかぁぁ──んッ!!」

　絶ぜつ叫きようして、サクラは突進を開始した。といっても、ドリルケラトプスの巨体が、会衆席中央の通路を通れるはずがない。席をドリルで粉砕しながら、恐竜は突き進む。ミノタウロスの蹴りとは比べものにならない量の木もく片へんが飛び、弾はじける。しまいには礼拝堂入口の扉とびらの枠わくをもぶち壊こわして、外へと飛び出た。

　ドスンドスンと大きな足音を立てながら巨きよ獣じゆうは減速、向かい側の建物にぶつかりかけたところでやっと停止する。

「ホッホーウ！　サクラの喚よぶ悪魔はいつでも豪ごう快かい極きわまりないな！　ゲハハー！」

「まったくですね」

　ボルの笑い声に応じながら、テッキは巨獣の背から降りた。

　後を追って暴漢たちも外に出てきたが、この巨大な悪魔にどう対処したものかわからず、慌あわてて作戦会議に入る。

「どうすんだよこんなバケモノ！」

「誰か、アレに対たい抗こうできるようなでっけえ悪魔は持ってねえのか!?」

「サイ型の悪魔なら持ってるが……」

「話にならねえ！　あのバケモノと正面からぶつかって勝てんのかよ」

「角だ！　角をぶっ壊せば、幻肢フアントム逆流ペインが発生するぜ！」

　誰かが声を張り上げると、他ほかの全員が「おお～」と納なつ得とくの声を上げた。が、

「で、誰があの角を折るんだよ」

　別の誰かが疑問を口にすると、ミノタウロス全員が黙だまり込んだ。

「ええい、貴様らには任せておけん！　この私に任せてもらおうか!!」

　叫んで前面に飛び出したのは、マービンだった。一いつ旦たんキマイラを解放して生身の姿を晒さらしてから、円盤を入れ替かえ、改めてテノリベヒモスを召喚する。

　二体の巨獣が、狭せまい広場で相対した。牙きばの破壊力という点においてはドリルケラトプスの方が上だが、身体からだのサイズはテノリベヒモスの方が巨大だ。破壊力が勝つのか、それとも大質量で押しつぶすのが先か──

「フハハハ！　行くぞ！」

「とっかぁぁ──んッ!!」

　二体の巨獣は、息を合わせて突進を開始した。広場の中央で、角と角とが激突する。

　建物が倒とう壊かいするような大だい音おん響きようが轟とどろいて、吹ふき飛ばされたのは──

　テノリベヒモスだった。

「…………!!」

　たたらを踏ふむテノリベヒモスに、恐竜はさらに畳たたみかけた。頭を低く下げて突進し、下からすくい上げる。ドリルの回転に跳はね上げられて、テノリベヒモスはきりもみ回転しながら宙を舞まった。舞いながら、テノリベヒモスの虚きよ体たいは塵と化し、渦うずを描えがきながら散っていく。その渦の真ん中で、マービンは何度も回転し、そして頭から地面に落ちた。

「とっかぁぁ──んッ!!」

　一いつ旦たん踏ふみとどまって向きを変えた後、またもサクラは突とつ貫かんを開始した。今度は固まって立っているミノタウロス達めがけ、まっしぐらに走る。

「ひ──ひああ──ッ」

　逃げ腰ごしになっていたミノタウロス達は、次々とはねとばされていった。角で身体を貫通されるということはなかったものの、ある者は宙に舞わされ、ある者は地面に叩たたきつけられる。

　三人目、四人目と弾はじかれていったが──最後の一人が、脇わきの下に角を抱かかえ込んだ。

「ぬぐああ──ッ！」

　巨獣の突進を止めることはできず、足が浮うき、いいように運ばれる。脇の下の虚体がえぐれ、次々と塵に還かえっていく。が、それでもミノタウロスは食いつき、角を放さなかった。

　やがて、角の先端は教会の壁かべに突つき刺ささった。だが、壁を貫通することはできなかった。ミノタウロスに回転を抑おさえられ、十分な破は壊かい力が得られない。巨獣は動きを止められ、その場で足踏みを繰くり返す。

「これでどうだッ!!」

　ミノタウロスは角にしがみついたまま飛び上がり、全体重をかけて角をへし折ろうとした。一度では折れなかった──が、手て応ごたえを感じたミノタウロスは二度三度と試みる。巨獣は教会の壁から角を引き抜ぬこうとするが、なかなかうまくいかない。

　ミノタウロスの四度目のジャンプで、ついにドリルケラトプスの右の角は中央から折れた。バキンと骨の砕けるような音がして、三さん拍ぱくの間を置いた後、巨獣の身体がズズンと地面に沈しずむ。

「俺の勝ちだ！」

　ミノタウロスは確信した。これだけ巨大な角であれば、召しよう喚かん主に戻もどる幻肢逆流はかなりのものになるだろう。速そつ攻こうで気絶して、悪あく魔まは強制解放させられる──

　──と思ったのだが。

　巨獣は、消えなかった。それどころか、左の角が回転を始める。

「!?」

　巨獣はひょいと頭かぶりを振ふって、回転する角をミノタウロスにぶつけた。

　ミノタウロスは驚おどろく間も与あたえられなかった。吹き飛ばされて壁に激突し、そのまま動かなくなる。虚体は塵と還り、白目を剝むいて気絶している召喚主の姿があらわになった。

　それを確かく認にんしてから、サクラはドリルケラトプスを解放した。元の姿に戻ると、右の角を押さえ込む。

「……あたた。横から力を加えられると折れやすいのが欠点なんですよねえ」

　そう言いつつも、サクラの表情に深刻さはない。

　ミノタウロス達の失敗は、サクラがオーラン先住民、もとからの角持ちであることに気づかなかったことだ。オーラン先住民には角があるので、召喚した悪魔の角に発生したダメージは、角に返ってくる。だから、幻肢逆流とはなり得ないのだ。角を持たない通常の人間であれば幻肢逆流となり、何倍もの痛つう撃げきとなって返ってくるのだが。

「さすが、サクラね」

　テッキがぽんとサクラの肩かたに手を置く。

「大したことじゃないですよお」

　サクラは謙けん遜そんした。眼鏡めがねを取り出してかけ直し、教会を見上げる。

「これは、……ちょっとまずいですねえ」

　炎ほのおが、既すでに教会の外にまであらわれ始めていた。サクラたちの手だけで消火するのは不可能だ、と思わせるほどに火は広がってしまっている。

　テッキは渋じゆう面めんを作った。

「中にまだ二人、寝ね転ころがったままでしたね。外に連れ出してあげましょうか」

　そう呟つぶやいて、テッキは教会内に戻ろうとする。

「あ、手伝いますよお」

　サクラはテッキの後を追った。







　ルナの言う通り、それは驚くべき光景だった。

　ルナの右手は、エルバの胸を貫通し、背中にまで突き出ていた。

　しかし、それにも拘かかわらず、エルバは全く痛みを感じていなかった。

「……な……」

　不思議な事態にすっかり目を奪うばわれ、エルバは何も語ることができなかった。
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「そのままじっとしていて──」

　ルナはエルバに声をかけ、腕うでを引き戻し始めた。エルバの体内に戻ったルナの手は、胸から出てくる時には何かをつかんでいた。エルバの体内に存在するはずのないものを。

　はじめは、柄つかの部分だけだった。ルナは、それをどんどん引っ張り出す。やがて柄の部分が途と切ぎれると、薄うすい紅に染まった部分が現れる。

　刃やいばだった。

「な……なんなんだよ……!?」

　エルバはうろたえた。こんなものが身体の中に入っているはずがない──だというのに、身体の中の何かを引きずり出されるという感覚が、たしかにあった。実際に体内組織を抜かれるとかいった物理的なものではない。悪魔に魂たましいを抜かれるとはこういう感じなのか？

「──せいっ」

　体内から出てきたそれをある程度まで出すと、ルナは一気に引っ張り抜いた。

　最後まで、痛みは全くなかった。だが、直後エルバはめまいに襲おそわれた。突とつ然ぜん全身の血が抜けてしまったかのような脱だつ力りよく感に包まれて、視界が真っ白になる。何も考えられなくなって、見当識を失い、思わずその場にしゃがみこむ。全く未知の感覚ではない──赤い霧きりを放った時に生じる、例の感覚だ。

　その間、ルナは引き出したものを一ひと振ふり、二振りして、感かん触しよくを確かめていた。

　やっとのことでエルバは立ち上がった。戻った視力でルナの姿を見て、自分の中から出てきたものを確認する。

「……サーベルかよ……！」

　つい、エルバは呟いていた。

　ルナの手の中に握にぎられていたのは、一振りのサーベルだった。胸から垂直に引っ張り出したのに、そのサーベルの刃は渡わたりはエルバの胸むな板いたの厚さよりはるかに長い。

「なかなかいい具合だね」

　刀身を指で撫なでながら、ルナは評した。本来銀色の光を放つべき刃は、鈍にぶい輝かがやきを漂ただよわせるのみに留とどまっている。ほぼ透とう明めいだが、ほんのりと赤い色に染まっているので完全に見えないというわけでもない。

「これは一体何なんだ」

　サーベルに目を奪われたまま、エルバは問うた。

「塵器ストライカー。君の心の強さをあらわすものさ」ルナは短く答えた。「初めてにしては、なかなか悪くない大きさだよ」

　振り向きざまに、サーベルを一いつ閃せんする。

　刃先は、ルナの背中に飛びかかろうとしていたバジリスクの胴どう体たいを捉とらえ、叩き落とした。

「ギャウアッ」

　獣けものらしい悲鳴を上げ、バジリスクは地面に転がる。ルナは追い打ちをかけようとするが、すぐにもう二に匹ひきのバジリスクが飛んできた。一匹はルナの右手、もう一匹はルナの左足に嚙かみつこうとする。

「チィィッ」

　舌打ちとともに、ルナは左足を蹴けり上げ、足あし下もとを狙ねらうバジリスクを退けた。が、もう一匹の方まで対処する暇ひまはなかった。バジリスクは大口を開け、ルナの右手にがっちりと牙きばを食い込ませる。

「──ルナ！」

　思わずエルバは声を上げる。

　が、ルナの顔が痛みに歪ゆがむことはなかった。

　サーベルには、柄を握る手を守る部分、カップヒルトがあった。バジリスクの牙は、カップヒルトの部分のみに突き立っていた。ルナが右手を強く払はらうと、牙は外れ、バジリスクの身体からだは宙に飛んだ。バジリスクは空中で体勢を立て直して綺き麗れいに着地、他ほかの二匹と並んで、改めてルナと対たい峙じする。

「ふうん。なかなかやるね。……それとも、ずいぶん久しぶりに動くんで、僕の身体の方が鈍っているのか──」

　他人ひと事ごとのように評するルナ。

「まじめにやれ！　魔ま神じん様ってのは、悪魔よりもはるかに強いんじゃねえのか」

　げっそりとした顔つきで、エルバは怒ど鳴なった。脱力感にまとわりつかれた現状では、悪魔と戦うどころか逃にげることすらかなわない。自分の命が目の前のいかにもひよわそうな奴やつの双そう肩けんにかかっているのかと思うと、エルバは声を張り上げずにはいられなかった。

「大だい丈じよう夫ぶ。だんだん調子が出てきたよ」

　す、とルナはエルバを振り返った。バジリスクから目を離はなすな、とエルバは言いかけて、あることに気がついた。

　ルナの右手に握られたサーベルが変色している。先ほどより明らかに色いろ濃こく赤くなっていた。目の錯さつ覚かくか？　と思う暇もあらばこそ、バジリスクたちがまたもやルナに襲いかかる。

　魔神の体さばきは、非常にきびきびとしていた。三匹の牙ある獣と至近距きよ離りから相対し、少しも恐おそれを見せずに立ち回る。ある時はバジリスクにサーベルを嚙ませ、ある時は蹴飛ばし、ある時は虚きよ体たいを削けずる。対処の仕方は的確極きわまりなかった。

　しかし、バジリスク連中もタフだった。サーベルで殴なぐられ、蹴られても、こっちはこっちでひるむ様子を見せない。ルナのサーベルが効率的にバジリスクにダメージを与えることができていないのも一因ではあるが、それにしてもタフだ。虚体をじわじわと削られつつも、ルナが隙すきを見せる瞬しゆん間かんをじっと狙っている。一瞬の隙さえあらば打ち倒たおすことは可能、と機会を虎こ視し眈たん々たんとうかがっている。

　状じよう況きようは不利だ、とエルバには見えた。何しろ、動けないエルバを守りながらルナは立ち回っている。

　邪じや魔まにならないよう避ひ難なんすべきか。エルバは悪魔召しよう喚かんを試みる。

「……召喚コンタクト！」

　が、塵が可視化することはなかった。

「畜ちく生しよう、やっぱりか……！」

　エルバは歯がみした。悪魔召喚には精神統一を必要とする。と言っても、カードの城を建てようとする程度の集中力で十分だが。しかし、今はそれすらもできなかった。体内からサーベルを抜ぬかれたことが関係しているようだが──

「そろそろ、いいかな」

　何度目か、バジリスクの脳天をサーベルで叩たたいて追い払うと、ルナは呟つぶやいた。刀身の背を指で撫で、露つゆを払うように一振りする。

　刀身の変色は、ごくはっきりとしたものとなっていた。もはや真しん紅くとしか言いようのない色に染まった刃は、それ自体が光を放っているかのようにすら見えた。

「ここらで終わらせようか……！」

　ルナは、真紅の刃を高く掲かかげた。すると──

　風が流れ始めた。最初のうちは、気に留めるほどのことでもないような微び風ふうだった。が、間を置かずに風は強くなっていき、すぐに烈れつ風ぷうとなった。

「なんだ……!?」

　つい、エルバは背後を、風の流れてくる方向を見やった。強風を起こす悪魔でも突然現れたのか、と思って。が、後方には誰だれもいない。夜の闇やみと沈ちん黙もくの落ちた町並みとが広がっているだけだ。いきなり竜たつ巻まきが発生したのか？

　三匹のバジリスク達も、風を一身に浴びていた。足を突つっ張って、風に流されないように踏ふん張っている。彼らもまた背後からの風に押されていることに、エルバは気づいた。今、エルバが受けているのとは逆方向に流されようとしている。竜巻だとすれば、竜巻の中心部はすぐそこにあるぞ──

　ルナは、竜巻の中心部に微動だにせず立っていた。

　彼の周囲に、激烈な上じよう昇しよう気流が発生している。服が千切れんばかりにあおられていた。が、当のルナは平気な顔をして、サーベルを掲げ続けていた。

　あのサーベルが、周囲の大気に含ふくまれる塵を吸引しているのだ──エルバは直感した。周囲の塵が、真紅の輝きを発しながら螺ら旋せんを形作っている。赤い光は次々にサーベルの刀身に吸い込まれ、サーベルはより鮮せん烈れつな光を放つ。

「紋様クリプト解析アナライズ完かん了りよう！」

　高らかに宣言するルナ。と同時に、サーベルに宿った光が脈動を開始した。ある時は強い、ある時は弱い光を放つ。まるで刀身に命が宿ったかのように。

　三さん匹びきのバジリスクにとって、それは死の輝きでもあった。本能的に危険を感じるものの、強烈な風のせいで身動きが取れず、逃げ出すことができない。

「こうなったら……！」

　一匹が賭かけに出た。敢あえて風に抵てい抗こうすることをやめ、空気の流れに身をゆだねる。渦うずの中心に引き寄せられつつ、ルナに向けて牙を剝むいたが──

「塵より生まれしもの、塵へと還かえれ……！」

　それより早くルナは叫さけんで、サーベルを振ふり抜いた。

　いきなり風が逆巻いた。一瞬で竜巻が逆転し、爆ばく風ふうにも似た衝しよう撃げきがルナを中心に放たれる。バジリスクは見事にあおられ、宙を舞まった。

「…………!?」

　それだけではなかった。牙が、爪つめが、ウロコが、ボロボロと崩くずれ始めていた。それはやがて四本の脚あし、頭部、胴体へと及およんでいく。暴風によって、全身にまとった塵を強制的に剝はがされている──という風に、エルバには見えた。徐じよ々じよに、悪魔の体内に潜ひそむ人間の姿があらわになっていく。

　地面に叩きつけられた時には、悪魔の姿は完全に消え失うせ、生身そのままとなっていた。受け身を取ろうともせず、手足を投げ出して地面に激げき突とつする。うめき声一つ立てず、そのまま動かなくなる。

　その後方にいた二匹の悪魔も、同様の運命を辿たどっていた。バジリスクの虚体を剝がされ、気絶して寝ね転ころがっている。動くものといえば、風にあおられはためく服だけだ。

　やがてその風も収まると、完全な沈黙が訪おとずれた。立っているのはただ一人、ルナ・ルガのみ。

　エルバは咄とつ嗟さに地面に這はいつくばっていたので、難を逃のがれることができた。ゆっくりと立ち上がり、改めて気絶した三人の姿を見やる。胸が上下しているところを見ると呼吸はしているようだが、完全に気を失っておりぴくりともしない。これはまるで、強烈な幻肢フアントム逆流ペインを食くらった召喚士のようだ。

「紋様アンチクリプト破壊ストライク」ルナは呟つぶやいた。「敵の紋様クリプトを読み取って、一撃の下もとにそれを破壊する。全身を破壊され塵ちりとされる衝撃に、耐たえうる人間は一人としていない。これが魔神様の必殺技わざだよ」

　ルナは肩かたをすくめて手を広げた。その手は空っぽ、ついさっきまで握にぎっていたサーベルは無くなっていた。

「……おまえ、サーベルはどこにやったんだ」

「なくなった」ルナはあっさり答えた。「紋様破壊を放つと、塵器ストライカーは消えてなくなるのさ」

「ってことは、丸まる腰ごしに逆ぎやく戻もどりか」

「ま、もう一回取り出せばいいんだけど──」

　ルナはエルバの胸に手を伸のばした。

　咄嗟にエルバは胸の前で腕うでを交差させ、ルナの手を防いだ。

「ちょっと待て。またさっきみたいな脱だつ力りよく感に襲おそわれるのか」

「そうなるね。まあ、魂たましいを小分けにして引きずり出すようなものさ」

「ってことは、出し過ぎたら死ぬのか」

「君の若さなら死にはしないさ。一週間くらい寝込むことになるかもしれないけど」

　腕を交差させた構えを維い持じしたまま、エルバは二歩三歩と後退した。

「大丈夫だって」ルナは手を下ろした。「何回抜いたら死ぬ、なんてことはないから安心して。間を置けば回復するから」

「……本当だろうな」

　疑ぎ惑わくの視線を向けながらも、エルバも手を下ろした。

　エルバは先ほど、赤い霧きりを使用した。けれども、脱力感こそあれど、気絶しそうにはない。テッキは、「誤った方法で魔ま神じんの力を引き出そうとするから、気絶する」とかいった意味のことを言っていた。しかし今は、正しい方法で魔神の力を引き出しているから、軽い脱力感はあっても、それ以上深刻なことにはならない。つまりはそういうことなのだろう。

「ほんとほんと。なんだったらテッキちゃんに聞いてもいいよ」

　そう言われて、エルバは本来の目的を思い出した。

「次の追っ手に捕つかまる前に、テッキと合流しなくちゃな」

「でも、本当に場所、わかるの？」

　ルナは尋たずねた。東番外地の入り組んだ町並みを目まの当たりにすれば、心配するのも当然だ。

　実のところ、それはエルバの心配事でもあった。目的地のおおよその場所はわかっている。けれども、「おおよそわかっている」と「正確にわかっている」の間には大きな開きがある。バガテルが隠かくれ家がとしている廃はい教会がこの近所にあるのは確かだが、そこへたどり着くための道はどこにあるのか。それを探し出すのが問題だ。

「看板が出てればいいんだがな」

　ありえない望みを口にしつつ、一帯を振り仰あおぐ。すると、

「…………ありゃ」

　もう少し西の方へ行ったあたりが、異様に明るくなっていた。

「火事かな？」

　ルナは目の上に手をかざした。

「あっち、行ってみようぜ」エルバは提案した。「もしかしたら、テッキがなにかトラブルを起こしたのかもしれない」

「そうだね」ルナは心底心配そうに言った。「テッキちゃんの身に何かあったら大変だ。せっかく、また会えるって時に」

　そして、火事の方向めがけて駆かけだした。

　どちらかというと、テッキと対たい峙じした奴やつの身に何かが起きているんじゃねえのか、とエルバは思ったが、口には出さなかった。六年ぶりの再会に水を差すような真似まねはヤボというものだ。黙だまったままエルバはルナの後を追った。







「とりあえずは、これでよしとしましょうか」

　最後の一人を引きずり終えると、テッキは左手で顔の汗あせを拭ぬぐった。

　炎ほのおは、教会だけではなく、近きん隣りんの建物すべてをなめ尽つくそうとしていた。風にあおられ、炎は西へ西へと流れていく。

　テッキとサクラは、教会の中に取り残された二人を引っ張り出すのみならず、教会の外で気絶している六人も、風上側まで移動させてやっていた。路上に八人の男性が綺き麗れいに並んで寝転がっているという光景は、奇き妙みよう極きわまりなかった。

「そうですけど……どうしましょうね？」

　サクラは小首をかしげた。これだけでは、彼らの身は完全に安全とは言えなかった。風の向きが変われば、炎と煙けむりが彼らに襲いかかることだろう。

「いくらテッキさんでも、こいつらに焼け死なれたら寝ね覚ざめが悪いんじゃねえのかあ？」

　ボルの意見に、テッキは首を振って反対した。

「別に私の知ったことではないですけどね。彼らがバーベキューになったとしても」

　サクラは笑え顔がおを浮うかべつつ、テッキを肘ひじでつついた。

「またまたご冗じよう談だんを。心の中じゃ、この人たちをどうやって安全圏けんに連れていくか算段しているんでしょう？」

　テッキは眉まゆをひそめた。

「私たちを襲おうとした奴らを、助けてあげる義理はないでしょう」

「だったらあ、どうして助けたんですか」

「彼らに聞きたいことがあるから、ですよ」

　そう答えて、テッキはマービンの襟えり首くびをつかんだ。悪い夢でも見ているような寝顔に、軽く平手打ちをかます。

「……う……ぬう……」

　はじめ、マービンは妙なうなり声を漏もらすばかりだった。が、すぐ鼻先にテッキの万力がつきつけられていることに気がつくと、

「……ぬおあッ!?」

　奇声を上げ、一挙に目を覚ました。

「おはようございます」テッキは挨あい拶さつを忘れなかった。「いい夢、見られまして？」

「見られるわけあるか！」マービンは動どう揺ようを隠そうともしなかった。「なんなんだ。どういうつもりだ」

「一つ、聞きたいことが。この廃教会は、コレル・バガテルの隠れ家だと聞いて、こちらに参ったのですが……」

　言いつつ、さらに万力を接近させる。鉄の匂においが嗅かぎ取れそうなほどに。

「そうだ」マービンはあっさりと答えた。「貴様ら、よくも火をつけてくれたものだな……！」

「火をつけたのは私ではありませんよ。……バガテルは今、どこにいるんです」

「そんなこと、私の知ったことでは……痛！　痛い！　止やめろ……！」

　最後の悲鳴は、テッキが万力をマービンの顔面にぐりぐりと押しつけたことによって、発生したものだった。

「あなたが知らないはずないでしょう？　とぼけるようだったら、──」

　それ以上は言わず、テッキは万力に手をかけた。指先で、万力のハンドルを回転させる。キリキリと音がして、徐じよ々じよに万力の口が開いていった。

「勘かん弁べん！」マービンは懇こん願がんした。「万力に挟はさまれるのだけは勘弁だ！　バガテルはなあ、チェビアトの息子むすこを捜さがしに外に出て行った！　今どこにいるのかは知らんわ！」

「エルバ？　エルバを捜しに……？」

　テッキは驚おどろいた。ここまでバガテルの腰こしが軽いとは、見込み違ちがいだった。テッキの存在を知ったことで、少しは様子見をしてくると思っていたのだが。

「まずいですね」サクラが顔色を変える。「今、エルバ君が敵に出くわしたら、ひとたまりもないですよ」

　テッキは唇くちびるを嚙かみしめると、ますますハンドルを高速回転させた。適度に開いたところで、マービンの鼻を挟み込む。

「バガテルがどこに行ったのか、教えて頂きましょうか……！」

　そして、ハンドルを逆回転させた。万力はゆっくりと、しかし確実に締しまっていく。

「知らないと言ってるだろう!?」

　必死になって言い返すマービン。彼の声は徐々に鼻声になっていった。

「それ以上とぼけると、これからの人生、眼鏡めがねをかける時に苦労することになりますよ？　あなたはオーラン先住民ではないから、不都合ではないかもしれませんが……」

　容よう赦しやなくキリキリとテッキはハンドルを回し続けた。

「だから知らないものは知らないと──そ、そこの人、助けてええ！」

　突とつ然ぜん、マービンは横に手を伸のばした。その先には──数人の男達が火事の様子を見守っていた。バガテルの部下では無さそうだ──近隣住人が、火の回り具合を見に来たのだろう。

　マービンの声に、そのうち一人が気づいた。

「おーい！　そこ、なにをしている!?」

　まずい、と思ったテッキは万力をすっと外し、代わりにマービンの頭を殴なぐった。極力優やさしく叩たたきつけたので、マービンは気絶するだけで済んだ。

「手を貸して下さい！」

　代わりに、テッキは近隣住人達に助けを求める叫さけびを上げた。

「この人達、気絶して動けないんです……！」

　ここは通りすがりの善意の第三者のフリをするのが吉きちだ、と判断する。

　冷静に考えれば、何故なぜこのような場所に、明らかによそものめいた格好の女性二人がいるのか、かなり怪あやしいところではある。しかし燃えさかる炎は、冷静な判断を行う間を男達に与あたえなかった。すぐさま駆け寄ると、マービンをはじめとした七人の気絶した男達を安全圏けんへ担かつぎ出そうとする。

「あんたらも逃にげるんだ！　ここは危ない！」

　そのうちの一人が、テッキたちに声を投げる。

「そうさせていただきますわ」

　にっこり笑って返事すると、テッキとサクラは言われた通りにした。

「どうしましょう？　エルバ君に伝えなきゃ……」

　サクラは小声でテッキに語りかけた。

「伝える方法がありません」テッキは冷静に指し摘てきした。「祈いのるしかありませんね、彼がバガテルと出くわしていないことを。あるいは、この火にバガテルが寄ってくればいいんですけれど」

「夏の虫じゃないんですからあ」

　二人の少女は身を寄せ合いながら、火事の現場から立ち去っていった。







　エルバとルナは教会にたどり着いた。テッキとサクラが出てきたのとは反対側、教会の裏手に。こちら側にはエルバとルナ以外、人ひと影かげはない。

「たしか、テッキが言っていたのは、この廃はい教会だったと思うんだが」

　エルバが燃えさかる建築物を見上げると、隣となりでルナもそれに倣ならった。

「すごい勢いで燃えてるね」

「偶ぐう然ぜんだと思うか」エルバはルナに問いかけた。「テッキが偵てい察さつしに行く、と言っていた建物が、偵察中であろうと思われる時間帯に炎えん上じようしているというのは」

「ご冗じよう談だんを」ルナは笑い飛ばした。「テッキちゃんがこの教会に火をつけたとでも言いたいのかい。そんな馬鹿ばかな、彼女がそんなことするわけないよ」

　言って、ルナは周囲を見み渡わたした。

「……って、すぐそばにテッキちゃん、いたりして」

「どうだかな」エルバは首をひねった。「テッキが火をつけたにしろそうでないにしろ、こんだけ燃えてたら、普ふ通つうは寄りつかないと思うぜ。ここで再会するのは無理っぽいな」

「それもそうだね」ルナは納なつ得とくした。「劇的再会の演出としては、この上ないシチュエーションだと思うけど。じゃあ、僕らも火に巻かれないうちに帰ろうか」

「おまえは、火に巻かれてもなんの問題もないだろう」

「まあね。でも君がやられたら、僕も塵ちりに還かえることになるし。博物館に行こうよ。……博物館、まだあるよね？」

　言いながら、帰き途とへの第一歩を踏ふみ出したちょうどその時。

「人の家に放火しておいて、自分たちはさっさと逃げるつもりか……？」

　暗がりから、男の声が投げつけられた。

　エルバとルナは顔を見合わせた。

「……テッキちゃんの声じゃあないね」

「当たり前だ」

　二人は揃そろって、声の来た方向に視線を投げた。

　そこに、二つの人影が姿を現す。ついさっき、崖がけの上で会ったばかりの二人組だった。

「結局、追いつかれちまったか」

　エルバは頭をかいた。

　そこには、魔ま神じんアギ・アダと、飢うえた狼おおかみのような顔つきをしたバガテルが立っていた。燃えさかる炎ほのおの照り返しを受け、バガテルの瞳ひとみには火が灯ともっているように見えた。




「これだけのことをしておいて、ただで帰れると思うなよ……！」

　そう言って、バガテルは燃えさかる教会へと手を広げた。

「これだけのことと言われても」エルバは反論した。「俺が放火したわけじゃない。従って、ただで帰る」

　そのまま引き返そうとしたが、もちろんバガテルは許してくれなかった。

「じゃああの女か。手から万力を生やしたあの女がやったのか」

　それは、エルバとしては実に反論のしにくい問いだった。この火事にはテッキが一枚嚙かんでいるに違いない、とエルバは心中で確信していたので、適当な答えを返すことができなかった。

「てめえらは一体何なんだ」

　挑いどみかかるような口調で、バガテルは声を発した。

「なんでタッグを組んでいる？　八眼デイアボリツク争パー覇テイに勝ち抜ぬいて、望みを叶かなえることができるのはたった一人だけだろうが。突つき詰つめれば、てめえらは敵同士なんだぞ」

「俺とテッキには、共通の目的がある。敵同士じゃないな」

　そう答えてから、まるで既すでに八眼争覇に参加しているかのような言い草だ、と気づく。まだエルバは「八眼争覇に参加する」と自分の口で宣言したわけではない。

　だが、既に魔神との契けい約やくを果たしてしまった以上、なし崩くずしではあるが、参加したも同然だ。

　今こそ、参加を宣言する時なんだろう。そう思って、エルバは繰くり返した。

「そうとも。俺とテッキは、共通の目的のために、八眼争覇に参加する」

「参考までに聞きてえんだが、その目的というのはなんなんだ」

　静かな歩調で、バガテルは動き始めた。エルバたちを中心とした円を描えがくような具合に。

「俺はおまえに教えてやった。おまえが俺に教えてくれてもいいだろう」

「……そうだな」

　わずかな間を置いてから、エルバは答えた。

「六年前、俺の父親が八眼争覇に参加して、死んだ。俺は父さんの仇かたきを取る」

　その言葉に、バガテルは驚おどろいて立ち止まった。顔に手を当てて隠かくすと、全身を震ふるわせ始める。寒さに震える仕草にも見えたが、そうではなかった。

　顔を覆おおう手を離はなすと、身体からだを揺ゆすり、バガテルは大声で笑い始めた。

「何が……何がおかしい！」

　エルバが怒ど鳴なると、バガテルはピタリと笑いを止め、怒鳴り返した。

「父親の仇だと!?　そんなくだらんこと望むってのか！」

「くだらんだと!?」

「ああ、くだらんな！　よりにもよって、父親の仇だあ？　どうかしてるぜ。しかも、八眼争覇で死んだだと？　おまえの父親は犬死にしたんだな。ハッハァ！」

「てめえ、──」

　エルバは一歩踏み出しかけた。

「議論するだけ無む駄だだよ」

　が、それより早くルナの左手が肩かたに置かれた。ルナはエルバの目を見み据すえ、そして言った。

「チェビアトの仇を取りたいという思いの強さは、僕が十分に承知している。他人にどう言われようと、気にしちゃダメだ」

「…………」

　しばし、エルバは言葉を失った。

「……おまえからそんな言葉を聞くとは意外だ」

「そうかな？　僕は君と一いち蓮れん托たく生しようなんだよ」

　それから、バガテルに向き直り、声を投げる。

「こっちの願いとそっちの願い──どちらの願いがより強いのか、それは八眼争覇が決めることだ。そうだろう？」

　長い間、バガテルはルナをにらみつけていたが、

「それもそうだな」

　油断ない態度で頷うなずいた。

　燃えさかる廃教会の前で、二対二で向かい合う格好となった。一方にはエルバとルナのコンビ、もう一方にはバガテルとアギのコンビ。

「さてさて」ルナは小声で言った。「できれば、戦いを始める前にテッキちゃんと会いたかったんだけどね。もし負けたら、次に目覚めるのは何十年後かわからないんだし」

「十八歳のテッキに会いたかったら、死ぬ気で戦え」

　相方にそう言葉を投げつけてから、エルバはバガテルに呼びかけた。

「さあ、一対一だ！　二対二って言った方がいいかもしれないが──とにかく、やってやろうじゃないか」

　それは、自分を鼓こ舞ぶする言葉でもあった。ブルティエールに来てからというもの、二度もテッキに救われた。だが、今度ばかりはテッキの乱入は望めまい。エルバが独力でなんとかするしかないのだ。

　バガテルも決心を固めたかのように深呼吸をすると、

「アギ！」

　右目から藍あい色いろの光を、全身から藍色の霧きりを放った。霧はバガテルの目の前で集まって巨きよ大だいな斧おのの形状となる。アギが柄えをつかみ取ると、薄うすい藍色の斧は完全に実体化した。

「君のサーベルと同種のものだよ」

　ルナが説明すると、エルバは眉まゆを吊つり上げた。

「俺の時と全然違ちがうじゃないか！」

「魔ま神じんそれぞれにやり方があるのさ」ルナは言い返した。「召喚主の負担は変わらないよ」

　言われてよく見てみると、バガテルは苦しそうに汗を流していた。エルバがサーベルを抜ぬかれた時みたいに。

「魔神同士の戦いは、」さらにルナは言った。「先に自分の塵器ストライカーを自分の色に染め上げた方の勝ちなんだ」

「色を染め上げるには、どうすればいい」

「塵器で、相手の身体を削けずり取る。削り取られた塵を吸い込むことで、塵器はより色いろ濃こくなっていくってわけ」

「もちろん、他ほかの悪魔みたいに簡単にはいかないんだろうな」

「前に言っただろ。魔神は複数の紋様クリプトを同時に使用する。表層のパターンを読んでも、致ち命めい傷しようは与あたえられない。核コア紋様クリプトを解かい析せきして破は壊かいしてはじめて、魔神を強制解放することができる」

　ルナは自分の胸の真ん中を指さした。

「オーケー。ルールは理解した」

　エルバが小声で呟つぶやくと、ルナは眉まゆを曇くもらせた。

「今いま更さら言ってどうなるものでもないってわかってるけど、ぶっつけ本番で大だい丈じよう夫ぶかなあ」

「心配すんな。俺は本番に強いタチなんだよ。大学受験の実技の時も、前の晩は復習もせずにさっさと寝ねたもんさ」

「ふうん。大学、合格したの」

「……うるせえなあ。ぶっつけ本番なのは向こうも同じだろ！」

　ルナは特に気に留めず、

「……じゃあ、抜くよ」

　返事も待たずにエルバの胸に手を突っ込んだ。

「……う……」

　またしてもエルバは急激な虚きよ脱だつ感に襲おそわれた。思わず膝ひざをつきたくなるところを、やっとのことでこらえきる。

　ずるずるずる、とルナはサーベルを引っ張り抜いた。完全に抜け出たところで、エルバはルナの両りよう肩かたをつかんだ。

「……あのな、もう少し心の準備をさせろや」

　肩を上下させ、顔を下に向けたまま、エルバは文句をつけた。

「なあに、何回も体験すればいずれ慣れるよ」

　ルナはエルバの手を優やさしくはねのけ、サーベルを振った。縦横に振り回した後、切っ先をピタリとアギに定める。

「さあ、始めようか……！」

　言って、ルナは地を蹴けった。一いつ瞬しゆんで間合いを詰つめて、大上段からサーベルを振り下ろす。

「……来い！」

　アギは応じて斧を掲かかげ、サーベルを受け止めた。刃と刃が嚙かみ合い、ガキンと金属的な音が響ひびく。

「よそ見してんじゃねえ……！」

　激げき突とつする二人の魔神を傍はた目めに、バガテルは突進した。片手で軽くハンマーを振り回し、エルバの脇わき腹ばらを狙ねらう。

「くっそ！」

　エルバの手は空っぽだ。ハンマーを受け止める術すべはなく、後ろ向きに飛んで避さけるしかない。一いつ拍ぱく遅おくれて、エルバのいた場所をハンマーは通過し、地面に激突して土をえぐる。

　エルバはすぐさま前進して、バガテルの服をつかみにかかる。破壊力抜ばつ群ぐんのハンマーも、組み付いてしまえば用を成さない──そう読んでのことだ。が、

「触さわんなあ！」

　意図を悟さとって、バガテルは肩口からのタックルでエルバを迎げい撃げきした。あまりに素す早ばやく、そして強い体当たりに、エルバの身体は吹ふき飛ばされた。背中から地面に叩きつけられて、一瞬息ができなくなる。

「死んどけよッ！」

　追い打ちとばかり、バガテルは寝転がったエルバにハンマーを振り下ろす。

「死なす気かッ」

　背筋の力だけで、エルバは伸のび上がった。咄とつ嗟さに身を横にねじって、直撃を回かい避ひする。地面を打ったハンマーの柄えを蹴って、一気に間合いを広げて立ち上がる。

「畜ちく生しよう！」体勢を立て直しながら、エルバは叫さけんだ。「この馬ば鹿か力野や郎ろうにどうやって対たい抗こうすりゃいいんだよ！」
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「本番に強いタチじゃなかったの!?」

　アギと対たい峙じするルナが、首だけねじってエルバに応じる。

「これじゃどうしようもねえだろうが！」

「君も能力逆流スピンオフで対抗するんだ！」

「俺も……!?」

　言われてエルバは気がついた。魔神と契けい約やくを果たしたということは、自分にも能力逆流が備わっている──ということなのか？

「そうだ！　君はもう、自分の能力逆流を理解しているはずだ……！」

「それは……」エルバは少し考えてから、「いや、知らねえって！」

　だが、ルナにさらに細かいことを聞くのは不可能だった。

「人と話す余よ裕ゆうなどあるのですか……!?」

　アギが斧を振り回しては突つき放し、ルナの身構えを崩くずそうと躍やつ起きになっている。少しでも隙すきを見せれば、軽く腕うでの一本を持っていかれそうな猛もう攻こうだ。ルナはある時は受け、ある時は流し、防戦一方となっている。

「崖がけから落ちた時のことを思い出して……！」

　それでもルナは、必死になって助言を投げた。

　エルバにとって、その助言は抽ちゆう象しよう的に過ぎた。崖から落ちた時のこと、だと？

「あん時は、気絶してたって……！」

　数十メートルの落下からエルバの命を救ってくれたのは、ルナ自身ではないのか。それが、この状じよう況きようを打破するどんな助けになるのか、エルバにはさっぱりわからなかった。

　なにか、ハンマーに対抗しうる得物がその辺に都合良く転がっていないものか。エルバはバガテルから距きよ離りを置いて逃にげ回るという作戦を採さい択たくした。逃げ回っているうちに対抗策を思いつくという可能性に賭かけて。思いつくことができなかったらもれなく死あるのみ、だが──

「逃がすかよ！」

　エルバの所作に気づいたバガテルも、作戦を変へん更こうした。その場でハンマーを振り上げると、足あし下もとに転がる瓦が礫れきを打つ。握にぎり拳こぶしほどのサイズのビスク煉れん瓦がの固まりは、打たれた途と端たんに凄すさまじい勢いで飛び、エルバの顔をかすめた。

「…………!!」

　気がついた時には、瓦礫はエルバの背後の壁かべにめり込んでいた。ぽっかりと穴が空き、壁の周囲が崩ほう落らくを起こす。

「噓うそだろ!?」

　エルバは横に身を投げた。そこにあった煉瓦塀べいの陰かげに隠かくれるが、

「その程度で隠れたつもりか!?」

　バガテルはなんの気き兼がねもなく、素早く瓦礫を三発打った。瓦礫は白い煉瓦塀に正三角形の穴を穿うがち、即そく座ざに塀を崩落させた。粉ふん塵じんの中に、エルバの姿があらわになる。

　粉塵を引き裂さき、もう一発瓦礫が飛来した。

「うおおっ」

　エルバは転がるようにして、瓦礫から逃のがれた。燃えさかる教会の前を横切り、暗がりの中へ逃げ込もうとする。

「いい加減観念しろよ！」

　しかし、バガテルは逃さなかった。エルバの進路を予測し、前方へと瓦礫を打つ。

「ああクソ！」

　じゃりり、と地面を踏ふみしめて、エルバは制動をかけた。なんとか停止したエルバの鼻先を、瓦礫はかすめていく。瓦礫は炎ほのおの中へ飛び込み、ボゴンと音を立てた。

　エルバは百八十度進路を変えようとしたが、バガテルは既すでにそちらにも瓦礫を打ち放っていた。振ふり向いた瞬しゆん間かん、目の前を瓦礫が通り過ぎていく。エルバの足は、その場に縫ぬいつけられた。

　エルバは頭をもたげた。向こう側には、余裕の笑えみを浮うかべるバガテルがいる。結局のところ接近戦に持ち込むしかないのか、とエルバは腹を固めた。バガテルが瓦礫を打とうとした瞬間に突っ込み、瓦礫をかわしながらバガテルに組み付く。関節技わざで奴やつの腕をへし折るくらいのことをしないと、勝てそうにない──と思いつつ、エルバは低く腰こしを落とした。

　ところが、バガテルは打っては来なかった。ハンマーを肩かたに担かつぐと、口元に手をかざし、

「たーおれーるぞー！」

　巨きよ木ぼくを倒たおす木こりのごとく叫んだ。

「なに……」

　バガテルの視線を追い、エルバは頭上を振り仰あおいだ。

　教会の尖せん塔とうが、崩れ落ちようとしていた。おそらくは、先ほどバガテルが打ち込んだ瓦礫がとどめになったのだろう。落ちてくる先は──

　エルバの頭上だった。

　めきょきょ、と大きな音を立てて尖塔は傾かしぎ、燃えさかりながら落ちてきた。

　尖塔はエルバの視界一いつ杯ぱいに迫せまってきた。これだけ巨大なものだとは意外だった、いつもは高くて手の届かない所にあるから小さく見えているんだろう──と場ば違ちがいなことを考える。あまりにも巨大すぎる。必死に飛び退のこうとしたところで、激突を回避するのは不可能だった。

　今度こそ最さい期ごか、とエルバは悟った──が、

「崖から落ちた時のことを思い出して……！」

　ルナの言葉が思い出された。

　あの時と状況は似ている、とエルバは気づいた。それが地面に落ちきれば、エルバは死ぬ。ちょっと違うのは、落ちているのがエルバか否いなかという一点のみ。

　あの時、どうして自分は死ななかったんだ？　地面との激突を回避できたからだ。その直前、誰だれかに押さえてもらったからだ。

　その「誰か」とはルナではない。その場には、他ほかに誰もいなかった──当のエルバ自身以外は。つまり、──

　そうか。俺が俺を押さえたんだ。

　その答えに気がついた時、エルバは空へ向けて両手を伸ばしていた。




「な……なんだと……!?」

　バガテルは呆あつ気けにとられた。

　エルバの頭上すぐのところで、尖塔は静止していた。

　エルバの両手から、赤い霧きりが放たれている。その赤い霧に包まれて、尖塔は空中に浮ふ揚ようしていた。

「なんだって……!?」

　呆気にとられているのは、エルバも同様だった。

　たしかにこの赤い霧は、悪あく魔まを拘こう束そくすることはできる。悪魔のみにしか効かない能力だと信じていた。実際これまで、霧の拘束能力を普ふ通つうの物質に対して発揮できたことはない。

　だが今、エルバの赤い霧は、尖塔の動きを拘束していた。

　エルバはゆっくりと横に歩いて尖塔の下から出て、それから赤い霧を引っ込める。

　すると途端に尖塔はぐらりと揺ゆれ、大きな音を立てながら地面に落下した。衝しよう撃げきで炎が周囲に飛び散る──が、落下距離はさほどのものでもないため、豪ごう快かいに砕くだけ散るということはなかった。

「こ……この野や郎ろう！」

　気を取り直したバガテルは、再び瓦礫を打ちはなった。飛んでいく瓦礫は、軌き道どうに正確にエルバを捉とらえていた。しかし、

「つまり──、こういうことか」

　エルバは落ち着き払はらって、赤い霧を放った。

　赤い霧がまとわりついた途端、瓦礫は勢いを殺そがれ、空中で静止した。

「このッ！　このお！」

　バガテルが何発打っても同じだった。赤い霧は空中に張られた網あみのように瓦礫を包み込み、抱だきとめる。空中にいくつもの瓦礫が浮いている光景は、まるで時が止まったかのようでもある。

　エルバが赤い霧を引っ込めると、瓦礫は次々とその場に落下した。

「これが、俺の能力逆流スピンオフなのか……！」

　自分の両手を見つめながら、エルバは感かん嘆たんの思いにとらわれていた。そして、理解する。崖から落ちた時、地面に激げき突とつする寸前、この能力逆流で自分の身体からだを空中に固定したのだ。その後、ソフトランディングを果たした──というわけか。

　光明が見えたような気がした。これで少しはバガテルとまともに戦える！

　しかし、具体的にどうやって戦うか、というと──

「曲芸だな」バガテルは吐はき捨てた。「そんなんじゃ、俺の優勢は変わらねえな──！」

　ハンマー片手に、ずかずか歩み寄ってきた。遠えん距きよ離り戦をあきらめ、中距離でハンマーを振り回す心づもりのようだ。

「一難去ってまた一難、ってか」

　エルバはバガテルへ向けて赤い霧を放った。ハンマーの動きが止まることを期待して。しかし、バガテルは藍あい色いろの霧を自分の身体にまとわりつかせて、赤い霧が到とう達たつするのを防いだ。ハンマーの動きを拘束することはできなかった。

「さすがに、そこまで都合良くはいかないよな……！」

　あきらめの言葉を口にしながら、エルバは襲おそい来るハンマーの軌道から逃のがれ出た。




　何度目か、サーベルと斧おのとが嚙かみ合って音を立てた。得物越ごしにルナとアギの視線が合う。

「契けい約やく主に説明しながら渡わたり合うとは、なかなか器用ですな……！」

　皮肉を言うアギに、ルナはウィンクして応じてみせた。

「仕方ないだろ、ついさっき契約したばっかりなんだから。戦いながら教えてあげるより他にない……っとお！」

　ルナは両りよう腕うでに力を込め、アギを突つき放した。一いつ旦たん離はなれて仕切り直すべく自身も大きく飛びすさったが、

「逃しはしませんよ……！」

　アギは、すぐそばに立っている門柱に斧を叩たたきつけた。アギの剛ごう力りきの前には、モルタルで固められた頑がん丈じような煉れん瓦がの塔とうもケーキ同然である。まるで内部で爆ばく弾だんが炸さく裂れつしたかのごとく門柱は砕け、その破は片へんが大量に飛散してルナを襲う。

「相変わらず、冗じよう談だんきついね……！」

　ルナは空いている手を広げ、飛来する石くれを受け止めた。鋭するどく尖とがった石くれはルナの手を切り裂さくかと思われたが、しかし空中でぴたりと止まる。ルナは素す早ばやく手を伸のばし、自分の身体に激突しそうな瓦が礫れきのみを空中に留とどめた。その数、大小あわせて十数個。

「そーれよッ」

　留めた瓦礫を、ルナはサーベルの一ひと振ふりで弾はじき返した。一時に十数個の瓦礫がアギを逆ぎやく襲しゆうする──つもりが、当たり所が悪く、正確に跳はね返ったのは二、三個ほどだった。残りはみな、あらぬ方向へ飛んでいく。

「……あーらら……」

　自分の行こう為いに失望の声を上げるルナ。

「世の中、そう都合良くはいかないものですな！」

　二、三個ほどの瓦礫を、アギは避さけようとしなかった。ゴスンゴスンとぶつかりはするものの、明らかに勢いを失っており、脅きよう威いとは言い難がたい。アギの注意は、もう一本の門柱に向けられていた。

　アギは今度は門柱の地面に近い部分に斧を振り下ろした。地面が爆発を起こし、門柱が丸ごとぐらりと揺れる。アギはその門柱を軽く持ち上げると、ルナめがけて放ほうり投げた。

「この程度の重さ……！」

　門柱は、瓦礫に比べればはるかに大きく、はるかに重かった。だが、ルナの氷結能力に影えい響きようを与あたえるほどのものでもない。ルナは手を伸ばし、門柱に触ふれて空中固定する。が──

「どうだッ」

　門柱の陰かげからアギが飛び出し、斧を振ふるった。

　アギの目もく論ろ見みを、ルナは悟さとった。門柱をぶつけようとしたのではない、視界を塞ふさぐ道具として門柱を投げたに過ぎないのだ。

　それを理解した時には、アギの斧がルナの足を捉えていた。

「ぬあ……！」

　ゴスン、と鈍にぶい衝しよう動どうが走る。斧の刃ははルナの足首に、半ばまで食い込んでいた。もちろん血は出ないが、代わりに塵ちりが噴ふき出る。ルナが小さく悲鳴を上げる間に、飛び出した塵は斧の刃へと吸い込まれていった。刃の藍色が、わずかに濃こくなった。

　咄とつ嗟さに後ろへ飛び、ルナは連れん撃げきを避けた。すぐに周囲の塵をかき集め、えぐられた部分を補ほ充じゆうする。しかし、紋様クリプトを一部読まれたという事実に代わりはない。ルナは唇くちびるを嚙みしめた。

　一方、アギはにやりと口元を歪ゆがめた。

「まず一本先取というところですかな？」

　そう言いながら、ルナとの間合いを詰つめていく。

「……さて、どうだかね……！」

　ルナはそう答えて、サーベルを構え直した。




「氷結能力だあ？　そんなんで俺のハンマーが止められるとでも思ってんのか!?」

　叫さけびながらハンマーを振り回すバガテルに、疲ひ労ろうの色は全く見えない。それどころかハンマーの振りはますます速くなっている。

　エルバは防戦を強しいられていた。たしかに、氷結能力で直接ハンマーを止めることは不可能であり、となれば逃にげ続けるより他ほかに選せん択たく肢しがない。せいぜいできることと言えば、

「それよっ」

　瓦礫を蹴けり上げては空中で拾い、放り投げてやることくらいだった。バガテルにぶつけてやる必要はない。バガテルの進路に放り出してやるだけでいい。適度なところで固定すれば、バガテルの進路を邪じや魔ますることができる。

「うぜえ！」

　行く道を塞ぐ瓦礫へ、バガテルはハンマーを力任せに叩きつける。藍色の霧に守られたハンマーは、空に浮うく瓦礫を粉ふん砕さいし、地面に粉を降らせた。これらの邪魔ものを押しのけるのは容易なことではあったが、何度も何度もやられてはうっとうしくて仕方がない。

「このまま夜が明けるまで逃げ続けるつもりか!?」

　バガテルは苛いら立だちを隠かくそうともしない。

「どうだかな！　おまえのハンマーが起こす風に当てられ続けたら、風邪かぜを引いて死んでしまうかもしれないぜ！」

　苛立ちを見み越こして、エルバは挑ちよう発はつを繰くり返す。諸もろ刃はの剣つるぎではある──バガテルから冷静な判断力を奪うばうことはできるが、その代だい償しようとしてハンマーの破は壊かい力は徐じよ々じよに増している。致ち命めい的な場所に当てられればもちろんのこと、指先を打たれただけでも死にそうな思いができそうだ。

「俺はなあ」バガテルはふと足を止めた。「てめえみてえな、父親の仇かたきを討つなんて寝ね言ごとを抜ぬかす野や郎ろうには、死んでも負けられねえんだよ」

「父親の仇を討とうとして、何が悪い!?」

　エルバの反論に、バガテルは顔を歪めて応じた。

「父親なんて、信用ならねえ生き物なんだよ。俺の父親は、俺の母親が俺を産んだ途と端たん、ぽいっと捨てやがった。おかげで俺の母親は、報むくわれない人生を送って死んでいった。落とし前をつけなきゃならねえ……俺は父親を捜さがし出し、母親と同じ目に遭あわせてやる。あいつから何もかもを奪って、『これなら死んだ方がマシだ』と思えるような後こう悔かいをさせてやる。俺は、その為ために八眼デイアボリツク争パー覇テイに参加したんだ……！」

　前に言ってたのとちょっと違ちがうぞ、とエルバは思ったが、指し摘てきできる状じよう況きようではなかった。バガテルの凄すさまじい悪意、怒いかりや憎にくしみといった負の感情の発はつ露ろが、彼の全身からオーラとなって発せられていた。思わず人を黙だまらせる、狂きよう気きの固まりとなっていた。

　しかし、それはよく考えてみれば当たり前のことだ──八眼争覇の参加者は、それぞれが自分の望みを、悪魔と契約してでも叶かなえたい望みを成じよう就じゆさせるために、戦いに身を投じる。エルバが父の仇を取りたいと思う気持ち並み、あるいはそれ以上の強固な意思をぶつけてくるに決まっている。

　バガテルのオーラは、自分の望みを叶えたいという意思の表れだ。エルバが望みを叶えたいと思うならば、このオーラに負けてはいけない。他人の望みを踏ふみにじり、蹴け落おとす。そんな強さが必要なのだ。

「これが、八眼争覇ということか──」

　思わず、エルバはひとりごちていた。

「だからこそ」バガテルはエルバにハンマーを向けた。「まずはてめえの望みをぶっつぶす！」

「うるせえ……！」エルバも応じる。「それはこっちのセリフだ！　こっちこそ、貴様には負けられない！　容よう赦しやはしないぜ……！」

　他人の望みを叶えるために、自らは身を引く。そんな謙けん虚きよさとは、エルバは無む縁えんだった。それは、魔王の要求しているものではない。父の仇を捜し出すために、まずは目の前の男を叩き潰つぶす。エルバの心に迷いはなかった。ここで敗北するということは、エルバの正義を求める心はバガテルの復ふく讐しゆう心より弱く軽い、ということなのだ。

　……だが、別種の迷いはあった。ハンマーを担かついだ相手を、素す手ででどう叩きのめすのか。

「これでどうだッ!?」

　バガテルは腕うでをしならせ、一いつ瞬しゆんで四発の瓦礫を打ち出した。

「バカの一つ覚えだな！」

　至近距きよ離りからの飛来物に、しかしエルバは落ち着いて対処した。四発のうち、胸の高さで飛んできたのは三発。エルバは両手を交こう互ごに突つき出し、瓦礫を空中で止めては跳ね上げる。

　少し遅おくれてきた四発目は足あし下もとを狙ねらっていた。エルバは足で止めようとしたが、

「しまっ──」

　四発目だけは、藍あい色いろの霧きりをまとっていた。エルバは赤い霧で藍色の霧を中和したが、わずかに遅おそかった。瓦礫は足首に激げき突とつする。

「ぐああっ」

　エルバは転てん倒とうした。痛みをこらえながら、すぐに立ち上がろうとする──が、それより早く、ハンマーを喉のど元もとに突きつけられていた。バガテルが一飛びで間合いを詰め切ったのである。

「これで決着だな……！」

　勝利の確信をもって、バガテルは相好を崩くずした。

　眼前に鉄のかたまりをつきつけられ、エルバは何も言い返せない。

「あの女もすぐにおまえの後を追わせてやる。先に行ってろ……！」

　バガテルはそう言って、ハンマーを高々と振り上げた。




「どうやら、向こうが先に決着つきそうですな」

　契けい約やく主同士の戦いを遠巻きに観察しながら、アギは戦いを進めていた。

　バガテルの優勢は傍はた目めにも明らかだった。エルバは抵てい抗こうを続けているが、それも時間の問題だ。彼に自力で状況をひっくり返すほどの力はない。考こう慮りよすべきは、ルナがエルバに助力に行くことだ。だから、バガテルはルナの足止めをすることだけを考えて、立ち回っている。

「せやッ」

　ルナはサーベルで突き、払はらい、アギの防ぼう御ぎよを崩そうと攻こう撃げきを重ねた。しかしアギは斧おのを器用に扱あつかい、すべての攻撃を受けては流す。完全に防御に注力しているアギの構えを、そう簡単に崩せるものではない。

「くそっ。守りに入るつもりか！」

　焦あせりもあらわにルナは叫ぶ。対照的に、アギは落ち着き払ったものだった。

「当然ですな。契約主が死ねば、魔ま神じんとの契約は自動的に解消される。バガテルに任せておけば、私の勝利というわけですよ。手負いの獣けものほど危険なものはない、と言いますし」

　言いつつ、ルナの足下に目をやる。ルナを直接打ち倒たおすために無理をする気は、さらさらなかった。

「ぐああっ」

　ちょうどその時、エルバが悲鳴を上げて転倒した。すぐさまバガテルが飛び込み、ハンマーでエルバの動きを制する。

「こうなったら、──！」

　ルナは弾はじかれたように地を蹴った。サーベルをアギに叩たたきつける──のはあくまでフリ、回り込んでアギをスルーしようと試みる。

「そうはいきませんよ……！」

　アギにはその動きが見えていた。ルナにピタリとつけ、前面に出る。

「どけよっ」

　声を荒あららげ、ルナは今度こそサーベルをアギに叩きつけた。二度三度四度、と狂くるったようにサーベルを振ふる。しかし勢い任せであるが故ゆえに攻撃は単調、アギにとってはあくびが出るような連撃だった。斧を立て、余よ裕ゆうで防ぎきる。

「どけと言っている……！」

　それでもルナは攻撃の手をゆるめようとしなかった。サーベルを振り上げ、ある時はフェイントで済ませ、ある時は実際に振り下ろしながら、突破を狙う。しかし、アギにとっては稚ち拙せつ極きわまりなかった。いざ追いつめられると、魔神といえど無益な行こう為いに出るものだ──アギは内心でせせら笑っていた。

　──無益？

　その時、アギの中で疑心が芽生えた。これは本当に無益な行為なのか？　むしろルナは、敢あえて無益な行為に出ているような──

　はっと気づいて、アギは背後を振り返った。

　そして、そこにあり得ざる光景を見た。

「──バガテル──!!」

　次の瞬間、アギは身体からだを翻ひるがえし、バガテルめがけて駆かけだしていた。




　が、ハンマーは、地面と垂直になったところで、ピタリと止まった。

「なんだ、てめえ」

　バガテルは、エルバの顔に違い和わ感を感じ取った。

「てめえ、なんでそんなツラをしている……？」

　ハンマーが振り下ろされれば、間ま違ちがいなく死ぬ。そんな形勢にあって、エルバの目はいまだに光を放っていた。まだ勝負をあきらめていない目だった。

「少しは、命いのち乞ごいでもして見せたらどうなんだ」

「命乞いをしたら、助けてくれるのか」

　エルバの問いに、バガテルはにやりと笑って答えた。

「……助けねえけどな！」

　まずは、エルバの顔面を一撃で叩き潰す。バガテルはハンマーを振り下ろそうとした。

　ところが──

「ぐおあああッ!?」

　突とつ然ぜん頭上から襲おそってきた衝しよう撃げきに、バガテルは悲鳴を上げた。

　衝撃は続けざまに降ってきた。文字通り降ってきたのだ──頭の上から、瓦が礫れきが。

　目から星が出るようなインパクトに、バガテルは思わずハンマーを取り落とした。身体を折りかける。

　それに合わせ、エルバが下から足でバガテルを突き上げる。バガテルはみぞおちへの蹴けりをもろに食くらって、一いつ瞬しゆん動きが止まった。

　エルバは足でバガテルの身体を持ち上げ、そのまま横に投げ捨てる。すぐさま立ち上がり、ハンマーをひっつかむ。

　バガテルは仰あお向むけに地面に叩きつけられた。そしてその時には、エルバは既すでに大きくハンマーを振りかぶっていた。バガテルに反応する間も与あたえず、ハンマーを振り下ろす。重い鉄のかたまりが、バガテルの胸むな板いたを粉ふん砕さいする──

「──バガテル──!!」

　寸前、ハンマーは強制停止させられた。

　ハンマーの先に、うまいこと斧の刃はが引っかけられ、バガテルの胸の上ギリギリのところで止まっていた。

　その斧の持ち主は、もちろんアギだ。

「そうはさせませんよ……！」

　ぐいっと斧をひねり、アギはハンマーを跳はね上げる。

　そもそも、そのハンマーはエルバの腕わん力りよくには重すぎた。予想外の方向から加えられた力に、エルバの両手は耐たえられなかった。柄えが手から離はなれ、妙みような横回転をしながら空を飛び、地面に落ちる。重いハンマーを急に手放したせいで、エルバは後ろ向きに倒れかける。

　アギは畳たたみかけ、エルバに襲いかかろうとするが──

　ドスン、と鈍にぶい音がした。

「…………！」

　くぐもった声を発し、アギはその動きを止める。

　その原因は、胸から突き出したサーベルだった。

　ルナが、アギの背中から、サーベルを貫かん通つうさせていた。

　ゆっくりとアギは首を回し、背後に立つルナを見た。

「作戦勝ちというところかな」

　先ほどまでの焦しよう燥そう感はどこへやら、これ以上ない冷静さでルナは言葉を発した。

「君が作った瓦礫を、僕はせっせとエルバの方に放ほうり投げてやったのさ」

「で、俺が赤い霧で受け止めた」エルバが語を継つぐ。「飛んでも手を伸のばしても届かないような高い位置で、瓦礫を固定した。あとはバガテルをその真下に誘ゆう導どうしたってわけだ」

　アギはエルバに視線を戻もどし、そしてニヤリと笑った。

「なるほど……単純ながら効果的な罠わなですな……契約を交かわしたばかり、となめてかかっていたようで……！」

　ずっ、とルナはサーベルを引き抜ぬいた。アギの身体はごろりと地面に転がる。

「紋様クリプト解析アナライズ完かん了りよう……！」

　引き抜かれたサーベルは、完全な赤色に染まっていた。ルナはそれを天高く掲かかげ、準備動作を開始する。火事のせいでもとより空気は急激な流れを起こしていたが、ルナを中心とした竜たつ巻まきがそれに拍はく車しやをかけた。巻き込まれてはかなわない、とばかりエルバは転がるようにその場を離れ、瓦礫の陰かげに身を潜ひそめる。

「アギ！　どうにかなんねえのか!?」

　一命を取り留めたバガテルは、アギを助け起こそうとした。

「……ムリですな。核紋様コアクリプトを読まれた以上、私を待っているのは強制解放あるのみ」

　アギは正座のような格好になるのが精せい一いつ杯ぱいだった。両手を地面につき、頭を落としている。

「どういうことだ！　てめえ、俺の望みを叶かなえてやるって言ったじゃねえか！　約束を破るってのか!?」

「それは……申し訳ない、としか言いようがありませんな」

　より深く、アギは頭こうべを垂れた。

「くそ……！」

　バガテルは手元にある瓦礫、特に大きな奴やつを選んでルナに投げつけ始めた。が、既にルナの周囲は赤い気流で守られている。赤い霧きりにぶつかると、瓦礫はそのことごとくが力を失い、地面に落ちた。

「塵ちりより生まれしもの、塵へと還かえれ……！」

　叫さけんで、ルナはサーベルを振り抜いた。

　最後の瞬間、バガテルはアギを守るように前面に飛び出した。が、それは無む駄だな努力以外の何ものでもなかった。

　風が逆巻いた。

　叩きつけるような激しい気流に、バガテルは軽く吹ふき飛ばされた。その陰にいたアギも、正面から爆ばく風ふうを浴びる。赤い光を放つ風を食くらって、アギの身体はゆるやかに崩ほう壊かいし始めた。手足が、服装が、顔が、砂の城のように崩くずれていく。はじけ飛ぶ塵は風に吞のまれ、すぐに消えて見えなくなる。

「今回は……かなり早い脱だつ落らくでしたな……」

　破は壊かいの運命は、たとえ魔ま神じんとて避さけることはかなわない。アギは、運命を従しよう容ようとして受け止めていた。




「……これで、決着か」

　風が完全に収まったと判断してから、エルバは物陰から顔を出した。

　ただ一人、ルナだけが燃えさかる教会を背景に立ち尽つくしている。バガテルは完全に気絶して伸びており、アギは姿形すらなかった。

「そういうこと」

　ルナは空っぽの手を上げると、エルバに向けて振ふった。

「デビュー戦にしては、なかなか上等だったよ」

「おおよ」

　エルバは素す直なおに賛辞を受け取った。

　なにやら、数年来の友人と一いつ緒しよに戦ったような錯さつ覚かくを、エルバは覚えていた。西部にいた頃ころは未開地の悪魔狩しゆ猟りようのバイトで色々な奴と組んで戦ったものだが、ここまでフィット感あふれるパートナーはいなかった。

　ルナが見当はずれの方向に瓦礫を投げまくるのを見て、すぐに気がついたのである──これは俺に対する掩えん護ご射しや撃げきだ、と。以心伝心、不気味なくらいにルナの意思を読むことができた。自分でも驚おどろきだった。

　エルバは進み出て、バガテルのそばへと歩み寄った。

「さて、と……こいつの目から、円盤レンズを抜かなきゃなんねえんだよな」

　他人の目ま蓋ぶたを開いて円盤を取り出すってのはイヤな作業だな、とエルバは一いつ瞬しゆん思ったが、それは杞き憂ゆうだった。かがみ込んだちょうどその時、円盤の方が勝手に滑すべり出てきた。

「おっと」

　すぐさま手を伸ばし、円盤が地面に落ちる前に拾い上げる。

　藍あい色いろの円盤を手にしながら、エルバはルナに向き直った。

「勝手に出てきやがった。父さんの時と同じだ……ってことは、バガテルも死んだのか？」

　ルナは首を横に振った。

「いや、円盤が勝手に出てきたということは、魔神が負けを認めたというだけのことさ。彼、紋様アンチクリプト破壊ストライクを正面から食らいはしたけれど、それだけじゃ死にはしないと思うよ」

「そうか」

　少し考えてから、エルバはルナに意見を求めた。

「その……殺しておくべきなんだろうか。八眼デイアボリツク争パー覇テイのルールとして」

「いや、そんなことはない」ルナは肩かたをすくめた。「魔神が負けを認めたのなら、それでいい。このまま見み逃のがしても、これから先彼のハンマーに悩なやまされることはないと思うよ。剛ごう力りきの能力スピン逆オ流フがなくなったわけだし」

「……お待ちなさい、そこの二人！」

　その時突とつ然ぜん、あらぬ方向から凜りんとした女性の声が飛んできた。

「ぐずぐずしていたら火に巻かれますよ！　早く脱だつ出しゆつを、──」

　呼びかけは、途と中ちゆうで切れた。

　闇やみの中から姿を現したのは、サクラを引き連れたテッキだった。声が途切れたのは、途中でテッキもエルバの姿に気がついたからだった。

「よお！　おまえか、教会に放火したのは!?」

　大声でエルバは問いかけた。

　途と端たん、テッキは小走りにエルバに駆かけ寄ると、左手で殴なぐり飛ばした。

　不意の一撃に、エルバは見事に殴り倒たおされた。一瞬両足が地面から離れ、背中から叩たたきつけられる。

「誰だれが放火魔ですか!?　冗じよう談だんは止やめて下さいッ」

「なにしやがる!?」

　むくりと起きあがったエルバの目の前には、口を開けた万力があった。テッキは万力でエルバの高い鼻を捕つかまえると、一気にハンドルを回して締しめ上げた。

「痛い痛い痛い！」

　エルバの悲鳴もお構いなく、テッキは腕うでを持ち上げる。必然的にエルバはその場で立ち上がらざるを得なくなる。

「おまえ、ここを偵てい察さつしに行くとか言ってたじゃねえか！　関係ねえとは言わせないぜ」

　あくまでもエルバは食い下がった。

　テッキは特になにも答えず、自分の腕をねじり始めた。

「ギャアア──ッ!?」

　鼻柱を強きよう烈れつにねじられて、エルバは思わず悲鳴を上げた。

「ちょ……ごめん！　助けて！」

　さすがに、わびを入れざるを得なかった。それで妥だ協きようする気になったのか、テッキは腕を戻し、ハンドルを逆に回して万力を離はなした。

「言いがかりもいいところですね」テッキは万力をエルバの鼻先に突つきつけた。「それ以上変なことを言ったら、今のが子供のお遊ゆう戯ぎだったと思えるような目に遭あわせますよ？」

　エルバはほとんど聞いていなかった。鼻柱が痛くてそれどころではなかったのである。やがて痛みが治まってくると、やっとのことで言った。

「……ところで、紹しよう介かいしたい奴がいるんだがよ」

　唐とう突とつな言葉に、テッキは軽い当とう惑わくを覚えた。

「いきなり、なんの話ですか」

「テッキ……！」

　鋭するどいサクラの声が飛んでくる。

　テッキはすぐに振り向き、そして目を見開いた。サクラに寄り添そって立っているのは、六年ぶりに見る姿、常にチェビアトのそばにいた隻せき眼がんの魔ま神じんだった。

「ルナ……！」

　名前を呼んだきり、テッキは言葉を失った。無言のうちに、その表情は再会の喜びを表す笑え顔がおに変わっていく。

　けれども一方で、ルナの顔は対照的に無表情だった。何も感じていないわけではない──水面下で渦うず巻まく感情を必死に抑おさえ込もうとしている気配が、この上なく伝わってきていた。

「エルバ、ちょっと」

　ルナは不意にエルバの手を取ると、暗がりに連れ込んだ。

「どうなってる」

　テッキたちに聞こえないよう声を潜ひそめつつ、しかし激しい調子でルナはエルバに訴うつたえた。

「テッキちゃんは一体何に取り憑つかれているんだ」

「なんの話だ」

「彼女がテッキちゃんだってことはすぐにわかった。でも、中身はあのテッキちゃんと同一だとは思えない。論理的に考えれば、あのテッキちゃんは悪魔に取り憑かれているとしか──」

「論理的ねえ」エルバは突き放した。「俺がテッキに初めて会ったのはつい昨日だが、ずっとあんな調子だ。ま、あいつが悪魔に取り憑かれてるんじゃねえかという疑問は、俺も同感だが」

「というか、あの右手に生えた万力はなんなのさ」

「あれが、六年前の人ひと質じち事件で負った傷だ」

「人質……」少しルナは言いよどんだが、「バベルハイズの血統に、右手から万力が生えてくる遺伝子はないはずだ」

「俺の知ったことか。なんで万力が生えてんのか、知りたかったら当人に聞け。俺は怖こわくて聞けない」

　ルナはテッキ達の方に視線を戻もどした。テッキとサクラは、心配そうな顔でルナ達の様子を見ている。露ろ骨こつに怪あやしまれているようだ。

「たった六年だろ。女の子は短期間で変わるって言うけどさあ」

　ルナはどんよりとしたため息をつきながら、テッキ達の方に戻っていった。

「俺は昔のあいつのことを全く知らないから、なんともコメントのしようがない」

　ルナの丸まった背中に声をかけながら、エルバもテッキ達のそばに出る。

「いやー、ほんと、久しぶりだね、二人とも……」

「ルナ！」

　テッキとサクラは、ほとんど同時にルナに抱だきついた。

　エルバは意外な思いに打たれた。サクラはともかくとして、テッキまでもが無む邪じや気きな笑顔を浮うかべていたからだ。初めて見る笑顔だった──大好きな父親に飛びつく娘むすめ、とでも形容すべきか。

「いつかもう一度会いたい、と思っていました」

　ルナを見上げるテッキの顔には、満面の笑みがあった。

「こんなに早く再会できるだなんて、夢みたいです……」

「まあ……、僕も、夢を見ているような気分かな……」

　努めて明るく振ふる舞まうルナだったが、内心のショックは隠かくしようもない。顔に張り付いた笑みは、これ以上なく不自然だった。

　見ていられなくなったエルバは、助け船を出した。

「ところで、バガテルは本当に殺さなくていいんだな」

　エルバの声に、ふとテッキは表情を硬かたくした。うっかり他人の前で自分の内側をさらけ出してしまったとでも感じたか、名残なごり惜おしそうにルナから離れると、何度か咳せき払ばらいをする。

「魔神を解放しさえすれば、それで勝利ですからね」

　声の調子も元に戻っていた。

「じゃあ、警察に突き出すのか」

「いえ……」少し考えてから、テッキは語を紡つむいだ。「彼のことは、放置しておけばいいはずです。始末は、然しかるべき方々がやってくれると思います」

　然るべき方々、という物言いがエルバの頭に引っかかった。が、それを問いただすには、エルバは疲つかれ過ぎていた。膝ひざに手をつき、文句を垂れる。

「というか、この辺にいたんならさっさと顔出せ。こっちは死にそうな目に遭ったんだぜ」

「こちらは、救助活動をしていたのですよ」

　テッキは事実を語った。多分に誇こ張ちようは含ふくまれていたが。

「ったく、役に立たない奴やつだな。他ほかの連中と同じく、俺も等しく救助される権利があるんじゃねえのか」

「権利？　あなたはバカですか？　そんな権利聞いたこともありませんね」

　二人の口論は、やむ気配を見せなかった。ルナは、傍かたわらのサクラに意見を求めた。

「テッキちゃんって、いつもあんな調子なのかなあ」

「あはは……」サクラはごまかすように笑った。「おおむね、あんな調子です」

　火事を背景にした二つの影かげは、燃えさかる炎ほのおに呼応するかのように激しく動いていた。口論同様、教会の炎が収まるのにもまだまだ時間がかかりそうだった。内部で何かが焼け崩くずれ、ガラガラと崩ほう落らく音を立てても、二人は全く気づかなかった。
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　翌日の新聞には、東番外地の火事に関する記事は載のっていなかった。

　ブルティエールの主要紙を買い集めたエルバは、その事実を思い知らされて大きく舌打ちをした。結局どの程度の規模の火事となったのか、怪け我が人や死人は出たのか、等々の疑問について知りたかったのだが。

「東番外地が焼けようが何しようが、たいていの市民は知ったこっちゃねえってことか」

　ホテルの部屋にて、エルバは新聞をテーブル上に放ほうり出した。代わりに、湯気を立てているコーヒーカップを持ち上げ、一口すする。

「……そういうもんかよ」

　朝食の食器を片づけながら、ファルナはエルバに声をかけた。

「ああ。ブルティエールには西と東に番外地があるが、東の方はスラムだからな。むしろ焼けてくれてせいせいしたって連中が大半じゃねえのか」

　吐はき捨てるような口調で、エルバは言った。

「東番外地の住民も、別に住みたくてあんなところに住んでるわけじゃないんだがな。たしかに、犯罪者にとっては都合のいい隠れ場所だけどよ。……ファルナ、おまえも用も無く東番外地には近寄るんじゃねえぜ」

「了りよう解かい。でも、用事がある時はどうすればいいんだ」

「そもそもあんな場所に用事を作るな」

「どうしようもねえ時だってあるだろ」

「どうしようもない時は、俺に相談しろ」

「相談、って」ファルナは首をかしげた。「エルバ、うちに帰っちまうんだろ。どうやって相談すりゃいいんだ。わざわざ電報打てってか？」

　エルバはしばしファルナをじっと見つめてから、言った。

「俺はブラックストーンには帰らない」

　ファルナは眉まゆをひそめた。

「じゃあ、……アレ？　あの申し出を受けることにしたのかよ」

「そういうことさ──」

　答えたのはエルバではなく、寝しん室しつの方から来た声だった。

　開いた扉とびらの奥から、ルナ・ルガがあくびをしながら姿を現した。エルバの対面に着席すると、テーブル中央のカゴの中のパンを取り、一口嚙かみつく。

「うん。このパン、うまいね」

　咀そ嚼しやくしながらルナは感想を述べた。

「これからパートナーとして過ごしていくにあたり、色々聞きたいことがある」

　エルバはルナに真しん剣けんな視線を投げた。

「まず第一に、魔ま神じんの分際で何故なぜあくびなんぞしているのか。睡すい眠みんが必要なのかよ。第二に、魔神の分際でなんでのんきにものを食ってるのか」

「第一の質問は、気分の問題さ。僕たちに睡眠は必要ないけれど、なんとなく眠ねむりたくなることはある。第二の質問も、やっぱり気分の問題だ。僕たちには食料も必要ないけど、ものを食べることはできる。食事の席で出されたものを一口たりとも食べないのは、ちょっと感じ悪いし」

「食ったものはどこへ行くんだ」

「多分、塵ちりになっているんだろう。少なくとも、トイレに行く必要はない。摂せつ取しゆした食料が百パーセント身になるという点においては、人間より優すぐれていると言っていいね」

「そうかよ」エルバはヤケクソ気味に言った。「第三の質問だが──」

「いや、『食ったものはどこへ行くんだ』ってのが第三の質問だろ。次のは第四の質問だ」

「第三だろうが第四だろうが第五だろうがどうでもいい。なんでおまえはここの家族の一員みたいに自然にこの場になじんでいるんだよ」

　ルナは、まずエルバを見て、次にファルナを見て、もう一度エルバに視線を戻もどした。答えを発しようと口を開き──

「また『気分の問題』とか答えたら、俺はおまえを殴なぐる」

　機先を制してエルバは言った。

　ルナは少し間を置いてから、答えた。

「うん、気分の問題」

　ガチン、とエルバは音高くコーヒーカップを皿に戻した。

「本ッッ当におまえはいらつく野や郎ろうだな」

「そんなことはねえだろ」ファルナが口を挟はさんだ。「男前だし、なかなかいい奴じゃないか」

「いやー、ファルナさんはわかってらっしゃる」

　満面の笑えみを、ルナはファルナに向けた。対照的に、今度はエルバの表情が暗くなる。

「クソッ。なんでおまえみたいな奴と組まなきゃならねえんだ」

「宿命」

　ルナはただ一言述べた。唐とう突とつに語調が変わったのを受け、エルバも黙だまり込む。

「魔王は人の運命を操あやつり、宿命を与あたえる。君が僕と組むことになったのも、宿命の一部なんだ」

「俺は、運命とか宿命とか、人の未来が予あらかじめ決められているってえのは信じてないんだがな」

「ん～」ルナは腕うでを組んだ。「僕が言っている宿命というのは、ちょっと違ちがう。宿命とは舞ぶ台たいのようなものだ」

「舞台だと？」

「そう。人にはそれぞれ、人生という名の舞台が用意されている。メインシナリオと、役者込みで。君と僕は、同じ舞台に出演する役者として出会ったということさ」

「ほお。で、魔王はどう関かかわってくる」

「魔王は、いわばシナリオライターさ。都合によって、メインシナリオをちょこちょこと書き換かえる。けれども、演じるのはあくまでも演者、その人自身だ。シナリオ通りに演じるか、アドリブを加えて演じるか、あるいは台本を破り捨てて出たとこ勝負で演じるか、それはその人次し第だいということさ」

「……おまえのたとえはよくわからん」

「実地に即そくして言おうか。君には、チェビアトの仇かたきを討つという明確な意思がある。それが宿命だ。だが、本当に仇が討てるかどうかは決まっているわけじゃない。本当に仇を討つことに成功するか、逆に返り討ちに遭あってしまうか、あるいは突然仇あだ討うちをやめて田舎いなかに引っ込みサトウキビ栽さい培ばいを開始するか。その辺は誰だれにもわからないということさ」

「今度はわかった」エルバは頷うなずいた。「少なくとも、サトウキビ栽培の線はないと思うが。だが、宿命とは大おお仰ぎような言い方だな」
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「同感だね。僕も、魔神と呼ばれるのは大仰に過ぎると常々感じているよ」

　はあ、とエルバはため息をついた。

「父さんはおまえみたいな奴やつを相手にしていたのか。気苦労が耐たえなかったろうに」

「僕とチェビアトは、かなりうまくやっていた方だと思うけど。テッキちゃんやベンハートに聞いてごらん」

「ベンハート？　亡なくなったって話だぜ」

「あ、そうなの。……それは惜おしい人を亡くした」

　そう言って、ルナはもう一口パンを嚙み裂さいた。

「さっさと食えよ」エルバは急せかした。「さっさと準備して、さっさと出かけるぜ」

　ルナはパンをカゴに戻した。

「ま、急ぐって言うんなら、別に食べなくてもいいんだけどね」

「戻すな！」エルバは叫さけんだ。「おまえの食いかけなんざ食いたくねえ」

「君は僕に食べて欲しいのか急いで欲しいのか、どっちなのさ」

　うんざりした顔でルナはもう一度パンを手にし、大口を開けて丸飲みにした。

　その間に、エルバはファルナに視線を投げた。

「おまえがブルティエールになじめるのかどうか、猛もう烈れつに心配なんだ。だから、俺もこっちに残ることにした」

「心配しすぎだと思うけど」

　ファルナはひらひらと手を振ふった。が、そう言われてまんざらでもない様子だった。







　応接間の窓から大きく身を乗り出し、テッキは外の光景を眺ながめていた。

　バベルハイズ自然史博物館は、その名のごとくというわけでもないが、自然に囲まれていた。一応ブルティエールの同心円の内側ではあるのだが、北の果てということもあって、視界の多くを占しめるのはビスク煉れん瓦がの白ではなく、森の木々の緑である。午前の太陽の光を受けて、博物館の庭は柔やわらかい光に包まれていた。

「テッキ……」

　応接間の扉が開く音とともに、サクラの声が滑すべり込んでくる。

「新しい石けん、どこに置いてましたっけえ？」

　テッキは振り向いて、一つため息をついた。

「サクラ、その格好でうろつくのはやめてと何度も言っているでしょう」

　朝の湯ゆ浴あみから上がってきたばかりのサクラは、その肢し体たいをタオル一枚で隠かくしていた。

「あはは。ついクセで」

　サクラはごまかすように笑った。濡ぬれ髪がみが揺ゆれる。

「今はワタクシたちだけしかいないからともかく、いずれ新たな住人が増えるのですからね」

「そうですねえ。気をつけないと」

　と言いつつ、サクラはテッキのそばに歩み寄った。自らも窓の外に身を乗り出し、日の光を肌はだに浴びる。

「でもお、顔だけじゃなくて、後ろ姿とか、本当にチェビアトにそっくりですよねえ、エルバ君ってば」

　テッキに同意を求める。

　サクラのうなじを見ながら、テッキは答えた。

「うれしそうね、サクラ」

「そうですか？」サクラはテッキを見た。「そりゃ、うれしいですよ。エルバ君、かっこいいですしねえ。ちょっと目つきは怖こわいですけど。……テッキはうれしくないんですか？」

「うれしいかうれしくないか、と言われれば、うれしいと言えると思いますが、──」

　テッキの言葉は、自然にかき消えた。

　チェビアトの息子むすこを八眼デイアボリツク争パー覇テイに巻き込むことが、本当に正しいのか。小さな疑問が、トゲのように心に引っかかる。はじめ、エルバは八眼争覇のことについて何一つ知らなかった。それどころか、父が博物館に勤めていたことすら知らなかったという。チェビアトが息子を巻き込むまいと精せい一いつ杯ぱいの努力をしていたことは明白だ。

　だが、エルバは八眼争覇への道に踏ふみ込んだ。チェビアトの思いを無視する形となった。テッキとしては、彼から無理にでも円盤レンズを取り上げるべきではなかったのか。

　もちろん、八眼争覇に勝利する、という目的を果たすためには、エルバと手を組んだのは正しい判断だ、と思っている。

　今、博物館の地下室には、藍あい色いろの魔ま王おうの瞳ひとみが厳重に保管されている。これを手に入れることができたのは、間ま違ちがいなくエルバの手て柄がらだ。魔神との戦いに勝利を収めうる人物と、共通の目的を抱いだいている──それは、僥ぎよう倖こう以外の何物でもない。エルバが味方で良かった、と思わずにはいられない。

　それでも、わずかな悔くいのようなものを、完全にかき消すことはできなかった。

「魔王は、自らの依より代しろとする人間に、様々なものを要求する」

　あの日、アンテノラはそう言ったものだった。

「君の手首も、つまるところはそういう要求の一部だったのだろう」

　そう言われて、テッキはかなり驚おどろいた。商談の最中、テッキは右手を相手に見せていなかったからだ。マーレボルジュの情じよう報ほう網もうには、そんな些さ細さいな情報も引っかかっているらしい。

「私の手首を欲しがるとは、魔王も変わった趣しゆ味みをお持ちのようですね」

　見た目には平静を保ちながら、テッキは答えた。

「まあ、別に手首そのものを欲しがったわけではないさ。なんと言ったらいいのか──」

　アンテノラは考え込んだ。慎しん重ちように言葉を選びながら語り始める。

「バケモノが民たみに生け贄にえを要求する、といったおとぎ話とはわけが違う。バケモノは人を食べたいという必要性があるから生け贄を求めるんだが、魔王はそうじゃない。魔王が要求するものは、健全な肉体と鋼はがねのような精神だ。望みを叶かなえたい、魔王の力を手に入れたいという願いのためには、他ほかの七人を地じ獄ごくに蹴け落おとすこともいとわない、という」

「まあ、……そうなりますね」

　テッキはそう応じた。

「その意志の強さを確かめるために、魔王は人に、色々なものを捨てさせようとする。私の言いたいことは、そういうことだ。なにかを得るために、なにかを手放す覚かく悟ごを持っているのかどうか、試ためそうとする。当然、魔王の力という強大なものを手に入れたければ、その代だい償しようも大きくなる。八眼争覇に勝つためには、色々なものを捨てることを覚悟しなければならない」

「それは、実体験から出た言葉ですか」

　テッキは恐おそる恐る尋たずねた。

　アンテノラはにやりと笑って、ビスク豆を一ひと粒つぶかじった。

「まあ、そうなる。捨てるものは物質的なものであるとは限らない。例えば、幸せな生活とか、立場とか、あるいは心とか。ある種の感情は間違いなく磨ま耗もうして消え失うせる。これは請うけ負ってもいいね」

「……そうなのですか？」

「私がいい例さ」さらに一粒、豆を口の中に放ほうり込む。「こんなことを言う必要はないと思うんだが、一応言っておこう。君に殺して欲しい相手というのは、じつは私の息子でね」

　アンテノラはごく事務的に言った。

「…………！」

　テッキは言葉を失った。

「詳くわしいことは聞かないでくれよ。つい最近まで、存在すら知らなかったんだから。……彼は、私が彼の母を捨てたと思っているらしい。だから、私に対する復ふく讐しゆうを望んでいる。マーレボルジュそのものを叩たたき潰つぶし、面目を失わせた上で、私を殺す、と。なるほど、魔王に望むに値あたいする大それた願いではある。私にとっては迷めい惑わく以外の何物でもないがね」

　アンテノラはなんの感情も交えず、極きわめて淡たん々たんと話を続けた。

「普ふ通つうならば、二十年ぶりの親子再会というお涙なみだ頂ちよう戴だい話になるのだろうが、向こうは涙の代わりに血を流すつもりでいる。となれば、私としても立場を守るために、なにより命を守るために手を打たなければならない」

　突とつ然ぜん、アンテノラは片手で豆をがばっとつかみ、大量に口の中に押し込んだ。ぼりぼりと大きな音を立てて咀そ嚼しやくし、そして飲み込む。

　一息ついてから、アンテノラは言った。

「私は、血のつながりよりも、ビスク豆を選ぶ。つまりはそのような人間になり果ててしまったのさ。八眼デイアボリツク争パー覇テイを経験した結果として。……どう思うかね」

　水を向けられたテッキは、

「……私は探たん偵ていです。他人の倫りん理りを評価する立場にはありません」

　と答えるのが精一杯だった。

　そのようなものに、自分のみならず他人を巻き込む。そう考えると、どうしてもためらいを覚えずにはいられなかった。

　テッキは、状差しから一枚の封ふう筒とうを取り出した。

　この封筒は、早朝に博物館のポストに投とう函かんされていた。差出人名が記されていない封筒の中には、小切手が一枚入っていた。その額を見て、テッキはその封筒がアンテノラから送られてきたものだと悟さとった。

　封筒にはもう一枚、紙切れが入っていた。そこには、短い文章が記されていた。




　君の仕事には感謝している。三日後くらいに、鼻にビスク豆の詰つまった若い男性の死体が港に浮うかぶことになるだろう。




　文章を読み終えた後、テッキはすぐに紙切れに火をつけ、燃やしたのだった。

「なんだか、悪あく魔まに多重債さい務むを負っているような気分ですのでね……」

　そう言って、テッキは重い息を吐はき出した。

「大だい丈じよう夫ぶですって。なんとかなりますよお」

　テッキを元気づけるべく、サクラは肩かたをすり寄せた。

「というか、館長がしっかりしてくれないと困ります」

「……それもそうね」テッキは認めた。「こんな時、チェビアトがいてくれれば助かるんですが、──エルバがいかほどの戦力になるのやら」

「私は、エルバ君は期待できると思います。ほんと、チェビアトが戻もどってきてくれたような気がしますよお」

　サクラは目を細め、心の底からうれしそうな表情を浮かべた。

「きっと、私たちを助けてくれますって。私たちはみんな、チェビアトに育てられたきょうだいみたいなものですしい」

「……きょうだい……」

　テッキはその言葉を繰くり返した。

「兄だろうと弟だろうと、あんな奴やつ願い下げですよ」

　と言いつつ、テッキは朗ほがらかに笑った。

　とりあえず、テッキは前向きに考えることにした。なにより、何も知らなかったにも拘かかわらず、エルバは博物館にたどり着いた。運命が彼をここに導いたのだ、と考えるしかない。エルバと手を組むことになったのは、魔王が私たちに課した宿命なのだ。

　ならば、手を取り合ってともに戦う。今のテッキにできるのは、それだけだ。

「ところで私、何しにここに来たんでしたっけえ」

　サクラは首をひねった。

　テッキは呆あきれてため息をついた。

「石けんを探しに来たのでしょう。たしか、切らしていたと思いますよ」

「ええっ。じゃあ、私はどうやって顔を洗ったらいいんですかあ」

「水で洗いなさい」テッキは冷たく言った。「早くして下さいよ。あんまり時間はないですからね」

「あ」サクラは部屋の時計を見て声を上げた。「そうですねえ。急いで身み支じ度たくしますう」

　タオルをひらひらさせながら、サクラは応接間から飛び出していった。間を置かず、扉とびらの外で「きゃあっ」という悲鳴と、どすんと何かが床ゆかに強く叩きつけられる音がする。

「石けんを切らしたくらいで、そこまで動どう揺ようしなくても」

　テッキはまたしてもため息をついた。







　霊れい園えんに最初にやって来たのはエルバたちだったが、次にやって来たのは墓石業者だった。

「さっさと始めて下さい」

　エルバは業者にそう申し出、かくしてテッキたちが来る前に墓石の取り替かえ作業は始まった。踏ふみ割られた墓石を放置するのは、死者の霊に悪い。そう考えたテッキが、さっさと手を回してくれたのだった。本日、エルバとテッキは作業に立ち会うため、ここで落ち合う予定だった。

「いやはや」

　作業を遠巻きに眺ながめながら、ルナは沈しずんだ表情をしていた。

「かつてともに戦った仲間の名を墓ぼ碑ひ銘めいで見るのは、何回経験しても慣れるもんじゃないね」

　そうだろうな、とエルバは相あい槌づちを打った。しかもルナはこの六年間眠ねむり続けていた。つい昨日までチェビアトと一いつ緒しよにいた、という感覚なのだろう。その喪そう失しつ感かんたるや想像に難かたくない。

「あのさ」ファルナがルナに問いかけた。「チェビアトおじさんって、どんな人だったのかな」

「正義感の強い人だったよ。残念ながら、それが最後はアダになってしまったけれどね」

　そう答えて、ルナは肩を大きく落とした。

「悩なやましいところだ。チェビアトがテッキちゃんを見捨てていれば、チェビアトは八眼争覇の勝者となっていたことだろう。でも、チェビアトはテッキちゃんを見捨てることができなかった。だからチェビアトは死んだ。けれど、おかげでテッキちゃんは生き延びることができた」

　一いつ旦たん言葉を切ってから、

「悩ましいところだ」

　ルナは同じ言葉を繰り返した。

「望みを叶かなえるために、万ばん物ぶつを捨てる覚かく悟ごを求める──それが魔王の意思か。厄やつ介かいなこったな」

　それは、エルバにとっても他人ひと事ごとではないはずだった。八眼デイアボリツク争パー覇テイに参加した以上、そのような決断を迫せまられる時が来るのだろうか。例えば、父の仇かたきを討つために、ファルナを生け贄にえに捧ささげなければならない──そんな状じよう況きように追い込まれるような時が。

　いいや、とエルバは頭かぶりを振ふった。そのような状況は必ず回かい避ひしてみせる。その可能性を予期してさえいれば、落とし穴を避さけて通ることはできるはずだ。父の仇を討つために、代だい償しようを払はらわなければならないというのなら喜んで払おう。だが、払うのは自分で払えるものだけだ。そこだけは、魔王の意思だろうと譲ゆずるわけにはいかない。

　不意にルナが袖そでを引っ張り、エルバの思し索さくを遮さえぎった。

「ねえ、エルバ。あそこに珍めずらしい人が来ているよ」

　言われるがままにエルバはルナの指さす先を見た。なるほど、チェビアトの墓から少し離はなれた木立の陰かげで、墓石交こう換かんの作業を見守っている者がいた。

　白いローブを着て、フードを目ま深ぶかに被かぶった少女だった。

「俺は、ついこの間会ったばかりなんだがな。……ファルナ、ちょっと作業を見ていてくれ」

「……どうしたんだよ」

　ファルナの質問に、

「用を足してくる」

　エルバは適当なことを言って、その場を動いた。ルナもその後についていく。

　二人が接近すると、少女はフードを上げて、端たん整せいな顔を日の光にさらした。閉とざされた両の目よりも、不気味なくらいに白い肌はだが目を引いた。

「なんか俺に用事があるんなら、堂々と出てこいよ。魔ま王おう様なんだから」

　エルバは不ふ審しんの目でブラナを見た。

「無関係の人間に姿を見られるのは好きじゃないのでね」

　作業を凝ぎよう視ししているファルナを見つめながら、ブラナは答えた。

「どうも、お久しぶりです」

　ルナはブラナの姿を見ると、深く一礼した。

　ブラナは拍はく手しゆをもって、ルナとエルバに応じた。

「まずは、一勝目おめでとうと言っておこう。これで君は一歩魔王に近づいた」

「嫌いやな言い方だな」エルバが言う。「で、なんだ。祝賀を言いに来ただけか」

「それが主目的さ。だがもう一つ、君の覚悟を聞きに来た」

「……覚悟だと？」

「そう。君の望みは、父の仇をとることだと理解しているが」

「ああ。それがどうした」

「八眼争覇には、八人の人間が願いを託たくす。自分の願いを叶えるということは、他ほかの七人の願いを踏みつぶすということだ。ま、君はテッキ君と組んで、そして既すでに一人潰つぶしたから、残り五人ということになるが。その五人を叩たたき潰してでも、望みを叶える──その覚悟はあるか？」

　少し間を置いてから、エルバはためらわずに言い切った。

「覚悟は、ある。父さんは殺されたのに、正義は為なされていない。神が正義を執しつ行こうしないというのなら、悪魔に力を借りるしかない」

　力強く、はっきりと、エルバは言葉を述べた。自分の意志の固さを証明するために。

「そのために、他の五人の願いを蹴け散ちらしてみせる。そうだね？」

　ブラナの問い返しに、

「──そうだ」

　低い声で答えた。

「いい返事だ」ブラナは満足そうに頷うなずいた。「私は、鋼はがねの意志を持つ者を求めている。その点では、君は合格だ」

　エルバは無言でブラナを睨にらんだ。が、殺人的な視線を、ブラナは平然と受け止める。

「私は、君のような目をした少年少女達を何人も見てきた。ある者は最後まで瞳ひとみに強い意志を湛たたえたまま戦いを勝ち抜ぬき、ある者は負け犬の目をして戦いに敗れていった」

　ブラナは手を振り、別れの挨あい拶さつをした。

「君が前者であることを祈いのっているよ……」

　次の瞬しゆん間かん、ブラナの姿は跡あと形かたもなく消え失うせた。

「……ったく。今いま更さらこういうことを言うのもなんだが、俺は悪魔と契けい約やくしちまったんだな」

　エルバは肩かたをすくめた。

「そういうこと」ルナが頷いた。「もう後には戻もどれないよ」

「違い約やく金きんを払っても？」

「違約金は君の命さ。同じく命を取られるなら、望みを叶えるために命を使った方がいいよ」

「……まあ、そういうこったな」

　ルナの言う通りだった。もはや、あとには戻れない。




　墓前に戻ると、テッキとサクラの二人連れが姿を現していた。

「遅おくれて申し訳ありません」

　テッキが軽く頭を下げると、横に立つサクラもそれに倣ならう。

「すいません～。出かけるのにちょっと手間取っちゃって」

　サクラは両手に花束を抱かかえていた。彼女が言葉を口にするたび、葉や花びらが揺ゆれた。

「さっさと始めてもらったぜ」

　エルバは作業中の業者達を指さした。

「それにしても、ずいぶん手回しが早かったな」

　エルバが軽い感かん嘆たんを込こめて言うと、テッキは小さく胸を張った。

「探たん偵てい業に従事しておりますと、人の死にまつわる業界に顔が広くなりますのでね」

「自じ慢まんできるようなことなのか」エルバは軽く手を上げた。「まあ、いいけど。……この場で正式に伝えておこうか。俺を博物館職員に雇やとって欲しい」

「申し出を受けてくれるのですね」

　テッキの言葉には安あん堵どの色があった。

「是ぜ非ひとも」

　そう言って、エルバは頭を下げた。

「良かったあ」サクラは花束を揺らした。「大だい歓かん迎げいですよ。こちらに泊とまり込み、ってことでいいんですよね」

「ああ。残念ながら、よそに下宿を探すほどの余よ裕ゆうはない。一旦田舎いなかに帰って、おじさんおばさんに話を通す必要はあるだろうがな」

　唐とう突とつに、テッキの袖そで口ぐちから触しよく手しゆが伸のびてきた。

「どうやら、今回はおまえと協力し合うことになりそうだなあ？」

　触手は、ルナの方に向けて伸ばされていた。ルナは進み出ると、その触手の先せん端たんを握にぎった。

「そのようだねえ。よろしく頼たのむ、きょうだい」

　笑え顔がおで応じ、それからテッキに声をかける。

「エルバを博物館で雇うってのは、実にいい話だね。でも、彼の労働条件とか給料はどうなるんだい」

「……おまえが交こう渉しようするのかよ」

　エルバは首をねじってルナを見上げた。

「いざというときに疲ひ労ろう困こん憊ぱいで戦えませんでした、なんてことになったら僕も困るんでね。それに、博物館がこの六年間閉まっていたんなら、すぐには収益なんて出ないだろう」

「それは、そうですね」テッキは認めた。「しばらくは、博物館だけで稼かせぐことはできないでしょう。探偵稼か業ぎようはこのまま継けい続ぞくする必要があります」

「ってことは」エルバは眉まゆをひそめた。「俺にも探偵稼業をやれってことか」

「その通りです」テッキは頷いた。「なに、身構える必要はありませんよ」

「本当かよ」

「探偵というと、推理小説に出てくる天才的な探偵を思い出すでしょうけど、実際の探偵稼業にはそんな能力は必要ないですから。安心して下さい」

「ここだけの話だが」

　はっきりとした声で、エルバはファルナに言った。

「遠回しに『アホでも務まるから問題ない』と言われているような気がするのは俺だけか」

　ファルナは仏頂面づらを決め込んだきり、何も答えなかった。

　テッキは、試ためすような視線をファルナに投げつけた。

「……保護者としてなにかおっしゃることはないのですか？」

　ファルナはテッキを見上げ、そして言った。

「一つだけ条件がある」

「なんでしょう。のめる条件とのめない条件がありますが」

「あたしも博物館で、バイトで雇ってもらおうか」

「なんだと」

　声を上げたのは、エルバだった。

「どういうつもりだ」

「こいつにエルバは任せられないってことだよ」

　ファルナはテッキを二度三度と指さした。

「エルバが無茶をさせられねえか、監かん視し役がいる。あたしの目の黒いうちは好きにはさせねえ」

「おやおや」テッキは余裕を崩くずさない。「就職面接でいきなり雇い主の悪口を言うとは、ずいぶん肝きもが据すわった方ですこと」

「…………うっ」

　ファルナは言葉に詰つまった。テッキはさらに言い立てる。

「この場で土下座して『雇って下さい。お願いします』と懇こん願がんして下さったら、考えて差し上げてもよろしくってよ？」

「テッキ！」

　鋭するどい声を発したのは、サクラだった。珍めずらしく、厳しい表情を浮うかべている。

「せっかくウチで働いてくれると申し出ている人に対して、そんな言い方はないでしょう」

　サクラの剣けん幕まくに、テッキは言葉を失った。サクラがこれだけ声を荒あららげるのは、テッキにとっても意外だったのだろう。反論もしない。

　ファルナに振ふり向いて、サクラは笑えみを浮かべた。

「歓迎しますよお。今は人手が足りなくてどうしようもないところですからあ」

　フウ、とテッキは息を吐はき出した。

「仕方ありませんね。あなたにも、ワタクシの手足となってキリキリ働いて頂きましょうか。……しかし、二人も人を雇うとなると、やりくりが面めん倒どうになりますね」

「ちゃんと給料、出るんだろうな」

　エルバが質問すると、テッキは片手を頭に当てた。

「頭の痛いところですね。もしかしたら、現物支給になるかもしれません」

「これは純じゆん粋すいな興味から聞くんだが、博物館の現物支給って、何が出てくるんだ。円盤レンズか」

「いいえ、──」

　少しためらってから、テッキは答えた。

「ビスク豆で」

　その場に沈ちん黙もくが降りた。

「色々事情がありまして」取り繕つくろうように、テッキは早口で言った。「ビスク豆が山のように余っておりまして。それこそ、売るくらい。あ、ちなみに、あなたがここに住むならば三食も提供しようと思っていますが、朝ビスク豆、昼ビスク豆、夜ビスク豆ということで、よろしく」

「おまえらは俺をビスク豆の妖よう精せいにでもするつもりか」

　エルバは極力冷静に突つっ込みを入れた──が、ふつふつとわき上がる怒いかりを完全に覆おおい隠かくすには至らなかった。それを察してか、ルナが声をかける。

「いいじゃない。僕はビスク豆大好きだよ」

「俺は大だい嫌きらいだ！　いいか、俺にはこの世において存在を許せないものが三つある。テストと、メシ時に目の前をちらつく蠅はえと、そして豆類だ」

「博物館には、そのうち一つしか揃そろってませんよ」

　テッキが冷静に言った。

　エルバはさらに何か言い返そうとした──が、開いた口を閉じて、肩かたを落とす。

「まあ、なんだ。父さんの墓前で言い争うのは無ぶ粋すいだな」

「……それもそうですね」

　やがて、業者は作業を終え、霊れい園えんから去っていった。後に残されたのは、六年ぶりに新調されたピカピカの墓石だった。墓ぼ碑ひ銘めいは同一だが、新品だと印象が変わる。永久とわの眠ねむりの墓所の標しるべとしては、新しすぎてやや違い和わ感があった。しかし、風雪に晒さらされ続けば、いずれいい具合に風格を増してくれるだろう。

「チェビアト、少々お騒さわがせして本当にすいませんねえ」

　墓石に語りかけながら、サクラは花を捧ささげた。エルバたちは横一列に並び、死者に黙もく禱とうする。

「チェビアトの子供達が、ここに勢揃いしたってわけか」

　背後からルナが腕うでを大きく広げ、エルバたちの肩を抱だいた。

「あの世でチェビアトも喜んでいることだろうね」

「あたしは、それほどおじさんに世話になったわけじゃないけど」

　ファルナは控ひかえめに言ったが、

「細かいことは言いっこなしだよ」

　ルナはウィンクを返した。

「俺たちがまみえることになるだなんて、父さんは想像していなかっただろうがな」

　エルバはテッキに向き直り、左手を伸ばした。

「よろしく頼むぜ、館長」

　少し驚おどろいたような顔をしたテッキは、すぐに微笑ほほえみを浮かべ、手を握り返した。

「それはこちらのセリフですよ」

「バベルハイズ自然史博物館の復興のために、頑がん張ばりましょうねえ」

　そこにサクラが手を重ねる。さらにファルナも手を乗せて、

「そして、おじさんの仇かたきを討つためにも、だ」

　やるべきことは山積みだ、とエルバは思った。が、不思議と気分は重くない。それどころか、奇き妙みような高こう揚よう感に沸わき立つ思いだった。長年一人で抱かかえ続けていた問題を解決するための糸口を、とうとうつかむことができたのだ。しかも、すぐそばには三人の味方がいる──二名の魔ま神じんを加えたら、三人と二体か。目的を叶かなえるために、どれだけの時間がかかるかはわからない。だが、必ずやその日を迎むかえることができるだろうという確信があった。

「そうだな」エルバは言った。「必ず、無念を晴らしてみせる。見ていてくれ、父さん」

　春のほのかな風が走り、エルバたちの髪かみを軽く撫なでた。まるで、チェビアトが子供達の呼びかけに応こたえたかのようだった。







[image: ]




　タマラセが完結して半年。六塚は新しんシリーズをひっさげて帰って参りました。







　こんばんは六塚です。タマラセファンの方はお久しぶり、初めて私の本を手に取る方は初めまして。

　タマラセファンの方へ。迷わずにこの本をレジに持って行って下さい。この物語は一見ファンタジー風にも見えますが、基本的な芸風は一いつ緒しよです。読んだ方はわかっていただけると思いますが。テッキのアレとか。なんであんなものを思いついたのかと言われれば、「神が降りてきたから」としか答えようがないですがね。期待に応こたえうるものを書くことができた、と自負しております──が、判断するのはこの本を読んで下さったあなたです。願わくば、この本があなたのお気に入りになりますように。

　初めて私の本を手に取る方へ。やっぱり迷わずにこの本をレジに持って行って下さい。この物語は一見ファンタジー風にも見えますが、その実は少年少女達が異能力を駆く使しして戦うという某ぼうジャンプ的熱血小説です。熱血的、と呼ぶには少々語ご弊へいのある設定を持っている登場人物もいますが。テッキのアレとか。なんであんなものを（後略）。

　とにかく、願わくば、この本があなたのお気に入りになりますように。







　唐とう突とつながら博物館の話。

　暇ひまがある時には、ちょくちょく博物館、科学館の類を巡めぐっておりまして。

　お手軽に非日常の世界に入り込める場所だと思うのですよ、博物館というやつは。まあ場所にもよりけりですが。単純に恐きよう竜りゆうの全身骨格を飾かざってあるのを眺ながめるだけでも結構感動的なものです。大阪市内だけでも様々な博物館、科学館が揃そろっているのでかなり楽しんでおります。知的興味を刺し激げきされる場所というのはとても良いものですよ。

　自由業という立場を利用して、主に平日に博物館巡りをしているのですが、まあものの見事に人がおらんもんですな。非常に興味深い展示物を静かな環かん境きようで見ることができるので私自身としては大だい歓かん迎げいなのですが、「こんなんで経営とか成り立つのだろうか」と思う時もままあります。学校に行っている子供はともかく、大人ももっとこの手の施し設せつに興味を持つべきですな。土日に人が押しかけているのならば問題ないんでしょうが、中には明らかに大阪の放ほう埒らつ経営の産物としか言いようのないものが……ゲフンゲフフン……いえなんでもありません。

　暇な博物館の職員は絶望的に暇なんじゃないのかなあ、という疑問をもとに作り上げたのが、この物語のシリーズの重要な拠きよ点てんとなるバベルハイズ自然史博物館というわけです。実際の博物館職員の方々は死ぬほど忙いそがしいかと思いますけどね。







　エルバ・ナイトロンドの戦いは始まったばかりです。彼と彼の仲間達はいかにして己おのれの定めた道を進むのか、末永く見守って頂ければ幸いです。二巻もできるだけ早いうちに出すつもりですので。
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